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はじめに
このたびは富士フイルムビジネスイノベーションのArcSuite®をご利用いただき、まことにありがとうございま
す。

一般に、企業活動では、各業務に関する情報はさまざまな形態のドキュメントとして存在しています。ここでいう
ドキュメントとは、紙に書かれた文書だけを示す狭義のものではありません。紙はもちろんのこと、ホワイトボー
ドに書かれた文字や図表、プロジェクターやテレビに映し出された映像などを含む広義なものを指します。
ドキュメントは一般に、ひとりの手で作成されるものではなく、複数の人の意見交換や討議を経て作成されます。
単純な作業や複雑な計算はコンピューターに委ねられ、あらゆる分野でさまざまなソリューションが展開されてい
ますが、ドキュメントの作成では一般に人が中心なのです。

ArcSuiteは、「ドキュメント」に着目して「人」と「人」をつなぐ、「ドキュメント指向」のソリューション・
パッケージです。ArcSuiteをご利用いただくことによって、さまざまなコンピューターシステムを統合したうえ
でのドキュメントの共有や管理が可能になります。

お使いの商品構成によって、次の機能が標準で提供されないことがあります。
コラボスペース、ドキュメントレビューオプション、ワークフロー、分類ビュー、関連文書検索サービス、原本性
保証オプション、キャプチャリングサービス、統合検索サービス、オンラインバックアップオプション、ドキュメ
ント一括操作ツール、連携フォルダ for DocuWorks、連携オプション for Working Folder

本書の内容は、Microsoft Windows Operating System、およびWebブラウザーの基本的な知識や操作方法を習
得されているかたを対象として記述しています。

Excel、Visual Studio、Microsoft、Windows、およびWindows Serverは、米国Microsoft Corporationの、
米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Oracle とJava は、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
Xerox、Xeroxロゴ、およびFuji Xerox ロゴは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。
その他の社名または商品名などは、各社の登録商標または商標です。
Microsoft Corporation の許可を得て画面写真を使用しています。

FUJIFILM、およびFUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。
ArcSuite、DocuWorks、および Working Folderは、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社の登録商標
または商標です。

・本書の編集、変更、または無断での転載はしないでください。
・本書に記載されている内容は、将来予告なしに変更されることがあります。
・本書に記載されている画面やイラストは一例です。ご使用の機種やソフトウェア、OS のバージョンによって
異なることがあります。



  
著作権について
本ソフトウェア、およびバックアップのために複製されたソフトウェアに関する著作権等を含む一切の無体財
産権は、弊社および弊社への供給者に帰属します。
(c) 2002-2021 FUJIFILM Business Innovation Corp.

マニュアル体系
ArcSuiteには、次のマニュアルおよびヘルプがあります。
マニュアルは、PDFファイルまたはヘルプの形式で提供しています。
主なマニュアルは、『ポータル画面のヘルプ』から参照できます。『ポータル画面のヘルプ』は、Webブラウ
ザーの操作画面にある［ヘルプ］から表示できます。

お使いの商品構成によっては、提供されない機能の説明がマニュアルに含まれることがあります。

■ 管理者ユーザー向け
名称 概要

セットアップガイド 本製品全体のセットアップ方法について説明しています。

システム管理者ガイド リソース管理サービスの概要、機能、管理操作を行うコマンドについ
て説明しています。また、本製品の運用に必要な管理作業について説
明しています。

ドキュメント管理サービス管理者
ガイド

ドキュメント管理サービスの概要、機能、および管理操作を行うコマ
ンドについて説明しています。

ドキュメント管理サービス管理ア
プリケーション デスクトップ版の
ヘルプ

サーバーで行うドキュメント管理サービスの管理操作について説明し
ています。

ドキュメント管理サービス管理
アプリケーション Web版のヘル
プ

クライアントPCで行うドキュメント管理サービスの管理操作について
説明しています。

オフラインバックアップ・
リストア運用ガイド

オフラインバックアップ機能の操作、およびリストア機能の操作につ
いて説明しています。

リソース管理アプリケーションの
ヘルプ

ユーザー、グループ、ユーザーロールの追加、およびライセンスの編
集、検索について説明しています。

ログインサーバー管理アプリケー
ションのヘルプ

ログインサーバーでの認証モードの設定について説明しています。

メッセージ通知管理アプリケー
ションのヘルプ

メッセージ通知サーバーの設定、メッセージのスプール管理、メッ
セージテンプレートの設定について説明しています。

ポータル管理アプリケーションの
ヘルプ

ユーザープロファイルに表示する項目の設定、お知らせの設定につい
て説明しています。

ドキュメントスペース管理アプリ
ケーションのヘルプ

属性テンプレートや表示する属性の設定、表示するボタンの設定、お
よびシステム環境の設定について説明しています。

表示アプリケーション管理ツール
のヘルプ

表示アプリケーションのテンプレート、システム環境の設定について
説明しています。

ログ管理アプリケーションの
ヘルプ

ログを表示する機能、ログを取得する機能、および保守情報を一括で
取得する機能について説明しています。
3
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■ クライアントユーザー向け

監視ツールのヘルプ ArcSuiteのコンポーネントにアクセスしているユーザー、データベー
スの状態、およびセッションの状態を監視する機能について説明して
います。

ドキュメントスペースドキュメン
ト操作URLリファレンスガイド

ドキュメントスペースの機能にURLを使用して接続する機能について
説明しています。

オンラインバックアップ・
リストア運用ガイド

オンラインバックアップ機能の操作、およびリストア機能の操作につ
いて説明しています。

e-文書法対応 概要説明書 e-文書法対応の概要および原本性保証オプションの機能について説明
しています。

コラボスペース管理アプリケー
ションのヘルプ

コラボスペースのメールの設定、ログの設定、およびタスクやメッ
セージの用語をカスタマイズする設定について説明しています。

ワークフロー管理アプリケーショ
ンのヘルプ

ワークフロー定義または起動テンプレートの作成者および公開者の設
定、ログの設定、外部コマンドの設定について説明しています。

キャプチャリング管理アプリケー
ションのヘルプ

キャプチャリングサービスの監視キューに対する操作について説明し
ています。

統合検索サービス管理アプリケー
ションのヘルプ

統合検索サービスのリソースの設定、収集スケジュールの設定、およ
びシステム環境の設定について説明しています。

コラボスペースタスク操作URL
リファレンスガイド

コラボスペースの機能にURLを使用して接続する機能について説明し
ています。

ワークフロー操作URLリファレン
スガイド

ワークフローの機能にURLを使用して接続する機能について説明して
います。

Webサービスインターフェイス
リファレンスガイド（本書）

ArcSuiteの機能にSOAPを使用して接続するAPIについて説明してい
ます。

ドキュメント管理サービスSDK
リファレンスガイド

ドキュメント管理サービスのオブジェクトを処理するコマンドについ
て説明しています。

コラボスペースInterface Toolkit
リファレンスガイド

コラボスペースのオブジェクトを処理するコマンドについて説明して
います。

ワークフロー Interface Toolkit
リファレンスガイド

ワークフローのオブジェクトを処理するコマンドについて説明してい
ます。

名称 概要

ポータル画面のヘルプ ポータル画面で、お気に入りの編集、ユーザープロファイルを変更す
る操作について説明しています。
Webブラウザーの操作画面にある［ヘルプ］から参照してください。

アドレス帳のヘルプ アドレス帳で、ユーザー、グループ、ユーザーロール、およびタスク
を検索する操作について説明しています。

ドキュメントスペースのヘルプ ドキュメントスペースで、登録、属性の変更、検索などのドキュメン
トを管理する機能の操作について説明しています。

表示アプリケーションのヘルプ 表示アプリケーションで、ブラウザーイメージ変換された画像を編集
する操作、およびユーザー設定について説明しています。

検索条件式のヘルプ ドキュメントスペースの詳細検索で、全文検索または属性検索の条件
式をXMLで指定するときの記述方法について説明しています。

名称 概要



  
＊ 1: 連携フォルダ for DocuWorksをインストールした DocuWorks Deskのヘルプから参照してください。

本書の使い方
■ 本書の構成
本書は、次の章から構成されています。

1　概要
Webサービスを使用してアプリケーションを開発する技術者を対象として、インターフェイスの概要につい
て説明しています。

2　設定パラメーター
Webサービスで設定できるパラメーターについて説明しています。

3　オブジェクト形式
各オペレーションで操作対象となる、リソース管理オブジェクト（RmsObject）、ドキュメント管理オブジェ
クト（RepositoryObject）、タスク管理オブジェクト（TaskObject、MessageObject）、ワークフロー管理
オブジェクト（WorkflowObject）について説明しています。

4　認証方式
Webサービスにおける認証方式について説明しています。

5　セッション管理
WebサービスのセッションのIDによる特定と、セッションで使用する言語、添付ファイル形式、リクエスト
処理後のセッション解放の指定について説明しています。

6　オブジェクト情報取得・一覧・検索
Webサービスで使用するオブジェクト情報の取得・一覧・検索について説明しています。

簡易操作のヘルプ 簡易操作画面でドキュメントを管理する機能の操作、および操作画面
の設定方法について説明しています。

コラボスペースのヘルプ コラボスペースで、タスクの作成、メッセージの登録、および検索な
どの操作について説明しています。

ワークフローのヘルプ ワークフローで、ワークフロー定義の作成、公開および起動する操作、
作業を実行する操作について説明しています。

ドキュメント一括操作ツール説明
書

Microsoft Excelを使って、ドキュメント管理サービスのオブジェクト
を処理する操作について説明しています。

デスクトップクライアント
セットアップガイド

デスクトップクライアントのセットアップ方法について説明していま
す。

デスクトップクライアント
操作説明書

デスクトップクライアントで、ドキュメント管理サービスのフォル
ダーやドキュメントにアクセスする操作方法について説明しています。

連携フォルダ for DocuWorks
セットアップガイド

連携フォルダ for DocuWorksのセットアップ方法について説明して
います。

連携フォルダ for DocuWorksの
ヘルプ（＊1）

DocuWorks Deskで、ArcSuiteに登録されているドキュメントを操
作する方法について説明しています。

名称 概要
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7　共通機能インターフェイス
共通機能として提供する、認証関連、属性スキーマ情報について説明しています。

8　リソース管理インターフェイス
リソース管理インターフェイスとして提供されている操作について説明しています。

9　ドキュメント管理インターフェイス
ドキュメント管理インターフェイスとして提供されている操作について説明しています。

10　タスク管理インターフェイス
タスク管理インターフェイスとして提供されている操作について説明しています。

11　プロセス管理インターフェイス
プロセス管理インターフェイスとして提供されている操作について説明しています。

12　メッセージ
Webサービスで発生するエラーメッセージ形式およびメッセージについて説明しています。

付録
Webサービスを利用して送信するリクエストの上限値を設定する手順や、Webサービスのすべての属性にお
ける特性定義情報の一覧、主要データ型の構成、用語集を記載しています。

■ 本書の表記
･ 本書では、次の記号を使用しています。

< >キー キーボードのキーを表します。
例：<Enter>キーを押します。

［　　］ 画面に表示されるメニュー、ボタン、項目を表します。
例：［新規作成］をクリックします。

「　　」 同一マニュアル内の参照箇所を表します。
また、強調する用語やメッセージも表します。
例： 「1 概要」
　　 「名前が指定されていません。」と表示されます。

『　　』 参照するマニュアルの名前を表します。
例： 『システム管理者ガイド』

｛　　｝ ユーザー名やサーバー名など、操作時に変わる値を表します。
例： ［｛ ユーザー名｝］をクリックします。

＞ メニューやWebページの階層を表します。
例：［システムとセキュリティ］＞［管理ツール］

一般的な注意事項を表します。

機能や操作に関する補足説明を表します。

参照する事項があることを表します。

　　　　 参照先タイトルやページへのリンクがあることを表します。
例： 「1 概要」（P.6）



  
･Microsoft Windows Operating Systemを「Windows」と表記しています。
･ パーソナルコンピューターを「PC」と表記しています。
･ お使いの環境によって、マニュアルに記載の画面と実際の画面が異なることがあります。
･ 特に表記がない場合の製品のバージョン番号は「4.0」です。
7
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1 概要

Webサービスを使用してアプリケーションを開発する技術者を対象として、インター
フェイスの概要を説明します。



1.1  ArcSuite Webサービスインターフェイスとは
1.1 ArcSuite Webサービスインターフェイスとは

ArcSuiteのWebサービスインターフェイスとは、SOAP/HTTPによりArcSuiteの機能を呼び出すためのAPI（ア
プリケーション・プログラミング・インターフェイス）です。ArcSuiteの統合インターフェイスとして設計され
ており、主要コンポーネントの機能を同じ手順で利用できます。

ArcSuiteのWebサービスインターフェイスは、SOAP/HTTPを使うことにより、次のような特徴を持っていま
す。
･ ファイアウォール親和性が高い............... HTTPによりネットワーク構成に影響されにくい

･ バージョン依存性が少ない ..................... WSDLによりサーバーとクライアントを疎結合化

･ Java™言語以外の言語から利用可能.........標準技術であるため幅広い言語でサポートされている

･ 外部システムとの連携が容易....................標準技術であるため多くのシステムが対応している
19
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1  概要
1.2 提供機能

1.2.1 添付ファイル形式対応
添付ファイル形式として、MTOMに対応します。

1.2.2 国際化対応
ロケール指定により、表示文字列やエラーメッセージの言語を指定できます。ロケールは、RMSに設定され
ているユーザー言語指定およびセッションごとに指定できます。
タイムゾーン情報が付いた日時情報は相互運用性の面で問題を起こす可能性があるため、サービスからのレス
ポンスにおける日時情報には常に国際標準時（UTC）を使用します。

1.2.3 認証方式
次の認証方式をサポートしています。
･ ユーザー IDおよびクレデンシャル情報
･ SSLクライアント認証
･ SSLクライアント認証とユーザー IDおよびクレデンシャル情報を併用

1.2.4 セキュリティトークン対応
ArcSuiteのセキュリティトークンに対応しています。
ArcSuiteの共通ログインに参加するWebアプリケーションから発行されたセキュリティトークンを受け渡す
ことで、ユーザーのパスワードなどが漏えいしてしまう危険なく、ユーザー権限でサービスを利用できます。
セキュリティトークンの受け渡しには、通常のパスワードによる認証と類似の形式を使用します。

1.2.5 複数サーバーサポート
ロードバランサーを使った複数サーバーへの負荷分散構成をサポートします。
リクエストに含まれるCookieやヘッダー情報により特定のサーバーに固定される方式ではなく、同一セッ
ションでも同じサーバーで処理されるとは限らず、リクエストごとに異なるサーバーに振り分けられて処理さ
れます。

詳細は、「5  セッション管理」（P.61）、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）にある「セッション固定クッ
キー発行フラグ」を参照してください。

1.2.6 同時アクセス数制限
一部のユーザーによるサーバーの資源の占有を防ぐために、次の項目を制限できます。
･ コンポーネントに対する同時セッション数の総計
･ ユーザーあたりの最大同時セッション数
･ 同一ユーザーの複数クライアントからの同時アクセスの可否
･ セッションあたりの最大同時リクエスト数
基本的に「Webアプリケーションの同時アクセス数制限」機能に準拠しますが、コンポーネントのセッショ
ン数の総計を除いて、次の設定のデフォルト値がWebアプリケーションとは異なります。
･ ユーザーあたりの最大同時セッション数： デフォルト値 =20



1.2  提供機能
1.2.7 特権ロール
いくつかの機能・動作に関しては、一般のユーザー権限に認可される以上の権限が必要なため、特権ロールを
有効にする必要があります。

特権ロールの実体はArcSuiteのユーザーロールですが、スーパーバイザー的な固定のユーザーロールがある
わけではなく、特権ロールとユーザーロール名の対応はArcSuiteのWebサービスインターフェイスの設定と
して保持します。以降、特権ロールに対応するユーザーロールの保有を、単に特権ロールの保有として説明し
ます。

特権ロールを有効にするには、特権ロールを保有するユーザーで接続するか、特権ロール行使
（assertPrivilege）で特権ロールを保有するユーザーの認証情報を提示します。後者の場合、あくまで特権が
必要な機能・動作が許可されるだけで、接続ユーザーは変更されません。特権ロールを使用するために認証情
報を提示するユーザーに対してアクセス権を設定しておく必要もありません。特権ロールを設けることで、従
来のように強大な権限を持つ管理者としてではなく、最小権限でアクセスできます。

アプリケーションプログラム特権
アプリケーションプログラムロール名で特定されるユーザーロールを保有するユーザーでの接続、または認証
情報の引き渡しにより、アプリケーションプログラム特権が使用できます。

アプリケーションプログラム特権とは、次の機能が有効になることを意味します。
･ エラー時の詳細情報（下位エラーメッセージ）取得

印刷サービス特権
印刷サービス特権ロール名で特定されるユーザーロールを保有するユーザーでの接続、または認証情報の引き
渡しにより、印刷サービス特権が使用できます。

印刷サービス特権とは、次の機能が有効になることを意味します。
･ 印刷権限によるドキュメントのコンテント取得

クライアント証明書無効特権
クライアント証明書無効ロール名で特定されるユーザーロールを保有するユーザー（にマップされる電子証明
書を提示の上）でのアクセスには、クライアント証明書の検証方式の設定によらず常にパスワード（暗号化パ
スワード含む）ないしセキュリティトークンによって認証されます。

クライアント証明書無効特権とは、次の機能が有効になることを意味します。
･ クライアント証明書検証方式によらない認証方式
21
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1  概要
1.2.8 管理者モード
管理者モードの有効と無効を切り替えることができます。

管理者モードでは、ファイルの状態やアクセス権によるアクセス制御、および状態遷移制約をうけることな
く、処理を行うことができます。
Webサービス インターフェイスで管理者モードに切り替えることができるのは、ドキュメント管理機能、お
よびタスク管理機能だけです。
管理者モードで操作を行うときに必要な権限、および有効範囲は次のとおりです。

管理者モードは次の操作によって、有効と無効を切り替えることができます。
･ ログイン（login/loginAndCheckStatus）のときにプリファレンスで指定
･ 管理者モード切り替え（enableAdministratorMode）を呼び出す
･ 各機能を呼び出すときにセッション設定で指定

権限のないユーザーでも、管理者モードを有効にできます。ただし、権限のないユーザーが、管理者モード
を有効にした状態でドキュメント管理機能、またはタスク管理機能を呼び出すと、エラーになります。

各管理機能の管理者モードについての詳細は、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』または『コラボス
ペース管理アプリケーションのヘルプ』を参照してください。

表：管理者モードに必要な権限と有効範囲

機能 必要な権限 管理者モードの有効範囲

ドキュメント管理 ドキュメント管理サービスの管理者 すべてのドキュメント管理操作

キャビネットの管理者 管理者となっているキャビネットに対する、
すべてのドキュメント管理操作

タスク管理 コラボスペースの管理者 すべてのタスク管理操作



1.3  提供モジュール
1.3 提供モジュール
ArcSuiteのWebサービスインターフェイスで提供されるモジュールを次に示します。

1.3.1 WSDLを使ったインターフェイス定義
提供されるWSDLを使ったSOAP処理系を用いて、スタブや動的にプロキシーを生成できます。
･WSDLをダウンロードするにはWebブラウザーなどで次のアドレスにアクセスします。

http://｛ArcSuiteサーバーのホスト名｝/ArcSuite/2021/04/ws?wsdl

1.3.2 Java言語用クライアントライブラリー
Java言語でのアプリケーション開発を容易にするためのライブラリーです。SOAP処理系としてApache CXF
を使用しており、WSDLから生成したスタブと、認証に必要なパスワード暗号化などのユーティリティから
構成されます。動作には、Apache CXFが依存するモジュール群も必要です。

クライアントライブラリーは、次のフォルダーに格納されています。
･｛ArcSuiteのインストールフォルダー｝\Service\Components\WebService\lib\

arcsuite_ws_clientstub.jar

｛ArcSuiteのインストールフォルダー｝は ArcSuiteのインストール先となります。
デフォルトは、「C:\Program Files\FUJIFILM\ArcSuite」です。

Java言語からArcSuiteのWebサービスインターフェイスを使う場合でも、このライブラリーを使用すること
は必須ではありません。スタブはWSDLから生成可能であり、ユーティリティの処理内容も開示されていま
す。

1.3.3 Java言語を使ったサンプルコード
クライアントライブラリーを使用した主要なオペレーションについての使い方を示すサンプルのソースコード
を多数提供しています。
実行するには、ソースコード中の接続情報や処理で使用しているパラメーターを環境に合わせて修正の上、
JDK™（Java開発環境）を使ってコンパイルする必要があります。

1.3.4 C#を使った .NET Frameworkサンプル
ArcSuiteにドキュメント登録、取得および属性を表示するGUIアプリケーションサンプルです。次の環境で
使用できます。
･ .NET Framework 3.5 SP1
･ .NET Framework 3.5.1
･ .NET Framework 4
･ .NET Framework 4.5
コンパイル済みのバイナリーとC#で記述されたソースコードを含むVisual Studio 2008 Express Editionに
よるプロジェクト一式を提供しています。実行するにはそれぞれ、上記の.NET Frameworkをインストール
しておく必要があります。
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1  概要
1.3.5 クライアント構成
Webサービスが提供するインターフェイスにアクセスするためにクライアントライブラリー
（arcsuite_ws_clientstub.jar）を使用する場合は、次の依存モジュールが必要となります。

･ axis.jar
･ commons-discovery-0.5.jar
･ commons-io-2.4.jar
･ commons-logging-1.1.1.jar
･ cxf-core-3.1.6.jar
･ cxf-rt-bindings-soap-3.1.6.jar
･ cxf-rt-databinding-jaxb-3.1.6.jar
･ cxf-rt-frontend-jaxws-3.1.6.jar
･ cxf-rt-frontend-simple-3.1.6.jar
･ cxf-rt-transports-http-3.1.6.jar
･ cxf-rt-wsdl-3.1.6.jar
･ jaxb1-impl.jar
･ jaxb2-basics-runtime-0.10.0.jar
･ jaxrpc.jar
･ jts-1.8.jar
･ sc.jar
･ stax2-api-3.1.4.jar
･ woodstox-core-asl-4.4.1.jar
･ wsdl4j-1.6.3.jar
･ xmlschema-core-2.2.1.jar

･ 依存モジュールは、次のフォルダーに格納されています。
｛ArcSuiteのインストールフォルダー｝\Service\lib
｛ArcSuiteのインストールフォルダー｝は ArcSuiteのインストール先となります。
デフォルトは、「C:\Program Files\FUJIFILM\ArcSuite」です。
･ 上記のモジュールのリストは Java 7以降で使用する場合のリストです。



1.4  プロトコル仕様
1.4 プロトコル仕様

1.4.1 SOAP, WSDL仕様
･ SOAP仕様 ......................................... SOAP 1.1/1.2
･WSDL仕様 ........................................ WSDL 1.1 wrapped document/literalスタイル
･ 添付ファイル形式 .............................. MTOM

1.4.2 ネームスペース
･ ベースネームスペース ....................... http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws
･ データ型ネームスペース ................... http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws/types

1.4.3 エンドポイントアドレス
･ サービスエンドポイント ................... http://｛ホストアドレス｝/ArcSuite/2021/04/ws
25



2 設定パラメーター

Webサービスで設定できるパラメーターについて説明します。



2.1  設定パラメーター一覧
2.1 設定パラメーター一覧
Webサービスの設定パラメーターには、システムプロパティおよびコンポーネントプロパティがあります。シス
テムプロパティは、ArcSuiteで共通の設定パラメーターです。コンポーネントプロパティは、ドキュメントス
ペースやコラボスペースなどのコンポーネントで設定できる設定パラメーターです。設定パラメーターは、リソー
ス管理アプリケーションで設定します。

設定パラメーターの設定値について
リソース管理アプリケーションで設定パラメーターを設定したとき、設定値に指定した値がそのまま表示され
ます。しかし、設定値の範囲を超えた値や正しくない値を指定した場合は、次のようになります。
･ 設定値の範囲を超えた値を指定した場合：
設定値は無視され、最大値、最小値、またはデフォルト値になります。詳細は、各設定パラメーターを参
照してください。
･ 正しくない値を指定した場合：
数値を入力するところに文字を設定したり、正しくない文字を設定したりしたときは、すでに設定されて
いた値またはデフォルト値になります。
･ クライアント証明書の検証方式の設定が間違っている場合：
クライアント証明書の検証方式（clientCertificateVerifyMode）の設定が間違っているときは、APIの呼
び出しに対して、エラーを返します。

詳細は、「4.2.1  認証方式を設定する」（P.44）を参照してください。

設定値の範囲を超えた値や正しくない値を指定した場合は、トレースログに「TRACE」レベルのログを出力
します。トレースログは、「com.fujifilm.fb.arcsuite.ws.traceLogLevel」に「TRACE」を指定して出力しま
す。

設定パラメーター
設定パラメーターは、次のとおりです。システムプロパティとコンポーネントプロパティとで異なる値を設定
している場合、システムプロパティの値が優先されます。表中の名前に"com.fujifilm.fb.arcsuite.ws."をつけ
た文字列を指定します。
（例：com.fujifilm.fb.arcsuite.ws.maxItemCount）

表中の右の 2列は、それぞれのパラメーターが「システムプロパティ編集」画面、および、「コンポーネント
プロパティ編集」画面で設定可能かどうかを表したものです。

設定パラメーターを追加する方法は、「2.2  設定パラメーターを追加する」（P.34）を参照してください。

表：設定パラメーター一覧
○：設定可能、×：設定不可

名前 説明 システム
プロパティ

コンポーネ
ントプロパ
ティ

drepDnToLowerCase RmsObjectからDNを小文字で取得するフラグ
・DNを英小文字で取得する場合、「true」を指定
します。

設定値の範囲：true, false（大文字小文字は無視）
デフォルト値：false

○ ×
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2  設定パラメーター
maxItemCount 一覧（list）や検索（search）処理での最大取得数
・大量の情報取得によりリソース不足から可用性が
低下することを防止します。

・APIの引数で指定可能な制限値が最大取得数制限
を超えていた場合には、最大取得数制限が優先し
ます。

設定値の範囲：0～10000
デフォルト値：100
0未満を指定した場合、「0」とみなされます。
10000以上を指定した場合、「10000」とみなされ
ます。

○ ×

maxIdCount IDのみ返す一覧(list)や検索(search)処理での最大取
得数。
・大量の情報取得によりリソース不足から可用性が
低下することを防止します。

・APIの引数で指定可能な制限値が最大取得数制限
を超えていた場合には、最大取得数制限が優先し
ます。

設定値の範囲：0～2147483647
デフォルト値：50000

○ ×

maxUploadSize 最大アップロードサイズ（単位：バイト）
・ファイルのアップロードサイズの制限値です。
設定値の範囲：０～9223372036854775807
デフォルト値：9223372036854775807

○ ×

maxTotalSessionCoun
t

最大総セッション数
・コンポーネントに対する同時セッション数の総計
の最大です。

設定値の範囲：0～10000
デフォルト値：200
0未満を指定した場合、「200」とみなされます。
10000以上を指定した場合、「10000」とみなされ
ます。

○ ○

maxUserSessionCount 最大ユーザーセッション数
・ユーザーあたりの最大同時セッション数です。
設定値の範囲：0～10000
デフォルト値：20
0未満を指定した場合、「20」とみなされます。
10000以上を指定した場合、「10000」とみなされ
ます。

○ ○

表：設定パラメーター一覧
○：設定可能、×：設定不可

名前 説明 システム
プロパティ

コンポーネ
ントプロパ
ティ



2.1  設定パラメーター一覧
maxRequestPerSessio
nCount

最大同時リクエスト数
・セッションあたりの最大同時リクエスト数です。
設定値の範囲：0～100
デフォルト値：4
0未満を指定した場合、「4」とみなされます。
100以上を指定した場合、「100」とみなされます。

○ ×

multiClientAccess 複数クライアントからの同時接続フラグ
・同一ユーザーによる複数クライアントからのアク
セスを許可するか否かを決めます。

設定値の範囲：true, false（大文字小文字は無視）
デフォルト値：true

○ ○

sessionTimeout セッションタイムアウト（単位：秒）
・最後の処理からセッションが無効になるまでの秒
数です。

設定値の範囲：30～86400（24時間）
デフォルト値：1800（30分）
30未満を指定した場合、「30」とみなされます。
86400以上を指定した場合、「86400」とみなされ
ます。

○ ×

requestTimeout リクエストタイムアウト（単位：秒）
・リクエスト処理待ちのタイムアウト秒数です。
設定値の範囲：30～86400（24時間）
デフォルト値：600（10分）
30未満を指定した場合、「30」とみなされます。
86400以上を指定した場合、「86400」とみなされ
ます。

○ ×

secureDownload コントロールダウンロード機能フラグ
・コントロールダウンロード機能を有効にするか、
無効にするかのフラグです。

・ユーザーが印刷権を持たないコンテントを取得す
ると、印刷不可の DocuWorks文書または PDF
ファイルに変換してダウンロードします。

設定値の範囲：true, false（大文字小文字は無視）
デフォルト値：true

○ ×

useLoadBalancerCook
ie

セッション固定クッキー発行フラグ
・ロードバランサー構成でのセッション固定クッ
キー発行フラグです。

詳細は、「5.1  セッションID」（P.62）を参照
してください。

設定値の範囲：true, false（大文字小文字は無視）
デフォルト：false

○ ×

表：設定パラメーター一覧
○：設定可能、×：設定不可

名前 説明 システム
プロパティ

コンポーネ
ントプロパ
ティ
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2  設定パラメーター
http.acceptPlainTextP
assword

平文パスワード認証受け付けフラグ（HTTP）
・HTTPプロトコルでの平文パスワードによる認証
受け付けフラグです。

・パスワードの盗聴の危険性があるため、保護され
たネットワーク環境以外で trueに設定すること
は避けてください。

設定値の範囲：true, false（大文字小文字は無視）
デフォルト：false

○ ×

https.acceptPlainText
Password

平文パスワード認証受け付けフラグ（HTTPS）
・HTTPSプロトコルでの平文パスワードによる認
証受付フラグです。

設定値の範囲：true, false（大文字小文字は無視）
デフォルト：true

○ ×

clientCertificateVerify
Mode

クライアント証明書の検証方式
・クライアント証明書情報の検証方式です。

詳細は、「4.1  認証方式の種類」（P.43）を参
照してください。

設定値の範囲：ignore, require, strict（大文字小文
字は無視）
デフォルト：未設定時は共通ログインの認証モード
から導出

「4.2.3  共通ログインの認証モードとの関連」
（P.46）を参照してください。

○ ×

voidClientCertificateH
osts

クライアント証明書が無効な接続ホスト
・クライアント証明書の検証方式が "require"、ま
たは "strict"に設定されていても、設定された IP
アドレスのホストからのアクセスにおいては、常
にクライアント証明書は無効とみなされます。

・指定されたホストからの認証は、クライアント証
明書の検証方式が "ignore"の場合と同様の動作
です。

・複数のホストを設定する場合には、IPアドレスを
1つ以上の空白文字で区切ります。

「4.4.2  電子証明書を使用した認証」（P.49）
の「電子証明書による認証の無効化」（P.51）
を参照してください。

設定値の範囲：IPアドレス（複数可）
デフォルト値：（未設定）

○ ×

printServiceRoleName 印刷サービス特権用のユーザーロール名
・印刷サービス特権の使用に必要なユーザーロール
名です。

設定値の範囲：存在するユーザーロールの名前
デフォルト値：PrintServiceRole

○ ×

表：設定パラメーター一覧
○：設定可能、×：設定不可

名前 説明 システム
プロパティ

コンポーネ
ントプロパ
ティ



2.1  設定パラメーター一覧
applicationProgramRo
leName

アプリケーションプログラム特権用のユーザーロー
ル名
・アプリケーションプログラム特権の使用に必要な
ユーザーロール名です。

設定値の範囲：存在するユーザーロールの名前
デフォルト値：ApplicationProgramRole

○ ×

voidClientCertificateR
oleName

クライアント証明書無効特権用のユーザーロール名
・クライアント証明書を無視するユーザーロール名
です。

「4.4.2  電子証明書を使用した認証」（P.49）
の「電子証明書による認証の無効化」（P.51）
を参照してください。

設定値の範囲：存在するユーザーロールの名前
デフォルト値：VoidClientCertificateRole

○ ×

systemLogLevel システムログ出力レベル
・システムログ出力レベルの設定です。
設定値の範囲：OFF, FATAL, WARN, INFO, 
DEBUG, TRACE, ALL（大文字小文字無視）
デフォルト値：INFO

○ ×

accountLogLevel アカウントログ出力レベル
・アカウントログ出力レベルの設定です。
設定値の範囲：OFF, FATAL, WARN, INFO, 
DEBUG, TRACE, ALL（大文字小文字無視）
デフォルト値：INFO

○ ×

sessionLogLevel セッションログ出力レベル
・セッションログ出力レベルの設定です。
設定値の範囲：OFF, FATAL, WARN, INFO, 
DEBUG, TRACE, ALL（大文字小文字無視）
デフォルト値：INFO

○ ×

traceLogLevel トレースログ出力レベル
・トレースログ出力レベルの設定です。
設定値の範囲：OFF, FATAL, WARN, INFO, 
DEBUG, TRACE, ALL（大文字小文字無視）
デフォルト値：OFF

○ ×

表：設定パラメーター一覧
○：設定可能、×：設定不可

名前 説明 システム
プロパティ

コンポーネ
ントプロパ
ティ
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configReloadInterval 設定パラメーター更新間隔（単位：秒）
・設定パラメーターを再読み込みする間隔（単位：
秒）です。

・リソース管理アプリケーションによる設定パラ
メーターの変更を、サービスを停止しないで動的
に反映するために、指定された間隔で再読み込み
をします。

設定値の範囲：30～86400（24時間）
デフォルト値：600（10分）
30未満を指定した場合、「30」とみなされます。
86400以上を指定した場合、「86400」とみなされ
ます。

○ ×

sessionExpireInterval タイムアウトセッション解放処理間隔（単位：秒）
・タイムアウトしたセッションの情報を解放する間
隔です。

設定値の範囲：30～86400（24時間）
デフォルト値：300（5分）
30未満を指定した場合、「30」とみなされます。
86400以上を指定した場合、「86400」とみなされ
ます。

○ ×

sessionCleanupInterva
l

放棄セッション解放処理間隔（単位：秒）
・データベース中の放棄されたセッション情報を解
放する間隔です。

設定値の範囲：30～86400（24時間）
デフォルト値：1800（30分）
30未満を指定した場合、「30」とみなされます。
86400以上を指定した場合、「86400」とみなされ
ます。

○ ×

sessionCleanupDelay 放棄セッション解放猶予（単位：秒）
・データベース中の放棄されたセッション情報を解
放するタイムアウト以後の猶予時間です。

設定値の範囲：30～86400（24時間）
デフォルト値：1800（30分）
30未満を指定した場合、「30」とみなされます。
86400以上を指定した場合、「86400」とみなされ
ます。

○ ×

converterDestruction
Delay

ファイルフォーマット変換サービス解放猶予（単
位：秒）
・ファイルフォーマット変換サービスとの接続を解
放する処理終了後の猶予時間です。

設定値の範囲：1～86400（24時間）
デフォルト値：60（1分）
1未満を指定した場合、「1」とみなされます。
86400以上を指定した場合、「86400」とみなされ
ます。

○ ×

表：設定パラメーター一覧
○：設定可能、×：設定不可

名前 説明 システム
プロパティ

コンポーネ
ントプロパ
ティ



2.1  設定パラメーター一覧
acceptCryptoCompro
miseHosts

パスワードの暗号強度を緩和する接続ホスト
・設定された IPアドレスのホストからのアクセス
においては、パスワードの暗号化処理で鍵長
1024bitでの RSA公開鍵暗号方式の公開鍵を発
行します。

・複数のホストを設定する場合には、IPアドレスを
1つ以上の空白文字で区切ります。

設定値の範囲：IPアドレス（複数可）
デフォルト値：（未設定）

○ ×

rmsDb.maxReconnect
ionAttempts

セッション情報更新処理のリトライ回数
・セッション情報の更新処理でエラーが発生した場
合にリトライする回数です。

設定値の範囲：1～2147483647
デフォルト値：0

○ ×

rmsDb.ReconnectionI
nterval

セッション情報更新処理のリトライ間隔（単位：
秒）
・セッション情報の更新処理でエラーが発生した場
合にリトライする間隔です。

設定値の範囲：1～600
デフォルト値：600

○ ×

表：設定パラメーター一覧
○：設定可能、×：設定不可

名前 説明 システム
プロパティ

コンポーネ
ントプロパ
ティ
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2.2 設定パラメーターを追加する
設定パラメーターは、リソース管理アプリケーションで追加します。

コンポーネントの検索方法、およびシステムプロパティ編集方法についての詳細は、『リソース管理アプリ
ケーションのヘルプ』を参照してください。

2.2.1 システムプロパティを追加する
［システムプロパティ編集］画面でパラメーターを追加します。
ArcSuite Webサービスインターフェイスでは、設定パラメーターにある「configReloadInterval」プロパ
ティに設定された更新間隔で、システムプロパティを定期的に読み込みます。システムプロパティを編集した
あとは、ArcSuiteの各サービスを再起動しなくても設定は反映されます。

「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「maxTotalSessionCount」、「maxUserSessionCount」
および「multiClientAccess」 は、Webサービスのコンポーネント［プロパティ編集］画面でも設定できま
す。

1. Webブラウザーを起動し、リソース管理アプリケーションの URLを入力します。
URLは、「http://｛ArcSuiteサーバーのホスト名｝/ArcSuite/rmsadmin/」です。
［管理ログイン］画面が表示されます。

2. リソース管理アプリケーションの管理者の［ユーザー ID］と［パスワード］を入力します。

3.［ログイン］をクリックします。
［リソース管理アプリケーション］画面が表示されます。

4. メニューから［システムプロパティ編集］をクリックします。
［システムプロパティ編集］画面が表示されます。

 

5. 空白行の左側の入力フィールドに追加したいパラメーターの名前、右側に設定したい値を入力します。
「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）表中の名前に "com.fujifilm.fb.arcsuite.ws."をつけた文字列を
指定します。

6.［保存］をクリックします。
編集した内容が保存されます。



2.2  設定パラメーターを追加する
2.2.2 コンポーネントプロパティを編集する
Webサービスコンポーネントの［プロパティ編集］画面でパラメーターを編集します。

「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「maxTotalSessionCount」、「maxUserSessionCount」
および「multiClientAccess」 だけが、この［プロパティ編集］画面で編集できます。

1. Webブラウザーを起動し、リソース管理アプリケーションの URLを入力します。
URLは、「http://｛ArcSuiteサーバーのホストアドレス｝/ArcSuite/rmsadmin/」です。
［管理ログイン］画面が表示されます。

2. リソース管理アプリケーションの管理者の［ユーザー ID］と［パスワード］を入力します。

3.［ログイン］をクリックします。
［リソース管理アプリケーション］画面が表示されます。

4. メニューから［検索］をクリックします。
［検索］画面が表示されます。

5.［検索対象の指定］に「コンポーネント」を選択し、［検索］をクリックします。
［検索結果］画面が表示されます。

6. 検索結果の一覧から、「Webサービス」の右側にある をクリックします。
［プロパティ編集］画面が表示されます。
35
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7.「maxTotalSessionCount」、「maxUserSessionCount」、および「multiClientAccess」 に設定したい
値を、それぞれ「コンポーネントの最大同時セッション数」、「同一ユーザーの最大同時セッション数」、
および「同一ユーザー複数クライアント同時アクセス許可フラグ」のところに入力します。

8.［設定］をクリックします。
編集した内容が保存されます。



3 オブジェクト形式

オブジェクトには、次の4つのオブジェクトがあります。

• リソース管理オブジェクト（RmsObject）

• ドキュメント管理オブジェクト（RepositoryObject）

• タスク管理オブジェクト（TaskObject、MessageObject、ToDoObject）

• ワークフロー管理オブジェクト（WorkflowObject）
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3.1 オブジェクト形式
各オペレーションで操作対象となるオブジェクトは、次に示すようにArcObjectをルートとした派生型になって
います。図中で、斜体は抽象型、太字が具象型を示しています。
抽象型は、派生する型に共通の属性を持たせたり、派生する型を同じように扱ったりするための型で、実際に操作
対象となるオブジェクトは、どれかの具象型です。

ArcObject型から派生するすべてのオブジェクトを表す型は、汎用的な属性値を表現するAttribute
（Attributes）型のattributes要素と、汎用的な型で表すのが困難、または常に必要な属性を表現する要素から構
成されます。後者の属性をここでは基本属性と呼び、以降で各オブジェクト型の基本属性を説明します。

3.1.1 ArcObject型の基本属性

3.1.2 RmsObject型の基本属性

3.1.3 RepositoryObject型の基本属性

ArcObject
RmsObject  .............................................ユーザー、グループ、ロールなど
RepositoryObject ..................................ドキュメント、フォルダーなど

  CollaboObject
　　TaskObject .....................................タスク
　　MessageObject .............................タスク内のメッセージ、添付ファイル、関連リンク
　　ToDoObject ................................. ToDo
WorkflowObject ...................................ワークフロー定義、案件、作業など

属性ID データ型 説明

id Id オブジェクト固有の識別子を示す文字列

objectClass I18nString オブジェクトの種類を示す複合型
ネームスペース（ns）と識別名（name）およびセッ
ションのロケールに応じた表示文字列

属性ID データ型 説明

dn Dn Distinguished Nameを表す文字列

属性ID データ型 説明

acl Acl アクセス権

defaultAcl Acl デフォルトアクセス権

effectivePrivileges Privileges 実効アクセス権

referenceId ReferenceId リファレンスのID（リファレンスのみ）

disusedLocationId Id 復元先のオブジェクトID（ごみ箱内のオブジェクトのみ）



3.1  オブジェクト形式
3.1.4 CollaboObject型の基本属性
CollaboObject型は、ArcObject型から継承する基本属性以外に固有の基本属性を持ちません。

3.1.5 TaskObject型の基本属性

3.1.6 MessageObject型の基本属性
MessageObject型は、ArcObject型から継承する基本属性以外に固有の基本属性を持ちません。

3.1.7 ToDoObject型の基本属性

3.1.8 WorkflowObject型の基本属性

属性ID データ型 説明

acl Acl アクセス権

participants TaskParticipants タスク関与者

属性ID データ型 説明

performers ToDoPerformer ToDoの作業者

属性ID データ型 説明

acl Acl アクセス権
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3.2 オブジェクト形式関連情報

3.2.1 オブジェクト識別子形式
オブジェクトを識別するための識別子には各サービスを識別するプリフィックスが付いた形式を使います。プ
リフィックス以降の形式は、機能を提供するサービスに依存します。

オブジェクト識別子の例）
rms:nimid:11:0001-0000000009
rep:serviceId:cabinetId:123456

3.2.2 属性識別子形式（AttributeId）
属性を識別するための識別子は各サービスおよび各サービスでの定義ドメインを示すネームスペースと、ネー
ムスペースにおいて一意な名前からなる形式を使います。

取得する属性や検索する属性を指定するなど多くの場合には、オペレーションにより属性の名前だけで判断で
きるためネームスペースは省略できます。ネームスペースを明示しなければならないのは、属性定義情報の取
得など任意のネームスペースの属性の指定が有効なオペレーションを呼び出す場合と、複数のネームスペース
を使い同じ名前の属性を判別しているワークフローのオペレーションを呼び出す場合です。

属性識別子の言語は、検索およびソートの場合にだけ有効です。たとえば、ユーザーを表示名で検索する場合
には、「ja」を言語（lang）に指定して検索すると、日本語の表示名が検索対象になります。

3.2.3 多言語対応列挙値（I18nString）
多言語の表示文字列情報を持ち、特定の属性の値や操作の引数となることができるシンボルを定義していま
す。

たとえば、タスク情報を取得するときのタスク状態を表す属性など、属性の値を取得するときには、リソース
管理アプリケーションによるアクセスユーザーの優先言語指定に基づいた言語での表示文字列が得られます。

属性の値や、操作の引数として指定する場合には、属性識別子と同じようにネームスペースと名前で指定する
だけでよく、多くの場合には操作から暗黙的に判断できるためにネームスペースの指定も不要です。

3.2.4 属性スキーマ情報（AttributeSchema）
共通機能インターフェイスとして、属性スキーマ情報を取得する機能を提供します。

詳細は、「付録 A  送信するリクエストの上限値の設定」（P.273）を参照してください。

3.2.5 属性テンプレート情報（AttributeTemplate、
AttributeTemplateItem）

共通機能インターフェイスとして、属性テンプレート情報を取得する機能を提供します。
詳細は、「付録 A  送信するリクエストの上限値の設定」（P.273）を参照してください。



3.2  オブジェクト形式関連情報
3.2.6 オブジェクト表現例
次に、ドキュメント管理サービスのオブジェクトを取得したときのSOAPメッセージのイメージを示します。

<repositoryObject
xmlns="http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws"
xmlns:ws="http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws"
xmlns:xsi="..."…>
    <id>rep:serviceId:cabinetId:112442802028066</id>
    …
    <attributes>
        <attribute ns="rep" name="system:name" xsi:type="ws:StringValue">
            <string>test document</string>
        </attribute>
        <attribute ns="rep" name="system:createdOn" xsi:type="DateTimeValue">
            <dateTime>2015-12-06T11:26:40Z</dateTime>
        </attribute>
        <attribute ns="rep" name="system:lastModifiedBy" xsi:type="RmsObjectValue">
            <rmsObjectValue>
                <rmsObject>
                    <id>rms:nimid:11:0001-000000017f</id>
                    …
                    <dn>uid=tsuzuki,ou=users,dc=fx</dn>
                </rmsObject>
            </rmsObject>
        </attribute>
        …
    </attributes>
    <acl>
         …
    </acl>
</repositoryObject>
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4 認証方式

Webサービスにおける認証方式について説明します。



4.1  認証方式の種類
4.1 認証方式の種類
次の認証方式をサポートしています。

4.1.1 ユーザー IDおよびクレデンシャル情報
次のどれかをクレデンシャル情報として使います。
･ 平文パスワード
盗聴の危険性がない SSL環境などでパスワードの暗号化処理を省くために使用します。

「4.4.1  ユーザー IDおよびクレデンシャル情報による認証手順」（P.48）の「平文パスワードによる認
証」（P.48）を参照してください。

･ 暗号化パスワード
非 SSL環境でパスワードの盗聴の危険性を低減するために暗号化したパスワードを使用します。

「暗号化パスワードによる認証」（P.49）を参照してください。

･ セキュリティトークン
Webアプリケーションから発行されたセキュリティトークンを受け渡して、パスワード漏えいの危険なく
ユーザー権限でサービスを利用するときに使用します。

4.1.2 SSLクライアント認証
SSL接続するときの電子証明書による相互認証をもってユーザー認証とします。

4.1.3 SSLクライアント認証に加えてユーザー IDおよびクレデン
シャル情報を併用

両方式による二因子認証で、より厳重にユーザーを確認します。

4.1.4 認証方式に関する補足
ユーザー IDおよびクレデンシャル情報による認証は、SSLを使用していても使用していなくても利用できま
す。ログイン（login）を呼び出すときの引数に指定するクレデンシャル情報のタイプは次のとおりです。

SSLクライアント認証と、SSLクライアント認証に加えてユーザー IDおよびクレデンシャル情報を併用した認
証は、SSLを使用している場合に限って利用でき、SSL接続が確立されたときに提示された証明書の情報を認
証に使用します。CRLの更新などが適切に運用され、証明書の妥当性検証は、IISないしSSLアクセラレー
ターで実行されることを前提として、クライアントから提示された証明書が認証に有効な証明書であるとして
扱われます。

表：クレデンシャル情報タイプ

クレデンシャル情報タイプ クレデンシャル形式

平文パスワード http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/
ws#PlainTextPassword

暗号化パスワード
（未指定の場合のデフォルト）

http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/
ws#EncryptedPassword

セキュリティトークン http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws#SecurityToken
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4.2 認証方式の設定
認証方式の設定方式と共通ログイン認証モードとの関連について説明します。

4.2.1 認証方式を設定する
認証方式は、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「クライアント証明書の検証方式」によって
設定します。
設定可能な値は、"ignore", "require", "strict"（大文字小文字は無視）で、それぞれ次の表に示す認証方式を
意味します。"require"と"strict"はSSL環境の場合だけ設定でき、非SSL環境では誤った値として扱われます。

"require"、または"strict"に設定されている場合には、クライアントから提示される電子証明書が認証に使わ
れますが、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「クライアント証明書が無効な接続ホスト」、ま
たは「クライアント証明書無効特権用のユーザーロール名」によって、特定の状況では常にクレデンシャルに
より認証されます。

「電子証明書による認証の無効化」（P.51）を参照してください。

誤った値が設定された場合の動作は、ほかの設定パラメーターとは異なります。ほかの設定パラメーターと同
様にシステムログにエラーが出力されますが、デフォルト値や次に示す共通ログインの認証モードに対応した
共通ログインの認証モードから導出した設定が適用されるのではなく、APIの呼び出しに対して
「ARCSUITE_WS-08302008: クライアント証明書の検証方式に設定されている値が不正です。」というエ
ラーを返します。

これは、設定を誤った場合に誤りを認識しにくく、デフォルトの設定を使用することが意図せずにセキュリ
ティレベルを下げる可能性があるためです。

表：クライアント証明書の検証方式の設定値と認証

設定値 認証方式

ignore ユーザー IDおよびクレデンシャル情報
クレデンシャル情報として、平文パスワード/暗号パスワード/セキュリティトーク
ンのどれかを使って認証します。
SSL環境の設定として、クライアント証明書が要求される設定であっても、証明書
の情報は無視し、認証情報としては利用しません。

require SSLクライアント認証
SSL接続が確立したときに提示されたクライアント証明書に対応するユーザーとし
て認証されます。SSL環境でだけ設定できます。

「SSLクライアント認証」（P.50）を参照してください。

strict SSLクライアント認証に加えてユーザー IDおよびクレデンシャル情報を併用
クレデンシャル情報を使った認証と共に、クライアント証明書に対応するユー
ザーであることも確認します。SSL環境でだけ設定できます。

詳細は、「SSLクライアント認証とユーザー IDおよびクレデンシャル情報を併用す
る手順」（P.50）を参照してください。



4.2  認証方式の設定
4.2.2 IISの「クライアント証明書」に関する扱いを設定する
クライアント証明書の検証方式に応じて、IISの「クライアント証明書」を設定します。
クライアント証明書の検証方式の各設定値と、SSLクライアント認証の有無や電子証明書による認証を無効化
する場合のIISの「クライアント証明書」の設定は次のとおりです。

＊： 「クライアント証明書を要求する」と設定した場合には、電子証明書による認証を無効化するユーザーやホストから
のアクセスでも証明書が必要です。この場合、証明書は IISでリクエストを受け付けるために使用され、ArcSuite 
Webサービスインターフェイスの認証には使用されません。

IISの「クライアント証明書」を設定する手順は次の通りです。

1. Windowsの［スタート］メニューから、［Windows管理ツール］＞［インターネット インフォメー
ション サービス（IIS）マネージャー］を選択します。
［インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャー］画面が表示されます。

2. 使用しているWebサイト配下の「2006」のプロパティを開きます。
［2006のプロパティ］が表示されます。

使用しているWebサイトは、［Webサイト］＞［Default Web Site］＞［ArcSuite］です。

3.「SSL設定」をダブルクリックします。
［SSL設定］が表示されます。

4.「クライアント証明書」枠のラジオボタンを変更します。

表：IISの「クライアント証明書」の設定

クライアント証明
書の検証方式

IISの「クライアント証明書」の設定

SSLクライアント認証を
使用しない場合

SSLクライアント認証を
使用する場合

SSLクライアント認証を
使用し、電子証明書による

認証の無効化を
使用する場合

ignore 無視 要求 受諾

require － 要求 受諾もしくは要求(＊)

strict － 要求 受諾もしくは要求(＊)
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4.2.3 共通ログインの認証モードとの関連
クライアント証明書の検証方式（clientCertificateVerifyMode）が未設定の場合には、共通ログインの認証
モードから導出して、次のように設定されていると見なします。

表：共通ログイン認証モードとの対応

共通ログイン認証モード 見なされる検証方式設定値

auto（自動ログイン） ignore

form（フォームによる認証） ignore

windows（統合Windows認証） ignore

ssl（証明書による認証） require

ssl+form（証明書とフォームの併用） strict



4.3  LDAP連携構成の設定
4.3 LDAP連携構成の設定

クレデンシャルを使った認証は、ドキュメント管理サービスSDKやIFTKなどのコマンドラインツールと同じ機構
で認証します。このため、LDAP連携を構成している場合は、共通ログインとは異なり次のRMSプロパティ名の
値を設定します。

表中の"default"と"server"は、『セットアップガイド』で設定例において、それぞれLDAPサーバーの構成名と
ArcSuiteの構成名として示されている値です。

『セットアップガイド』では、"com.fujifilm.fb.rms.auth.commandConfig.user" の設定例として"default" が
示されていますが、この場合、LDAP に登録されているユーザーだけが認証され、ArcSuite に登録されている
ユーザーの認証は実行されません。ArcSuite に登録されているユーザーの認証もする場合は、ArcSuite の構成
名（例："server"）も指定し、両方のユーザーに対する認証をする場合は、表中のように認証する順序で構成名
を":" で連結して指定する必要があります。

表：LDAP連携の RMSプロパティ設定例

プロパティ名 設定例

com.fujifilm.fb.rms.auth.commandConfig.user default:server

com.fujifilm.fb.rms.auth.commandConfig.admin server

com.fujifilm.fb.rms.auth.commandConfig.alias user
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4.4 認証方式による認証手順
認証方式による認証手順は、次の3つあります。

･ ユーザー IDおよびクレデンシャル情報による認証手順

･ 電子証明書（SSLクライアント認証）手順

･ 電子証明書（SSLクライアント認証とユーザー IDおよびクレデンシャル情報を併用する）手順

4.4.1 ユーザー IDおよびクレデンシャル情報による認証手順
クレデンシャル情報のタイプにより、次の2つの手順があります。
･ 平文パスワードによる認証手順
･ 暗号化パスワードによる認証手順

セキュリティトークンによる認証は、クレデンシャルタイプとしてセキュリティトークンを指定することと
パスワードの代わりにセキュリティトークンを用いる以外は、平文パスワードによる認証と同じ手順です。

平文パスワードによる認証
典型的な平文パスワードによる認証手順を示します。

（1）SOAP処理系からサービスプロキシーを取得します。

（2）ユーザー IDとパスワードを引数としてログイン（login）を呼び出します。
（クレデンシャルタイプとして平文パスワードを指定）

（3）ログイン（login）の応答に含まれるセッション IDを SOAPヘッダーに設定します。
（以降の呼び出しの SOAPヘッダーでも同じセッション IDを使用）

次節に示す暗号化パスワードを使った認証と比べて単純な処理になります。平文のパスワードはネットワーク
上もそのまま流れます。SSL環境であれば盗聴の危険性もなく安全ですが、非SSL環境では十分安全なネット
ワークであることが確認できない限り使用しないことを強く推奨します。

非SSL環境で暗号化パスワードを使う場合との切り替えを容易にするために、次のように暗号化パスワードを
使った認証と類似した手順でも実行できます。

（1）SOAP処理系からサービスプロキシーを取得します。

（2）ログイン情報取得（getLoginInfo）を呼び出します。

（3）LoginInfoに含まれるセッション IDを SOAPヘッダーに設定します。
（以降の呼び出しの SOAPヘッダーでも同じセッション IDを使用）

（4）ユーザー IDとパスワードを引数としてログイン（login）を呼び出します。
（クレデンシャルタイプとして平文パスワードを指定）



4.4  認証方式による認証手順
暗号化パスワードによる認証
典型的な暗号化パスワードによる認証手順を示します。

（1）SOAP処理系からサービスプロキシーを取得します。

（2）ログイン情報取得（getLoginInfo）を呼び出します。

（3）LoginInfoに含まれるチャレンジコードとパスワードを連結して暗号化します。

（4）LoginInfoに含まれるセッション IDを SOAPヘッダーに設定します。
（以降の呼び出しの SOAPヘッダーでも同じセッション IDを使用）

（5）ユーザー IDと 3で生成したクレデンシャルを引数としてログインを呼び出します。
（クレデンシャルタイプとして暗号化パスワードを指定）

手順4でセッションIDをSOAPヘッダーに設定しないと、チャレンジコードを発行した手順2とは別のセッ
ション（チャレンジコードも異なる）として扱われて認証エラーになります。

4.4.2 電子証明書を使用した認証
クライアント証明書の検証方式が"require"、または"strict"に設定されているか、未設定で共通ログインの認
証モードから"require"、または"strict"とみなされた場合には、SSL接続が確立したときに提示された証明書
の情報が認証に使われます。

SSL環境として証明書が要求されない設定になっているなどによって、証明書情報の取得が正常にできなかっ
た場合には、「ARCSUITE_WS-08303105: 認証に失敗しました。: 証明書情報が取得できません。」という
エラーを返します。また、証明書の妥当性検証に失敗した場合のエラーは、検証をするIISないしSSLアクセ
ラレーターの仕様によります。

操作の応答に含まれるセッションIDを以降の呼び出しのSOAPヘッダーに設定しないと、同じSSL接続を使用
していても操作呼び出しごとに異なるセッションになります。以前のセッションがタイムアウトになる前に、
セッションIDを指定しない操作呼び出しを繰り返すと、コンポーネントまたはユーザーごとのセッション数
制限に達してエラーになります。

また、ファイルの登録など大きなサイズのデータを送信すると、認証のネゴシエーションが要求されてエラー
（HTTP 413: Request Entity Too Large）となる場合があります。このエラーを回避するには、ほかの操作
を呼び出してクライアント認証を確実に実行してから大きなサイズのデータを送信する操作を呼び出すか、受
信データサイズを調整（IISであれば、UploadReadAheadSize）する必要があります。

電子証明書による認証には、次の2つの手順があります。
･ SSLクライアント認証
･ SSLクライアント認証とユーザー IDおよびクレデンシャル情報を併用する手順
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SSLクライアント認証
クライアント証明書の検証方式が"require"に設定されているか、未設定で共通ログインの認証モードから
"require"とみなされた場合の認証について説明します。

この認証モードでは、クライアント証明書に対応するユーザーとして認証されるため、特に認証の手順を必要
とせずに任意の操作を呼び出せます。ただし、操作を呼び出す前処理として認証が実行されるため、ログイン
（login）操作の呼び出しは、「ARCSUITE_WS-08303203: 既にユーザー認証済みのセッションです。」とい
うエラーを返します。

証明書とユーザーの対応は、共通ログインと同じように証明書のサブジェクトとリソース管理アプリケーショ
ンでユーザーに対して設定する属性「ユーザー証明書のDN（rmsCertDN）」によって対応付けられます。
「ユーザー証明書のDN（rmsCertDN）」に設定するDNの形式などの詳細は、『セットアップガイド』を参照
してください。

クライアント証明書のサブジェクトに一致する「ユーザー証明書のDN」が設定されたユーザーが見つからな
い場合、および複数のユーザーが見つかった場合には、「ARCSUITE_WS-08303106: 認証に失敗しました。
: 証明書に対応するユーザーが特定できません。」というエラーを返します。

SSLクライアント認証とユーザー IDおよびクレデンシャル情報を併用する
手順
クライアント証明書の検証方式が"strict"に設定されているか、未設定で共通ログインの認証モードから
"strict"とみなされた場合の認証について説明します。

この認証方式における認証手順は、電子証明書を設定してSSL接続する以外は、使用するクレデンシャル情報
による認証手順と同じで、ログイン（login）操作呼び出しによってユーザー認証を実行します。ログインに
よる認証をせずにほかの操作を呼び出した場合には、「ARCSUITE_WS-08303202: ユーザー認証が必要な
操作です。」というエラーを返します。

ログインに引き渡したユーザー IDとしてクレデンシャル情報の確認に加えて、前節と同様にクライアント証
明書に対応するユーザーを特定し、両者が同じユーザー（ID）であるかを検証します。ユーザー IDが一致し
なかった場合には、「ARCSUITE_WS-08303107: 認証に失敗しました。証明書に対応するユーザーと一致
しません。」というエラーを返します。



4.4  認証方式による認証手順
電子証明書による認証の無効化
ユーザーの電子証明書で認証し、ArcSuiteと連携するシステムが複数のユーザーアカウントを使用したアク
セスが可能な場合に、電子証明書による認証の無効化が利用できます。
「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「クライアント証明書の検証方式」によって、クライアン
ト証明書が認証に使われる設定であっても、次のどちらかの場合には常にクレデンシャルによって認証されま
す。

･ 特定のロールが付与されたユーザーにマップされる証明書を提示した場合
クライアントから証明書が提示され、「4.4.2  電子証明書を使用した認証」（P.49）の「SSLクライアント
認証手順」の対応するユーザーへのマップの結果、そのユーザーが「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）
の表にある「クライアント証明書無効特権用のユーザーロール名」に設定されている名前のユーザーロー
ルが付与されていた場合。
プロキシー経由に依存しないため、SSLアクセラレーターの外からアクセスするような場合はこの方法を
利用できます。
･ 特定のホストからのアクセスの場合
リクエストの発行元の IPアドレスが、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「クライアント証
明書が無効な接続ホスト」に設定されている場合。
証明書を使用した SSLを使用できない場合で、アクセスするホストが限定されているときはこの方法を利
用できます。
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4.5 認証処理フロー
操作を呼び出すときに実行される認証処理の概要を下図に示します。「7.3.1  認証関連」（P.73）にあるプログラ
ムインターフェイスのうち、「getVersionInfo()」、「getLoginInfo()」、「getSessionInfo()」、「logout()」は、
次の認証処理を経る必要なく呼び出すことが可能であり、証明書が提示されている場合にも参照はされません。

図中の[]で囲まれた"ignore", "require", "strict"は、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「クライ
アント証明書の検証方式」を表し、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「クライアント証明書が無
効な接続ホスト」に設定されているホストからのリクエストの場合には、常に"ignore"として認証処理が実行さ
れます。

また、"証明書無効"という黒色の矢印は、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「クライアント証明
書無効特権用のユーザーロール名」により、証明書が無効となる場合のパスを示しています。

証明書の検証 検証OK

ARCSUITE_WS-08303203：
既にユーザー認証済みのセッションです

ARCSUITE_WS-08303108：認証に失敗しました。
証明書に対応するユーザーと一致しません

ARCSUITE_WS-08303202：
ユーザー認証が必要な操作です。

ARCSUITE_WS-08303102：
認証に失敗しました。ユーザー識別名＝｛0｝

ARCSUITE_WS-08303106：
認証に失敗しました。証明書情報が不正です。

ARCSUITE_WS-08303105：
認証に失敗しました。証明書情報が取得できません。

ARCSUITE_WS-08303107:認証に失敗しました。
証明書に対応するユーザーが特定できません。

未認証  and [require]

認証済み or [ignore / strict]

パスワード検証＆
ユーザー一致検証証明書の検証

証明書無効
パスワード検証 認証OK

操作呼び出し

証明書無効

認証済み

未認証and
 [ignore/require]

login

login以外

未認証and
 [strict]

未認証

OK

NG
パスワード不正

NG
証明書と不一致

認証済み

証明書検証OK

NG
パスワード不正

証明書の検証処理

証明書情報取得

証明書情報取得
証明書あり

証明書なし

取得失敗

取得成功 証明書に対応する
ユーザー検索

対応不明

一意に対応
証明書検証OK



4.6  認証エラー一覧
4.6 認証エラー一覧
認証に関連したエラーの一覧を示します。

表：認証エラー一覧

エラーコード メッセージと説明

ARCSUITE_WS-
08302008

クライアント証明書の検証方式に設定されている値が不正です。
クライアント証明書の検証方式に設定されている値が"ignore", "require", "strict"
以外の場合。
非SSL環境で、クライアント証明書の検証方式に"require"や"strict"を設定した場
合。

ARCSUITE_WS-
08303101

セッションがありません。
指定したセッションIDのセッションが存在しない場合。

ARCSUITE_WS-
08303102

認証に失敗しました。: ユーザー識別名 ={0}
パスワードによる認証が成功しなかった場合。

ARCSUITE_WS-
08303103

セキュリティトークンの検証に失敗しました。
セキュリティトークンの検証に成功しなかった場合。

ARCSUITE_WS-
08303104

暗号化されていないパスワードによる認証は認められていません。
「平文パスワード認証受け付けフラグ（HTTP）」、「平文パスワード認証受け付け
フラグ（HTTPS）」のプロトコルに対応する設定で平文パスワードが無効になっ
ている場合。

ARCSUITE_WS-
08303105

認証に失敗しました。: 証明書情報が取得できません。
クライアント証明書の検証方式が"require"か"strict"に設定されていて証明書情
報が取得できない場合。

ARCSUITE_WS-
08303106

認証に失敗しました。: 証明書情報が不正です。
クライアント証明書のサブジェクト取得に失敗した場合。

ARCSUITE_WS-
08303107

認証に失敗しました。: 証明書に対応するユーザーが特定できません。
クライアント証明書のサブジェクトに一致するユーザーが見つからないか複数見
つかった場合。

ARCSUITE_WS-
08303108

認証に失敗しました。証明書に対応するユーザーと一致しません。
クライアント証明書の検証方式が"strict"に設定されていてログイン操作に渡され
たユーザー IDと証明書情報に対応するユーザーのIDが一致しない場合。

ARCSUITE_WS-
08303201

セッションの状態に対して不正な操作です。: セッション状態 ={0}
ログアウト済みのセッションに対する認証などセッション状態と操作に整合性が
ない場合。

ARCSUITE_WS-
08303202

ユーザー認証が必要な操作です。
「5.1  セッションID」（P.62）の認証が不要な操作以外を、認証せずに呼び出した
場合。

ARCSUITE_WS-
08303203

既にユーザー認証済みのセッションです。
ログイン操作を複数回呼び出した場合。
クライアント証明書の検証方式が"require"に設定されていてSSLクライアント認
証済みの状態でログイン操作を呼び出した場合。
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4  認証方式
4.7 クライアントライブラリーを用いた接続手順
接続手順の例として、次の3つのネットワーク環境での接続手順を示します。

･ 非 SSL接続

･ SSL接続

･ プロキシーを介した接続

4.7.1 非 SSL接続
典型的な接続手順は次のようになります。

（1）SOAP処理系からサービスプロキシーを取得します。

（2）ログイン情報取得（getLoginInfo）を呼び出します。

（3）LoginInfoに含まれるチャレンジコードとパスワードを連結して暗号化します。

（4）LoginInfoに含まれるセッション IDを SOAPヘッダーに設定します。
（以降の呼び出しの SOAPヘッダーでも同じセッション IDを使用）

（5）ユーザー IDと手順 2で生成したクレデンシャルを引数としてログインを呼び出します。
（クレデンシャルタイプとして暗号化パスワードを指定）

次に示す例では、まずサービスプロキシーのファクトリーを生成（①）します。次に、ファクトリーから生成
（②）し、サービスプロキシーでログイン情報を取得（③）した後は、ユーティリティルーチンとして提供さ
れている処理を呼び出し（④）、上記の手順3～5を実行しています。④の第4引数のURIは、クレデンシャル
の種類を示します。また、nullを渡した場合には、暗号化パスワードを使用すると見なされます。

ArcSuiteServiceFactory factory = new ArcSuiteServiceFactory(); .......................................  ①
  ArcSuite service = factory.getService(new URL("http://... ")); ...........................................  ②

  LoginInfo loginInfo = service.getLoginInfo(); .........................................................................  ③
  String userDn = ClientUtils.login(service,
     loginInfo, "user",
     HeaderConstants.ARCSUITE_ENCRYPTED_PASSWORD_URI,
     "password"); .............................................................................................................................  ④



4.7  クライアントライブラリーを用いた接続手順
4.7.2 SSL接続
SSL接続には、次の2つがあります。
･ サイト証明書によるサーバー認証
･ 電子証明書による相互認証（SSLクライアント認証）

サイト証明書によるサーバー認証
クライアントライブラリーでhttpsをスキームとするURLを接続先としてSSL接続する場合、次のシステムプ
ロパティにより接続先のサイト証明書を格納したキーストアおよびキーストアのパスワードを指定します。

javax.net.ssl.trustStore . . . . . . . . . . . . . .キーストアのファイルパス
javax.net.ssl.trustStorePassword . . . . . .キーストアのパスワード

詳細は、次のJSSE（Java Secure Socket Extension）のリファレンスガイドを参照してください。
https://docs.oracle.com/javase/jp/7/technotes/guides/security/jsse/JSSERefGuide.html
SSL接続の場合には、次のようにログインに平文パスワードを使用し、ログイン情報の取得（getLoginInfo）
や暗号化のステップを省くこともできます。この場合、ログイン（login）のレスポンスのSOAPヘッダーに
含まれるセッションIDを以降のリクエストのSOAPヘッダーで使用します。

上記の"trustStore"および"changeit"は、次のようにkeytoolによりサイト証明書をインポートした場合の例
です。

電子証明書による相互認証（SSLクライアント認証）
SSL接続でクライアントの電子証明書も使って相互認証する場合には、サイト証明書でのシステムプロパティ
の設定に加えて、次のシステムプロパティの設定も同様に実行します。

javax.net.ssl.keyStore . . . . . . . . . . . . . . .クライアント証明書のファイルパス
javax.net.ssl.keyStoreType . . . . . . . . . . .証明書の形式（通常 pkcs12）
javax.net.ssl.keyStorePassword . . . . . . .クライアント証明書のパスワード

  ArcSuiteServiceFactory factory = new ArcSuiteServiceFactory();
  ArcSuite service = factory.getService(new URL("https://... "));

  System.setProperty("javax.net.ssl.trustStore", "trustStore");
  System.setProperty("javax.net.ssl.trustStorePassword", "changeit");

  String userDn = ClientUtils.login(service, 
"user",HeaderConstants.ARCSUITE_PLAIN_TEXT_PASSWORD_URI,
                 "password");

C:\> keytool -import -alias aliasName -file siteCert.cer -trustcacerts -keystore truststore -
storepass changeit
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4  認証方式
4.7.3 プロキシーを介した接続
クライアントライブラリーでプロキシーを経由して接続する場合、HTTPプロトコルとHTTPSプロトコルに個
別にプロキシーをシステムプロパティとして設定します。

詳細は、次のネットワークプロパティに関する資料を参照してください。
https://docs.oracle.com/javase/jp/7/technotes/guides/net/properties.html

･ HTTPプロトコルの場合
http.proxyHost...............................................プロキシーホスト名
http.proxyPort................................................プロキシーポート番号（デフォルト： 80）
http.nonProxyHosts .....................................プロキシーを使用しないホスト（例： "*.foo.com|localhost"）
http.proxyUser ...............................................プロキシー認証ユーザー
http.proxyPassword .....................................プロキシー認証パスワード
･ HTTPSプロトコルの場合

https.proxyHost.............................................プロキシーホスト名
https.proxyPort..............................................プロキシーポート番号（デフォルト： 80）
https.nonProxyHosts ...................................プロキシーを使用しないホスト（例： "*.foo.com|localhost"）
https.proxyUser .............................................プロキシー認証ユーザー
https.proxyPassword ...................................プロキシー認証パスワード
javax.net.ssl.keyStore ..................................クライアント証明書のファイルパス
javax.net.ssl.keyStoreType .........................証明書の形式（通常 pkcs12）
javax.net.ssl.keyStorePassword ................クライアント証明書のパスワード

接続タイムアウト
接続タイムアウトやレスポンスのタイムアウトは、操作を呼び出す前に次のように設定します（単位はミリ
秒）。現時点でクライアントライブラリーが使用しているSOAP処理系では、接続のタイムアウトとレスポン
スのタイムアウトを別の値に設定できません。

factory.setProperty(ArcSuiteServiceFactory.CONNECTION_TIMEOUT_PROPERTY,new Integer(10 
* 60 * 1000));



4.7  クライアントライブラリーを用いた接続手順
4.7.4 暗号化アルゴリズム
認証クレデンシャルの暗号化方式は、次に示す方式のRSA公開鍵暗号です。
･ 鍵長 2048bit
･ パディング PKCS#1
･ バイトオーダー Big-Endian

暗号化されたクレデンシャルを用いたログイン（login）では、ログイン情報取得結果（getLoginInfo）に含
まれるチャレンジコードとパスワードを連結し、バイト配列に変換して暗号化したものが認証クレデンシャル
となります。
暗号化するための公開鍵データはBase64でエンコードされています。認証クレデンシャルもBase64でエン
コードしてログイン（login）の引数として引き渡します。
公開鍵の鍵長はデフォルトでは2048bitです。
「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）にある「acceptCryptoCompromiseHosts」で設定したIPアドレス
のホストからアクセスした場合は、鍵長が1024bitの公開鍵を発行します。

以降にJava言語、C#と.NET Framework、C++とCryptoAPIでの実装例の概要を示します。Base64でのエ
ンコード/デコード処理およびC++でのバイト配列のバイトオーダー反転処理は省略します。
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4  認証方式
Java言語での暗号化処理の実装例：
public static String encrypt(LoginInfo loginInfo, String password) throws Exception {
    byte[] modulus = Base64.decode(loginInfo.getPublicKeyModulus());
    byte[] publicExponent = Base64.decode(loginInfo.getPublicKeyExponent());

    WSPublicKey publicKey = new WSPublicKey(modulus, publicExponent);

    javax.crypto.Cipher cipher = javax.crypto.Cipher.getInstance("RSA/ECB/PKCS1Padding");
    cipher.init(Cipher.ENCRYPT_MODE, publicKey);

    byte[] plainData = (loginInfo.getChallenge() + password).getBytes("UTF-8");
    byte[] cipherData = cipher.doFinal(plainData);

    return Base64.encode(cipherData);
}

class WSPublicKey implements java.security.interfaces.RSAPublicKey {
    private final BigInteger n;
    private final BigInteger e;

    WSPublicKey(byte[] n, byte[] e) {
        this.n = new BigInteger(1, n);
        this.e = new BigInteger(1, e);
    }

    public BigInteger getModulus() {
        return n;
    }

    public BigInteger getPublicExponent() {
        return e;
    }
    ...
}



4.7  クライアントライブラリーを用いた接続手順
C#で.NET Frameworkを使用した暗号化処理の実装例：
public static string Encrypt(Logininfo loginInfo, string password) {
     System.Security.Cryptography.RSAParameters param;
     param = new System.Security.Cryptography.RSAParameters();

     param.Modulus = System.Convert.FromBase64String(loginInfo.publicKeyModulus);
     param.Exponent = System.Convert.FromBase64String(loginInfo.publicKeyExponent);

     System.Security.Cryptography.RSACryptoServiceProvider rsa;
     rsa = new System.Security.Cryptography.RSACryptoServiceProvider();
     rsa.ImportParameters(param);

     String secret = loginInfo.challenge + password
     byte[] plainData = System.Text.Encoding.UTF8.GetBytes(secret);
     byte[] cipherData = rsa.Encrypt(plainData, false);

     return System.Convert.ToBase64String(cipherData);
}
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4  認証方式
C++でWin32 CryptoAPIを使用した暗号化処理の実装例：
#define KEY_LEN 256

unsigned char PUBKEY[276]= {
  // PUBLICKEYSTRUC
  0x06, 0x02, 0x00, 0x00,/* PUBLICKEYBLOB (0x06) CUR_BLOB_VERSION (0x02) RESERVED */
0x00, 0xA4, 0x00, 0x00,/* CALG_RSA_KEYX (0x0000A400) */
  // RSAPUBKEY
  0x52, 0x53, 0x41, 0x31,/* "RSA1" */
0x00, 0x08, 0x00, 0x00,/* 2048 (0x00000800) */
  0x01, 0x00, 0x01, 0x00/* 65537 (0x00010001) */
};

char* Encrypt(char* modulus, char* publicExponent, char* challenge)
{
    HCRYPTPROV hProv = NULL;
    HCRYPTKEY hKey = NULL;
    unsigned char buf[KEY_LEN];

    ::CryptAcquireContext(&hProv, NULL, MS_ENHANCED_PROV, PROV_RSA_FULL, 
CRYPT_VERIFYCONTEXT);

    unsigned char* modulusData = Reverse(Base64Decode(modulus), KEY_LEN);
    memcpy(PUBKEY + 20, modulusData, KEY_LEN);

    ::CryptImportKey(hProv, &PUBKEY[0], sizeof(PUBKEY), 0, 0, &hKey);

    memcpy(buf, challenge, strlen(challenge));
    memcpy(buf + strlen(challenge), password, strlen(password));
    unsigned long dataLen = strlen(challenge) + strlen(password);

    ::CryptEncrypt(hKey, NULL, TRUE, 0, buf, &dataLen, KEY_LEN);

    return Base64Encode(Reverse(buf, dataLen));
}



5 セッション管理

WebサービスのセッションのIDによる特定と、セッションで使用する言語、添付ファイ
ル形式、リクエスト処理後のセッション解放の指定について説明します。
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5  セッション管理
5.1 セッション ID

セッションは、次の例のようにリクエストのSOAPヘッダーに含まれる「Session」要素により識別されます。

WebブラウザーによってアクセスされるArcSuiteのWebアプリケーションとは異なり、クライアントでの
Cookie管理を前提とできないため、トランスポート独立性と相互運用性の観点からCookieおよびHTTPヘッダー
によるセッション識別は使用していません。

このため、複数サーバー環境では同一セッションでも同じサーバーで処理されるとは限らず、リクエストごとに異
なるサーバーに振り分けられて処理される場合があります。これは意図的な設計による動作で負荷分散する上で利
点がありますが、この動作に不都合がある場合には、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「セッ
ション固定クッキー発行フラグ」の設定によって発行されるCookieによりサーバーを固定することもできます。

セッション固定クッキー発行フラグを"true"に設定すると、"arcsuiteid"という名前で物理サーバーのホスト名を
値とするCookieが発行されます。このCookieの値によってサーバーが振り分けられるようにロードバランサーを
設定した上で、クライアントはヘッダーにCookieを指定してリクエストを発行すると、同じサーバーでのリクエ
スト処理が実行されます。

ほとんどの操作では、セッションIDを指定しない場合にはユーザー認証が必要であることを示すエラー
（ARCSUITE_WS-0803202）になります。

セッションIDを指定せずに呼び出せる操作およびその動作を次に示します。

･ getVersionInfo バージョン情報を返す

･ getLoginInfo セッションを生成しバージョン情報と暗号化に必要な情報を返す

･ getSessionInfo ユーザーの識別情報などセッション情報を返す

･ login セッションを生成しユーザー認証をする

･ loginAndCheckStatus loginと同じ処理を行い、ログインユーザーの状態を返す

･ logout 何も起こらない

セッションIDを指定した通常の操作および上記のgetLoginInfoとloginでは、サーバーからのレスポンスのSOAP
ヘッダーにも同様のセッションIDが含まれます。
ただし、getLoginInfoで生成されるセッションは後続のloginで指定するための仮セッションであり、このセッ
ションIDを指定して上記以外の操作を呼び出した場合にも、ユーザー認証が必要であることを示すエラーになり
ます。

<soap:Envelope xmlns:soap="...">
   <soap:Header>
      <Session xmlns="http://www.fujifilm.com/fb/2021/08/arcsuite/ws/types">3d498cbe77...</
Session>
   </soap:Header>
   <soap:Body>
      ...
   </soap:Body>
</soap:Envelope>



5.2  セッション設定
5.2 セッション設定
「Session」要素には、次のようにセッションで使用する言語、添付ファイル形式、リクエストバージョン、セッ
ション解放、および管理者モードの切り替えを指定する属性を指定できます。言語と添付ファイル形式、リクエス
トバージョンの設定はセッション情報として保持されるので、セッションで一度指定すればリクエストごとに指定
する必要はありません。

「Session」要素に指定できる属性は、次のとおりです。

上記の属性は、ログイン（login/loginAndCheckStatus）時のプリファレンス設定（KeyedString[]）とし
ても指定できます。KeyedStringの keyに属性名、valueに設定値を指定します。

5.2.1 言語設定
ArcSuiteはサポートする言語を指定可能で、エラーメッセージおよび多言語対応列挙型の表示文字列が指定
された言語の表記になります。

言語を指定しない場合には、ユーザーを認証した段階でRMSに設定されているユーザーの言語指定がセッ
ションの言語として設定されます。loginのエラーメッセージの言語を指定するには、「Session」要素の内容
にセッションIDを指定せずに言語（locale）属性だけを指定します。この場合、RMSに設定されているユー
ザーの言語指定よりもセッションで指定した言語指定が優先します。

<soap:Envelope xmlns:soap="...">
   <soap:Header>
      <Session xmlns="..." locale="ja" attachmentType="mime" 
               requestVersion="3.0.0.0" release="true" 
               administratorMode="true">3d498cbe77...</Session>
   </soap:Header>
   <soap:Body>
      ...
   </soap:Body>
</soap:Envelope>

表：セッション設定の属性

属性名 設定例

locale（言語） ja

attachmentType（添付ファイル形式） mtom

requestVersion（リクエストバージョン） 4.0.0.0

release（セッション解放） true

administratorMode（管理者モード） true
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5.2.2 添付ファイル形式設定
ドキュメントのコンテント取得などで添付ファイルを取得するときの形式を指定します。
次の形式を指定できます。指定しない場合も、自動でMTOM形式が使われます。
･MTOMSOAP Message Transmission Optimization Mechanism

提供されるWSDLはMTOM形式です。MTOM形式のWSDLを使ってもSwAと同様のコンテントを取得する
SOAPリクエストを発行するSOAP処理系もあるため、明確に指定できる機構を設けています。

なお、ドキュメント登録などクライアントから添付ファイルを送る場合には、MTOM形式を受け付けます。

5.2.3 セッション解放指示
リクエスト処理後のセッション解放を指示します。
言語や添付ファイル形式の設定と同様に「Session」要素の属性で指定しますが、設定をするためではありま
せん。指定された属性値がtrue（大文字小文字無視）の場合には、リクエストの処理後に処理結果の正常/異
常に関わらず、ログアウトと同様にセッション解放が実行されます。

5.2.4 リクエストバージョン設定
リクエストのバージョンを指定します。現在のバージョンは「4.0.0.0」です。

サーバーはクライアントの指定した、リクエストバージョンと互換性のある最新の形式のレスポンスを返しま
す。これにより、サーバー側のバージョンアップに伴い、レスポンスの形式が拡張された場合でも、インター
フェイスの互換性を維持する事が可能となります。

リクエストバージョンは、最大4つの数値をピリオド（.）で区切った形式で指定します。リクエストバージョ
ンの比較は、ピリオドで区切られた先頭の数字から順番に比較し、最初により大きな数値が現れた方をより新
しいバージョンとします（例：「2.2.2.0」よりも「2.2.10.0」の方が新しいバージョンとなります）。なお、
4つ未満の数値でバージョンが指定された場合、未指定部分は0とみなして比較します（例：「2.5」は
「2.5.0.0」とみなします）。

インターフェイス互換のある最小バージョン（以降、「最小バージョン」と表記します）以上のリクエスト
バージョンが指定された場合は、指定されたバージョンに応じてサーバー側の処理を実行します。リクエスト
バージョンが指定されていなかった場合は、旧バージョンのクライアントとの互換性を維持するため、最小
バージョンとみなして処理を実行します。ただし、実際には最小バージョン未満だった場合、エラーが発生す
る可能性があるため、注意してください。また、最小バージョン未満のリクエストバージョンが指定された場
合は、動作保証外のため、エラーとなります。同様に、解釈できない不正なバージョン文字列が指定された場
合も、エラーとなります。なお、バージョン番号取得 （getVersionInfo）により、接続先サーバーの最小
バージョンと現在のバージョンを取得することができます。



6 オブジェクト情報取得・一覧・検索

Webサービスで使用するオブジェクト情報の取得・一覧・検索について説明します。
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6  オブジェクト情報取得・一覧・検索
6.1 取得する属性の指定
オブジェクトの情報を取得するときに取得する属性を指定していない場合は、すべての属性を返します。このた
め、設定されている属性の確認などは容易になっていますが、必要な属性だけを取得するのに比べて性能が低下す
るのは避けられません。

アプリケーションを開発する場合は、取得する属性を明確に指定して必要な属性だけを取得するようにしてくださ
い。



6.2  最大取得数の制限
6.2 最大取得数の制限
意図せずに高負荷を掛けることを避けるため、また、XMLを処理するときのCPUやメモリーへのオーバーヘッド
が高いことから、サーバーサイドで一覧や検索の結果の最大件数が制限されています。

デフォルトは100件ですが、リソース管理アプリケーションによりシステムプロパティとして0～10000の範囲で
設定できます。

最大取得数の制限についての詳細は、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「最大取得数制限」
を参照してください。
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6.3 一定数以上の判定
オブジェクト一覧や検索の結果が膨大になる可能性があり、件数の制限が必要になる場合があります。このような
場合、引数で最大取得数（limit）を指定します。

指定した件数よりも結果が多いかどうかを判定する方法は用意されていないため、指定した件数よりも結果が多い
かどうかを判定するためには、最大取得数に1つ多い値を指定した結果の件数を確認します。

たとえば、一覧を取得して最大100件を表示するアプリケーションで、100件を超える一覧の結果がある場合、何
らかの表示をして、ユーザーがそれを認識できるようにしたいとします。その場合、最大取得数に101を指定し
て、101件取得できたかどうかで表示する件数（100件）よりも結果が多いかどうかを判定し、表示には最大の
100件を表示します。



6.4  ページング
6.4 ページング
オブジェクト一覧や検索の結果を一度に表示するのではなく、一定件数ごとの表示が必要となる場合があります。
しかし、一覧や検索の結果を保持するような機構は設けられていません。

そこで、表示に必要なすべての属性を含めて（全ページ分の）結果を取得すると、メモリーの圧迫やレスポンスの
低下が問題となる可能性があります。また、別の方法として、同じ条件で何度か一覧や検索を実行し、アプリケー
ション側で必要な部分だけを抽出することも考えられますが、ほかのユーザーの操作などによって毎回同じ結果と
なるとは限らないため、正確に一定件数ごとに表示したのとは異なる表示となる可能性があります。

一定件数ごとに表示する方法としては、最低限必要な属性だけを取得しアプリケーション側で結果セットとして保
持します。取得する属性として（要素数0の）空配列を指定して識別子だけを結果セットとすることもできます。
ページ切り替えなどでは、必要に応じて属性の取得を呼び出し、メモリー状況に応じて以前に取得した結果を解放
します。
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共通機能として次の機能を提供します。

• 認証関連

• 属性スキーマ情報

• 属性テンプレート情報

• システム設定情報



7.1  共通エラー
7.1 共通エラー
ArcSuite Webサービスインターフェイスで共通のエラーは次のとおりです。

･ ARCSUITE_WS-08302001
指定されたセッション IDが不正な場合（タイムアウト等でセッションが見つからない場合も含む）

･ ARCSUITE_WS-08302002
指定されたロケール（言語）が不正な場合
･ ARCSUITE_WS-08302004
添付ファイル形式が不正な場合
･ ARCSUITE_WS-08303001
サービス起動時にデータベースに接続できない場合
･ ARCSUITE_WS-08303002
データベースからのセッション情報の読み込みに失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303003
データベースへのセッション情報の書き込みに失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303102
認証が済んでいない状態で認証が必要なオペレーションが呼び出された場合
･ ARCSUITE_WS-08303110
管理権限を保有していないのに管理者モードで呼び出した場合
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7.2 起動エラー
ArcSuite Webサービスインターフェイスの起動で共通のエラーは次のとおりです。

･ ARCSUITE_WS-08301001
コンポーネント情報が見つからない場合
･ ARCSUITE_WS-08301002
システムプロパティの読み込みに失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08301003
サービス起動中に何らかのエラーが起きた場合
･ ARCSUITE_WS-08301004
サービスの起動が完了する前に操作を呼び出した場合
･ ARCSUITE_WS-08303001
データベースにアクセスできない場合



7.3  プログラムインターフェイス
7.3 プログラムインターフェイス
共通機能のプログラミング・インターフェイスの詳細を記述します。

7.3.1 認証関連

getVersionInfo

■ Java言語形式

■ 説明
アクセスしているWebサービスインターフェイスのバージョン情報を取得します。

■ パラメーター
なし

■ 解説
･ 後方互換性のあるバージョンと現在のバージョンを返します。
･ それぞれのバージョンは、4つの数値を "."で連結して表されます。（例 2.3.0.0）

■ 戻り値
インターフェイスのバージョン情報

■ エラー
共通エラーだけです。

getLoginInfo

■ Java言語形式

■ 説明
ログイン処理用の準備情報を取得します。

■ パラメーター
なし

■ 解説
準備情報は、セッションID、チャレンジコード、公開鍵を含みます。

■ 戻り値
ログイン処理用の準備情報

■ エラー
共通エラーだけです。

VersionInfo getVersionInfo()

LoginInfo getLoginInfo()
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getSessionInfo

■ Java言語形式

■ 説明
現在のセッション情報を取得します。

■ パラメーター
なし

■ 解説
現在のセッションのユーザー識別子（ID, DN, RMSエントリー ID）、ログイン日時、ロケール、タイムゾー
ン、ファイル添付形式、セッションの管理者モード（有効/無効）の情報を返します。ログインしていない場
合、エラーを返さず、ユーザー識別子とログイン日時にはnullを返します。

■ 戻り値
セッション情報

■ エラー
共通エラーだけです。

login

■ Java言語形式

■ 説明
ユーザーの認証処理を実行します。

■ パラメーター
･ userId
ユーザーのログイン名
･ credentialType
クレデンシャルの形式
･ credential
認証情報
･ preferences
各種プリファレンス設定

■ 解説
･ 指定されたユーザーが存在しない場合にはエラーを返します。getLoginInfo()により取得したチャレンジ
と公開鍵に基づいた暗号化クレデンシャルを使用する場合には、同じセッションであることを認識できる
ようにセッション IDを SOAPヘッダーで指定する必要があります。

SessionInfo getSessionInfo()

String login(String userId, String credentialType, String 
credential,KeyedString[] preferences)
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･ クレデンシャルの形式には次の文字列のどれかを指定できます。
-平文パスワードの場合

http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws#PlainTextPassword
-暗号化パスワードの場合

http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws#EncryptedPassword
-セキュリティトークンの場合

http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws#SecurityToken
･ セキュリティトークンを使う場合には、userIdに指定した引数は無視されます。

■ 戻り値
指定されたユーザーのDN

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08302006
クレデンシャルタイプが不正な場合
･ ARCSUITE_WS-08303102
認証に失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303103
セキュリティトークンの検証に失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303104
平文パスワードが認められないプロトコルで使用された場合
･ ARCSUITE_WS-08303203
既にログイン済みのセッションの場合
認証モードが "require"の場合

認証モードが "require"の場合の詳細については「SSLクライアント認証」（P.50）を参照してください。

loginAndCheckStatus

■ Java言語形式

■ 説明
ユーザーの認証処理を行い、ログイン状態をチェックします。

■ パラメーター
･ userId
ユーザーのログイン名
･ credentialType
クレデンシャルの形式
･ credential
認証情報
･ preferences
各種プリファレンス設定

■ 解説
･ 認証処理は、loginと同じ処理を行います。
･ 戻り値として、ログインユーザーの状態（パスワードが有効期限切れかどうか、猶予ログイン回数）が取
得可能です。

LoginUserStatus loginAndCheckStatus(String userId, String credentialType, String 
credential, KeyedString[] preferences)
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･ ユーザーのパスワードが有効期限切れでない場合、猶予ログイン回数は -1となります。

■ 戻り値
ログインユーザーの状態

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08302006
クレデンシャルタイプが不正な場合
･ ARCSUITE_WS-08303102
認証に失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303103
セキュリティトークンの検証に失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303104
平文パスワードが認められないプロトコルで使用された場合
･ ARCSUITE_WS-08303203
既にログイン済みのセッションの場合
認証モードが "require"の場合

認証モードが "require"の場合の詳細については「SSLクライアント認証」（P.50）を参照してください。

logout

■ Java言語形式

■ 説明
ユーザーのログアウト処理を実行します。

■ パラメーター
なし

■ 解説
･ ユーザーがログインした時のセッション IDを SOAPヘッダーに指定します。
･ SOAPヘッダーに指定されたセッション IDを持つユーザーのログアウト処理をします。

■ 戻り値
なし

■ エラー
共通エラーだけです。

void logout()
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assertPrivilege

■ Java言語形式

■ 説明
特権を保有するユーザーの認証情報を指定して、特権でアクセスすることを宣言します。
戻り値にtrueが返った場合、セッションが切断されるまで特権でアクセスできます。

■ パラメーター
･ userId
使用する特権を保有するユーザーのログイン名
･ credentialType
クレデンシャルの形式
･ credential
認証情報
･ privileges
特権識別名の配列

■ 解説
･ クレデンシャルの形式には次の文字列のどれかを指定できます。

-平文パスワードの場合
http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws#PlainTextPassword

-暗号化パスワードの場合
http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws#EncryptedPassword

-セキュリティトークンの場合
http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws#SecurityToken

･ セキュリティトークンを使う場合には、userIdに指定した引数は無視されます。
･ 特権識別名には次の文字列のどちらかを指定できます。

-印刷サービス特権の場合
http://www.fujifilm.com/fb/2021/08/arcsuite/ws#PrintServiceRole

-アプリケーションプログラム特権の場合
http://www.fujifilm.com/fb/2021/08/arcsuite/ws#ApplicationProgramRole

■ 戻り値
･ 指定した特権をすべて保有している場合は trueを返します。
･ 1つでも特権を保有していない場合は falseを返します。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08302006
クレデンシャルタイプが不正な場合
･ ARCSUITE_WS-08302007
特権識別名が不正な場合
･ ARCSUITE_WS-08303102
認証に失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303103
セキュリティトークンの検証に失敗した場合
･ ARCSUITE_WS-08303104

boolean assertPrivilege(String userId, String credentialType, String credential, 
String[] privileges)
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平文パスワードが認められないプロトコルで使用された場合
･ ARCSUITE_WS-08303203
既にログイン済みのセッションの場合

enableAdministratorMode

■ Java言語形式

■ 説明
enabledの指定（true/false）によって、管理者モードの有効/無効を切り替えます。

■ パラメーター
･ enabled
管理者モードを有効にする（True）、または無効にする（False）

■ 解説
･ enabledに trueを指定した場合、それ以降の操作は、セッションが有効な間、または enabledに false
を指定して呼び出すまで管理者モードで動作します。falseを指定した場合、通常モードで動作します。
･ 管理者モードは、ドキュメント管理およびタスク管理でだけ、有効です。
･ 管理者モードで操作を実行するには、管理権限を保有する必要があります。管理者モードを有効にした状
態で、管理権限を持っていないドキュメント管理またはタスク管理インターフェイスを実行すると例外が
発生します。詳細は、「1.2.8  管理者モード」（P.22）を参照してください。
･ この操作は、ログイン後に実行できます。ログインしないで呼び出した場合、例外が発生します。

■ 戻り値
なし

■ エラー
共通エラーだけです。

7.3.2 属性スキーマ情報

getAttributeSchema

■ Java言語形式

■ 説明
属性IDを指定して、指定した属性IDが含まれる属性スキーマ情報を取得します。

■ パラメーター
･ attrId
属性スキーマ情報を取得する属性 ID

void enableAdministratorMode(boolean enabled)

AttributeSchema getAttributeSchema(AttributeId attrId)



7.3  プログラムインターフェイス
■ 解説
指定した属性IDのネームスペースに応じて、各カテゴリー（リソース、ドキュメント、タスク、プロセス）
管理機能の属性スキーマ情報を取得できます。

■ 戻り値
属性スキーマ情報

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08302005
属性 IDに指定されたネームスペースが不正な場合

getAttributeSchemas

■ Java言語形式

■ 説明
属性IDの配列を指定して、指定した属性IDが含まれる属性スキーマ情報を取得します。

■ パラメーター
･ attrIds
属性スキーマ情報を取得する属性 IDの配列

■ 解説
指定した属性IDの配列のネームスペースに応じて、各カテゴリー（リソース、ドキュメント、タスク、プロ
セス）管理機能の属性スキーマ情報を取得できます。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功した属性スキーマ情報の配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 取得に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
各属性IDを指定してスキーマを取得するときに例外が発生した場合は、例外が発生した属性IDの指定された
配列中でのインデックスとProcessingExceptionによってラップされた例外からなるFailureの配列が結果に
含まれます。
･ ARCSUITE_WS-08302005
属性 IDなどに指定されたネームスペースが不正な場合

listAttributeSchemas

■ Java言語形式

■ 説明
属性ネームスペースを指定して、指定したネームスペースに属する属性スキーマ情報のリストを取得します。

AttributeSchemasResponse getAttributeSchemas(AttributeId[] attrIds)

AttributeSchema[] listAttributeSchemas(String ns)
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■ パラメーター
･ ns
属性スキーマ情報のリストを取得する属性ネームスペース

■ 解説
指定されたネームスペースに属する属性スキーマの一覧を取得します。

■ 戻り値
属性スキーマ情報の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08302005
指定されたネームスペースが不正な場合

7.3.3 属性テンプレート情報

getAttributeTemplate

■ Java言語形式

■ 説明
属性テンプレート名を指定して、属性テンプレート情報を取得します。

■ パラメーター
･ attrTemplateName
取得する属性テンプレートの名前
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
なし

■ 戻り値
属性テンプレート情報

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305034
属性テンプレートが見つかりません。: 属性テンプレート名 ={0}
･ ARCSUITE_WS-08305035
属性テンプレート情報の取得に失敗しました。

■ 備考
実行ユーザーの言語設定が、属性テンプレートを作成したときのドキュメントスペース管理アプリケーション
の［言語依存設定］の設定と異なる場合は、属性テンプレートを取得できません。属性テンプレートは存在し
ないものとして処理され、エラー（ARCSUITE_WS-08305034）になります。

AttributeTemplate getAttributeTemplate(String attrTemplateName)
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getAttributeTemplates

■ Java言語形式

■ 説明
属性テンプレート名を指定して、複数属性テンプレート情報を取得します。

■ パラメーター
･ attrTemplateNames
取得する属性テンプレートの名前の配列
nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
なし

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功した属性テンプレート情報を格納した配列（格納順は、属性テンプレート名の指定順と同じに
なります）
･ 取得に失敗した属性テンプレート名の配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305034
属性テンプレートが見つかりません。: 属性テンプレート名 ={0}
･ ARCSUITE_WS-08305035
属性テンプレート情報の取得に失敗しました。

■ 備考
実行ユーザーの言語設定が、属性テンプレートを作成したときのドキュメントスペース管理アプリケーション
の［言語依存設定］の設定と異なる場合は、属性テンプレートを取得できません。属性テンプレートは存在し
ないものとして処理され、空の配列が返ります。

listAttributeTemplates

■ Java言語形式

■ 説明
操作、オブジェクトのIDを指定して、使用可能な属性テンプレート情報のリストを取得します。

■ パラメーター
･ operation
属性テンプレート情報のリストを取得する操作です。nullを指定できます。
･ id

AttributeTemplatesResponse getAttributeTemplates(String[] attrTemplateNames)

AttributeTemplate[] listAttributeTemplates(String operation, String id, boolean 
isDescending, String[] options)
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属性テンプレート情報のリストを取得するオブジェクトの IDです。nullを指定できます。
･ isDescending
取得する属性テンプレート情報を、属性テンプレート名で降順にソートするかどうかを指定します。
･ options
取得オプションです。

■ 解説
･ operationには、表示（view）、登録（register）が指定できます。表示（view）を指定した場合は、表示
するときに指定できる属性テンプレート情報が取得されます。
･ idには、キャビネット、ドロワー、フォルダー、ドキュメント、リファレンスの IDが指定できます。指定
したオブジェクトの IDで使用できる属性テンプレート情報が取得されます。
･ operation、および idに nullを指定した場合、すべての属性テンプレート情報が取得されます。

■ 戻り値
属性テンプレート情報の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDが不正です。: ID={0}
･ ARCSUITE_WS-08305034
属性テンプレートが見つかりません。: 属性テンプレート名 ={0}
･ ARCSUITE_WS-08305035
属性テンプレート情報の取得に失敗しました。
･ ARCSUITE_WS-08305036
属性テンプレート名リストの取得に失敗しました。: 操作名 ={0}, ID={1}
･ ARCSUITE_WS-08305038
操作名が不正です。: 操作名 ={0}

■ 備考
実行ユーザーの言語設定が、属性テンプレートを作成したときのドキュメントスペース管理アプリケーション
の［言語依存設定］の設定と異なる場合は、属性テンプレートを取得できません。属性テンプレートは存在し
ないものとして処理され、空の配列が返ります。

getCopyAttributeNamesOnReference

■ Java言語形式

■ 説明
操作を指定して、その操作時にリファレンスへコピーされる属性を取得します。

■ パラメーター
･ operation
リファレンスへの操作

■ 解説
･ operationには、作成（create）、更新（update）が指定できます。作成（create）を指定した場合は、
リファレンス作成時にコピーされる属性の配列が取得されます。

AttributeId[] getCopyAttributeNamesOnReference (String operation)
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■ 戻り値
属性の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305035
属性テンプレート情報の取得に失敗しました。
･ ARCSUITE_WS-08305037
リファレンスにコピーされる属性情報の取得に失敗しました。: 操作名 ={0}
･ ARCSUITE_WS-08305038
操作名が不正です。: 操作名 ={0}
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7.3.4 システム設定情報

getSystemConfig

■ Java言語形式

■ 説明
設定パラメーター情報を取得します。

■ パラメーター
なし

■ 解説
･ 設定パラメーターの名前と値がペアになった配列を返します。次の設定パラメーターは、セキュリティレ
ベルに関する情報であるため返しません。
-http.acceptPlainTextPassword
説明：平文パスワード認証受け付けフラグ（HTTP）

-https.acceptPlainTextPassword
説明：平文パスワード認証受け付けフラグ（HTTPS）

-voidClientCertificateHosts
説明：クライアント証明書が無効な接続ホスト

-voidClientCertificateRoleName
説明：クライアント証明書無効特権用のユーザーロール名

-acceptCryptoCompromiseHosts
説明：パスワードの暗号強度を緩和する接続ホスト
設定パラメーターは、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）を参照してください。
･ 名前は「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「名前」欄の文字列を返します。
･ コンポーネントプロパティまたはシステムプロパティで設定している値を返します。設定していないパラ
メーターは、デフォルトの値を返します。ただし、パラメーターの接頭辞 "com.fujifilm.fb.arcsuite.ws."
が付加された名前となります。

■ 戻り値
設定パラメーター情報

■ エラー
共通エラーだけです。

KeyedString[] getSystemConfig()



8 リソース管理インターフェイス

リソース管理インターフェイスとして提供されている操作について説明します。
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8.1 プログラムインターフェイス

8.1.1 共通パラメーター
リソース管理インターフェイスで共通のパラメーターは次のとおりです。

パラメーター
･ recursive
グループメンバーを再帰的に展開するか否かを指定します。trueを指定した場合、再帰的な展開をします。
falseを指定した場合、直接メンバーに含まれているエントリーだけを対象とします。
･ limit
最大取得数を指定します。
負の数を指定した場合は、サーバー側で設定されている最大取得数制限の値が優先されます。
また、最大取得件数を超える値を指定した場合も、最大取得数制限の値が優先されます。
リスト結果が最大取得数を上回った場合、最大取得数以降の結果は破棄されます。最大取得数の指定と同
時に orderを指定した場合は、ソート済みのリスト結果から最大取得数までの結果を返します。
･ attrIds 
対象オブジェクトのどの属性を取得するのかを配列で指定します。
nullが指定された場合、その対象オブジェクトに対して取得可能なすべての属性を取得します。
長さ 0の配列が指定された場合、属性を一切取得しません。
配列内で指定された属性が無効な場合、エラーにはならず、その属性の値は返しません。
複数言語に対応している属性については、常にすべての言語の値を取得します。取得時に必要な言語（例： 
displayName;lang-ja）だけを取得することはできません。

8.1.2 オブジェクトを取得する

getRmsObject, getRmsObjectByDn

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDまたはDNを指定して、RMSオブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ id
取得する RMSオブジェクトの ID
･ dn
取得する RMSオブジェクトの DN
･ attrIds
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。

■ 解説
指定されたオブジェクトが存在しない場合にはエラーを返します。

RmsObject getRmsObject(String id, AttributeId[] attrIds)

RmsObject getRmsObjectByDn(String dn, AttributeId[] attrIds)
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■ 戻り値
指定されたRMSオブジェクト

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1200001
指定の IDのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200002
指定の DNのオブジェクトが存在しなかった

getRmsObjects, getRmsObjectsByDns

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDまたはDNを指定して、RMSオブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ ids
取得する RMSオブジェクトの IDの配列
･ dns
取得する RMSオブジェクトの DNの配列
･ attrIds
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。

■ 解説
指定されたオブジェクトが存在しない場合は、エラーを示すFailureの配列を返します。指定した配列と戻り
値のサイズは必ずしも一致しません。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功した RMSオブジェクトの配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 取得に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
RMSオブジェクトの取得の際に例外が発生した場合には、例外が発生したIDまたはDNの指定された配列中で
のインデックスとProcessingExceptionによってラップされた例外からなるFailureの配列が結果に含まれま
す。
･ RMS_WEBSVC-1200001
指定の IDのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200002
指定の DNのオブジェクトが存在しなかった

RmsObjectsResponse getRmsObjects(String[] ids, AttributeId[] attrIds)

RmsObjectsResponse getRmsObjectsByDns(String[] dn, AttributeId[] attrIds)
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8.1.3 オブジェクトを検索する

searchRmsObjects

■ Java言語形式

■ 説明
検索条件を指定して、RMSオブジェクトを検索します。

■ パラメーター
･ attrCondition
属性検索条件
検索条件に、無効な属性または式が含まれていた場合、エラーになります。
･ option
検索のオプション
･ order
ソート順序
･ limit
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。
･ attrIds
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。

■ 解説
･ ソート条件が指定できます。
･ 最大取得数が設定できます。
･ 取得する属性が指定できます。

■ 戻り値
RMSオブジェクトの配列

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1201004

optionが指定されなかった
･ RMS_WEBSVC-1201005
検索対象を複数指定した
･ RMS_WEBSVC-1201006
検索対象のネームスペースが rmsではなかった
･ RMS_WEBSVC-1201001
検索範囲に idが指定された
･ RMS_WEBSVC-1201002
検索範囲が複数指定された
･ RMS_WEBSVC-1201003
検索範囲が存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1201006
属性のネームスペースが rmsではなかった
･ RMS_WEBSVC-1201007

RmsObject[] searchRmsObjects(AttributeSearchCondition attrCondition, 
SearchOption option, SortItem[] order, int limit, AttributeId[] attrIds)
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サポートされていないオペレーションを指定した
･ RMS_WEBSVC-1201008

equalのオペランドにサポートされていない型の値を指定した
･ RMS_WEBSVC-1201009

equalIgnoreCaseのオペランドに文字列でない値を指定した
･ RMS_WEBSVC-1201010

likeのオペランドに文字列でない値を指定した
･ RMS_WEBSVC-1201011

likeIgnoreCaseのオペランドに文字列でない値を指定した

■ attrConditionの解説

◆ 条件
RMSの検索で利用可能な条件は次のとおりです。
･ AndCondition
･ OrCondition
･ UnaryOperatorCondition
･ BinaryOperatorCondition
･MultiOperatorCondition
上記以外の条件（NotCondition、TrinaryOperatorCondition）は、使用できません。

◆ オペレーター
RMSの検索で利用できるオペレーターは次のとおりです。
･ 単項演算子

- IS_NULL
IS_NOT_NULLは使用できません。
･ 二項演算子

-EQUAL
-EQUAL_IGNORE_CASE
-LIKE
-LIKE_IGNORE_CASE
上記以外の演算子（NOT_EQUAL, NOT_EQUAL_IGNORE_CASE, NOT_LIKE, 
NOT_LIKE_IGNORE_CASE, GREATER_EQUAL, GREATER_THAN, LESS_EQUAL, LESS_THAN, 
CONTAIN）は使用できません。
･ 多項演算子

- IN
-NOT_IN
上記オペレーターのうち、EQUAL_IGNORE_CASE, LIKE, LIKE_IGNORE_CASEの 3オペレーターは、
文字列型の属性で使用できます。
その他のオペレーターは、すべての属性型で使用できます。
ただし、RMSで使用可能な型は、StringValue, IntValue, LongValue, BooleanValueの 4つだけです。

■ orderの解説
orderでは検索結果のソート条件を指定できます。
省略した場合は検索結果の順序は不定です。
複数の属性を指定でき、その場合、指定した順に第1キー、第2キー、となります。
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■ optionの解説

◆ searchTypes
searchTypesには検索対象オブジェクトの種類を指定します。
指定可能なオブジェクトは次の6種類です。
･ user（ユーザー）
･ group（グループ）
･ userRoleName（ユーザーロール名）
･ component（コンポーネント）
･ printer（プリンター）
･ atom（アトム）
ネームスペースはすべて"rms"です。
searchTypesには、必ずオブジェクトの種類を1つだけ指定します。
nullを指定した場合、オブジェクトの種類を2つ以上指定した場合、または長さが0の配列の場合は、エラー
になります。

◆ searchRegion
searchRegionには検索範囲を指定します。省略した場合には、RMS全体を検索します。
searchRegionには部署またはドメインのdnを1つだけ指定します。dnを2つ以上指定した場合にはエラーに
なります。

searchRmsObjectByGroupOrRole, 
searchRmsObjectByGroupOrRoleDn

■ Java言語形式

■ 説明
グループまたはロールのIDもしくはDNを指定して、RMSオブジェクトを検索します。

■ パラメーター
･ ids
絞込みするグループ、またはロールの IDの配列
･ dns
絞込みするグループ、またはロールの DNの配列
･ option
検索のオプション
･ order
ソート順序
･ recursive
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。
･ limit
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。

RmsObject[] searchRmsObjectByGroupOrRole(String[] ids, SearchOption option, 
SortItem[] order, boolean recursive, int limit, AttributeId[] attrIds)

RmsObject[] searchRmsObjectByGroupOrRoleDn(String[] dns, SearchOption option, 
SortItem[] order, boolean recursive, int limit, AttributeId[] attrIds)
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･ attrIds
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。

■ 解説
指定されたグループ、またはロールのすべてに含まれるRMSオブジェクトを絞込検索します。

■ 戻り値
指定されたすべてのグループに含まれ、指定されたすべてのロールが割り当てられているユーザー、またはグ
ループの配列。ユーザーロールは返しません。

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1201001
検索範囲に IDが指定された
･ RMS_WEBSVC-1201002
検索範囲が複数指定された
･ RMS_WEBSVC-1201003
検索範囲が存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1201012
引数に指定された IDが rmsのものではなかった
･ RMS_WEBSVC-1201013
引数に指定された IDまたは DNのオブジェクトは存在しなかった

■ orderの解説
orderでは検索結果のソート条件を指定できます。省略した場合は検索結果の順序は不定です。複数の属性を
指定できますが、その場合、指定した順に第1キー、第2キー、となります。

searchRmsObjectByGroupOrRoleおよび searchRmsObjectByGroupOrRoleDnでは複数の検索対象オブ
ジェクトを指定できますが、ソートはそれぞれの対象オブジェクトごとに実行されます。すなわち、対象オブ
ジェクトにユーザーとグループ両方を指定した場合には、それぞれユーザーの中でソートされた検索結果と、
グループの中でソートされた検索結果が連結されます。なお、ユーザーとグループ両方を指定した場合の検索
結果はソート条件を指定するしないにかかわらず、ユーザーが先、グループが後になります。

■ optionの解説

◆ searchTypes
searchTypesには検索対象オブジェクトの種類を指定します。指定可能なオブジェクトは次の2種類です。
･ user（ユーザー）
･ group（グループ）

ネームスペースはすべて"rms"です。
searchTypesには、必ずオブジェクトの種類を1つだけ指定します。また、searchRmsObjectsと異なり、両
方のオブジェクトの種類を同時に指定できます。

◆ searchRegion
searchRegionには検索範囲を指定します。省略した場合には、RMS全体を検索します。
searchRegionには部署またはドメインのDNを1つだけ指定します。DNを2つ以上指定した場合にはエラー
になります。
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8.1.4 オブジェクトのリストを取得する

listRmsDomains

■ Java言語形式

■ 説明
ドメインのリストを取得します。

■ 解説
ドメインのリストを取得します。

■ 戻り値
ドメインのDNの配列

■ エラー
共通エラーだけです。

listRmsOus

■ Java言語形式

■ 説明
ドメインのDNを指定して、指定したドメイン以下の部署のリストを取得します。

■ パラメーター
･ domain
ドメインの DN

■ 解説
domainにnullを指定した場合には、すべての部署のリストを返します。また、domainにDNを指定した場合
には、そのドメイン以下の部署のリストを返します。ただし、DNで表されるドメインが存在しない場合には
エラーになります。

■ 戻り値
部署のDNの配列

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1202001
指定されたドメインが存在しなかった

String[] listRmsDomains()

String[] listRmsOus(String domain)
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listIncludedGroups, listIncludedGroupsByDn

■ Java言語形式

■ 説明
ユーザーやグループのIDまたはDNを指定して、指定したユーザーまたはグループが含まれているグループの
リストを取得します。

■ パラメーター
･ id
ユーザーまたはグループの ID
･ dn
ユーザーまたはグループの DN
･ recursive
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。
･ limit
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。
･ attrIds
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。

■ 解説
idにはrmsのユーザーまたはグループを指定します。

■ 戻り値
指定されたRMSオブジェクトが含まれているグループの配列

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1200001
指定の IDのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200002
指定の DNのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200003
引数に指定された IDが rmsのものではなかった

RmsObject[] listIncludedGroups(String id, boolean recursive, int limit, 
AttributeId[] attrIds)

RmsObject[] listIncludedGroupsByDn(String dn, boolean recursive, int limit, 
AttributeId[] attrIds)
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listAssignedRoles, listAssignedRolesByDn

■ Java言語形式

■ 説明
ユーザーやグループのIDまたはDNを指定して、指定したユーザーまたはグループに割り当てられているロー
ルのリストを取得します。

■ パラメーター
･ id
ユーザーまたはグループの ID
･ dn
ユーザーまたはグループの DN
･ recursive
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。
･ limit
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。
･ attrIds
「8.1.1  共通パラメーター」（P.86）を参照してください。

■ 解説
指定のユーザー、またはグループに割り当てられているロールのリストを取得します。

■ 戻り値
指定されたユーザーまたはグループに割り当てられたロールの配列

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1200001
指定の IDのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200002
指定の DNのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200003
引数に指定された IDが rmsのものではなかった

RmsObject[] listAssignedRoles(String id, boolean recursive, int limit, 
AttributeId[] attrIds)

RmsObject[] listAssignedRolesByDn(String dn, boolean recursive, int limit, 
AttributeId[] attrIds)
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8.1.5 検査する

isMemberOfGroup, isMemberOfGroupByDn

■ Java言語形式

■ 説明
グループのIDまたはDNを指定して、指定したユーザーやグループが含まれているかを確認します。

■ パラメーター
･ groupId
チェックしたいグループの ID
･ userOrGroupId

groupIdで指定されたグループに含まれているかを確認したいユーザー、またはグループの ID
･ groupDn
チェックしたいグループの DN
･ userOrGroupDn

groupDnで指定されたグループに含まれているかを確認したいユーザー、またはグループの DN

■ 解説
グループの展開は常に再帰的に実行されます。

■ 戻り値
･ グループに含まれているか確認したいユーザーもしくはグループが、チェックしたいグループに含まれて
いる場合は true、含まれていない場合は falseを返します。
･ チェックしたいグループが存在しない場合にはエラーにならず、falseを返します。含まれているか確認し
たいユーザーもしくはグループが存在しないか、nullを指定した場合はエラーになります。

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1200001
指定の IDのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200002
指定の DNのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200003
引数に指定された IDが rmsのものではなかった

boolean isMemberOfGroup(String groupId, String userOrGroupId)

boolean isMemberOfGroupByDn(String groupDn, String userOrGroupDn)
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hasRole, hasRoleByDn

■ Java言語形式

■ 説明
ロールのIDまたはDNを指定して、指定したユーザーやグループにロールが割り当てられているかを確認しま
す。

■ パラメーター
･ roleId
チェックしたいロールの ID
･ userOrGroupId

roleIdで指定されたロールが割り当てられているかを確認したいユーザー、またはグループの ID
･ roleDn
チェックしたいロールの DN
･ userOrGroupDn

roleIdで指定されたロールが割り当てられているかを確認したいユーザー、またはグループの DN

■ 解説
グループの展開は常に再帰的に実行されます。

■ 戻り値
･ ロールが割り当てられているか確認したいユーザーもしくはグループが、チェックしたいロールに割り当
てられている場合は true、割り当てられていない場合は falseを返します。
･ チェックしたいロールが存在しない場合にはエラーにならず、falseを返します。割り当てられているか確
認したいユーザーもしくはグループが存在しないか、nullを指定した場合はエラーになります。

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1200001
指定の IDのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200002
指定の DNのオブジェクトが存在しなかった
･ RMS_WEBSVC-1200003
引数に指定された IDが rmsのものではなかった

hasLicense

■ Java言語形式

■ 説明
現在のセッションのユーザーに対して、指定したコンポーネントのライセンスが割り当てられているかどうか
をチェックします。

boolean hasRole(String roleId, String userOrGroupId)

boolean hasRoleByDn(String roleDn, String UserOrGroupDn)

boolean hasLicense(String componentType)
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■ パラメーター
･ componentType
コンポーネント種別
コンポーネント種別として有効な文字列は、次のとおりです。
･ docspace（ドキュメントスペース）
･ collabo（コラボスペース）
･ workflow（ワークフロー）

■ 解説
なし

■ 戻り値
･ 指定したコンポーネントに対するライセンスが割り当てられている場合は true、割り当てられていない場
合は falseを返します。
･ 指定したコンポーネントが存在しない場合はエラーになります。

■ エラー
･ RMS_WEBSVC-1200004
ログインした状態でこの APIを実行したとき、次のどれかに該当する場合
･ 指定したコンポーネント種別のアプリケーションがインストールされていない
･ コンポーネント種別として無効な文字列が指定された
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9 ドキュメント管理インターフェイス

ドキュメント管理インターフェイスとして提供されている操作について説明します。



9.1  プログラムインターフェイス
9.1 プログラムインターフェイス

9.1.1 共通パラメーター
ドキュメント管理インターフェイスで共通のパラメーターは次のとおりです。

パラメーター
･ order 
リスト結果をソートする属性を指定します。
複数指定した場合、順番にソートします。

ソート対象として、「属性 A、属性 B」と指定した場合、まず属性 Aの値でソートし、属性 Aの値が同
じであるエントリー同士で、属性 Bの値でのソートを実行します。

nullが指定された場合、ソートしません。その場合、リスト結果の順序は不定です。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した属性が無効な場合、その値は無視されます。
･ limit 
最大取得数を指定します。
負の数を指定した場合は、サーバー側で設定されている最大取得数制限の値が優先されます。
また、最大取得件数を超える値を指定した場合も、最大取得数制限の値が優先されます。
リスト結果が最大取得数を上回った場合は、最大取得数を超える結果は破棄されます。
最大取得数の指定と同時に orderを指定した場合は、ソート済みのリスト結果から最大取得数までの結果
を返します。
･ attrIds 
対象オブジェクトのどの属性を取得するのかを配列で指定します。
nullが指定された場合、その対象オブジェクトに対して取得可能なすべての属性を取得します。
長さ 0の配列が指定された場合、属性を取得しません。
指定した属性が無効な場合、その値は無視されます。
･ options
取得オプションを指定します。
オブジェクトを取得するときに属性以外の情報を取得する場合に使用します。指定可能なオプションは次
のとおりです。ただし、操作によって有効なオプションが異なります。詳細は各操作の説明を参照してく
ださい。
-acl: ACLを取得する場合に指定します。
-defaultAcl: デフォルト ACLを取得する場合に指定します。
-effectivePrivileges: 実効アクセス権を取得する場合に指定します。
-allContentAttributes: バイナリー型のコンテント属性を含めた、すべてのコンテント属性を取得する場
合に指定します。バイナリー型のコンテント属性を取得する場合は必ず指定します。

- referenceId: リファレンスの IDを取得する場合に指定します。（リファレンスのみ）
-disusedLocationId: 復元先のオブジェクト IDを取得する場合に指定します。（ごみ箱内オブジェクトの
み）

- resolveRef: リファレンスを解決する場合に指定します。
-errorOnOfflineContent: オフライン状態のコンテント取得をエラーにする場合に指定します。
- forPrint: 印刷用コンテントを取得する場合に指定します。
- rmsObjectDnOnly: RmsObject型の属性を取得するとき、DNだけ取得する場合に指定します。
-getRepositoryObjects.searchMode: getRepositoryObjectsを実行するとき、検索を利用してオブ
ジェクトを取得する場合に指定します。同時に
getRepositoryObjects.searchMode.searchRegion=XXXを指定する必要があります。

-getRepositoryObjects.searchMode.searchRegion=XXX: getRepositoryObjects.searchModeを指
定したときの必須オプションです。XXXには検索時のルート要素のオブジェクト IDを指定します。
getRepositoryObjectsの引数で指定できるオブジェクト IDは、指定したルート要素以下に存在するオ
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ブジェクトである必要があります。ルート要素以下に存在しないオブジェクトを指定した場合、
RepositoryObjectsResponseに Failureが格納されます。

･ resolveRef
リファレンスを解決するかどうかを指定します。
取得処理において、リファレンス参照先のオブジェクトを取得結果とする場合に、このフラグを有効にし
ます。trueを指定した場合は、参照先オブジェクトを取得します。取得対象として、リファレンスが指定
された場合だけ有効なオプションです。
･ refId
リファレンスを登録するときに指定する参照先オブジェクトを特定するための情報です。
常に同じオブジェクトを参照するリファレンスの場合は、参照先オブジェクトの IDだけを指定します。ま
た、常に最新エディションを参照するリファレンスの場合は、キャビネットの IDとエディションキーの両
方を指定します。

オブジェクト ID
オブジェクトIDとは、ドキュメント管理サービスが管理しているキャビネットやドロワー、ドキュメントな
どのオブジェクトを識別するためのものです。
オブジェクトIDは、オブジェクトを取得するとき、または、操作対象のオブジェクトを指定するときに使用
します。また、オブジェクトIDは、取得したオブジェクトにも含まれています。
ドキュメント管理インターフェイスでは、ドキュメント管理サービスのオブジェクトIDに接頭辞「rep:」を
追加して使用します。
使用できるオブジェクトIDは次のとおりです。

ドキュメント管理サービスのオブジェクト IDについては、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参
照してください。

属性 ID
属性IDとはドキュメント管理サービスが管理しているオブジェクトの属性を識別するためのものです。属性
IDの形式は、「3.2.2  属性識別子形式（AttributeId）」（P.40）にあるように、ネームスペースと、ネームス
ペースにおいて一意な名前で構成されています。
属性IDは、取得、登録、または属性を変更するときに使用します。また、属性IDは、取得したオブジェクト
にも含まれます。
属性IDのネームスペースおよび名前は次のとおりです。

オブジェクト オブジェクトID

サービス rep:｛ サービスID ｝

例： rep:service1

キャビネット rep:｛ サービスID ｝:｛ キャビネットID ｝

例： rep:service1:cabinetA

ドロワー、フォルダー、ド
キュメントまたはリファレ
ンス

rep:｛ サービスID ｝:｛ キャビネットID ｝:｛ リポジトリID ｝

例： rep:service1:cabinet:123456789012345

リビジョン番号を指定した
ドキュメントまたは
リファレンス

rep:｛ サービスID ｝:｛ キャビネットID ｝:｛ リポジトリID ｝:｛リビジョ
ン番号 ｝

例： rep:service1:cabinetA:123456789012345:2
0
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I18nString
ドキュメント管理インターフェイスでI18nStringとして扱うものについて説明します。

■ アトム
ドキュメント管理サービスでは、「コンテントラベル」や「オブジェクトカテゴリ」を「アトム」として扱い
ます。
「アトム」は、I18nStringとして扱います。
アトム型属性の属性の値もI18nStringです。
アトムを表すI18nStringのネームスペースおよび名前は次のとおりです。

表の「名前」欄の詳細は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。

属性ID ネームスペース 名前

システム属性の属性ID rep

インターフェイスのパラメー
ターとして使用する場合は、省
略できます。

system:｛ 属性の名前｝

例： system:name

ユーザー属性の属性ID rep

インターフェイスのパラメー
ターとして使用する場合は、省
略できます。

user:｛定義された属性の名前｝　また
は｛定義されたネームスペース｝:｛定
義された属性の名前｝

例： user:personInCharge

アトム ネームスペース 名前

システム属性のアトム rep

インターフェイスのパラメー
ターとして使用する場合は、省
略できます。

system:｛アトム名｝

例： system:primary

ユーザー属性のアトム rep

インターフェイスのパラメー
ターとして使用する場合は、省
略できます。

user:｛定義されたアトム名｝　または
｛定義されたネームスペース｝:｛定義
されたアトム名｝

例： user:custome
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■ アクセス権
アクセス権の「権利」と「ロールタイプ」はI18nStringとして扱います。
権利とロールを表すI18nStringのネームスペースおよび名前は次のとおりです。

表の「名前」欄の詳細は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。

■ クラス ID
クラスIDとは、ドキュメント管理サービスのクラスを識別するIDです。オブジェクトを新規登録する、また
はオブジェクトのクラスを変更するときに、クラスIDを指定します。
クラスIDと、I18nStringのネームスペースおよび名前は次のとおりです。

また、オブジェクトの「クラス」属性の属性値もI18nStringです。
オブジェクトを取得する、更新する、または検索するときに、「クラス」属性の属性値を指定します。ただし、
検索条件の属性値に、「クラスなし」と「デフォルトクラス」を使用した場合は無視されます。
クラスIDと「クラス」属性の属性値は次のとおりです。

アクセス権 ネームスペース 名前

権利 rep

インターフェイスのパラメー
ターとして使用する場合は、省
略できます。

｛権利名｝
例：getAttributePrivilege

ロールタイプ rep

インターフェイスのパラメー
ターとして使用する場合は、省
略できます。

everyoneまたはothers

クラスID ネームスペース 名前

クラスなし rep CLASS_NONE

デフォルトクラス rep CLASS_DEFAULT

｛定義されたクラス｝ rep ｛定義されたクラスのアトムの名前｝
例： user:customerNo

クラスID 「クラス」属性の属性値

クラスなし null

デフォルトクラス 指定できません

｛定義されたクラス｝ ｛定義されたクラスのアトムの名前｝
例： user:customerNo
2
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9.1.2 オブジェクトを取得する

getRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ id
取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ resolveRef
リファレンス参照解決フラグ
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ idには、キャビネット、ドロワー、フォルダー、ドキュメント、またはリファレンスの IDが指定できま
す。
･ idがリファレンスの場合は、resolveRefを trueにすると参照先オブジェクトを取得できます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、実効アクセス権、およびリファレンス IDの取得を指定できます。
･ キャビネットの管理情報は取得できません。
･ コンテントは取得できません（取得するには getRepositoryObjectContentを使用します）。

■ 戻り値
オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

RepositoryObject getRepositoryObject(String id, boolean resolveRef, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
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･ ARCSUITE_WS-08305028
オブジェクトが見つからない場合（存在しないかアクセス権がない場合）

■ 備考
特にありません。

getRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、オブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ ids
取得するオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ resolveRef
リファレンス参照解決フラグ
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, rmsObjectDnOnly, 
getRepositoryObjects.searchMode,  getRepositoryObjects.searchMode.searchRegion=XXX

■ 解説
･ 詳細に関しては、「9.1.2  オブジェクトを取得する」（P.103）の「getRepositoryObject」（P.103）を参
照してください。
･ リファレンス参照解決フラグ（resolveRef）、取得する属性（attrIds）、取得オプション（options）は、
指定したオブジェクトに同じ値を設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功したオブジェクトを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 取得に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合

RepositoryObjectsResponse getRepositoryObjects(String[] ids, boolean resolveRef, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
4
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･ DREP_GENERAL-41110012
IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかアクセス権がない場合）

■ 備考
特にありません。

getRepositoryObjectByEditionNumber

■ Java言語形式

■ 説明
キャビネットのID、エディションキー、およびエディション番号を指定して、オブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ cabinetId
対象とするキャビネットの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ editionKey
エディションキー
nullや空の配列、不正な属性を指定した場合はエラーになります。
･ editionNumber
エディション番号
0を指定すると最新エディションを取得します。
･ resolveRef
リファレンス参照解決フラグ
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ フォルダー、ドキュメント、またはリファレンスが取得できます（エディション管理できるもの）。
･ idがリファレンスの場合、参照先オブジェクトを取得できます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、実効アクセス権、およびリファレンス IDの取得を指定できます。
･ コンテントは取得できません（取得するには getRepositoryObjectContentを使用します）。

RepositoryObject getRepositoryObjectByEditionNumber(String cabinetId, 
Attribute[] editionKey,int editionNumber,boolean resolveRef, AttributeId[] 
attrIds, String[] options)
105
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■ 戻り値
･ オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）
･ 存在しないエディション番号やエディションキーを指定した場合は nullが戻ります。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305002
キャビネット IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010
キャビネット IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012
キャビネット IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305004
エディションキーが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
エディションキーに指定された属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
エディションキーに指定された属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
エディションキーに指定された属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
エディションキーに存在しない属性が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

getRepositoryObjectByEditionLabel

■ Java言語形式

■ 説明
キャビネットのID、エディションキー、およびエディションラベルを指定して、オブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ cabinetId
対象とするキャビネットの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ editionKey
エディションキー
nullや空の配列、不正な属性を指定した場合はエラーになります。
･ editionLabel
エディションラベル
nullを指定すると最新エディションを取得します。

RepositoryObject getRepositoryObjectByEditionLabel(String cabinetId, Attribute[] 
editionKey, String editionLabel,boolean resolveRef, AttributeId[] attrIds, 
String[] options)
6
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･ resolveRef
リファレンス参照解決フラグ
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ フォルダー、ドキュメント、リファレンスを指定できます（エディション管理できるもの）。
･ idがリファレンスの場合、参照先オブジェクトを取得できます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、実効アクセス権、およびリファレンス IDの取得を指定できます。
･ コンテントは取得できません（取得するには getRepositoryObjectContentを使用します）。

■ 戻り値
･ オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）
･ 存在しないエディション番号やエディションキーを指定した場合は nullが戻ります。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305002
キャビネット IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010
キャビネット IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012
キャビネット IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305004
エディションキーが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
エディションキーに指定された属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
エディションキーに指定された属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
エディションキーに指定された属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
エディションキーに存在しない属性が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。
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getRepositoryObjectByRevisionNumber

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDとリビジョン番号を指定して、オブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ id
取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ revisionNumber
リビジョン番号
1以上か -1だけが指定可能で、それ以外を指定した場合はエラーになります。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ 作業オブジェクトを取得する場合は -1を指定します。
･ ドキュメントを指定できます（リビジョン管理できるもの）。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、および実効アクセス権の取得を指定できます。
･ コンテントは取得できません（取得するには getRepositoryObjectContentを使用します）。

■ 戻り値
オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305012
不正なリビジョン番号が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかアクセス権がない場合）

RepositoryObject getRepositoryObjectByRevisionNumber(String id, int 
revisionNumber, AttributeId[] attrIds, String[] options)
8
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■ 備考
特にありません。

getRepositoryObjectPath

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトのパス情報を取得します。

■ パラメーター
･ id
取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ パス情報には、親のオブジェクトからキャビネットまでのオブジェクトが含まれます。ただし、途中でア
クセス権のないオブジェクトがあれば、その直前のオブジェクトまでがパス情報に含まれます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、および実効アクセス権の取得を指定できます。
･ キャビネットの管理情報は取得できません。
･ コンテントは取得できません（getRepositoryObjectContentを使用してください）

■ 戻り値
パス情報

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかアクセス権がない場合）

■ 備考
特にありません。

RepositoryObjectPath getRepositoryObjectPath(String id, AttributeId[] attrIds, 
String[] options)
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■ RepositoryObjectPathの解説
RepositoryObjectPathには次の要素が含まれます。
･ objects

RepositoryObjectの配列
0番目の要素が idで指定したオブジェクトの親オブジェクトとなり、それ以降、キャビネットまでのオブ
ジェクトが含まれています。ただし、途中でアクセス権のないオブジェクトがあれば、その直前までのオ
ブジェクトまでが含まれています。
･ fullPath
取得したパス情報が正確かどうか
キャビネットまでの正確なパスであれば true、そうでなければ falseになります。

getRepositoryObjectPaths

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、オブジェクトのパス情報を取得します。

■ パラメーター
･ ids
パス情報を取得するオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ IDの配列を指定してオブジェクトのパス情報を取得します。詳細に関しては、「9.1.2  オブジェクトを取得
する」（P.103）の「getRepositoryObjectPath」（P.109）を参照してください。
･ 取得する属性（attrIds）、取得オプション（options）は、 指定したオブジェクトに同じ値を設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功したパス情報を格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 取得に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合

RepositoryObjectPathsResponse getRepositoryObjectPaths(String[] ids, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
0
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･ DREP_GENERAL-41110012
IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかアクセス権がない場合）

■ 備考
特にありません。

9.1.3 コンテントを取得する

getRepositoryObjectContent

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDとコンテントラベルの配列とを指定して、コンテントを取得します。

■ パラメーター
･ id
コンテントを取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ contentLabels
コンテントラベルの配列
nullを指定した場合はエラーになります。

コンテントラベルの詳細については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してくださ
い。

■ 解説
･ 指定されたコンテントラベルの中で、最初にヒットしたものが結果になります。
･ コントロールダウンロード機能が有効な場合、印刷権のないコンテントは印刷不可の DocuWorks文書ま
たは PDFファイルに変換されます。詳細は、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「コント
ロールダウンロード機能フラグ」を参照してください。

■ 戻り値
･ コンテント（データとコンテント属性。ただし、バイナリー型のコンテント属性は除きます。）
･ 指定されたオブジェクトがコンテントを保持していない場合は nullが戻ります。
･ アーカイブ保存後におけるオフライン状態のコンテントを取得しようとした場合も nullが戻ります。
･ id に、キャビネット、ドロワー、またはフォルダーが指定された場合も nullが戻ります。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合

Content getRepositoryObjectContent(String id, I18nString[] contentLabels)
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･ DREP_GENERAL-41110012
IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305003
コンテントラベルが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305025
使用するファイルフォーマット変換サービスが特定できなかった場合
･ DREP_API-41260008

IDにサービスの IDが指定された場合
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかアクセス権がない場合）

■ 備考
取得したContentオブジェクトからjava.io.InputStreamを利用した場合、後続のAPIを呼び出す前に
InputStreamを必ずcloseしてください。closeせずに後続のAPIを呼び出すと、後続のAPIの処理が2度実行
されることがあります。

getRepositoryObjectContentWithOptions

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのID、コンテントラベルの配列、および取得オプションを指定して、コンテントを取得します。

■ パラメーター
･ id
コンテントを取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ contentLabels
コンテントラベルの配列
nullを指定した場合はエラーになります。

コンテントラベルの詳細については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してくださ
い。

･ options
取得オプション。詳細は「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：resolveRef, errorOnOfflineContent, forPrint, allContentAttributes

■ 解説
･ 指定されたコンテントラベルの中で、最初にヒットしたものが結果になります。
･ コントロールダウンロード機能が有効な場合、印刷権のないコンテントは印刷不可の DocuWorks文書ま
たは PDFファイルに変換されます。詳細は「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の表にある「コント
ロールダウンロード機能フラグ」を参照してください。
･ idがリファレンスの場合、resolveRefで参照先オブジェクトのコンテントを取得するかどうかを指定でき
ます。
･ errorOnOfflineContentで取得しようとしたコンテントが、アーカイブ保存後におけるオフライン状態
だった場合、戻り値を nullにするか、エラーにするかを指定できます。

Content getRepositoryObjectContentWithOptions(String id, I18nString[] 
contentLabels, String[] options)
2
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･ forPrintで印刷用コンテントを取得するかどうか（getRepositoryObjectContentForPrintと同様の動作
とするかどうか）を指定できます。

■ 戻り値
･ コンテント（データとコンテント属性。ただし、allContentAttributesオプションを指定しない場合は、
バイナリー型のコンテント属性は除きます。）
･ 指定されたオブジェクトがコンテントを保持していない場合は nullが戻ります。
･ id に、キャビネット、ドロワー、またはフォルダーが指定された場合も nullが戻ります。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305003
コンテントラベルが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305025
使用するファイルフォーマット変換サービスが特定できなかった場合
･ DREP_API-41260008

IDにサービスの IDが指定された場合
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかアクセス権がない場合）

■ 備考
取得したContentオブジェクトからjava.io.InputStreamを利用した場合、後続のAPIを呼び出す前に
InputStreamを必ずcloseしてください。closeせずに後続のAPIを呼び出すと、後続のAPIの処理が2度実行
されることがあります。

getRepositoryObjectContentForPrint

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDとコンテントラベルの配列とを指定して、印刷用のコンテントを取得します。

■ パラメーター
･ id
コンテントを取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ contentLabels
コンテントラベルの配列
nullを指定した場合はエラーになります。

コンテントラベルの詳細については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してくださ
い。

Content getRepositoryObjectContentForPrint(String id, I18nString[] 
contentLabels)
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■ 解説
･ 指定されたコンテントラベルの中で、最初にヒットしたものが結果になります。
･ getRepositoryObjectContentと異なり、getRepositoryObjectContentforPrintはコンテントを取得す
るアクセス権に印刷権が必要になります。
･ 印刷サービス特権が有効な場合だけ使用できます。

■ 戻り値
･ コンテント（データとコンテント属性。ただし、バイナリー型のコンテント属性は除きます。）
･ 指定されたオブジェクトがコンテントを保持していないときは nullが戻ります。
･ アーカイブ保存後におけるオフライン状態のコンテントを取得しようとしたときも nullが戻ります。
･ id に、キャビネット、ドロワー、またはフォルダーが指定された場合も nullが戻ります。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305003
コンテントラベルが指定されなかった場合
･ DREP_API-41260008

IDにサービスの IDが指定された場合
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかまたはアクセス権がない場合）

■ 備考
取得したContentオブジェクトからjava.io.InputStreamを利用した場合、後続のAPIを呼び出す前に
InputStreamを必ずcloseしてください。closeせずに後続のAPIを呼び出すと、後続のAPIの処理が2度実行
されることがあります。

getRepositoryObjectThumbnailContent

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、対象の先頭ページサムネイルを取得します。

■ パラメーター
･ id
オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ options
取得オプション
有効なオプション：resolveRef

Content getRepositoryObjectThumbnailContent(String id, String[] options)
4
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■ 解説
･ オブジェクトの IDを指定して、対象の先頭ページサムネイルを取得します。
･ 取得するときは、ドキュメント管理サービスに対して、「内容取得（表示用）」操作を実行します。評価さ
れるアクセス権などが getRepositoryObjectContentなどとは異なります。
･ getReporitoryObjectContentなどでは、コントロールダウンロード機能が有効かどうかによって取得さ
れるコンテントが異なりますが、このメソッドでは同じ結果が返ります。

■ 戻り値
･ 先頭ページサムネイルのコンテント
･ 指定したオブジェクトが先頭ページサムネイルを持たないときは、nullが返ります。
･ id に、キャビネット、ドロワー、またはフォルダーが指定された場合も nullが戻ります。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008

IDにサービスの IDが指定された場合
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ARCSUITE_WS-08305028
指定されたオブジェクトが見つからない場合（存在しないかまたはアクセス権がない場合）

■ 備考
取得したContentオブジェクトからjava.io.InputStreamを利用した場合、後続のAPIを呼び出す前に
InputStreamを必ずcloseしてください。closeせずに後続のAPIを呼び出すと、後続のAPIの処理が2度実行
されることがあります。

9.1.4 オブジェクトのリストを取得する

listRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、子要素のリストを取得します。

■ パラメーター
･ id
リストを取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ filter
オブジェクトタイプフィルタ
未指定の場合はすべてのオブジェクトタイプを取得します。

RepositoryObject[] listRepositoryObjects(String id, I18nString[] filter, boolean 
latestOnly,SortItem[] order, int limit, AttributeId[] attrIds, String[] options)
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･ latestOnly
最新版取得フラグ
trueの場合、エディション管理されているオブジェクトは最新版だけ取得します。
･ order
ソート条件
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ limit
最大取得数
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ idには、サービス、キャビネット、ドロワー、またはフォルダーの IDを指定できます。
･ キャビネット、ドロワー、基本オブジェクトのリストが取得できます。
･ 取得するオブジェクトタイプを指定できます。
･ エディションの取得モード（最新 /全部）を指定できます。
･ ソート条件を指定できます。
･ 最大取得数を設定できます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）を指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、実効アクセス権、およびリファレンス IDの取得を指定できます。

■ 戻り値
オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
ソート条件に指定された属性名が不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
ソート条件に存在しない属性が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。
6
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listRepositoryObjectIds

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトの子要素のリストを取得します。
戻り値はオブジェクトのIDだけです。
サーバー側の最大取得数は、com.fujifilm.fb.arcsuite.ws.maxItemCountではなく
com.fujifilm.fb.arcsuite.ws.maxIdCountによって制限されます。

■ パラメーター
･ id
リストを取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ filter
オブジェクトタイプフィルタ
未指定の場合は、すべてのオブジェクトタイプを取得します。
･ latestOnly
最新版取得フラグ
trueの場合、エディション管理されているオブジェクトは最新版だけ取得します。
･ order
ソート条件
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ limit
最大取得数
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：なし

■ 解説
･ idには、サービス、キャビネット、ドロワー、またはフォルダーの IDを指定できます。
･ キャビネット、ドロワー、基本オブジェクトのリスト（IDのみ）が取得できます。
･ 取得するオブジェクトタイプを指定できます。
･ エディションの取得モード（最新 /全部）を指定できます。
･ ソート条件を指定できます。
･ 最大取得数を設定できます。

■ 戻り値
オブジェクトのIDの配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合

String[] listRepositoryObjectIds(String id, I18NString[] filter, boolean 
latestOnly,SortItem[] order, int limit, String[] options)
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･ DREP_GENERAL-41110012
IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
ソート条件に指定された属性名が不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
ソート条件に存在しない属性が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

searchRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
属性検索条件と全文検索条件を指定して、オブジェクトを検索します。

■ パラメーター
･ attrCondition
属性検索条件
検索条件に、無効な属性または式が含まれていた場合、エラーになります。
･ textCondition
全文検索条件
無効な条件が含まれていた場合、エラーになります。
･mode
属性検索条件とテキスト検索条件の結合モード（AND/OR）
nullを指定した場合は ANDになります。
･ option
検索オプション（タイプ指定、検索範囲、および全文検索モード）
nullを指定した場合はエラーになります。
･ タイプ指定（searchTypes）
オプションのパラメーターです。
オブジェクトの種類を示すオブジェクトカテゴリを指定します。属性条件にもオブジェクトカテゴリ
を指定できます。
nullの場合はすべてのカテゴリが対象になります。
･ 検索範囲（searchRegion）
必須のパラメーターです。nullの場合はエラーになります。
検索の基点となるオブジェクトの IDを指定します。基点となる IDは複数指定できます。IDを 1つ
だけ指定した場合、階層の深さ（depth）を指定できます。階層の深さを指定しない場合は、depth
に 0以下の値を指定します。
複数の IDを指定した場合は、指定した IDの下位の階層を検索します。
･ 全文検索モード（textSearchMode）
オプションのパラメーターです。
全文検索のモードとして次のどれかを指定することができます。
nullを指定した場合は NONEになります。
･ THESAURUS： シソーラス辞書を使用した類義語検索を実行します。

RepositoryObject[] searchRepositoryObjecs(AttributeSearchCondition 
attrCondition,TextSearchCondition textCondition, SearchMode mode, SearchOption 
option,SortItem[] order, int limit, AttributeId[] attrIds, String[] options)
8
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･ STEMMING： 英単語変化形検索を実行します。
･ NONE： 類義語検索も英単語変化形検索も実行しない全文検索を実行します。

･ order
ソート条件
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ limit
最大取得数
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ 属性検索条件と全文検索条件を指定できます。
･ 検索範囲としてキャビネット、ドロワー、またはフォルダーの IDを指定できます。
･ ソート条件を指定できます。
･ 最大取得数を設定できます。
･ 取得する属性（システム /ユーザー）を指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、実効アクセス権、およびリファレンス IDの取得を指定できます。

■ 戻り値
オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305016
検索条件が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305017
検索オプションが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305018
検索範囲が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010
検索範囲として指定された IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012
検索範囲として指定された IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
検索範囲に指定された複数の IDが、同じキャビネット内の IDではなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性検索条件、ソート条件の属性名が不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
属性検索条件、ソート条件に存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性検索条件の属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性検索条件の属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
119
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･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ attrConditionの解説
検索条件に指定できる属性は、「付録A  送信するリクエストの上限値の設定」（P.273）「表：属性情報一覧」
の表でネームスペースが「rep」で「searchable」が「○」の属性です。
検索対象の属性のデータ型に応じて、使用できるオペレーターが異なります。

･ 検索条件に指定できる属性は、「付録 A  送信するリクエストの上限値の設定」（P.273）を参照してくださ
い。
･ 検索対象の属性のデータ型と使用可能なオペレーターの組み合わせは、「付録 P  データ型と検索オペレー
ター」（P.348）を参照してください。

LIKE, LIKE_IGNORE_CASE, NOT_LIKE, NOT_LIKE_IGNORE_CASE, CONTAINSを指定した検索の場合、
条件文字列中に、ワイルドカード（「*」任意の文字列にマッチ、「?」任意の1文字にマッチ）を使用できま
す。
すべてのオペレーターにおいて、条件文字列中の「\」はエスケープ文字として扱われます。
「\」、「*」、または「?」そのものを条件文字列に含めたい場合は、それぞれ「\\」、「\*」、「\?」と指定して
ください。

■ textConditionの解説
TextCondition、TextAndCondition、TextNotCondition、およびTextOrConditionが使用できます。
TextConditionのWordListに含まれている検索語で全文検索をします。

■ 備考
特にありません。

searchRepositoryObjectIds

■ Java言語形式

■ 説明
属性検索条件と全文検索条件を指定して、オブジェクトを検索します。
戻り値はオブジェクトのIDだけです。
サーバー側の最大取得数は、com.fujifilm.fb.arcsuite.ws.maxItemCountではなく
com.fujifilm.fb.arcsuite.ws.maxIdCountによって制限されます。

■ パラメーター
･ attrCondition
属性検索条件
検索条件に、無効な属性または式が含まれていた場合、エラーになります。
･ textCondition
全文検索条件
無効な条件が含まれていた場合、エラーになります。
･mode
属性検索条件とテキスト検索条件の結合モード（AND/OR）
nullを指定した場合は ANDになります。

String[] searchRepositoryObjectIds(AttributeSearchCondition attrCondition,
TextSearchCondition textCondition, SearchMode mode, SearchOption option,
SortItem[] order, int limit, String[] options)
0
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･ option
検索オプション（タイプ指定、検索範囲、および全文検索モード）
nullを指定した場合はエラーになります。
･ タイプ指定（searchTypes）
オプションのパラメーターです。
オブジェクトの種類を示すオブジェクトカテゴリを指定します。属性条件にもオブジェクトカテゴリ
を指定できます。
nullの場合はすべてのカテゴリが対象になります。
･ 検索範囲（searchRegion）
必須のパラメーターです。nullの場合はエラーになります。
検索の基点となるオブジェクトの IDを指定します。基点となる IDは複数指定できます。
IDを 1つだけ指定した場合、階層の深さ（depth）を指定できます。階層の深さを指定しない場合
は、depthに 0以下の値を指定します。
複数の IDを指定した場合は、指定した IDの下位の階層を検索します。
･ 全文検索モード（textSearchMode）
オプションのパラメーターです。
全文検索のモードとして次のどれかを指定できます。
nullを指定した場合は NONEになります。
･ THESAURUS： シソーラス辞書を使用した類義語検索を実行します。
･ STEMMING： 英単語変化形検索を実行します。
･ NONE： 類義語検索も英単語変化形検索も実行しない全文検索を実行します。

･ order
ソート条件
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ limit
最大取得数
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：なし

■ 解説
･ 属性検索条件と全文検索条件を指定できます。
･ 検索範囲としてキャビネット、ドロワー、またはフォルダーの IDを指定できます。
･ ソート条件を指定できます。
･ 最大取得数を設定できます。

■ 戻り値
オブジェクトのIDの配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305016
検索条件が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305017
検索オプションが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305018
検索範囲が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010
検索範囲として指定された IDの接頭辞が「rep」以外の場合
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･ DREP_GENERAL-41110012
検索範囲として指定された IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
検索範囲に指定された複数の IDが、同じキャビネット内の IDではなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性検索条件、ソート条件の属性名が不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
属性検索条件、ソート条件に存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性検索条件の属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性検索条件の属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ attrConditionの解説
「■attrConditionの解説」（P.120）を参照してください。

■ textConditionの解説
「■textConditionの解説」（P.120）を参照してください。

■ 備考
特にありません。

listRepositoryObjectRevisions

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、リビジョンのリストを取得します。

■ パラメーター
･ id
取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ ドキュメントの IDが指定できます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、および実効アクセス権の取得を指定できます。

RepositoryObject[] listRepositoryObjectRevisions(String id, AttributeId[] 
attrIds, String[] options)
2
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･ コンテントは取得できません（取得するには getRepositoryObjectContentを使用します）。

■ 戻り値
履歴オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

listRepositoryObjectHardReferences

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトを参照しているハードリファレンスのリストを取得します。

■ パラメーター
･ id
ハードリファレンスのリストを取得するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、実効アクセス権、およびリファレンス IDの取得を指定できます。

■ 戻り値
ハードリファレンス（指定した属性やアクセス権を含む）の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合

RepositoryObject[] listRepositoryObjectHardReferences(String id, AttributeId[] 
attrIds, String[] options)
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･ ARCSUITE_WS-08305010
IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

listRepositoryObjectsInRecycleBin

■ Java言語形式

■ 説明
キャビネットのIDを指定して、ごみ箱にあるオブジェクトのリストを取得します。

■ パラメーター
･ cabinetId
対象とするキャビネットの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ useDisusedByFilter
自分が削除したオブジェクトだけを対象とするかどうか
自分が削除したオブジェクトのリストだけを取得する場合は trueを指定します。
･ order
ソート条件
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ limit
最大取得数
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
有効なオプション：acl, defaultAcl, effectivePrivileges, referenceId, disusedLocationId, 
rmsObjectDnOnly

■ 解説
･ useDisusedByFilterを使用することで自分が削除したオブジェクトのリストだけを取得できます。
･ ソート条件が指定できます。
･ 最大取得数が設定できます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）が指定できます。
･ アクセス権、デフォルトアクセス権、実効アクセス権、リファレンス ID、および復元先のオブジェクトの

IDの取得を指定できます。

RepositoryObject[] listRepositoryObjectsInRecycleBin(String cabinetId, boolean 
useDisusedByFilter, SortItem[] order,int limit, AttributeId[] attrIds, String[] 
options)
4
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■ 戻り値
ごみ箱内オブジェクト（指定した属性やアクセス権、復元先を含む）の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
ソート条件に指定された属性名が不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
ソート条件に存在しない属性が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

listRepositoryObjectsCheckedout

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、そのオブジェクトのIDより下の階層にあるオブジェクトから、実行ユーザー
がチェックアウトしているオブジェクトのリストを取得します。
ただし、対象は作業オブジェクトではなく、最新のリビジョンになります。

■ パラメーター
･ id
ルート要素を表す ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ order
ソート条件
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ limit
最大取得数
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ attrIds
取得する属性
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ options
取得オプション
有効なオプション：acl, effectivePrivileges, rmsObjectDnOnly

RepositoryObject[]listRepositoryObjectsCheckedout (String id, SortItem[] order, 
int limit, AttributeId[] attrIds,String[] options)
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■ 解説
･ idには、キャビネット、ドロワー、またはフォルダーの IDを指定できます。
･ 取得されるのはチェックアウトされているオブジェクトです。そのため、オブジェクトタイプはドキュメ
ントだけになります。
･ ソート条件を指定できます。
･ 最大取得数を設定できます。
･ 取得する属性（システム属性 /ユーザー属性）を指定できます。
･ アクセス権、実効アクセス権の取得を指定できます。
･ リファレンス IDの取得を指定できます。
･ 対象は作業オブジェクトではなく、最新のリビジョンです。したがって、ソートを指定した場合の処理対
象になる属性や、戻り値のオブジェクトから取得される属性は、作業オブジェクトの情報ではなく、最新
のリビジョンの情報になります。

■ 戻り値
オブジェクト（指定した属性やアクセス権を含む）の配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
ソート条件に指定された属性名が不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
ソート条件に存在しない属性が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

9.1.5 オブジェクトを新規登録する

putDocument

■ Java言語形式

■ 説明
ドキュメントの名前や属性などを指定して、デフォルトクラスのドキュメントを新規登録します。

String putDocument(String locationId, String nextId, String name, Attribute[] 
attrs,Ace[] acl, Content[] contents, String comment, boolean 
disposalOfEditionKey, boolean disposalOfUniqueKey)
6
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■ パラメーター
･ locationId
登録先オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいドキュメントの後に位
置するオブジェクトの ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。
･ name
登録するドキュメントの名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ attrs
登録するドキュメントの属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。
･ acl
登録するドキュメントの ACL
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ contents
登録するドキュメントのコンテント
nullの場合、コンテントは登録されません。
･ comment
初期リビジョンのコメント
nullの場合、コメントは登録されません。
･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
trueの場合、エディションキー属性を破棄します。
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか
trueの場合、ユニークキー属性を破棄します。

■ 解説
テキスト形式のファイルを登録する場合、コンテントタイプに文字セット（charset）が指定されていなけれ
ば、登録されているファイルを読み込み、文字セットを自動判定します。

■ 戻り値
登録したドキュメントのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先 (locationId)と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
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･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305008
不正なコンテントが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

putDocumentWithClass

■ Java言語形式

■ 説明
クラスのIDやドキュメントの名前などを指定して、指定したクラスのドキュメントを新規登録します。

■ パラメーター
･ locationId
登録先オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいドキュメントの後に位
置するオブジェクトの ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。
･ name
登録するドキュメントの名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ classId
登録するドキュメントのクラス
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）の「■クラス ID」（P.102）を参照してください。
デフォルトクラスを指定する場合は「CLASS_DEFAULT」を指定します。
クラスなしを指定する場合は「CLASS_NONE」を指定します。
nullを指定した場合はエラーになります。
･ attrs
登録するドキュメントの属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。

String putDocumentWithClass(String locationId, String nextId, String name, 
I18nString classId, Attribute[] attrs,Ace[] acl, Content[] contents, String 
comment,boolean disposalOfEditionKey, boolean disposalOfUniqueKey)
8
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･ acl
登録するフォルダーの ACL
省略した場合は登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ contents
登録するドキュメントのコンテント
nullの場合、コンテントは登録されません。
･ comment
初期リビジョンのコメント
nullの場合、コメントは登録されません。
･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
trueの場合、エディションキー属性を破棄します。
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか
trueの場合、ユニークキー属性を破棄します。

■ 解説
指定されたクラスのドキュメントを登録します。

■ 戻り値
登録したドキュメントのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305030
クラス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先（locationId）と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
クラス IDに存在しないアトムが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
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･ ARCSUITE_WS-08305008
不正なコンテントが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

putFolder

■ Java言語形式

■ 説明
フォルダーの名前や属性などを指定して、デフォルトクラスのフォルダーを新規登録します。

■ パラメーター
･ locationId
登録先オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいフォルダーの後に位置
するオブジェクトの ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。
･ name
登録するフォルダーの名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ attrs
登録するフォルダーの属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。
･ defaultAcl
登録するフォルダーのデフォルト ACL
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが継承されます。
･ acl
登録するフォルダーの ACL
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか

■ 解説
デフォルトクラスのフォルダーを登録します。

■ 戻り値
登録したフォルダーのID

String putFolder(String locationId, String nextId, String name, Attribute[] 
attrs, Ace[] defaultAcl, Ace[] acl,boolean disposalOfEditionKey, boolean 
disposalOfUniqueKey)
0
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■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先（locationId）と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACL/デフォルト ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACL/デフォルト ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACL/デフォルト ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

putFolderWithClass

■ Java言語形式

■ 説明
クラスのIDやフォルダーの名前などを指定して、指定したクラスのフォルダーを新規登録します。

■ パラメーター
･ locationId
登録先オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいフォルダーの後に位置
するオブジェクトの ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。

String putFolderWithClass(String locationId, String nextId, String name,
I18nString classId, Attribute[] attrs, Ace[] defaultAcl, Ace[] acl,
boolean disposalOfEditionKey, boolean disposalOfUniqueKey)
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･ name
登録するフォルダーの名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ classId
登録するフォルダーのクラス
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）の「■クラス ID」（P.102）を参照してください。
デフォルトクラスを指定する場合は「CLASS_DEFAULT」を指定します。
クラスなしを指定する場合は「CLASS_NONE」を指定します。
nullを指定した場合は、エラーになります。
･ attrs
登録するフォルダーの属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。
･ defaultAcl
登録するフォルダーのデフォルト ACL
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが継承されます。
･ acl
登録するフォルダーの ACL
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか

■ 解説
指定したクラスのフォルダーを登録します。

■ 戻り値
登録したフォルダーのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305030
クラス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先（locationId）と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
2
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･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
クラス IDに存在しないアトムが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACL/デフォルト ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACL/デフォルト ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACL/デフォルト ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

putReference

■ Java言語形式

■ 説明
通常リファレンスの名前や属性などを指定して、デフォルトクラスの通常リファレンスを新規登録します。

■ パラメーター
･ locationId
登録先オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいリファレンスの後に位
置するオブジェクトの ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。
･ name
登録するリファレンスの名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ attrs
登録するリファレンスの属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。
･ copyAttrs
リファレンス先からコピーする属性
nullを指定した場合はコピーされません。
･ acl
登録する ACLの属性
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ refId
リファレンス ID
nullを指定した場合はエラー
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。

String putReference(String locationId, String nextId, String name,
Attribute[] attrs, AttributeId[] copyAttrs, Ace[] acl, ReferenceId refId,
boolean disposalOfEditionKey, boolean disposalOfUniqueKey)
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･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか

■ 解説
デフォルトクラスの通常リファレンスを登録します。

■ 戻り値
登録したリファレンスのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先（locationId）と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305015
リファレンス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305011
不正なリファレンス IDが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。
4
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putReferenceWithClass

■ Java言語形式

■ 説明
通常リファレンスのクラスや名前、属性などを指定して、指定したクラスの通常リファレンスを新規登録しま
す。

■ パラメーター
･ locationId
登録先のオブジェクト ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいリファレンスの後に位
置するオブジェクトの ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。
･ name
登録するリファレンスの名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ classId
登録するリファレンスのクラス
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）の「■クラス ID」（P.102）を参照してください。
デフォルトクラスを指定する場合は「CLASS_DEFAULT」を指定します。
クラスなしを指定する場合は「CLASS_NONE」を指定します。
nullを指定した場合は、エラーになります。
･ attrs
登録するリファレンスの属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。
･ copyAttrs
リファレンス先からコピーする属性
nullを指定した場合はコピーされません。
･ acl
登録する ACLの属性
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ refId
リファレンス ID
nullを指定した場合はエラー
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか

■ 解説
指定されたクラスの通常リファレンスを登録します。

■ 戻り値
登録したリファレンスのID

String putReferenceWithClass(String locationId, String nextId, String name,
I18nString classId, Attribute[] attrs, AttributeId[] copyAttrs, Ace[] acl,
ReferenceId refId,boolean disposalOfEditionKey, boolean disposalOfUniqueKey)
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■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305030
クラス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先（locationId）と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
クラス IDに存在しないアトムが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305015
リファレンス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305011
不正なリファレンス IDが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

putHardReference

■ Java言語形式

■ 説明
ハードリファレンスの名前や属性などを指定して、デフォルトクラスのハードリファレンスを新規登録しま
す。

String putHardReference(String locationId, String nextId, String name,
Attribute[] attrs, AttributeId[] copyAttrs, Ace[] acl, ReferenceId refId,
boolean disposalOfEditionKey , boolean disposalOfUniqueKey)
6



9.1  プログラムインターフェイス
■ パラメーター
･ locationId
登録先のオブジェクト ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいリファレンスのあとに
位置するオブジェクト ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。
･ name
名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ attrs
属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。
･ copyAttrs
リファレンス先からコピーする属性
nullを指定した場合はコピーされません。
･ acl

ACL
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ refId
リファレンス ID
nullを指定した場合はエラー
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか

■ 解説
デフォルトクラスのハードリファレンスを登録します。

■ 戻り値
登録したリファレンスのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先（locationId）と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
137
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･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305015
リファレンス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305011
不正なリファレンス IDが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

putHardReferenceWithClass

■ Java言語形式

■ 説明
ハードリファレンスのクラスや名前、属性などを指定して、指定したクラスのハードリファレンスを新規登録
します。

■ パラメーター
･ locationId
登録先のオブジェクト ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける登録先での位置を表す情報として、登録したいリファレンスの後に位
置するオブジェクト ID
省略した場合は、登録先オブジェクトの中で末尾に登録されます。
･ name
名前
null、空文字を指定した場合はエラーになります。
･ classId
登録するハードリファレンスのクラス
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）の「■クラス ID」（P.102）を参照してください。
デフォルトクラスを指定する場合は「CLASS_DEFAULT」を指定します。
クラスなしを指定する場合は「CLASS_NONE」を指定します。
nullを指定した場合は、エラーになります。

String putHardReferenceWithClass(String locationId, String nextId, String name,
I18nString classId, Attribute[] attrs, AttributeId[] copyAttrs, Ace[] 
acl,ReferenceId refId,
boolean disposalOfEditionKey , boolean disposalOfUniqueKey)
8
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･ attrs
属性
不正な属性が指定された場合はエラーになります。
･ copyAttrs
リファレンス先からコピーする属性
nullを指定した場合はコピーされません。
･ acl

ACL
省略した場合は、登録先オブジェクトのデフォルト ACLが適用されます。
･ refId
リファレンス ID
nullを指定した場合はエラー
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）を参照してください。
･ disposalOfEditionKey
エディションキーを破棄するかどうか
･ disposalOfUniqueKey
ユニークキーを破棄するかどうか

■ 解説
指定したクラスのハードリファレンスを登録します。

■ 戻り値
登録したリファレンスのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305014
名前が指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305030
クラス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
登録先（locationId）と登録後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
クラス IDに存在しないアトムが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
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･ ARCSUITE_WS-08305021
ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305015
リファレンス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305011
不正なリファレンス IDが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

9.1.6 オブジェクトを更新する

addRepositoryObjectRevision

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、リビジョンを追加します。

■ パラメーター
･ id
リビジョンを追加するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ name
名前
名前を変更する場合は値を指定します。
･ attrs
属性
変更する属性を指定します。値を削除する場合は属性値に nullを指定します。
設定されている属性の値を変更しない場合には、要素数 0の配列を指定します。
･ contents
コンテント
変更するコンテントを指定します。
･ comment
リビジョンのコメント
コメントを設定する場合は値を指定します。
･mode
変更モード（マージモード /置換モード）
省略した場合はマージモードになります。

■ 解説
リビジョンを追加します。

■ 戻り値
リビジョンを追加したオブジェクトのID

String addRepositoryObjectRevision(String id, String name,Attribute[] attrs, 
Content[] contents, String comment, SetObjectMode mode)
0
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■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305008
不正なコンテントが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

■ SetObjectModeの解説
SetObjectModeは、オブジェクトの変更モードを表す列挙値で次の値が使用できます。
･MERGE
マージモードです。
指定した値でオブジェクトの属性やコンテントを変更する場合に使用します。
指定していない値は変更されません。
･ REPLACE
置換モードです。
指定した値でオブジェクトの属性やコンテントを上書きして置換する場合に使用します。

removeRepositoryObjectRevision

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、リビジョンを削除します。

■ パラメーター
･ id
リビジョンを削除するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･mode
リビジョン削除モード（最新削除モード /最古削除モード）
未指定の場合は、最新削除モードになります。

void removeRepositoryObjectRevision(String id, RemoveRevisionMode mode)
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■ 解説
･ 1回の操作で 1リビジョン削除できます。
･ リビジョン削除モードの指定により、最も新しいものか最も古いもののどちらかを指定できます。
･ 対象のオブジェクトのリビジョンが 1つの場合はエラーになります。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

■ RemoveRevisionModeの解説
RemoveRevisionModeはリビジョン削除モードを表す列挙値であり、次の値が使用できます。
･ LATEST
最新削除モード
最も新しいリビジョンを削除します。最新の変更を元に戻す場合に使用します。
･ OLDEST
最古削除モード
最も古いリビジョンを削除します。

checkoutRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
ドキュメントのIDを指定して、ドキュメントをチェックアウトします。

■ パラメーター
･ id
チェックアウトするオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ comment
チェックアウト中のコメント
nullの場合、コメントは設定されません。

■ 解説
･ ドキュメントの IDだけが指定できます。

String checkoutRepositoryObject(String id, String comment)
2
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･ チェックアウトすると作業オブジェクトが作成され、戻り値に、作成されたオブジェクトの IDを返しま
す。作業オブジェクトは、「getRepositoryObjectByRevisionNumber」のリビジョン番号に「-1」を指
定することにより取得できます。また、「listRepositoryObjectRevisions」の結果にも作業オブジェクト
が含まれます。
･ 作業オブジェクトに対して変更が行えるのは、チェックアウトしたユーザーだけです。

■ 戻り値
チェックアウトに成功した作業オブジェクトのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

checkoutRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のドキュメントのIDを指定して、ドキュメントをチェックアウトします。

■ パラメーター
･ ids
チェックアウトするオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ comment
チェックアウト中のコメント
nullの場合、コメントは設定されません。

■ 解説
･ 複数のドキュメントをチェックアウトします。詳細は「9.1.6  オブジェクトを更新する」（P.140）の
「checkoutRepositoryObject」（P.142）を参照してください。
･ チェックアウト中のコメント（comment）は、 指定したオブジェクトに同じ値を設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ チェックアウトに成功した作業オブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ チェックアウトに失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

IdsResponse checkoutRepositoryObjects(String[] ids, String comment)
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■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

checkinRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
ドキュメントのIDを指定して、ドキュメントをチェックインします。

■ パラメーター
･ id
チェックインするオブジェクトの ID
チェックアウトしたオブジェクトの IDか作業オブジェクトの IDのどちらかを指定します。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ comment
改訂履歴のコメント
nullの場合、コメントは設定されません。

■ 解説
･ ドキュメントの IDだけが指定できます。
･ チェックインすると作業オブジェクトの内容で最新リビジョンが作成されます。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

void checkinRepositoryObject(String id, String comment)
4
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■ 備考
特にありません。

checkinRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のドキュメントのIDを指定して、ドキュメントをチェックインします。

■ パラメーター
･ ids
チェックインするオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ comment
改訂履歴のコメント
nullの場合、コメントは設定されません。

■ 解説
･ オブジェクトをチェックインします。詳細は「9.1.6  オブジェクトを更新する」（P.140）の
「checkinRepositoryObject」（P.144）を参照してください。
･ 改訂履歴のコメント（comment）は、 指定したオブジェクトに同じ値を設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ チェックインに成功した IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ チェックインに失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

IdsResponse checkinRepositoryObjects(String[] ids, String comment)
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uncheckoutRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
ドキュメントのIDを指定して、ドキュメントのチェックアウトを取り消します。

■ パラメーター
･ id
チェックアウトを取り消すオブジェクトの ID
チェックアウトしたオブジェクトの IDか作業オブジェクトの IDのどちらかを指定します。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ ドキュメントの IDだけが指定できます。
･ チェックアウトを取り消すと作業オブジェクトが削除されます。

■ 戻り値
なし

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

uncheckoutRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のドキュメントのIDを指定して、ドキュメントのチェックアウトを取り消します。

void uncheckoutRepositoryObject(String id)

IdsResponse uncheckoutRepositoryObjects(String[] ids)
6
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■ パラメーター
･ ids
チェックアウトを取り消すオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ チェックアウトを取り消します。詳細は「9.1.6  オブジェクトを更新する」（P.140）の
「uncheckoutRepositoryObject」（P.146）を参照してください。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ チェックアウトの取り消しに成功した IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ チェックアウトの取り消しに失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配
列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

setRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、属性やコンテントを設定します。

■ パラメーター
･ id
変更するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ name
名前
名前を変更する場合は値を指定します。

void setRepositoryObject(
String id, String name, Attribute[] attrs, Content[] contents, SetObjectMode 
mode)
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･ attrs
属性
変更する属性を指定します。値を削除する場合は属性値に nullを指定します。
設定されている属性の値を変更しない場合には、要素数 0の配列を指定します。
･ contents
コンテント
変更するコンテントを指定します。
･mode
変更モード（マージモード /置換モード）
省略した場合はマージモードになります。

■ 解説
･ オブジェクトに属性やコンテントを設定します。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305008
不正なコンテントが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

addEditionKeyToRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトのエディションキー属性に値を設定します。

void addEditionKeyToRepositoryObject(String id, Attribute[] editionKey, 
int editionNumber, String editionLabel)
8
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■ パラメーター
･ id
エディションキー属性を追加するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ editionKey
設定するエディションキー
･ editionNumber
エディション番号
0を指定した場合は最新エディションになります。
0より小さい値を指定した場合はエラーになります。
･ editionLabel
エディションラベル
エディションラベルを指定しない場合は nullを指定します。

■ 解説
･ オブジェクトにエディションキー属性を設定し、エディション管理を開始します。
･ フォルダー、ドキュメント、リファレンスを指定できます（エディション管理できるもの）。
･ エディション番号とエディションラベルが同時に指定された場合は、エディションラベルの指定が優先さ
れます。次に設定例を示します。
･ editionNumber=0, editionLabel=null → 最新エディション
･ editionNumber=1, editionLabel=null → エディション番号 =1
･ editionNumber=0, editionLabel="label1" → エディションラベル =label1
･ editionNumber=1, editionLabel="label1" → エディションラベル =label1

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305004
エディションキーが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305007
エディションキーに指定された属性名が不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305001
エディションキーに指定された属性と値の組み合わせが不正だった場合
･ ARCSUITE_WS-08305026
エディションキーに指定された属性と RMSオブジェクトの組み合わせが不正だった場合
･ DREP_GENERAL-41120221
エディションキーに存在しない属性が指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305027

0未満のエディション番号が指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
149
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■ 備考
特にありません。

removeEditionKeyFromRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトのエディションキー属性の値を削除します。

■ パラメーター
･ id
エディションキー属性を削除するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ オブジェクトに設定されているエディションキー属性を削除し、エディション管理外にします。
･ フォルダー、ドキュメント、リファレンスを指定できます（エディション管理できるもの）。
･ エディション管理されていないオブジェクトを指定するとエラーになります。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

updateRepositoryObjectContent

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDとコンテントラベルの配列を指定して、指定したオブジェクトのコンテントを更新します。

void removeEditionKeyFromRepositoryObject(String id)

void updateRepositoryObjectContent(String id, I18nString[] contentLabels)
0
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■ パラメーター
･ id
コンテントを更新するオブジェクトの ID 
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ contentLabels
更新するコンテントラベルの配列
nullを指定した場合はエラーになります。

コンテントラベルの詳細については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してくださ
い。

■ 解説
コンテントを更新します。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305003
コンテントラベルが指定されなかった場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

changeRepositoryObjectStatus

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、指定したオブジェクトの状態を変更します。

■ パラメーター
･ id
状態を変更するオブジェクトの ID 
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ status
変更後の状態
nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
オブジェクトの状態を変更します。

void changeRepositoryObjectStatus(String id, I18nString status)
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■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305019
状態が指定されなかった場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

changeRepositoryObjectAcl

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、指定したオブジェクトのアクセス権を変更します。

■ パラメーター
･ id
アクセス権を変更するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ acl
変更後の ACL
nullや不正な ACLを指定した場合はエラーになります。
･ isDeep
変更範囲指定フラグ
下位のオブジェクトのアクセス権も変更する場合は trueを指定します。

■ 解説
･ idには、フォルダー、ドキュメント、またはリファレンスのオブジェクトの IDを指定できます。
･ キャビネットとドロワーのアクセス権は変更できません。
･ idにフォルダーを指定した場合に変更範囲指定フラグを trueにすると、下位のオブジェクトのアクセス権
も同時に変更できます。ただし、下位のオブジェクトにアクセス権がないものがあると、エラーになりま
す。

■ 戻り値
なし

void changeRepositoryObjectAcl(String id, Ace[] acl, boolean isDeep)
2
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■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305023

ACLが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

changeRepositoryObjectDefaultAcl

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、指定したオブジェクトのデフォルトアクセス権を変更します。

■ パラメーター
･ id
デフォルトアクセス権を変更するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ defaultAcl
変更後のデフォルト ACL
nullや不正な ACLを指定した場合はエラーになります。
･ isDeep
変更範囲指定フラグ
下位のオブジェクトのデフォルトアクセス権も変更する場合は trueを指定します。

■ 解説
･ フォルダーのデフォルトアクセス権を変更します。キャビネットとドロワーのデフォルトアクセス権は変
更できません。
･ デフォルト ACLを保持しないドキュメントやリファレンスを指定した場合、エラーにはならず無視されま
す（何も変更されない）。
･ 変更範囲指定フラグを trueにすると、下位のオブジェクトのデフォルトアクセス権も同時に変更できま
す。ただし、下位のオブジェクトにアクセス権がないオブジェクトがあると、エラーになります。

void changeRepositoryObjectDefaultAcl(String id, Ace[] defaultAcl, boolean 
isDeep)
153
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■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305023

ACLが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305006
不正な ACLが指定された場合
･ ARCSUITE_WS-08305020

ACLに存在しない権利が含まれていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305021

ACLに存在しないロールタイプが含まれていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

copyRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのID、コピー先のIDなどを指定して、オブジェクトをコピーします。

■ パラメーター
･ locationId
コピー先オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおけるコピー先での位置を表す情報として、コピーするオブジェクトの後に
位置するオブジェクトの ID
省略した場合は、コピー先オブジェクトの中で末尾に追加されます。
･ id
コピーするオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ disposalOfAcl

ACLを破棄するかどうか
trueの場合、コピー元のアクセス権とデフォルトアクセス権を継承しません。
この場合、コピー先のデフォルトアクセス権が設定されます。

String copyRepositoryObject(String locationId, String nextId, String id,
boolean disposalOfAcl, boolean disposalOfEditionKey, boolean 
disposalOfUniqueKey)
4
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･ disposalOfEditionKey
コピー先キャビネットでエディションキーとなっている属性の値を破棄するかどうか
trueの場合、コピー先キャビネットでエディションキーとなっている属性の値をコピー元からコピーしま
せん。
･ disposalOfUniqueKey
コピー先キャビネットでユニークキーとなっている属性の値を破棄するかどうか
trueの場合、コピー先キャビネットでユニークキーとなっている属性の値をコピー元からコピーしません。

■ 解説
･ オブジェクトのコンテント属性、属性、およびアクセス権をコピーします。
次の 3種類のコピーができます。
-キャビネット内のコピー
-同じサービス内の別キャビネットへのコピー
-別サービスのキャビネットへのコピー

･ フォルダーをコピーする場合、配下のオブジェクトも含めてコピーされます。配下のオブジェクトにアク
セス権がないオブジェクトがあると、エラーになります。
･ 異なるキャビネットにコピーする場合、コピーするオブジェクトにハードリファレンスが含まれていると
エラーになります。
･ コピーするオブジェクトにアーカイブ保存後のオフライン状態のコンテントが含まれていた場合、エラー
になります。
･ 属性は一部のシステム属性を除きコピー先のオブジェクトにコピーされます。ただし、別キャビネットに
コピーする場合、コピー先のキャビネットに存在しないユーザー属性は Others属性になります。
･ コンテントはコピー先のオブジェクトにコピーされます。ただし、別キャビネットにコピーする場合、コ
ピー先のキャビネットに存在しないコンテントラベルのコンテントは破棄されます。
･ ドキュメントの場合、最新のリビジョンだけがコピーされます。
･ コピー後の状態はキャビネットの初期状態になります。
･ コピー元のオブジェクトがロックされていても、コピー後のオブジェクトはロックされません。

■ 戻り値
コピーしたオブジェクトのID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305005
コピー対象の IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
コピー先（locationId）とコピー後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。
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moveRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDと移動先のIDなどを指定して、オブジェクトを移動します。

■ パラメーター
･ locationId
移動先オブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ nextId
ドキュメント管理サービスにおける移動先での位置を表す情報として、移動するオブジェクトの後に位置
するオブジェクトの ID
省略した場合は、移動先オブジェクトの中で末尾に追加されます。
･ id
移動するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
同じキャビネット内で移動できます。locationId, nextId, およびidに異なるキャビネットのオブジェクトのID
を指定するとエラーになります。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013
登録先 IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
移動先（locationId）と移動後の次のオブジェクト（nextId）が異なるキャビネットの場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

void moveRepositoryObject(String locationId, String nextId, String id)
6
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lockRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトをロックします。

■ パラメーター
･ id
ロックするオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ comment
ロックコメント
nullの場合、コメントは設定されません。
･ isDeep
ロック範囲指定フラグ
下位のオブジェクトもロックする場合は trueを指定します。

■ 解説
･ フォルダー、ドキュメント、またはリファレンスをロックできます。キャビネットとドロワーのオブジェ
クトの IDは指定できません。
･ idにフォルダーを指定した場合にロック範囲指定フラグを trueにすると下位のオブジェクトも同時にロッ
クすることができます。ただし、下位のオブジェクトにアクセス権がないオブジェクトがあると、エラー
になります。
･ 自分がロックしているオブジェクトを再度ロックしてもエラーにはなりません（ロックされたまま）。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

void lockRepositoryObject(String id, String comment, boolean isDeep)
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lockRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、オブジェクトをロックします。

■ パラメーター
･ ids
ロックするオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ comment
ロックコメント
nullの場合、コメントは設定されません。
･ isDeep
ロック範囲指定フラグ
下位のオブジェクトもロックする場合は trueを指定します。

■ 解説
･ 詳細については、「9.1.6  オブジェクトを更新する」（P.140）の「lockRepositoryObject」（P.157）を参
照してください。
･ ロックコメント（comment）、ロック範囲指定フラグ（isDeep）は指定したオブジェクトに同じ値を設定
します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ ロックに成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ ロックに失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

IdsResponse lockRepositoryObjects(String[] ids, String comment, boolean isDeep)
8
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unlockRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトのロックを解除します。

■ パラメーター
･ id
ロックを解除するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ isDeep
ロック解除範囲指定フラグ
下位のオブジェクトのロックも解除する場合は trueを指定します。

■ 解説
･ idにフォルダーを指定した場合にロック解除範囲指定フラグを trueにすると下位のオブジェクトのロック
も同時に解除することができます。ただし、下位のオブジェクトにアクセス権がないものがあると、エ
ラーになります。
･ ロックされていないオブジェクトを指定してもエラーにはなりません（無視される）。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

unlockRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、オブジェクトのロックを解除します。

void unlockRepositoryObject(String id, boolean isDeep)

IdsResponse unlockRepositoryObjects(String[] ids, boolean isDeep)
159
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■ パラメーター
･ ids
ロックを解除するオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ isDeep
ロック解除範囲指定フラグ
下位のオブジェクトのロックも解除する場合は trueを指定します。

■ 解説
･ 詳細については、「9.1.6  オブジェクトを更新する」（P.140）の「unlockRepositoryObject」（P.159）
を参照してください。
･ ロック解除範囲指定フラグ（isDeep）は指定したオブジェクトに同じ値を設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ ロック解除に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ ロック解除に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

realizeRepositoryObjectReference

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、リファレンスを実体化します。

■ パラメーター
･ id
実体化するリファレンスの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

void realizeRepositoryObjectReference(String id, RealizeReferenceMode mode,
boolean disposalOfAcl, boolean disposalOfEditionKey, boolean 
disposalOfUniqueKey)
0
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･mode
属性のマージモード
未指定の場合は参照先オブジェクトの属性だけが有効なモード（REFERENT_ONLY）になります。
･ disposalOfAcl

ACLを破棄するかどうか
trueの場合、参照先オブジェクトのアクセス権とデフォルトアクセス権を継承しません。この場合、リ
ファレンスの親オブジェクトのデフォルトアクセス権が設定されます。
･ disposalOfEditionKey
リファレンス側キャビネットでエディションキーとなっている属性の値を破棄するかどうか
trueの場合、リファレンス側キャビネットでエディションキーとなっている属性の値を参照先オブジェク
トからコピーしません。
･ disposalOfUniqueKey
リファレンス側キャビネットでユニークキーとなっている属性の値を破棄するかどうか
true の場合、リファレンス側キャビネットでユニークキーとなっている属性の値を参照先オブジェクトか
らコピーしません。

■ 解説
･ idで指定したリファレンスの参照先がドキュメントとフォルダーのリファレンスが対象になります。
･ フォルダーを実体化する場合、配下のオブジェクトも含めて実体化されます。 配下のオブジェクトにアクセ
ス権がないオブジェクトがあると、エラーになります。
･ 異なるキャビネットのオブジェクトを参照しているリファレンスを実体化する場合、参照先オブジェクト
にハードリファレンスが含まれているとエラーになります。
･ 参照先オブジェクトにアーカイブ保存後のオフライン状態のコンテントが含まれていた場合、エラーにな
ります。
･ 一部のシステム属性を除き実体化後のオブジェクトの属性は属性のマージモード（mode）の指定に従って
設定されます。なお、異なるキャビネットのオブジェクトを参照しているリファレンスを実体化する場合、
リファレンスが登録されているキャビネットに存在しないユーザー属性は Others属性になります。
･ コンテントは実体化後のオブジェクトに継承されます。ただし、異なるキャビネットのオブジェクトを参
照しているリファレンスを実体化する場合、リファレンスが登録されているキャビネットに存在しないコ
ンテントラベルのコンテントは破棄されます。
･ ドキュメントの場合、最新のリビジョンだけが実体化されます。
･ 実体化後の状態とロック情報はリファレンスに設定されていたものになります。また、子オブジェクトに
関しては、状態はキャビネットごとの初期状態になり、ロック情報は破棄されます。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305013

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。
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■ RealizeReferenceModeの解説
RealizeReferenceModeはリファレンスの実体化における属性のマージモードを表す列挙値であり、次の値
が使用できます。
･ REFERENCE_ONLY
リファレンスの属性だけが有効なモード
･ REFERENT_ONLY
参照先オブジェクトの属性だけが有効なモード
･ REFERENT_PRIORITY
参照先オブジェクトの属性を適用した後にリファレンスの属性で補完するモード
･ REFERENCE_PRIORITY
リファレンスの属性を適用した後に参照先オブジェクトの属性で補完するモード

realizeRepositoryObjectReferences

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、リファレンスを実体化します。

■ パラメーター
･ ids
実体化するリファレンスの IDの配列
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･mode
属性のマージモード
未指定の場合は参照先オブジェクトの属性だけが有効なモード（REFERENT_ONLY）になります。
･ disposalOfAcl

ACLを破棄するかどうか
trueの場合、参照先オブジェクトのアクセス権とデフォルトアクセス権を継承しません。この場合、リ
ファレンスの親オブジェクトのデフォルトアクセス権が設定されます。
･ disposalOfEditionKey
リファレンス側キャビネットでエディションキーとなっている属性の値を破棄するかどうか
trueの場合、リファレンス側キャビネットでエディションキーとなっている属性の値を参照先オブジェク
トからコピーしません。
･ disposalOfUniqueKey
リファレンス側キャビネットでユニークキーとなっている属性の値を破棄するかどうか
trueの場合、リファレンス側キャビネットでユニークキーとなっている属性の値を参照先オブジェクトか
らコピーしません。

■ 解説
･ リファレンスの実体化を実行します。詳細については、「9.1.6  オブジェクトを更新する」（P.140）の
「realizeRepositoryObjectReference」（P.160）を参照してください。
･ 属性のマージモード（mode）、ACLの破棄（disposalOfAcl）、エディションキーの破棄
（disposalOfEditionKey）、ユニークキーの破棄（disposalOfUniqueKey）は指定したオブジェクトに同
じ値を設定します。

IdsResponse realizeRepositoryObjectReferences(String[] ids, RealizeReferenceMode 
mode, boolean disposalOfAcl, boolean disposalOfEditionKey, boolean 
disposalOfUniqueKey)
2
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･ 参照先にリファレンスがある場合は、はじめに参照先のリファレンスを実体化すると実体化したオブジェ
クトの中にリファレンスは残りません。
参照先のリファレンスを実体化しないままリファレンスを実体化すると、実体化したオブジェクトの中に
リファレンスが残ってしまうので、リファレンスの実体化をする順番に注意してください。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 実体化に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 実体化に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305013
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

changeRepositoryObjectClass

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDやクラスのIDを指定して、オブジェクトのクラスを変更します。

■ パラメーター
･ id
クラスを変更するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ classId
変更後のクラスの ID
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）の「■クラス ID」（P.102）を参照してください。
クラスなしを指定する場合は「CLASS_NONE」を指定します。
デフォルトクラスの IDである「CLASS_DEFAULT」または nullを指定した場合はエラーになります。
･ disposalOfEditionKey
クラスを変更するときにエディションキーを破棄するかどうか
trueの場合、エディションキー属性を破棄します。
･ disposalOfUniqueKey
クラスを変更するときにユニークキーを破棄するかどうか
trueの場合、ユニークキー属性を破棄します。

void changeRepositoryObjectClass(
String id, I18nString classId,boolean disposalOfEditionKey, boolean 
disposalOfUniqueKey)
163
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■ 解説
idにはドキュメント、フォルダー、またはリファレンスを指定します。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305030
クラス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305031
無効なクラス IDが指定された場合
･ DREP_GENERAL-41120221
クラス IDに存在しないアトムが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

changeRepositoryObjectsClass

■ Java言語形式

■ 説明
クラスのIDと複数のオブジェクトのIDとを指定して、オブジェクトのクラスを変更します。

■ パラメーター
･ ids
クラスを変更するオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ classId
変更後のクラスの ID
「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）の「■クラス ID」（P.102）を参照してください。
クラスなしを指定する場合は「CLASS_NONE」を指定します。
デフォルトクラスのクラスの IDである「CLASS_DEFAULT」または nullを指定した場合は、エラーにな
ります。
･ disposalOfEditionKey
クラスを変更するときにエディションキーを破棄するかどうか
trueの場合、エディションキー属性を破棄します。

IdsResponse changeRepositoryObjectsClass(
String[] ids, I18nString classId,boolean disposalOfEditionKey, boolean 
disposalOfUniqueKey)
4
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･ disposalOfUniqueKey
クラスを変更するときにユニークキーを破棄するかどうか
trueの場合、ユニークキー属性を破棄します。

■ 解説
･ IDの配列を指定してオブジェクトのクラスを変更します。詳細については、「9.1.6  オブジェクトを更新す
る」（P.140）の「changeRepositoryObjectClass」（P.163）を参照してください。
･ 変更後のクラスの ID（classId）、エディションキーの破棄（disposalOfEditionKey）、ユニークキーの破
棄（disposalOfUniqueKey）は指定したオブジェクトに同じ値を設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 変更に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 変更に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305030
クラス IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305031
無効なクラス IDが指定された場合
･ DREP_GENERAL-41120221
クラス IDに存在しないアトムが指定された場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

stampRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
ドキュメントのIDとスタンプルール名を指定して、ドキュメントにスタンプします。

■ パラメーター
･ id
スタンプするドキュメントの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

void stampRepositoryObject(String id, String stampRuleName, String comment)
165
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･ stampRuleName
使用するスタンプルール名
nullを指定した場合はエラーになります。
･ comment
スタンプ結果をチェックインするときの改訂履歴のコメント
nullの場合、コメントは設定されません。

■ 解説
ドキュメントにスタンプします。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305029
スタンプルール名が指定されなかった場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

stampRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
スタンプルール名と複数のドキュメントのIDとを指定して、ドキュメントにスタンプします。

■ パラメーター
･ ids
スタンプするドキュメントの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ stampRuleName
使用するスタンプルール名
nullを指定した場合はエラーになります。
･ comment
スタンプ結果をチェックインするときの改訂履歴のコメント
nullの場合、コメントは設定されません。

IdsResponse stampRepositoryObjects(
String[] ids, String stampRuleName, String comment)
6
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■ 解説
･ IDの配列を指定してドキュメントにスタンプします。詳細については、「9.1.6  オブジェクトを更新する」
（P.140）の「stampRepositoryObject」（P.165）を参照してください。
･ スタンプルール名（stampRuleName）とコメント（comment）は、指定したオブジェクトに同じ値を
設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ スタンプに成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ スタンプに失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305029
スタンプルール名が指定されなかった場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

9.1.7 オブジェクトを削除する

deleteRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトを削除します。

■ パラメーター
･ id
削除するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ ごみ箱にあるオブジェクトも削除できます。
･ フォルダーが指定された場合、子オブジェクトもすべて削除されます。
･ キャビネット、ドロワーは削除できません。

void deleteRepositoryObject(String id)
167
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■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

deleteRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、オブジェクトを削除します。

■ パラメーター
･ ids
削除するオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ オブジェクトを削除します。詳細については、「9.1.7  オブジェクトを削除する」（P.167）の
「deleteRepositoryObject」（P.167）を参照してください。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 削除に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 削除に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合

IdsResponse deleteRepositoryObjects(String[] ids)
8
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･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

disuseRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトをごみ箱に移動します。

■ パラメーター
･ id
ごみ箱に移動するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ errorOnNoRecycleBin
使用可能なごみ箱が存在しない場合にエラーにするかどうか
ごみ箱が利用できないキャビネット内のオブジェクトを対象とした場合、trueならば、エラーになります。
また、falseならば削除します（「deleteRepositoryObject」と同じ）。

■ 解説
･ フォルダーが指定された場合、子オブジェクトもすべてごみ箱に移動されます。
･ キャビネット、ドロワーはごみ箱に移動できません。
･ ごみ箱内のオブジェクトを指定してもエラーになりません（ごみ箱内のまま）。
･ ごみ箱が設定されていないキャビネット内のオブジェクトを指定した場合の動作を指定できます。
･ 対象にハードリファレンスが含まれているとエラーになります。
･ キャビネットがごみ箱を保持しているかどうかは CabinetInformationの hasRecycleBinの値を確認しま
す。trueの場合はごみ箱を保持しています。
･ ごみ箱に移動したオブジェクトを完全に削除する場合は「deleteRepositoryObject」を使用します。
･ ごみ箱内のオブジェクトのリストを取得する場合は「listRepositoryObjectsInRecycleBin」を使用しま
す。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

void disuseRepositoryObject(String id, boolean errorOnNoRecycleBin)
169
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■ 備考
特にありません。

disuseRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、オブジェクトをごみ箱に移動します。

■ パラメーター
･ ids
ごみ箱に移動するオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ errorOnNoRecycleBin
使用可能なごみ箱が存在しない場合にエラーにするかどうか
ごみ箱が利用できないキャビネット内のオブジェクトを対象とした場合、trueならば、エラーになります。
また、falseならば削除します（「deleteRepositoryObject」と同じ）。

■ 解説
･ 指定された複数のオブジェクトをごみ箱に移動します。詳細は「9.1.7  オブジェクトを削除する」（P.167）
の「disuseRepositoryObject」（P.169）を参照してください。
･ 使用可能なごみ箱が存在しない場合の指定（errorOnNoRecycleBin）は指定したオブジェクトに同じ値を
設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ ごみ箱への移動に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ ごみ箱への移動に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

IdsResponse disuseRepositoryObjects(String[] ids, boolean errorOnNoRecycleBin)
0
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reuseRepositoryObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、オブジェクトをごみ箱から復元します。

■ パラメーター
･ id
ごみ箱から復元するオブジェクトの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ locationId
復元先のオブジェクトの ID
nullの場合は、ごみ箱に移動する前の格納先に復元します。

■ 解説
･ フォルダーが指定された場合、子オブジェクトもすべて復元されます。
･ ごみ箱外のオブジェクトが指定された場合、エラーになります。
･ ごみ箱内のオブジェクトのリストを取得する場合は「listRepositoryObjectsInRecycleBin」を使用しま
す。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005
復元するオブジェクトの IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
復元するオブジェクト（id）と復元先（locationId）が異なるキャビネットの場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

reuseRepositoryObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、オブジェクトをごみ箱から復元します。

void reuseRepositoryObject(String id, String locationId)

IdsResponse reuseRepositoryObjects(String[] ids, String locationId)
171
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■ パラメーター
･ ids
ごみ箱から復元するオブジェクトの IDの配列
nullを指定した場合はエラーになります。
･ locationId
復元先のオブジェクトの ID
nullの場合は、ごみ箱に移動する前の格納先に復元します。

■ 解説
･ オブジェクトをごみ箱から復元します。詳細は「9.1.7  オブジェクトを削除する」（P.167）の
「reuseRepositoryObject」（P.171）を参照してください。
･ 復元先（locationId）は指定したオブジェクトに同じ値を設定します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 復元に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 復元に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305005
復元するオブジェクトの IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ ARCSUITE_WS-08305024
復元するオブジェクト（id）と復元先（locationId）が異なるキャビネットの場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

9.1.8 オブジェクトの原本性保証に関する操作をする
原本性保証に関しては、『e-文書法対応 概要説明書』を参照してください。

validateCertificate

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、原本性を検証します。

CertificateValidateResultsResponse validateCertificate(String[] ids)
2
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■ パラメーター
･ ids
原本性を検証するオブジェクトの IDの配列。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
オブジェクトの格納先キャビネットの長期署名方式（“XAdES”または “PAdES”）に応じて、検証方法が切り
替わります。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 原本性検証結果を格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 原本性検証に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列
･ 署名・署名タイムスタンプ・文書タイムスタンプが付与されていない場合の検証結果は falseとなり、他の
エラーと判別することはできません

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305101
原本性保証コンポーネントでエラーが発生した場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

■ CertificateValidateResultsResponseの解説
原本性検証結果を表すCertificateValidateResultsResponseには、次の要素が含まれます。
･ results

CertificateValidateResultの配列。原本性検証結果を表します。
･ failures

Failureの配列。原本性検証結果に失敗した IDと失敗理由を表します。

CertificateValidateResultは、全証明情報分の CertificateValidateElementの配列を保持し、その
CertificateValidateElementには、次の要素が含まれます。
･ certId
証明情報の IDを表す int値。
･ result
原本性検証結果のブール値。検証成功の場合 true。
･ exception
原本性検証中に発生した例外。
173
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getCertificateEvidence

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、原本性検証の証拠情報を取得します。

■ パラメーター
･ id
原本性検証の証拠情報を取得するオブジェクトの ID。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ オブジェクトの原本性検証の証拠情報を取得します（既に算出済みの証拠情報を取得します）。
･ オブジェクトの格納先キャビネットの長期署名方式（“XAdES”または “PAdES”）に応じて、取得される証
拠情報が異なります。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 原本性検証の証拠情報を格納した配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305101
原本性保証コンポーネントでエラーが発生した場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

■ CertificateEvidenceの解説
原本性検証の根拠となる証拠情報を表すCertificateEvidenceには、次の要素が含まれます。
･ certId
証明情報の IDを表す int値。
･ certAttribute
原本性保証情報の属性値。

CertificateEvidence[] getCertificateEvidence(String id)
4
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calculateCertificateEvidence

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、原本性検証の証拠情報を算出します。

■ パラメーター
･ id
原本性検証の証拠情報を取得するオブジェクトの ID。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ オブジェクトの原本性検証の証拠情報を算出します。
･ オブジェクトの証拠情報は、算出した値で更新されません。
･ オブジェクトの格納先キャビネットの長期署名方式（“XAdES”または “PAdES”）に応じて、算出方法が切
り替わります。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 原本性検証の証拠情報を格納した配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305101
原本性保証コンポーネントでエラーが発生した場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

attachTimestamp

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDの配列とタイムスタンプサービス名などを指定して、オブジェクトにタイムスタンプを付
与します。

CertificateEvidence[] calculateCertificateEvidence(String id)

IdsResponse attachTimestamp(String[] ids, int[] certIds, String tsaName)
175



17

9  ドキュメント管理インターフェイス
■ パラメーター
･ ids
タイムスタンプを付与するオブジェクトの IDの配列。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ certIds
証明情報の IDの配列。
配列の要素に -1を指定した場合は、新規にタイムスタンプを付与します。
nullや空の配列を指定した場合はエラーになります。
･ tsaName
タイムスタンプサービス名。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
アマノタイムスタンプサービス 3161を利用する場合は “etiming3161”と指定します。

■ 解説
長期署名方式が"PAdES"のキャビネットにあるPDFファイルにタイムスタンプを付与する場合は、certIdsの
配列の要素に-1を設定します。-1以外が設定された場合はエラーとなります。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ タイムスタンプ付与に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ タイムスタンプ付与に失敗したオブジェクト IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納
した配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305101
原本性保証コンポーネントでエラーが発生した場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

attachTimestampWithOptions

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDの配列とタイムスタンプサービス名などを指定して、オブジェクトにタイムスタンプを付
与し、証明情報が有効かどうかの検証を行います。

IdsResponse attachTimestampWithOptions(String[] ids, int[] certIds, String 
tsaName, String[] options)
6
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■ パラメーター
･ ids
タイムスタンプを付与するオブジェクトの IDの配列。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
･ certIds
証明情報の IDの配列。
配列の要素に -1を指定した場合は、新規にタイムスタンプを付与します。
nullや空の配列を指定した場合はエラーになります。
･ tsaName
タイムスタンプサービス名。
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。
アマノタイムスタンプサービス 3161を利用する場合は “etiming3161”と指定します。
･ options
タイムスタンプ付与オプション。 
有効なオプション：validate。

■ 解説
･ 長期署名方式が "PAdES"のキャビネットにある PDFファイルにタイムスタンプを付与する場合は、

certIdsの配列の要素に -1を設定します。-1以外が設定された場合はエラーとなります。
･ optionsに validateを指定すると、タイムスタンプ付与後に証明情報が有効かどうかの検証を行います。
検証が無効の場合は、タイムスタンプ付与は取り消されます。
･ optionsに何も指定しない場合の処理内容は、「attachTimestamp」（P.175）と同じです。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ タイムスタンプ付与に成功したオブジェクトの IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ タイムスタンプ付与に失敗したオブジェクト IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納
した配列

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305005

IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010

IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305101
原本性保証コンポーネントでエラーが発生した場合
･ DREP_GENERAL-41110012

IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。
177
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9.1.9 その他

listRepositoryServices

■ Java言語形式

■ 説明
ドキュメント管理サービスのリストを取得します。

■ パラメーター
なし

■ 解説
ドキュメント管理サービスをリストします。

■ 戻り値
ドキュメント管理サービスの一覧

■ エラー
なし

■ 備考
特にありません。

getCabinetInformation

■ Java言語形式

■ 説明
キャビネットのIDを指定して、キャビネットの情報を取得します。

■ パラメーター
･ cabinetId
情報を取得するキャビネットの ID
nullや不正な文字列を指定した場合はエラーになります。

■ 解説
キャビネットの情報を取得します。

■ 戻り値
キャビネット情報
キャビネット情報に含まれるクラスIDがクラスなしの場合、CLASS_NONEが使用されます。

RepositoryService[] listRepositoryServices()

CabinetInformation getCabinetInformation(String cabinetId)
8
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■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305002
キャビネット IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010
キャビネット IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012
キャビネット IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

getCabinetInformations

■ Java言語形式

■ 説明
複数のキャビネットのIDを指定して、キャビネットの情報を取得します。

■ パラメーター
･ cabinetIds
情報を取得するキャビネットの ID
nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
キャビネットの情報を取得します。詳細については、「9.1.9  その他」（P.178）の
「getCabinetInformation」（P.178）を参照してください。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功したキャビネット情報を格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 取得に失敗したキャビネット IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ ARCSUITE_WS-08305002
キャビネット IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010
キャビネット IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ DREP_GENERAL-41110012
キャビネット IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

CabinetInformationsResponse getCabinetInformations(String[] cabinetIds)
179
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■ 備考
特にありません。

getRepositoryObjectClassDefinitions

■ Java言語形式

■ 説明
キャビネットのIDを指定して、キャビネットに設定されているクラスの情報を取得します。

■ パラメーター
･ cabinetId
クラス情報を取得するキャビネットの ID
nullを指定した場合はエラーになります。
･ classIds
情報を取得するクラスの IDの配列です。詳細は「9.1.1  共通パラメーター」（P.99）の「■クラス ID」
（P.102）を参照してください。
クラスなしを指定する場合は「CLASS_NONE」を指定します。
デフォルトクラスのクラスの IDである「CLASS_DEFAULT」は指定できません。
長さ 0の配列を指定した場合は何も返しません。
また、nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ キャビネットに設定されているクラスの情報を取得します。
･ キャビネットに設定されていないクラスの IDを指定すると nullが返ります（無視されます）。
･ また、「CLASS_DEFAULT」など無効なクラス IDの場合も nullが返ります（無視されます）。

■ 戻り値
classIdsで指定した順番で配列に格納されたクラス定義
戻り値となるクラス定義にクラスなしがある場合、クラスIDはCLASS_NONEになります。

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08305002
キャビネット IDが指定されなかった場合
･ ARCSUITE_WS-08305010
キャビネット IDの接頭辞が「rep」以外の場合
･ ARCSUITE_WS-08305030
クラス IDが指定されなかった場合
･ DREP_GENERAL-41110012
キャビネット IDの書式が間違っていた場合
･ DREP_API-41260008
ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

■ 備考
特にありません。

ClassDefinition[] getRepositoryObjectClassDefinitions(String cabinetId, 
I18nString[] classIds)
0
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10.1 プログラムインターフェイス

10.1.1 共通パラメーター
タスク管理インターフェイスで共通のパラメーターは次のとおりです。

パラメーター
･ limit 
最大取得数を指定します。
負の数を指定した場合は、サーバー側で設定されている最大取得数制限の値が優先されます。
また、最大取得件数を超える値を指定した場合も、最大取得数制限の値が優先されます。
リスト結果が最大取得数を上回った場合は、最大取得数を超える結果は破棄されます。
･ attrIds 
対象オブジェクトのどの属性を取得するのかを配列で指定します。
nullが指定された場合、その対象オブジェクトに対して取得可能なすべての属性を取得します。
長さ 0の配列が指定された場合、属性を取得しません。
指定した値が無効な場合、その値は無視します。
nsに nullが指定された場合、"collabo"の nsが指定されたものとして扱います。
各オブジェクトに対し、どの属性がサポートされるかについては、「付録 C  コラボ属性補足」（P.296）を
参照してください。
･ options
取得オプションを配列で指定します。このパラメーターは、省略できます。
- rmsObjectDnOnly: RmsObject型の属性を取得するとき、DNだけ取得する場合に指定します。
･ タスク情報取得オプション
タスク情報を取得するときだけ指定できます。追加でタスク関与者のアクセス権やタスク関与者の情
報を取得することができます。

使用できる操作 : 「getTask」、「getTasks」、「listParticipantTasks」、「searchCollaboObjects」
- TASK_ACL: タスク関与者のアクセス権を取得する場合に指定します。
- TASK_PARTICIPANT: タスク関与者の情報を取得する場合に指定します。タスクの関与者にグ
ループ・ロールが指定されている場合、ユーザーに展開されます。

- TASK_DESIGNATED_PARTICIPANT: タスク関与者の情報を取得する場合に指定します。タスク
の関与者にグループ・ロールが指定されている場合、グループ・ロールのままで取得されます。

･ 関与タスク情報取得オプション
関与タスク情報を取得するときだけ指定できます。完了タスクを結果に含めない場合の動作をコラボ
スペース Interface Toolkitと同じにできます。

使用できる操作 : 「listParticipantTasks」
- listParticipantTasks.exclude.finishedAsMember: メンバーが完了（遂行状態が「完了」、「終
了」、または「中止」）になっているタスクも、完了タスクとする場合に指定します。
「listParticipantTasks」の引数「includeFinished」に falseを指定した場合、通常は完了タスク
（タスク状態が「完了」、または「中止」のタスク）だけ除外されます。ただし、このオプションを
指定した場合、実行ユーザーの遂行状態が完了になっているタスクも除外対象になります。このオ
プションを指定することによって、コラボスペース Interface Toolkitのタスク情報取得と同じ動作
になります。

コラボスペース Interface Toolkitについては、『コラボスペース Interface Toolkit リファレンスガイ
ド』を参照してください。

タスク関与者のアクセス権を指定すると、すべてのアクセス権の情報（メンバー、オブザーバー、関
与者外特別ユーザー、関与者外）を取得できます。ただし、任意のアクセス権だけを指定して取得す
ることはできません。
タスク関与者の情報を指定すると、指定したタスクの関与者の情報を取得できます。その時、使用目
的により取得形式を選択する必要があります。
TASK_PARTICIPANTは、グループ・ロールをユーザーに展開し、実際の関与者の情報を取得するも
ので、TASK_DESIGNATED_PARTICIPANTは、グループ・ロールを展開せず、タスクに設定されて
2
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いるグループ、ロール、ユーザーの情報を取得します。後者のパラメーターは、主にタスク作成や関
与者の変更時にほかのタスクから関与者を引き継ぎたい場合に使用します。
関与者のアクセス権および、関与者の情報のパラメーターは並列して指定できますが、関与者の情報
用のパラメーターを両方とも指定した場合、TASK_DESIGNATED_PARTICIPANTを指定したものと
して結果を返します。関与者の情報取得（TASK_PARTICIPANT/
TASK_DESIGNATED_PARTICIPANT）を指定したとき、rmsObjectDnOnlyを指定すると、関与者
の情報として取得される RmsObjectは DNだけ取得されます。
･ ToDo情報取得オプション

ToDo情報を取得するときに指定できます。
- TODO_PERFORMERS： 作業者の情報を取得するときに指定します。指定しない場合は作業者の
情報は取得されません。

- TODO_ATTRS_ONLY： ToDoの属性だけ取得するときに指定します。指定した場合、メッセージ
の属性は取得されません。指定しない場合はメッセージの属性も取得されます。

その他
･ I18nString型のパラメーターについて
パラメーターとして I18nStringの値を指定する場合、値は nsと nameによって一意に識別します。
I18nStringに I18nLabelが設定されていた場合、常に無視します。
nsが nullまたは "collabo"であった場合、そのパラメーターで有効な nsが指定されているものとして動
作します。
コラボスペースで使用する I18nStringの値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ I18nString型の属性値について
属性値として I18nString型の値を取得する場合、I18nLabelはログインユーザーのロケールに対応するラ
ベルだけが取得できます。

タスクを指定するパラメーター
タスク情報を取得するときや、タスクを作成したり、更新したりするときに、タスクを指定するための形
式について記述します。次の 2つの要素を「:」で区切った URI形式で表現します。
-｛接頭辞｝collabo:taskid（固定）
-｛タスク ID｝タスクを特定する ID（数値）

次に記述例を示します。

メッセージを指定するパラメーター
メッセージ情報を取得するときにメッセージ（添付ファイル、関連リンクも含む）を指定するための形式
について記述します。次の 3つの要素を「:」で区切った URI形式で表現します。
-｛接頭辞｝collabo:messageid（固定）
-｛タスク ID｝タスクを特定する ID（数値）
-｛メッセージ ID｝メッセージを特定する ID（数値）

次に記述例を示します。

ToDoを指定するパラメーター
ToDo情報の取得、ToDoの作成、または更新時に、ToDoを指定するための形式について記述します。次
の 3つの要素を「:」で区切った URI形式で表現します。
-｛接頭辞｝collabo:todoid（固定）
-｛タスク ID｝タスクを特定する ID（数値）

collabo:taskid:｛タスク ID｝

collabo:messageid:｛タスク ID｝:｛メッセージ ID｝
183
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-｛ToDo ID｝ToDoを特定する ID（数値）

次に記述例を示します。

カスタムタスク属性を指定するパラメーター
カスタムタスク属性を指定するための形式について記述します。次の 2つの要素を「:」で区切った URI形
式で表現します。
-｛接頭辞｝taskAttr（固定）
-｛カスタムタスク属性 ID｝カスタムタスク属性を特定する ID（数値）。コラボスペース管理アプリケー
ションの定義済みカスタムタスク属性一覧画面の IDがこれにあたります。

次に記述例を示します。

10.1.2 タスクを取得する
指定されたタスクを取得するインターフェイスについて記述します。

getTask

■ Java言語形式

■ 説明
タスクIDを指定して、タスクを取得します。

■ パラメーター
･ taskId
取得するタスクのタスク ID（URI形式で表した値）
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:taskid:1）
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
完了タスク（タスク状態が「完了」「中止」）や凍結タスクも取得できます。

■ 戻り値
指定したタスク

■ エラー
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。

collabo:todoid:｛タスク ID｝:｛ToDo ID｝

taskAttr:｛カスタムタスク属性 ID｝

TaskObject getTask(String taskId, AttributeId[] attrIds, String[] options)
4
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■ 備考
特にありません。

getTasks

■ Java言語形式

■ 説明
複数のタスクIDを指定して、タスクを取得します。

■ パラメーター
･ taskIds
取得するタスクのタスク ID（URI形式で表した値）の配列
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:taskid:1）
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
完了タスク（タスク状態が「完了」「中止」）や凍結タスクも取得できます。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功したタスクを格納した配列（格納順は、IDの指定順と同じです）。
･ 取得に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。

■ 備考
特にありません。

listParticipantTasks

■ Java言語形式

■ 説明
ログインユーザーが関与しているタスクを取得します。

TaskObjectsResponse getTasks(String[] taskIds, AttributeId[] attrIds, String[] 
options)

TaskObject[] listParticipantTasks(I18nString[] participantTypes, boolean 
includeFinished, int limit, AttributeId[] attrIds, String[] options)
185
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■ パラメーター
･ participantTypes
関与タイプの配列。ログインユーザーの関与タスクのうち、指定した関与タイプのタスクだけ取得できま
す。nullを指定できます。
指定可能な値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ includeFinished
完了タスク（タスク状態が「完了」「中止」のタスク）も結果に含めるかどうかを指定します。limit
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
･ ログインユーザーが関与しているタスクを取得するインターフェイスです。
･ 取得するタスク情報は、participantTypesにより変更します。nullが指定された場合、すべての関与者
（ADMIN/LEADER/MEMBER/OBSERVER）が指定されたものとし、長さ 0の配列を指定した場合、ど
のタイプも指定されなかったものとします（結果、何も取得できません）。
･ 完了タスクは includeFinishedに trueを指定した場合だけ取得できます。
･ 凍結タスクは取得対象になりません。

■ 戻り値
タスクの配列

■ エラー
･ COLLABO-43501200
パラメーター（participantType）に関与者タイプとして解釈できない値（xxx）が指定されました。

■ 備考
特にありません。

10.1.3 メッセージ情報を取得する
指定されたメッセージの情報を取得するインターフェイスについて記述します。

getMessageElement

■ Java言語形式

■ 説明
メッセージIDを指定して、メッセージ・添付ファイル・関連リンクを取得します。

MessageObject getMessageElement(String messageId, AttributeId[] attrIds, 
String[] options)
6
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■ パラメーター
･messageId
メッセージ、添付ファイル、または関連リンクのメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で
表した値）
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:messageid:1:22）
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
取得可能な属性のうち、「body」はメッセージタイプにより内容が異なります。メッセージの場合はメッセー
ジの本文、関連リンクの場合はURLが取得できます。添付ファイルからは属性「body」を取得できません。

■ 戻り値
指定したメッセージ、添付ファイル、または関連リンク

■ エラー
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。

■ 備考
特にありません。

getMessageElements

■ Java言語形式

■ 説明
複数のメッセージIDを指定して、メッセージ・添付ファイル・関連リンクを取得します。

■ パラメーター
･messageIds
メッセージ、添付ファイル、または関連リンクのメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で
表した値）の配列
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:messageid:1:22）
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
メッセージIDは、タスクIDとコンテンツIDをURI形式で表した値を指定します。

MessageObjectsResponse getMessageElements(String[] messageIds, AttributeId[] 
attrIds, String[] options)
187
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■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功したメッセージを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 取得に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。

■ 備考
特にありません。

getMessage

■ Java言語形式

■ 説明
メッセージIDを指定して、指定したメッセージとその添付ファイル、関連リンクを取得します。

■ パラメーター
･messageId
メッセージを表すメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で表した値）
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:messageid:1:22）

･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
messageIdに指定可能なものはメッセージを表すメッセージIDだけで、添付ファイルや関連リンクを表すID
を指定した場合、エラーになります。

■ 戻り値
指定したメッセージ、添付ファイル、または関連リンク

■ エラー
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。

■ 備考
特にありません。

MessageObject[] getMessage(String messageId, AttributeId[] attrIds, String[] 
options)
8
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listTaskMessages

■ Java言語形式

■ 説明
タスクのIDを指定して、指定したタスクに登録されているメッセージと、メッセージの添付ファイル、メッ
セージの関連リンクを取得します。

■ パラメーター
･ taskId
情報取得するタスクのタスク IDを URI形式で表した値です。
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:taskid:1）
･messageTypes
取得するメッセージタイプの配列。nullを指定できます。指定可能な値は、「付録 E  I18nString」
（P.306）を参照してください。
･ outputOnly
成果物だけ取得するかどうかを指定します。デフォルトは、falseです。
･ limit
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
取得するメッセージ、添付ファイル、または関連リンクは、messageTypesにより変更します。
messageTypesにnullを指定した場合、すべてのメッセージタイプが指定されたものとし、長さ0の配列を指
定した場合、どのタイプも指定されなかったものとします（結果、何も取得できません）。

■ 戻り値
指定したタスクに登録されているメッセージの情報

■ エラー
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。
･ COLLABO-43501180
パラメーター（msgType）にメッセージタイプとして解釈できない値（xxx）が指定されました。

■ 備考
特にありません。

MessageObject[] listTaskMessages(String taskId, I18nString[] messageTypes, 
boolean outputOnly, int limit, AttributeId[] attrIds, String[] options)
189
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getMessageFileContent

■ Java言語形式

■ 説明
メッセージIDを指定して、指定した添付ファイルを取得します。

■ パラメーター
･messageId
添付ファイルを表すメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で表した値）
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:messageid:1:22）

■ 解説
messageIdに指定可能なものは添付ファイルを表すメッセージIDだけで、メッセージや関連リンクを表すID
を指定した場合、エラーになります。

■ 戻り値
指定したメッセージIDの添付ファイル

■ エラー
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。

■ 備考
特にありません。

10.1.4 ToDoの情報を取得する
指定されたToDoの情報を取得するインターフェイスについて記述します。

getToDo

■ Java言語形式

■ 説明
IDを指定してToDoを取得します。

■ パラメーター
･ todoId
取得する ToDoの ToDo ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
（例：　collabo:todoid:1:22）
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

Content getMessageFileContent(String messageId)

ToDoObject getToDo(String todoId, AttributeId[] attrIds, String[] options)
0
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■ 解説
メッセージToDo、レビュー ToDo、ワークフローの作業のToDoを取得できます。

■ 戻り値
指定したToDoの情報

■ エラー
･ COLLABO-43190010
ファイル情報の取得に失敗しました。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43520060
メッセージ内容の読取り権がありません。
･ COLLABO-43730010
指定されたコンテンツは ToDoではありません。

■ 備考
特にありません。

getToDoByMessageId

■ Java言語形式

■ 説明
メッセージIDを指定してToDoを取得します。

■ パラメーター
･messageId
取得する ToDo情報が付いているメッセージの ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
（例　：collabo:messageid:1:11）
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
メッセージToDo、レビュー ToDo、ワークフローの作業のToDoを取得できます。

■ 戻り値
メッセージIDで指定したToDoの情報

■ エラー
･ COLLABO-43190010
ファイル情報の取得に失敗しました。

ToDoObject getToDoByMessageId(String messageId, AttributeId[] attrIds, String[] 
options)
191
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･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43520060
メッセージ内容の読取り権がありません。
･ COLLABO-43730010
指定されたコンテンツは ToDoではありません。

■ 備考
特にありません。

getToDos

■ Java言語形式

■ 説明
IDを指定して複数のToDoを取得します。

■ パラメーター
･ todoIds
取得する ToDoの ToDo ID（URI形式で表した値）の配列です。必須パラメーターです。
（例：　collabo:todoid:1:22）
null、または空の配列は指定できません。
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
メッセージToDo、レビュー ToDo、ワークフローの作業のToDoを取得できます。

■ 戻り値
指定したToDoの情報

■ エラー
･ COLLABO-43190010
ファイル情報の取得に失敗しました。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43520060
メッセージ内容の読取り権がありません。
･ COLLABO-43730010
指定されたコンテンツは ToDoではありません。

ToDoObjectsResponse getToDos(String[] todoIds, AttributeId[] attrIds, String[] 
options)
2
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■ 備考
特にありません。

listToDos

■ Java言語形式

■ 説明
フィルターで指定した条件に合う、すべてのToDoを取得します。

■ パラメーター
･ filter

ToDoをフィルターする条件を表す値です。指定した条件で ToDoをフィルターできます。nullを指定した
場合は、フィルターの条件に filterTypeだけを指定し、タイプとして ACTIVE_ASSIGNED_TODOを指
定した場合と同じ結果になります。
null、または空の配列は指定できません。
･ order
ソート条件を表す値の配列です。nullを指定できます。ソート属性、および降順ソートかどうかをソート
条件の優先順に指定します。null、または空の配列の場合はデフォルトのソート条件になります。デフォル
トのソート条件は納期日属性による降順ソートです。
指定できる属性は、「付録 A 送信するリクエストの上限値の設定」の「属性情報一覧」（P.275）を参照し
てください。
･ limit
取得する ToDo数の制限です。最大値については、「2.1  設定パラメーター一覧」（P.27）の「最大取得数
制限」を参照してください。
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
メッセージToDo、レビュー ToDo、ワークフローの作業のToDoを取得できます。

■ 戻り値
フィルターで指定した条件に合う、ToDoの情報の配列

■ エラー
･ COLLABO-43190010
ファイル情報の取得に失敗しました。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。

■ 備考
特にありません。

ToDoObject[] listToDos(ToDoFilter filter, SortItem[] order, int limit, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
193
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■ ToDoFilter
ToDoをフィルターする条件を指定するときに使用します。
･ filterType
フィルタータイプを表す値です。nullを指定できます。nullを指定した場合は、
ACTIVE_ASSIGNED_TODOを指定した場合と同じ結果になります。CUSTOMを指定した場合は、
filterType以外のパラメーターで指定した値で、ToDoをフィルターします。指定できる値は次のとおりで
す。不正な文字列を指定した場合は null を指定した場合と同じ結果になります。
･ ACTIVE_ASSIGNED_TODO: 活動中の自分の ToDo
･ ALL_ASSIGNED_TODO: すべての自分の ToDo
･ ACTIVE_ADMIN_TODO: 活動中の管理 ToDo
･ ALL_ADMIN_TODO: すべての管理 ToDo
･ ACTIVE_TODO: 活動中のすべての ToDo
･ ALL_TODO: すべての ToDo
･ CUSTOM: filterType以外のパラメーターで指定した値で ToDoをフィルターする

CUSTOM以外のフィルタータイプを指定した場合は、taskIds以外のその他のパラメーターは無視されま
す。CUSTOMを指定した場合は、filterType以外の各パラメーターで取得する ToDoを指定します。同種
のパラメーターで指定した条件のどれかを満たし、かつ異なるパラメーターすべての条件を満たす ToDo
を取得します。たとえば、複数のタスク IDと ToDoのタイプを指定した場合は、指定した複数のタスク
IDのどれかであり、かつ指定した ToDoのタイプである ToDoを取得します。
･ taskIds
フィルターする条件のタスク IDを表す値の配列です。nullを指定できます。null、および空の配列を指定
した場合は、タスクを横断して ToDoを取得します。不正な値は無視されます。
･ types
フィルターする条件の ToDoのタイプ（メッセージ ToDo、レビュー ToDo、ワークフローの作業の
ToDo）を表す値の配列です。nullを指定できます。null、および空の配列を指定した場合は、ToDoのタ
イプに関わらず ToDoを取得します。指定できる値は次のとおりです。不正な値は無視されます。
･MESSAGE_TODO: メッセージ ToDo
･ REVIEW_TODO: レビュー ToDo
･WORKFLOW_TODO: ワークフローの作業の ToDo
･ statuses
フィルターする条件の ToDoのステータスを表す値の配列です。nullを指定できます。null、および空の配
列を指定した場合は、ToDoのステータスに関わらず ToDoを取得します。不正な値は無視されます。
･ authors
フィルターする条件の作成者を表す値の配列です。nullを指定できます。null、および空の配列を指定した
場合は、ToDoの作成者に関わらず ToDoを取得します。不正な値は無視されます。
･ remainingDays
本バージョンでは、未サポートです。nullを指定してください。
ToDoの納期日までの残日数が、指定した日数以下である ToDoを取得します。
･ performers
フィルターする条件の作業者の情報を表す値の配列です。作業者の IDを満たす ToDoを取得します。null
を指定できます。null、および空の配列を指定した場合は、作業者に関わらず ToDoを取得します。作業者
のステータスは無視されるため、nullで構いません。不正な値は無視されます。
4
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10.1.5 コラボスペースの情報を検索する
指定された検索条件に合ったコラボスペースの情報を取得するインターフェイスについて記述します。

searchCollaboObjects

■ Java言語形式

■ 説明
検索条件を指定して、コラボスペースを検索します。

■ パラメーター
･ attrCondition
属性検索条件
検索条件に無効な属性または式が含まれていた場合、エラーになります。属性検索条件の制約に関しては、
「10.1.5 コラボスペースの情報を検索する」の「■属性検索条件」（P.198）を参照してください。
･ textCondition
全文検索条件
無効な条件が含まれていた場合、エラーになります。全文検索条件の制約に関しては、「10.1.5 コラボス
ペースの情報を検索する」の「■全文検索条件」（P.199）を参照してください。
･ option
検索オプション
nullを指定した場合はエラーになります。次のパラメーターを指定できます（どれも省略できます）。
･ タイプ指定（searchTypes）
検索対象となるオブジェクトのタイプを指定します。
･ 検索範囲（searchRegion）
検索の基点となるタスクの ID（id）および階層の深さ（depth）を指定します。タスクの IDは複数
指定できます。タスクの IDは URI形式で表した値を指定します。階層の深さには、指定したタスク
の下位タスクのうち何階層目までを検索の対象にするかを指定します。
･ 語形変化（textSearchMode）
全文検索条件に英単語を指定した場合に使用可能なオプションで、変化形を考慮した検索をするため
のパラメーターです。STEMMINGおよび NONEだけが指定できます。デフォルトは、NONEです。

･ order
ソート順序
現在未対応です。
･ limit
最大取得数
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ attrIds
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
･ 検索オプションには、タイプ指定・検索範囲・語形変化以外にもさらに詳細な指定をすることができます。
詳細については「10.1.5  コラボスペースの情報を検索する」（P.195）の「■ CollaboSearchOption」
（P.199）を参照してください。

CollaboObject[]searchCollaboObjects(AttributeSearchCondition attrCondition, 
TextSearchCondition textCondition, CollaboSearchOption option, SortItem[] order, 
int limit, AttributeId[] attrIds, String[] options)
195
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･ 検索オプションのタイプ指定には、TASK、MSG、FILE、LINKだけが指定できます。nullの場合はすべて
のオブジェクトが対象になります。
･ 階層の深さは、指定したすべてのタスクに同じ値を設定します。階層の深さに 1を指定した場合、指定し
たタスクだけが対象になります。階層の深さの最大値は 101です。0以下の値や 101以上の値を指定して
も 101として動作します。タスクの IDを指定した場合、検索対象となるタスクの数が 100件を超える
と、エラーになります。nullの場合はすべてのタスクが検索範囲になります。

■ 戻り値
タスク、メッセージ、または添付ファイルの配列

■ エラー
･ COLLABO-43614010
検索条件が指定されていません。キーワードを指定するか、詳細検索で日付、カスタムタスク属性、また
はユーザーの名前を指定してください。
･ COLLABO-43614020
「範囲の指定」で何も指定されていません。検索する対象を指定してください。
･ COLLABO-43614140
指定されたタスクの検索範囲が制限数（xxx）を超えました。
･ COLLABO-43614050
フリーキーワードの個数が多すぎます（フリーキーワードは 10個までです）。
･ COLLABO-43614070
関与者（タスク）・作成者の指定の人名が多すぎます。人名のキーワードは 3つ（3人）までです。
･ COLLABO-43614080
全文検索キーワードが有効でない文字によって構成されています（xxx）。
･ COLLABO-43614090
日付の指定が正しくありません。
･ COLLABO-43614110
検索する日付の範囲指定が正しくありません（xxx - xxx）。
･ COLLABO-43614120
カスタムタスク属性の日付の範囲指定が正しくありません（xxx ｝ xxx）。

■ 備考
特にありません。

searchKnowWho

■ Java言語形式

■ 説明
検索条件を指定して、KnowWho検索をします。

■ パラメーター
･ attrCondition
属性検索条件
検索条件に無効な属性または式が含まれていた場合、エラーになります。属性検索条件の制約に関しては、
「10.1.5  コラボスペースの情報を検索する」（P.195）の「■属性検索条件」（P.198）を参照してくださ
い。

RmsObject[]searchKnowWho(
AttributeSearchCondition attrCondition, TextSearchCondition textCondition, 
CollaboSearchOption option, SortItem[] order, int limit, AttributeId[] attrIds)
6
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･ textCondition
全文検索条件
無効な条件が含まれていた場合、エラーになります。全文検索条件の制約に関しては、「10.1.5  コラボス
ペースの情報を検索する」（P.195）の「■全文検索条件」（P.199）を参照してください。
･ option
検索オプション
nullを指定した場合はエラーになります。次のパラメーターを指定できます（どれも省略できます）。
･ タイプ指定（searchTypes）
検索対象となるオブジェクトのタイプを指定します。
･ 検索範囲（searchRegion）
検索の基点となるタスクの ID（id）および階層の深さ（depth）を指定します。タスクの IDは複数
指定できます。タスクの IDは URI形式で表した値を指定します。階層の深さには、指定したタスク
の下位タスクのうち何階層目までを検索の対象にするかを指定します。
･ 語形変化（textSearchMode）
全文検索条件に英単語を指定した場合に使用可能なオプションで、変化形を考慮した検索をするため
のパラメーターです。STEMMINGおよび NONEだけが指定できます。デフォルトは、NONEです。

･ order
ソート順序
現在未対応です。
･ limit
最大取得数
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。
･ attrIds

RmsObjectで取得する属性の指定です。リソース管理インターフェイスの属性を指定します。詳細は
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
･ 検索オプションには、タイプ指定・検索範囲・語形変化以外にもさらに詳細な指定をすることができます。
詳細については「10.1.5  コラボスペースの情報を検索する」（P.195）の「■ CollaboSearchOption」
（P.199）を参照してください。
･ 検索オプションのタイプ指定には、TASK、MSG、FILE、LINKだけが指定できます。nullの場合はすべて
のオブジェクトが対象になります。
･ 階層の深さは、指定したすべてのタスクに同じ値を設定します。階層の深さに 1を指定した場合、指定し
たタスクだけが対象になります。階層の深さの最大値は 101です。0以下の値や 101以上の値を指定して
も 101として動作します。タスクの IDを指定した場合、検索対象となるタスクの数が 100件を超える
と、エラーになります。nullの場合はすべてのタスクが検索範囲になります。

■ 戻り値
検索条件を満たしたユーザーの情報です。

■ エラー
･ COLLABO-43614020
「範囲の指定」で何も指定されていません。検索する対象を指定してください。
･ COLLABO-43614040
検索条件が指定されていません。キーワードを指定してください。
･ COLLABO-43614130

KnowWho検索ではユーザーを指定できません。
･ COLLABO-43614140
指定されたタスクの検索範囲が制限数（xxx）を超えました。
･ COLLABO-43614050
フリーキーワードの個数が多すぎます（フリーキーワードは 10個までです）。
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･ COLLABO-43614070
関与者（タスク）・作成者の指定の人名が多すぎます。人名のキーワードは 3つ（3人）までです。
･ COLLABO-43614080
全文検索キーワードが有効でない文字によって構成されています（xxx）。
･ COLLABO-43614090
日付の指定が正しくありません。
･ COLLABO-43614110
検索する日付の範囲指定が正しくありません（xxx - xxx）。
･ COLLABO-43614120
カスタムタスク属性の日付の範囲指定が正しくありません（xxx > xxx）。

■ 備考
特にありません。

検索条件
コラボスペースの検索およびKnowWho検索の検索条件について説明します。
指定可能な検索条件は、属性検索条件（AttributeSearchCondition）、全文検索条件
（TextSearchCondition）、オプション条件（CollaboSearchOption）の3つです。これらの条件は、内部的
にANDで結合され検索条件として評価されます。検索は、少なくとも全文検索条件かオプション条件の要素
（期間、ユーザーキーワード、カスタムタスク属性）のどれかを指定する必要があります。KnowWho検索
は、少なくとも全文検索条件を指定する必要があります。

■ 属性検索条件
コラボスペースの検索およびKnowWho検索の属性検索条件について説明します。
属性検索条件で指定できる属性は次の通りです。複数の条件を組み合わせる場合、すべての属性は一度だけ使
用でき、ANDで接続する必要があります。「～だけに有効。」と書かれているものは、指定された検索対象以
外には影響を及ぼしません。たとえば、タスク状態を指定した場合、検索結果には指定したタスク状態のタス
クだけが表示されます。メッセージなどはタスク状態に関わらず、メッセージに関わるほかの検索条件を満た
したものが表示されます。

検索条件名 属性名 サポート
オペレーター データ型 概要

タスク状態 taskStatus BinaryOperator.EQ
UAL
MultiOperator.IN

I18nStringValue

指定できる値：
WAIT（開始前）
EXEC（実行中）
CANCELED（中止）
COMPLETE（完了）
RE_EXEC（再実行
中）

タスク状態で検索します。
タスクだけに有効です。
複数指定することができ
ます。指定しない場合は
すべてのタスクが検索結
果になります。
8



10.1  プログラムインターフェイス
■ 全文検索条件
コラボスペースの検索およびKnowWho検索の属性検索条件について説明します。
コラボスペースの全文検索条件は、キーワードのAND/OR検索だけをサポートしています。全文検索条件と
して指定可能なクラスは、TextConditionだけです。TextConditionの要素WordListに全文検索を実行する
キーワード群およびWordListOperatorを指定することで検索条件を表現します。キーワード群は10個まで
指定できます。

■ CollaboSearchOption
コラボスペースのその他の条件を指定するためのCollaboSearchOptionについて説明します。

◆ タイプ指定（SearchTypes）
検索結果として返すオブジェクトのタイプを指定する設定です。I18nStringで表現し、次のものを複数指定
できます。
･ TASK（タスク）
･MSG（メッセージ）
･ FILE（添付ファイル）
･ LINK（関連リンク）

SearchTypesにnullを指定した場合、すべてのオブジェクトが検索されます。ネームスペースはすべて
”collabo”になり、省略できます。

メッセージ属性 messageAttr BinaryOperator.EQ
UAL
MultiOperator.IN

I18nStringValue

指定できる値：
messageAttr:｛ID
＊｝

＊:｛ID｝は定義
済み

メッセージ属性一覧
画面のID。

メッセージ属性で検索し
ます。メッセージだけに
有効です。指定しない場
合、すべてのメッセージ
が検索結果になります。

緊急のメッセー
ジ

exigency BinaryOperator.EQ
UAL

BooleanValue 緊急のメッセージを検索
します。メッセージだけ
に有効です。デフォルト
は［false］です。

成果物 output BinaryOperator.EQ
UAL

BooleanValue 成果物になっている添付
ファイル、関連リンクを
検索します。添付ファイ
ル、関連リンクだけに有
効です。デフォルトは
［false］です。

凍結状態 archiveStatu
s

BinaryOperator.EQ
UAL

I18nStringValue
指定できる値：
NORMAL（通常タ
スク）

凍結タスクを検索結果に
含めるかどうかの設定で
す。タスクだけに有効で
す。NORMALを指定し
た場合、凍結タスクは検
索結果に含まれず、それ
以外の場合、すべてのタ
スクが検索結果になりま
す。

検索条件名 属性名 サポート
オペレーター データ型 概要
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◆ 検索範囲（SearchRegion）
コラボスペースの検索およびKnowWho検索の検索範囲を指定する設定です。起点となるタスクのタスクID
（id）とそれらのタスクの下位タスクのうち何階層目までが対象なのかを表す階層の深さ（depth）を指定し
ます。idは複数指定できます。idは必須であり、指定がない場合にはSearchRegionは無視されます。depth
に0以下を指定した場合は最大値まで、1を指定した場合はidで指定したタスクだけが検索範囲となります。
depthの最大値は101です。SearchRegionを指定した場合、検索範囲に含まれるタスクが100を超える場合
はエラーになります。SearchRegionにnullを指定した場合、すべてのタスクが検索範囲になります。

◆ 語形変化（TextSearchMode）
全文検索条件に英単語を指定した場合にだけ指定できるパラメーターで、変化形を考慮した検索をするための
パラメーターです。次のものを1つ指定できます。
･ STEMMING（英単語変化形検索）
･ NONE（指定なし）

TextSearchModeにnullや無効な値を指定した場合、NONEとして動作します。

◆ その他のオプション

■ CustomTaskCondition
カスタムタスク属性の検索条件を表現するCustomTaskConditionについて説明します。カスタムタスク属性
は、テキスト型・メニュー型・数値型・日付型の4つのデータ型を持ちます。CustomTaskConditionは、こ
れらのデータ型を表すクラスTaskTextCondition/TaskMenuCondition/TaskNumericCondition /
TaskDateConditionを任意の数保持することができます。また、それぞれの条件は内部的にANDで結合され
検索条件として評価されます。

検索条件名 オプション名 データ型 概要

タイトルのみ検索 titleOnly boolean 全文検索条件をタスクやメッセージのタイ
トルや添付ファイル名、リンク名だけに制
限するための設定です。デフォルトは
［false］です。

期間 dateFrom
dateTo

Date
Date

dateFromからdateToまでの期間内に作
成されたタスク、更新されたメッセージ・
添付ファイル・関連リンクを検索対象にす
るための設定です。どちらか一方だけを指
定することもできます。dateFromだけを
指定した場合、dateFrom以降になりま
す。dateToだけを指定した場合、dateTo
以前と評価されます。
WSDL定義上XMLSchemaのdate型で表
現します。Javaで使用する場合、
java.util.Dateクラスにマッピングされま
すが、日付の情報だけに有効で時間の情報
は無視されます。

ユーザーキーワー
ド

userKeywords String[] 指定したキーワードがタスク関与者名に含
まれるタスクおよび、メッセージ作成者名
に含まれるメッセージ・添付ファイル・関
連リンクを検索対象にするための設定で
す。キーワードは複数指定することができ
ます。空白を含んだキーワードを指定する
場合は「”」で囲みます。

カスタムタスク属
性

customTaskCond
ition

CustomTaskCon
dition

指定したカスタムタスク属性の条件を満た
すタスクを検索対象にするための設定で
す。この条件は、タスクだけを評価しま
す。
0



10.1  プログラムインターフェイス
次に、個々のデータ型を表す属性条件について示します。

検索条件名 オプション名 データ型 概要

テキスト型カスタム
タスク属性条件
TaskTextCondition

id String テキスト型カスタムタスク属性のID
です。

connection TaskConditionConnect
Type
指定可能な値：NONE
AND
AND_NOT
OR

直前の条件との接続を表すパラメー
ターです。最初の検索条件だけ無視
されます。

value StringValue テキスト型カスタムタスク属性の検
索条件を表すパラメーターです。

メニュー型カスタム
タスク属性条件
TaskMenuConditi
on

id String メニュー型カスタムタスク属性のID
です。nullを指定した場合はエラー
になります。

connection TaskConditionConnect
Type

TaskTextConditionの項目と同じで
す。

value I18nStringValue メニュー型カスタムタスク属性の検
索条件を表すパラメーターです。メ
ニューの何番目の要素かを指定しま
す。

数値型カスタムタス
ク属性条件
TaskNumericCond
ition

id String 数値型カスタムタスク属性のIDです。
nullを指定した場合はエラーになり
ます。

connection TaskConditionConnect
Type

TaskTextConditionの項目と同じで
す。

valueFrom
valueTo

DoubleValue
DoubleValue

数値型カスタムタスク属性の検索条
件を表すパラメーターです。どちら
か一方だけを指定することもできま
す。valueFromだけを指定した場合、
valueFrom以上です。valueToだけ
を指定した場合、valueTo以下と評
価されます。

日付型カスタムタス
ク属性条件
TaskDateConditio
n

id String 日付型カスタムタスク属性のIDです。
nullを指定した場合はエラーになり
ます。

connection TaskConditionConnect
Type

TaskTextConditionの項目と同じで
す。

valueFrom
valueTo

DateValue
DateValue

日付型カスタムタスク属性の検索条
件を表すパラメーターです。どちら
か一方だけを指定できます。
valueFromだけを指定した場合、
valueFrom以降です。valueToだけ
を指定した場合、valueTo以前と評
価されます。
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10.1.6 タスクを操作する
タスクの作成、変更をするインターフェイスについて記述します。

createTask

■ Java言語形式

■ 説明
タスクを作成します。

■ パラメーター
･ taskName
タスク名。nullを指定した場合はエラーになります。
･ attrs
タスク名を除いたタスク情報を指定します。nullを指定できます。指定可能な値は、「付録 C  コラボ属性
補足」（P.296）を参照してください。
･message
タスク作成したときに登録される「タスクの説明」のコンテンツ（メッセージ、添付ファイル、関連リン
ク）を表す値です。nullを指定できます。
･ acl
タスクのアクセス権を表す値です。メンバー、オブザーバー、関与者外のアクセス権を指定できます。null
を指定できます。
･ participants
関与者の情報を表す値の配列です。nullを指定できます。
･ parentTaskId
作成するタスクの上位タスクを表すタスク ID（URI形式で表した値）。nullを指定できます。
（例：　collabo:taskid:1）
･ childTaskId
作成するタスクの下位タスクを表すタスク ID（URI形式で表した値）。nullを指定できます。
（例：　collabo:taskid:10）
･ noMail
メール通知するかどうかを表すフラグです。trueを指定するとメール通知しません。falseを指定するとタ
スクのデフォルトの設定に従いメール通知します。デフォルトは、falseです。

■ 解説
taskNameは必ず指定します。

■ 戻り値
タスクの説明を表すメッセージID

String createTask(String taskName, Attribute[] attrs, Message message, Ace[] 
acl, TaskParticipant[] participants, String parentTaskId, String childTaskId, 
boolean noMail)
2
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■ エラー
･ COLLABO-43530010
タスクの作成に失敗しました。
･ COLLABO-43530020
タスク名が長すぎます。120バイト以内にしてください。
･ COLLABO-43530040
日付の指定が不正です。
･ COLLABO-43530050
指定したタスクへの接続権がありません。
･ COLLABO-43530060
タスク名が指定されていません。
･ COLLABO-43530070
カスタムタスク属性の値が正しくありません。
･ COLLABO-43530080
タスク言語の値が正しくありません。

■ 備考
特にありません。

■ Messageの解説
Messageは、タスクに登録するメッセージを送付するときや、登録済みのメッセージを更新するときに使用
します。
1つのMessageは、1つのメッセージに対応しており、メッセージのタイトル、内容、属性や添付ファイル、
関連リンクなどの情報を保持します。それぞれの値の詳細は次のとおりです。
･ title
メッセージのタイトル。メッセージ更新の場合、nullを指定できます。ただし、タスク作成・タスク情報
変更の場合、この値は無視します。メッセージ更新の場合、以前のタイトルから置き換えられ、nullの場
合変更されません。
･ body
メッセージの内容。nullを指定できます。メッセージ更新の場合、以前の内容から置き換えられ、nullの
場合変更されません。
･messageAttr
メッセージ属性。nullを指定できます。メッセージ更新の場合、以前のメッセージ属性値から置き換えら
れます。設定情報画面のメッセージ属性タブに表示されているメッセージ属性の IDを次のような形式で指
定します。
messageAttr:｛メッセージ属性 ID｝

設定情報画面の詳細については、『コラボスペースのヘルプ』を参照してください。

･ exigency
メッセージの緊急度。nullを指定できます。メッセージ更新の場合、以前の緊急度から置き換えられます。
指定可能な値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ files
メッセージに追加された添付ファイルの配列。複数指定可。nullを指定できます。メッセージ更新の場合、
指定した添付ファイルが新規に追加されます。以前に登録した添付ファイルを更新することはできません。
･ links
メッセージに追加された関連リンクの配列。複数指定可。nullを指定できます。メッセージ更新の場合、
指定した関連リンクが新規に追加されます。以前に登録した関連リンクを更新することはできません。
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■ TaskParticipantの解説
TaskParticipantは、タスクに登録する関与者を指定するときに使用します。
1つのTaskParticipantは、一人の関与者に対応しており、ユーザーを表すRMSオブジェクトと関与タイプ、
遂行状態の情報を保持します。それぞれの値の詳細は次のとおりです。
･ participant
タスクの関与者を表す RMSオブジェクト。
･ participantTypes
タスクにおけるユーザーの関与タイプ。指定可能な値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してくだ
さい。
･memberStatus
メンバーの遂行状態。nullを指定できます。ただし、タスク作成・タスク情報変更の場合、この値は無視
します。取得可能な値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。

updateTask

■ Java言語形式

■ 説明
タスク情報や関与者を更新します。

■ パラメーター
･ taskId
タスク IDを URI形式で表した値です。
nullを指定した場合はエラーになります。
･ attrs
タスク名を除いたタスク情報を指定します。nullを指定できます。指定可能な値は、「付録 C  コラボ属性
補足」（P.296）を参照してください。
･message
タスク更新したときに登録されるコンテンツ（メッセージ、添付ファイル、関連リンク）を表す値です。
nullを指定できます。
･ acl
タスクのアクセス権を表す値です。メンバー、オブザーバー、関与者外のアクセス権を指定できます。null
が可です。
･ removeParticipants
削除する関与者の情報を表す値の配列です。nullを指定できます。
･ addParticipants
追加する関与者の情報を表す値の配列です。nullを指定できます。
･ setParticipants
置換する関与者の情報を表す値の配列です。nullを指定できます。
･ noMail
メール通知するかどうかを表すフラグです。trueを指定するとメール通知しません。falseが指定されると
タスクのデフォルトの設定に従いメール通知します。デフォルトは falseです。

String updateTask(String taskId, Attribute[] attrs, Message message, Ace[] acl, 
TaskParticipant[] removeParticipants, TaskParticipant[] addParticipants, 
TaskParticipant[] setParticipants, boolean noMail)
4
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■ 解説
関与者の変更は、remove、addの順に評価します。変更前の関与者から、removeParticipantsを削除後、
addParticipantsを追加したものが変更後の関与者になります。ただし、setParticipantsを指定した場合、
removeParticipants、addParticipantsの値は無視され、setParticipantsの内容がタスクの関与者になりま
す。

■ 戻り値
タスクの更新を表すメッセージID

■ エラー
･ COLLABO-43540010
タスク情報の更新に失敗しました。
･ COLLABO-43540020
タスク状態の更新に失敗しました。
･ COLLABO-43540030
タスク関与者の更新に失敗しました。
･ COLLABO-43540050
他のユーザーがタスク情報変更中です。
･ COLLABO-43540060

RMSで削除されたユーザー情報の同期が取れていない可能性があります。しばらく待ってタスク情報変更
を行ってください。
･ COLLABO-43540070
関与者に対して秘匿タスクには設定できません。
･ COLLABO-43540080
状態の指定が正しくありません。

■ 備考
特にありません。

connectTask

■ Java言語形式

■ 説明
タスクのIDを指定して、タスクを接続します。

■ パラメーター
･ parentTaskId
上位タスクのタスク IDを URI形式で表した値です。
nullを指定した場合はエラーになります。
･ childTaskId
下位タスクのタスク IDを URI形式で表した値です。
nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
parentTaskIdの下位タスクとしてchildTaskIdを接続します。

void connectTask(String parentTaskId, String childTaskId)
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■ 戻り値
なし

■ エラー
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。
･ COLLABO-43500160
この操作は、凍結されたタスク、またはアーカイブされたタスクには使用できません。
･ COLLABO-43560030
タスクを接続または切断する権利がありません。
･ COLLABO-43560050
既にタスクは接続されています。
･ COLLABO-43560060
同一のタスクは接続できません。

■ 備考
特にありません。

disconnectTask

■ Java言語形式

■ 説明
タスクのIDを指定して、接続を解除します。

■ パラメーター
･ parentTaskId
上位タスクのタスク IDを URI形式で表した値です。
nullを指定した場合はエラーになります。
･ childTaskId
下位タスクのタスク IDを URI形式で表した値です。
nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ parentTaskIdの下位タスクとして childTaskIdが存在する場合だけ、接続関係を切断します。
･ parentTaskIdおよび childTaskIdの間に接続関係がない場合でも処理自体は成功します。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。

void disconnectTask(String parentTaskId, String childTaskId)
6
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･ COLLABO-43500160
この操作は、凍結されたタスク、またはアーカイブされたタスクには使用できません。
･ COLLABO-43560030
タスクを接続または切断する権利がありません。

■ 備考
特にありません。

changeMemberStatus

■ Java言語形式

■ 説明
タスクのIDと関与者のIdを指定して、遂行状態を変更します。

■ パラメーター
･ taskId
タスク IDを URI形式で表した値です。nullを指定した場合はエラーになります。
･ userId
遂行状態を変更するタスクのメンバーを表す値です。nullを指定できます。
･memberStatus
変更後の遂行状態を表す値です。nullを指定した場合はエラーになります。

■ 解説
･ userIdに nullを指定した場合、ログインユーザーの遂行状態を変更します。
･ 遂行状態に「実行中」、「再実行中」を指定した場合、現在のユーザーの状態により、変更後の遂行状態は、
「実行中」または「再実行中」のどちらかになります。また、「開始前」、「再実行待ち」を指定した場合、
現在のユーザーの状態により、変更後の遂行状態は、「開始前」、「再実行待ち」のどちらかになります。

設定情報画面の詳細については、『コラボスペースのヘルプ』を参照してください。

■ 戻り値
変更後の遂行状態です。

■ エラー
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。
･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43500160
この操作は、凍結されたタスク、またはアーカイブされたタスクには使用できません。
･ COLLABO-43520220
指定されたユーザーは関与者ではありません。
･ COLLABO-43520230
指定されたユーザーはメンバーではありません。

I18nString changeMemberStatus(String taskId, String userId, I18nString 
memberStatus)
207



20

10  タスク管理インターフェイス
･ COLLABO-43540040
遂行者状態の更新に失敗しました。

■ 備考
特にありません。

10.1.7 メッセージを追加する
メッセージを追加するインターフェイスについて記述します。

addMessage

■ Java言語形式

■ 説明
タスクのIDを指定して、メッセージを登録します。

■ パラメーター
･ taskId
登録先のタスクを表すタスク ID（URI形式で表した値）
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:taskid:1）
･ refMessageId
返信先を表すメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で表した値）。nullを指定できます。
（例：　collabo:messageid:1:22）
･message
登録するコンテンツ（メッセージ、添付ファイル、関連リンク）を表す値です。
･ taskMailOption
メール通知設定を表す値です。nullを指定できます。nullの場合、デフォルトのメール通知設定で動作し
ます。

■ 解説
メール通知設定のデフォルトは、タスクの設定と緊急度によって決定されます。詳細は『コラボスペースのヘ
ルプ』を参照してください。

■ 戻り値
登録したメッセージを表すメッセージID

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08302005
ネームスペースが不正です。: ネームスペース =
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43501020
パラメーター（exigency）に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501190
パラメーター（exigency）に緊急度として解釈できない値（xxx）が指定されました。

String addMessage(String taskId, String refMessageId, Message message, 
TaskMailOption taskMailOption)
8



10.1  プログラムインターフェイス
･ COLLABO-43501270
パラメーター指定が不正です。
･ COLLABO-43520070
メッセージの書込み権がありません。
･ COLLABO-43550010
メッセージの作成に失敗しました。
･ COLLABO-43550020
メッセージのタイトルが長すぎます。120バイト以内にしてください。
･ COLLABO-43550030
メッセージのタイトルが指定されていません。
･ COLLABO-43550050
添付ファイル名が長すぎます。120バイト以内にしてください。
･ COLLABO-43550100
関連リンクの名前が長すぎます。120バイト以内にしてください。
･ COLLABO-43550140
指定されたメッセージはありません。
･ COLLABO-43550160
ファイルが指定されていません。
･ COLLABO-43550170
返信元のメッセージが存在しません。
･ COLLABO-43550180

EditionKeyが指定されていません。
･ COLLABO-43550190
版を追加できません。指定された版は存在しません。
･ COLLABO-43550210

RMSから削除されたユーザーがタスクに含まれているため、ファイルを登録できません。タスク情報を変
更してください。
･ COLLABO-43550211
ファイル指定が不正です。
･ COLLABO-43550212
指定されたメッセージ属性がありません。
･ COLLABO-43550213
関与者外のユーザーには転送メール以外指定できません。
･ COLLABO-43710310
ファイル一時保存用のディレクトリが作成できません。
･ COLLABO-43710330
ファイルが取得できません。

■ 備考
特にありません。

■ TaskMailOptionの解説
TaskMailOptionは、メッセージ登録時のメール通知設定を指定するときに使用します。
1つのTaskMailOptionは、メール通知１回の設定に対応しており、デフォルト/個々の関与者のメール通知方
法や転送メールアドレス、添付ファイルの設定を保持します。それぞれの値の詳細は次のとおりです。
･ directDefault
メッセージ登録で通知される逐次メールのデフォルトを表す値です。nullを指定できます。nullが指定さ
れた場合、タスクの設定と緊急度によって決まる設定に準じます。

･ 通知形式の詳細については、『メッセージ通知管理アプリケーションのヘルプ』を参照してください。
･ 指定可能な値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
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･ digestDefault
メッセージ登録で通知されるダイジェストメールのデフォルトを表す値です。nullを指定できます。null
が指定された場合、タスクの設定と緊急度によって決まる設定に準じます。

･ 通知形式の詳細については、『メッセージ通知管理アプリケーションのヘルプ』を参照してください。
･ 指定可能な値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。

･ taskMailUserOptions
個別関与者のメール通知設定の配列。任意の関与者ごとにメール通知設定を変更したい場合に指定できま
す。指定されない関与者は、directDefault/digestDefaultの設定に従います。
･ forwardMailAddresses
関与者以外に転送メールを通知するメールアドレスの配列。
･ attachedFile
登録するメッセージに添付ファイルが付与されている場合に、転送メールおよび、イントラ外ユーザーへ
のメールに実際のファイルを添付するかを表すフラグ。trueを指定すると実際のファイルがメールに添付
され、falseを指定すると添付されません。デフォルトは falseです。

■ TaskMailUserOptionの解説
TaskMailUserOptionは、個々のユーザーのメール通知設定を指定するときに使用します。
1つのTaskMailUserOptionは、メール通知１回の任意の関与者のメール設定に対応しており、任意の関与者
RMSオブジェクトとその逐次メール、ダイジェストメールの通知設定を保持します。それぞれの値の詳細は
次のとおりです。
･messageUser
タスクの関与者を表す RMSオブジェクト
･ direct
逐次メールの通知設定を表す値です。nullを指定できます。
nullが指定された場合、TaskMailOptionの directDefaultの設定に準じます。指定可能な値は、「付録 E  
I18nString」（P.306）を参照してください。
･ digest
ダイジェストメールの通知設定を表す値です。nullを指定できます。
nullが指定された場合、TaskMailOptionの digestDefaultの設定に準じます。指定可能な値は、「付録 E  
I18nString」（P.306）を参照してください。

updateMessage

■ Java言語形式

■ 説明
メッセージのIDを指定して、メッセージを更新します。

■ パラメーター
･messageId
変更先を表すメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で表した値）
nullを指定した場合はエラーになります。
（例：　collabo:messageid:1:22）
･message
更新するコンテンツ（メッセージ、添付ファイル、関連リンク）を表す値です。
･ taskMailOption
メール通知設定を表す値です。nullを指定できます。nullの場合、デフォルトのメール通知設定で動作し
ます。

void updateMessage(String messageId, Message message, TaskMailOption 
taskMailOption)
0
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■ 解説
･ メッセージのタイトル・内容などは、以前の内容と置き換わります。ただし、添付ファイル・関連リンク
は以前の登録内容は削除されず、指定されたメッセージへ新規に追加します。
･ メール通知設定のデフォルトは、タスクの設定と緊急度によって決定されます。タスクの設定と緊急度に
ついては、『コラボスペースのヘルプ』を参照してください。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ ARCSUITE_WS-08302005
ネームスペースが不正です。: ネームスペース =
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43501020
パラメーター（exigency）に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501190
パラメーター（exigency）に緊急度として解釈できない値（xxx）が指定されました。
･ COLLABO-43501270
パラメーター指定が不正です。
･ COLLABO-43520060
メッセージ内容の読取り権がありません。
･ COLLABO-43520070
メッセージの書込み権がありません。
･ COLLABO-43550010
メッセージの作成に失敗しました。
･ COLLABO-43550020
メッセージのタイトルが長すぎます。120バイト以内にしてください。
･ COLLABO-43550030
メッセージのタイトルが指定されていません。
･ COLLABO-43550050
添付ファイル名が長すぎます。120バイト以内にしてください。
･ COLLABO-43550100
関連リンクの名前が長すぎます。120バイト以内にしてください。
･ COLLABO-43550140
指定されたメッセージはありません。
･ COLLABO-43550210

RMSから削除されたユーザーがタスクに含まれているため、ファイルを登録できません。タスク情報を変
更してください。
･ COLLABO-43550211
ファイル指定が不正です。
･ COLLABO-43550212
指定されたメッセージ属性がありません。
･ COLLABO-43550213
関与者外のユーザーには転送メール以外指定できません。
･ COLLABO-43710310
ファイル一時保存用のディレクトリが作成できません。
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･ COLLABO-43710330
ファイルが取得できません。

■ 備考
特にありません。

10.1.8 ToDoを追加する
ToDo情報を追加するインターフェイスについて記述します。

addToDo

■ Java言語形式

■ 説明
指定したメッセージにToDoを追加して、メッセージToDoにします。

■ パラメーター
･messageId

ToDo情報を追加するメッセージを表すメッセージ ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターで
す。
（例：　collabo:messageid:1:22）
･ todo
追加する ToDo情報を表す値です。必須パラメーターです。
･ noMail
メール通知を行わないことを表す値です。trueを指定するとメール通知は行われません。falseが指定され
ると、タスクのデフォルトの設定に従ってメール通知が行われます。

■ 解説
ログインユーザーがタスク書き込み権を持つ場合に、指定したメッセージにToDo情報を追加してメッセージ
ToDoにすることができます。

■ 戻り値
追加したToDo情報を表すToDo ID

■ エラー
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43501020
パラメータ ({0})に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501030
パラメータ ({0})に解釈できない値 ({1})が指定されました。

String addToDo(String messageId, ToDo todo, boolean noMail)
2
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･ COLLABO-43720040
指定されたコンテンツは既に ToDoです。
･ COLLABO-43720050
状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720060
担当状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720080
メッセージが削除されています。
･ COLLABO-43720320
指定された ToDoのタイプは不正です。

■ 備考
特にありません。

■ ToDo
メッセージにToDo情報を追加、およびToDo情報を更新するときに使用します。
･ type
予約です。nullを指定してください。
･ status

ToDoのステータスです。nullを指定できます。ToDo情報を追加するときに nullを指定した場合は、
ToDoのステータスのデフォルト値が設定されます。ToDoのステータスのデフォルト値はコラボスペース
管理アプリケーションで設定される値で、「開始前」または「実行中」です。ToDo情報を更新するときに
nullを指定した場合は、ステータスの変更はありません。指定できる値は次のとおりです。不正な値はエ
ラーになります。
-WAIT: 開始前
-EXEC: 実行中
-CANCELED: 却下
-COMPLETE: 完了
-RE_EXEC: 再実行中

･ dueDate
ToDoの納期日です。nullを指定できます。ToDo情報を追加するときに nullを指定した場合は、納期日
は指定なしです。ToDo情報を更新するときに nullを指定した場合は、納期日の変更はありません。
･ performers

ToDoの作業者を表す値の配列です。nullを指定できます。null、および空の配列を指定した場合は、作業
者は指定なしです。ToDo情報を更新するときは、nullを指定します。

■ ToDoPerformer
ToDoの作業者情報を指定するときに使用します。
･ performer

ToDoの作業者です。nullは指定できません。
･ status

ToDoの作業者のステータスです。nullを指定できます。ToDo情報を追加するときに nullを指定した場
合は、「開始前」を指定した場合と同じ動作です。ToDo情報を更新するときに nullを指定した場合は、ス
テータスの変更はありません。指定できる値は次のとおりです。不正な値はエラーになります。
-WAIT: 開始前
-EXEC: 実行中
-CANCELED: 却下
-FINISHED: 終了
-COMPLETE: 完了
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-RE_EXEC: 再実行中
-RE_WAIT: 再実行前
-ABORTED: 実行不可

addMessageWithToDo

■ Java言語形式

■ 説明
指定したタスクにメッセージToDoを登録します。

■ パラメーター
･ taskId
登録先のタスクを表すタスク ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
（例：　collabo:taskid:1）
･ refMessageId
返信先を表すメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で表した値）です。nullを指定できま
す。
（例：　collabo:messageid:1:22）
･message
登録するコンテンツ（メッセージ、添付ファイル、関連リンク）を表す値です。必須パラメーターです。
･ todo
登録する ToDoを表す値です。必須パラメーターです。
･ taskMailOption
メール通知設定を表す値です。nullを指定できます。nullの場合、メッセージは通知されません。

■ 解説
メール通知設定のデフォルトは、タスクの設定と緊急度によって決定されます。詳細は『コラボスペースのヘ
ルプ』を参照してください。

■ 戻り値
登録したメッセージを表すメッセージID

■ エラー
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43501020
パラメータ ({0})に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501030
パラメータ ({0})に解釈できない値 ({1})が指定されました。

String addMessageWithToDo(String taskId, String refMessageId, Message message, 
ToDo todo, TaskMailOption taskMailOption)
4
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･ COLLABO-43520070
メッセージの書込み権がありません。
･ COLLABO-43720050
状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720060
担当状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720320
指定された ToDoのタイプは不正です。

■ 備考
特にありません。

startReview

■ Java言語形式

■ 説明
指定したファイルをレビュー開始します。

■ パラメーター
･messageId
レビュー開始するファイルのメッセージ ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
（例：　collabo:messageid:1:33）
･ startReviewMessage
レビュー開始メッセージです。必須パラメーターです。レビュー開始メッセージには、添付ファイル、お
よび関連リンクを添付できません。Message型のメンバー files、linksの値は無視されます。
･ todo
レビュー ToDoを表す値です。必須パラメーターです。
･ noMail
メール通知を行わないことを表す値です。trueを指定するとメール通知は行われません。falseが指定され
ると、タスクのデフォルトの設定に従ってメール通知が行われます。

■ 解説
レビュー開始メッセージは、指定したファイルが添付されたメッセージへの返信として登録されます。

■ 戻り値
登録したレビュー ToDoを表すメッセージID

■ エラー
･ COLLABO-43190040

DBCサービスに接続できませんでした。
･ COLLABO-43190050
コラボサービスに接続できませんでした。
･ COLLABO-43190060
ファイルフォーマット変換サービスに接続できませんでした。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。

String startReview(String messageId, Message startReviewMessage, ToDo todo, 
boolean noMail)
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･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43501020
パラメータ ({0})に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501030
パラメータ ({0})に解釈できない値 ({1})が指定されました。
･ COLLABO-43520090
指定されたファイルは存在しません。
･ COLLABO-43720050
状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720060
担当状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720150
レビューで利用できないファイルフォーマットです。
･ COLLABO-43720200
指定された DocuWorksファイルはセキュリティの設定が行われているためレビューでは利用できません。
･ COLLABO-43720320
指定された ToDoのタイプは不正です。

■ 備考
管理者モードには対応しません。

addMessageAndStartReview

■ Java言語形式

■ 説明
指定したタスクにメッセージとファイルを登録し、レビュー開始します。

■ パラメーター
･ taskId
登録先のタスクを表すタスク ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
（例：　collabo:taskid:1）
･ refMessageId
返信先を表すメッセージ ID（タスク ID、コンテンツ IDを URI形式で表した値）です。nullを指定できま
す。
（例：　collabo:messageid:1:22）
･message
登録するコンテンツ（メッセージ、関連リンク）を表す値です。必須パラメーターです。
ただし、messageに設定した添付ファイルは無視されます。
･ taskMailOption

messageで登録するコンテンツについて、メール通知設定を表す値です。nullを指定できます。nullの場
合、メッセージは通知されません。
･ file
レビュー対象の添付ファイルを表す値です。必須パラメーターです。指定したファイルはメッセージに添
付され、そのうえでレビュー開始されます。

String addMessageAndStartReview(String taskId, String refMessageId, Message 
message, TaskMailOption taskMailOption, Content file, Message 
startReviewMessage, ToDo todo, boolean noMail)
6
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･ startReviewMessage
レビュー開始メッセージです。必須パラメーターです。レビュー開始メッセージには、添付ファイル、お
よび関連リンクを添付できません。Message型のメンバー files、linksの値は無視されます。
･ todo
レビュー ToDoを表す値です。必須パラメーターです。引き継ぎ元の ToDoは指定できません。
･ noMail
レビュー開始メッセージについて、メール通知を行わないことを表す値です。trueを指定するとメール通
知は行われません。falseが指定されると、タスクのデフォルトの設定に従ってメール通知が行われます。

■ 解説
･messageで指定したコンテンツが新規メッセージとして登録され、そのメッセージの添付ファイルとして

fileが登録されます。そのうえで fileで指定したファイルがレビュー開始されます。
･ レビュー開始メッセージは startReviewMessageで指定した内容で、新規メッセージへの返信として登録
されます。

■ 戻り値
登録したレビュー ToDoを表すメッセージID

■ エラー
･ COLLABO-43190040

DBCサービスに接続できませんでした。
･ COLLABO-43190050
コラボサービスに接続できませんでした。
･ COLLABO-43190060
ファイルフォーマット変換サービスに接続できませんでした。
･ COLLABO-43500010
指定されたタスクがありません。
･ COLLABO-43500020
タスクが指定されていません。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43501020
パラメータ ({0})に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501030
パラメータ ({0})に解釈できない値 ({1})が指定されました。
･ COLLABO-43520070
メッセージの書込み権がありません。
･ COLLABO-43520090
指定されたファイルは存在しません。
･ COLLABO-43720050
状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720060
担当状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720150
レビューで利用できないファイルフォーマットです。
･ COLLABO-43720200
指定された DocuWorksファイルはセキュリティの設定が行われているためレビューでは利用できません。
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･ COLLABO-43720320
指定された ToDoのタイプは不正です。

■ 備考
管理者モードには対応しません。

10.1.9 ToDoを操作する
ToDoを操作するインターフェイスについて記述します。

updateToDo

■ Java言語形式

■ 説明
指定したToDoを更新します。

■ パラメーター
･ todoId

ToDo ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
（例：　collabo:todoid:1:22）
･ todo

ToDo情報を更新する内容を表す値です。必須パラメーターです。ToDo型のメンバー status、 dueDate
の値は nullを指定できます。status、および dueDate に nullを指定した場合は、status、および
dueDateの値は変更されません。ToDo型のメンバー performersの値は無視されるため、nullで構いま
せん。
･ removePerformers
削除する作業者の情報の配列です。nullを指定できます。ToDoPerformer型のメンバー statusの値は無
視されます。
･ addPerformers
追加する作業者の情報の配列です。nullを指定できます。
･ setPerformers
置換する作業者の情報の配列です。nullを指定できます。
･ noMail
メール通知を行わないことを表す値です。trueを指定するとメール通知は行われません。falseが指定され
ると、タスクのデフォルトの設定に従ってメール通知が行われます。

■ 解説
･ メッセージ ToDo、レビュー ToDoを更新できます。ワークフローの作業の ToDoは更新できません。
･ ログインユーザーが ToDo管理者、または作業者の場合に ToDo情報を更新できます。ログインユーザー
が作業者の場合に更新できる ToDo情報は、ToDoの statusだけです。
･ 作業者の変更は、remove、addの順に評価されます。変更前の作業者から、removePerformersを削除
後、addPerformersを追加したものが変更後の作業者になります。setPerformersを指定した場合は、
removePerformers、addPerformersの値は無視され、setPerformersの内容が ToDoの作業者となり
ます。

void updateToDo(String todoId, ToDo todo, ToDoPerformer[] removePerformers, 
ToDoPerformer[] addPerformers, ToDoPerformer[] setPerformers, boolean noMail)
8
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■ 戻り値
なし

■ エラー
･ COLLABO-43190010
ファイル情報の取得に失敗しました。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43501020
パラメータ ({0})に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501030
パラメータ ({0})に解釈できない値 ({1})が指定されました。
･ COLLABO-43720030
ワークフローの作業は変更できません。
･ COLLABO-43720050
状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720060
担当状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720320
指定された ToDoのタイプは不正です。
･ COLLABO-43730010
指定されたコンテンツは ToDoではありません。

■ 備考
特にありません。

changeToDoPerformerStatus

■ Java言語形式

■ 説明
指定したToDoの作業者の状態を変更します。

■ パラメーター
･ todoId
作業者の状態を変更する ToDo ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
･ performer
状態を変更する作業者と、変更後の状態を表す値です。必須パラメーターです。
･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

ToDoPerformer changeToDoPerformerStatus(String todoId, ToDoPerformer performer, 
String[] options)
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■ 解説
･ ログインユーザーが ToDo管理者の場合に、ToDoの作業者の状態を変更できます。
･ ToDoの作業者の状態の指定は必須です。

■ 戻り値
状態を変更したあとの作業者の情報

■ エラー
･ COLLABO-43190010
ファイル情報の取得に失敗しました。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43501020
パラメータ ({0})に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501030
パラメータ ({0})に解釈できない値 ({1})が指定されました。
･ COLLABO-43720030
ワークフローの作業は変更できません。
･ COLLABO-43720060
担当状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720070
指定された ToDoには担当者が存在しません。
･ COLLABO-43720080
メッセージが削除されています。
･ COLLABO-43730010
指定されたコンテンツは ToDoではありません。

■ 備考
特にありません。

changeToDoPerformersStatus

■ Java言語形式

■ 説明
指定したToDoの複数の作業者の状態を変更します。

■ パラメーター
･ todoId
作業者の状態を変更する ToDo ID（URI形式で表した値）です。必須パラメーターです。
･ performer
状態を変更する作業者と、変更後の状態を表す値の配列です。必須パラメーターです。

ToDoPerformersResponse changeToDoPerformersStatus(String todoId, ToDoPerformer[] 
performers, String[] options)
0
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･ options
「10.1.1  共通パラメーター」（P.182）を参照してください。

■ 解説
･ ログインユーザーが ToDo管理者の場合に、ToDoの作業者の状態を変更できます。
･ ToDoの作業者の状態の指定は必須です。

■ 戻り値
状態を変更したあとの作業者の情報

■ エラー
･ COLLABO-43190010
ファイル情報の取得に失敗しました。
･ COLLABO-43500090
指定されたコンテンツがありません。
･ COLLABO-43500100
コンテンツが指定されていません。
･ COLLABO-43500110
あなたにはその操作を行う権利はありません。
･ COLLABO-43501020
パラメータ ({0})に対応する値が指定されていません。
･ COLLABO-43501030
パラメータ ({0})に解釈できない値 ({1})が指定されました。
･ COLLABO-43720030
ワークフローの作業は変更できません。
･ COLLABO-43720060
担当状態を指定された値に設定できません。
･ COLLABO-43720070
指定された ToDoには担当者が存在しません。
･ COLLABO-43720080
メッセージが削除されています。
･ COLLABO-43730010
指定されたコンテンツは ToDoではありません。

■ 備考
特にありません。
221



11プロセス管理インターフェイス

プロセス管理インターフェイスとして提供されている操作について説明します。



11.1  プログラムインターフェイス
11.1 プログラムインターフェイス

11.1.1 共通パラメーター
プロセス管理インターフェイスで共通のパラメーターは次のとおりです。

パラメーター
･ params
対象フォームのフィールド値を FieldParameterの配列で指定します。
詳細は、「FieldParameter」（P.224）を参照してください。
nullを指定できます。nullを指定した場合、フォームのフィールド値を指定せずに起案します。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
･ edition
起動するワークフローの定義、または起動テンプレートの版を指定します。
負の数を指定した場合、共用領域の最新版を指定したものとみなされます。
0を指定した場合、個人領域の定義を指定したものとみなされます。
･ order 
リスト結果をソートする属性を指定します。
複数指定した場合、順番にソートします。
nullが指定された場合、ソートしません。その場合、結果リストの格納順は不定です。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した属性が無効な場合、その値は無視されます。
各オブジェクトに対し、どの属性でソートが有効であるかについては、「付録 D  ワークフロー属性補足」
（P.299）を参照してください。検索可能属性がソート可能属性になります。
属性の型と、ソート順の関係については、「付録 O  データ型とソート」（P.346）を参照してください。
･ limit 
最大取得数を指定します。
負の数を指定した場合は、サーバー側で設定されている最大取得数制限の値が優先されます。
また、最大取得件数を超える値を指定した場合も、最大取得数制限の値が優先されます。
リスト結果が最大取得数を上回った場合、最大取得数以降の結果は破棄されます。最大取得数の指定と同
時に orderを指定した場合は、ソート済みのリスト結果から最大取得数までの結果を返します。
･ attrIds 
対象オブジェクトのどの属性を取得するのかを属性 IDの配列で指定します。属性は、この配列で指定した
順に取得・格納されます。ただし、取得対象の属性値が nullの場合は、対象属性は結果から省略されます。
nullが指定された場合、その対象オブジェクトに対して取得可能なすべての属性を取得します。
長さ 0の配列が指定された場合、属性を取得しません。
指定した値が無効 な場合、その値は無視されます。
nsに nullまたは "awf"が指定された場合、対象オブジェクトの nsが指定されたものとして扱います。
このパラメータに langを指定しても常に無視され、常に nullが指定されたものとして扱います。
配列に同じ属性 IDが重複している場合、先頭の要素に集約されます。
属性値が多言語対応している場合、（langの値に関わらず）取得可能な言語 の値がすべて取得できます。
各オブジェクトに対し、どの属性が有効であるかについては、「付録 D  ワークフロー属性補足」（P.299）
を参照してください。
･ options
取得オプションを指定します。nullを指定できます。

案件の一覧や検索でワークフロー定義で定義したユーザー属性は取得できません。ユーザー属性を取得する
には、各案件オブジェクトに対して、ユーザー属性の識別子を指定して属性オブジェクトを取得
（listAttributes）する必要があります。

-  rmsObjectDnOnly: RmsObject型の属性を取得するとき、DNだけ取得する場合に指定します。
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･ フォームフィールド取得オプション
フィールド（属性）の値を取得するときだけ、指定できます。フィールドの現在の値、または履歴値のど
ちらを取得するかを指定できます。
使用できる操作 :「listFormFields」、「listFormFieldsByName」
-current: 「値（{awf.field}value）」として、フィールドの現在の値を取得します。現在の値を取得でき
るのは、指定した作業またはアクションがアクティブなときだけです。ただし、終了作業が指定された場
合は、常に値を取得できます。値を取得できなかった場合は、値が存在しない場合と同じ扱いになります
（{awf.field}valueの nsと nameを持つ Attributeが、結果から除外されます）。
-history : 「値（{awf.field}value）」として、フィールドの履歴値（アクションを完了させたときの属性
の値）を取得します。完了前の作業には履歴値がないため、値を取得できません。

-default: 作業が完了前のときは現在値を取得し、完了後のときは履歴値を取得します。ただし、指定さ
れた作業が終了作業のときは、完了前 /完了後にかかわらず、現在値を取得します。

optionsに nullを指定した場合は、defaultが使用されます。attrIdに {awf.field}valueを指定しなかっ
た場合、指定した値は無視されます。無効な値を指定した場合や、値を複数指定した場合はエラーになり
ます。
どちらの場合も、「値（{awf.field}value）」が取得できなかった場合は、値が存在しない場合と同じ扱いに
なります（{awf.field}valueの nsと nameを持つ Attributeが、結果から除外されます）。

その他
･ I18nString型のパラメーターについて
パラメーターとして I18nStringの値を指定する場合、値は nsと nameによって一意に識別されます。
I18nStringに I18nLabelが設定されていた場合、常に無視されます。
nsが nullまたは "awf"であった場合、そのパラメーターで有効な nsが指定されているものとして動作し
ます。
ワークフローコンポーネントで使用する I18nStringの値は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ I18nString型の属性値について
属性値として I18nString型の値を取得する場合、I18nLabelはログインユーザーのロケールに対応するラ
ベルだけが取得できます。
･ 起動テンプレートについて
起動テンプレートの扱いはワークフロー定義と同等です。ワークフロー定義を指定するすべてのオペレー
ションに対し、起動テンプレートを指定することもできます。また、ワークフロー定義が戻り値となるす
べてのオペレーションにおいて、戻り値として、ワークフロー定義に加え起動テンプレートも取得できま
す。

FieldParameter
FieldParameterは、起案や作業実行オペレーションにおいて、フォームの各フィールドの値を指定して実行
するときに使用します。
１つのFieldParameterが１つのフォームフィールドに対応しており、フィールドの名前と指定する値のペア
と、その他の補助情報をプロパティとして保持します。起案や作業実行時では、複数のFieldParameterを配
列で指定します。各プロパティの詳細は次のとおりです。
･ name
対象のフィールドの名前を指定します。
･ append
現在のフィールドの値を上書きするかを指定します。falseの場合は現在のフィールド値を上書きし、true
の場合は現在のフィールド値の最後尾に追加します。
append=falseにした場合、既存値を消去してから入力値を設定します。そのため、ドキュメントフィー
ルドに対して append=falseを指定した場合、該当フィールドの削除権が必要です。ただし、起動フォー
ムのフィールドは必ず値が空であるため、消去操作はしません。そのため、ドキュメントフィールドの削
除権も必要ありません。デフォルトは falseです。
･mode
ドキュメント型フィールドに対し、dRepositoryのドキュメントを設定するときの、設定方法を指定しま
す。次に挙げる値、または nullが有効です。無効な値を指定した場合や、nullを指定した場合は copyが
使用されます。対象のフィールドがドキュメント型でない場合は、無視されます。デフォルトは copyで
す。
4
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copy：dRepositoryのドキュメントを該当のドキュメントフィールドにコピーします。
move：dRepositoryのドキュメントを該当のドキュメントフィールドに移動します。キャビネットラベ
ルが publicでないキャビネットから移動させることはできません。
･ value
フィールドに設定する値を記述します。値として、単値または多値の各データ型の値を指定できます。
フィールドの単値・多値と、指定された値の型（単値オブジェクト・多値オブジェクト）の整合性は
チェックしません。
フィールドの型と、valueに指定した値の型が一致しない場合はエラーになります。列挙型のシステム属性
については、I18nStringValue(s)オブジェクトを指定する必要があります。列挙値つき文字列型ユーザー
属性は StringValue(s)オブジェクトで指定します。
ドキュメント型フィールドに対し、dRepositoryのドキュメントを設定するときは、本プロパティに、
IdValue(s)オブジェクトを指定し、要素として dRepositoryのオブジェクト IDを指定します。オブジェ
クト IDの書式は、「オブジェクト ID」（P.226）を参照してください。
nullを指定できます。value,localDocumentの両方に nullを指定した場合、フィールド値を消去します。
デフォルトは nullです。
･ localDocuments
ドキュメント型フィールドに対し、ローカルシステムのドキュメントを設定するときに、設定するドキュ
メントの情報を LocalDocumentの配列で記述します。LocalDocumentの詳細は、「LocalDocument」
（P.225）を参照してください。
ドキュメント型以外のフィールドで、このプロパティが指定されていた場合、エラーになります。nullを
指定できます。nullと長さ 0の配列は区別されます。デフォルトは nullです。
･ options
フィールドに値を設定するときに起こるエラーに対する動作を制御します。
次に挙げる値が有効です。無効な値は無視されます。同じ値を複数指定した場合は 2回目以降の値は無視
されます。nullを指定できます。デフォルトは nullです。nullを指定した場合、何も指定されなかったも
のとして動作します。
･ ignoreOnError
フィールドに値を設定するときに起こったエラーを無視します。指定した値が有効であるかどうかの
エラーだけが対象です。エラーにより無視されたフィールドは、何も指定されなかったものとして動
作します。
･ ignoreOnNotFound

nameに該当するフィールドがフォームに存在しなかったときや、フォームで書き込み権限のない
フィールドであった場合、このフィールドを無視します。
･ ignoreOnDuplicated 
何も指定しなければ、FieldParameterの配列中に、同一フィールドに対応する FieldParameterが
複数指定されていた場合、重複を検知した時点（2回目以降の FieldParameterを処理するとき）で
エラーになります。重複を検知してもエラーにしたくない場合に、処理対象の FieldParameterに指
定します。

LocalDocument
LocalDocumentは、ローカルシステム上のファイルをドキュメントフィールドに設定するときに使用しま
す。ドキュメントの名前、属性、コンテンツをプロパティとして保持します。各プロパティの詳細は次のとお
りです。
･ name
ドキュメントの名前を指定します。nullは指定できません。
･ attrs
ドキュメントの属性を指定します。ドキュメントの属性の記述方式は、「9  ドキュメント管理インターフェ
イス」（P.98）を参照してください。
nullを指定できます。nullを指定した場合、属性が何も指定されていないものとして動作します。
･ contents
ドキュメントのコンテンツを配列として保持します。コンテントラベルが「プライマリ」であるコンテン
トを 1つだけ指定できます。nullや、長さ 0の配列、長さ 2以上の配列、コンテントラベルが「プライマ
リ」以外だった場合は、すべてエラーになります。
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ただし、コンテントラベルが nullであった場合は、「プライマリ」が指定されているものとして動作しま
す。Contentの詳細は、「付録 G  オブジェクト」（P.319）を参照してください。

オブジェクト ID
各オペレーションで、ワークフローのオブジェクトを指定する場合は、次の3要素を「:」で区切ったURI形式
のオブジェクトIDを使用します。
･｛接頭辞｝awf（固定）
･｛オブジェクトの種類｝

definition | activityDefinition | attributeDefinition | fieldDefinition | process | activity | action | 
attribute | field | attributeHistory
･｛ID｝各オブジェクトを特定するための数値
次に記述例を示します。

-定義 IDが 1の定義

-案件 IDが 123の案件

-アクション IDが 999のアクション 

11.1.2 ワークフローを操作する

startProcess

■ Java言語形式

■ 説明
ワークフロー定義、または起動テンプレートを起案します。

■ パラメーター
･ definitionId
起動するワークフロー定義、または起動テンプレートの ID（awf:definition:1234形式）を指定します。
nullは指定できません。
･ params
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
ログインユーザーが起動権保有者であるワークフロー定義や起動テンプレート、または個人領域のワークフ
ロー定義や起動テンプレートを指定します。

■ 戻り値
起案したワークフロー案件のID

 awf:definition:1

 awf:process:123

 awf:action:999

String startProcess(String definitionId, FieldParameter[] params)
6
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■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25170041
起動権がない定義が指定された
･ AWF_CORE-25112001
存在しないフィールドを指定した
･ AWF_CORE-25125020
フォームの必須属性が存在しない
･ AWF_CORE-25115xxxx
フォームの制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_CORE-25135xxx
ドキュメント型属性の制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

startProcessByName

■ Java言語形式

■ 説明
名前と版を指定して、ワークフロー定義、または起動テンプレートを起案します。

■ パラメーター
･ definitionName
起動するワークフローの定義 /起動テンプレートの名前を指定します。nullは指定できません。
･ edition
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ params
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
ログインユーザーが起動権保有者であるワークフロー定義や起動テンプレート、または個人領域のワークフ
ロー定義や起動テンプレートを指定します。

■ 戻り値
起案したワークフロー案件のID

String startProcessByName(String definitionName, int edition, FieldParameter[] 
params)
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■ エラー
･ AWF_CORE-25150014
指定された名前と版の定義が存在しなかった
･ AWF_CORE-25170041
起動権がない定義が指定された
･ AWF_CORE-25112001
存在しないフィールドを指定した
･ AWF_CORE-25125020
フォームの必須属性が存在しない
･ AWF_CORE-25115xxxx
フォームの制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_CORE-25135xxx
ドキュメント型属性の制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

terminateProcess

■ Java言語形式

■ 説明
指定したIDの案件を中止します。

■ パラメーター
･ processId
中止するワークフロー案件プロセス ID（awf:process:1234形式）を指定します。nullは指定できませ
ん。

■ 解説
指定したIDの案件の状態が［実行中］であれば、状態を［中止］に変更します。

■ 戻り値
なし

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25170042
指定されたワークフロー案件が実行中ではない
中止権がないワークフロー案件が指定された

void terminateProcess(String processId)
8
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･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

terminateProcesses

■ Java言語形式

■ 説明
複数のワークフロー案件のIDを指定して、案件を中止します。

■ パラメーター
･ processIds
中止するワークフロー案件プロセス ID の配列を指定します。nullは指定できません。

■ 解説
指定したIDの案件の状態が［実行中］であれば、状態を［中止］に変更します。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 中止に成功したワークフロー案件プロセス IDを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 中止に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25170042
指定されたワークフロー案件が実行中ではない
中止権がないワークフロー案件が指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

IdsResponse terminateProcesses(String[] processIds)
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executeAction

■ Java言語形式

■ 説明
指定したIDのアクションを実行、または完了します。

■ パラメーター
･ actionId
実行するアクションの ID（awf:action:1234形式）を指定します。nullは指定できません。
･ params
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ completeAction

trueが指定された場合、アクションを完了させます。
falseが指定された場合、アクションを実行中のままにして操作を終了します。

■ 解説
･ ログインユーザーが［担当者］［作業者］［代行者］であれば、作業を開始できます。また、［作業者］［代
行者］であれば、作業を完了できます。
･ 対象のアクションの状態と、各引数の値によって次のように動作します。

（1）アクションを実行し、状態を「実行中」にします（対象アクションの状態が「未着手」だった場合のみ
)。

（2）フォームの値を設定します（paramsが指定された場合のみ）。
･ ドキュメント型以外の属性に値を設定
･ ドキュメント型の属性に文書を登録

（3）アクションを完了します（completeActionに trueが指定された場合のみ）。
･ エラーが発生した場合、操作実行前の状態までロールバックします。ただし、次の例外があります。

-対象作業が「未着手」だった場合は、作業を実行した直後に状態が確定し、以降エラーが発生したとき
は、作業実行直後に確定された状態にロールバックされます（「未着手」状態には戻りません）。

-ドキュメント型属性に設定したドキュメントは、文書登録した時点で確定され、その後エラーが起きても
登録された文書はロールバックされません。

･ 入力値とフィールドの制約の整合性チェックはアクションが完了してから行われます。
実行可能なアクションとユーザー権限の関係の詳細については、『ワークフローのヘルプ』を参照して
ください。

■ 戻り値
実行させたアクションのID

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25112001
存在しないフィールドを指定した
･ AWF_CORE-25125020
フォームの必須属性が存在しない

String  executeAction(String actionId, FieldParameter[] params, Boolean completeAction)
0
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･ AWF_CORE-25115xxxx
フォームの制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_CORE-25135xxx
ドキュメント型属性の制約に反する値を指定して、実行または完了しようとした
･ AWF_CORE-25170xxx
権限のないアクションに対して操作を実行した
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

■ 注意制限事項
入力値とフィールドの制約の整合性チェックはアクションが完了してから行われます。そのため、アクション
を完了しなかった場合、アクションの各フィールドの値として、制約に反する値が保存されることがありま
す。また、その値がUI上正しく表示できないこともあります。この制限は、
executeActionByName,executeDelegatedAction,executeDelegatedActionByNameの各オペレーショ
ンでも同様です。

executeActionByName

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDと作業名を指定して、アクションを実行、または完了します。

■ パラメーター
･ processId
実行するアクションが含まれる案件の ID（awf:process:1234形式）を指定します。nullは指定できませ
ん。
･ activityName
実行するアクションの元作業の名前です。nullは指定できません。
･ params
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ completeAction

trueが指定された場合、アクションを完了させます。
falseが指定された場合、アクションを実行中のままにして操作を終了します。

■ 解説
･ ログインユーザーが［担当者］［作業者］［代行者］であれば、作業を開始できます。また、［作業者］［代
行者］であれば、作業を完了できます。
･ 該当のアクションが複数存在する場合、もっとも最近に生成されたアクションが選択されます。
･ 対象のアクションの状態と、各引数の値によって次のように動作します。

（1）アクションを実行し、状態を「実行中」にします（対象アクションの状態が「未着手」だった場合のみ
)。

String executeActionByName(String processId, String activityName, 
FieldParameter[] params,  Boolean completeAction)
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（2）フォームの値を設定します（paramsが指定された場合のみ）。

（3）アクションを完了します（completeActionに trueが指定された場合のみ）。
･ エラーが発生した場合、操作実行前の状態までロールバックします。ただし、次の例外があります。

-対象作業が「未着手」だった場合は、作業を実行した直後に状態が確定し、以降エラーが発生したとき
は、作業実行直後に確定された状態にロールバックされます（「未着手」状態には戻りません）。

-ドキュメント型属性に設定したドキュメントは、文書登録した時点で確定され、その後エラーが起きても
登録された文書はロールバックされません。

･ 入力値とフィールドの制約の整合性チェックはアクションが完了してから行われます。
実行可能なアクションとユーザー権限の関係の詳細については、『ワークフローのヘルプ』を参照して
ください。

■ 戻り値
実行させたアクションのID

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25112009
案件 IDと作業名からアクションを特定できなかった
･ AWF_CORE-25112001
存在しないフィールドを指定した
･ AWF_CORE-25125020
フォームの必須属性が存在しない
･ AWF_CORE-25115xxxx
フォームの制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_CORE-25135xxx
ドキュメント型属性の制約に反する値を指定して、実行または完了しようとした
･ AWF_CORE-25170xxx
権限のないアクションに対して操作を実行した
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

executeDelegatedAction

■ Java言語形式

■ 説明
指定したIDのアクションを代理実行します。

String executeDelegatedAction(String actionId, RmsObjectValue delegator, 
FieldParameter[] params, boolean completeAction)
2
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■ パラメーター
･ actionId
実行するアクションの ID（awf:action:1234形式）を指定します。nullは指定できません。
･ delegator
アクションを、誰の代理として実行するかを指定します。nullは指定できません。
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･ params
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ completeAction

trueが指定された場合、アクションを完了させます。
falseが指定された場合、アクションを実行中のままにして操作を終了します。

■ 解説
･ ログインユーザーが［代行者］であれば、作業を開始、または作業を完了できます。
･ 対象のアクションの状態と、各引数の値によって次のように動作します。

（1）アクションを実行し、状態を「実行中」にします。
（2）フォームの値を設定します（paramsが指定された場合のみ）。

（3）アクションを完了します（completeActionに trueが指定された場合のみ）。
･ エラーが発生した場合、操作実行前の状態までロールバックします。ただし、次の例外があります。

-対象作業が「未着手」だった場合は、作業を実行した直後に状態が確定し、以降エラーが発生したとき
は、作業実行直後に確定された状態にロールバックされます（「未着手」状態には戻りません）。

-ドキュメント型属性に設定したドキュメントは、文書登録時点で確定され、その後エラーが起きても登録
された文書はロールバックされません。

･ 入力値とフィールドの制約の整合性チェックはアクションが完了してから実行されます。
実行可能なアクションとユーザー権限の関係の詳細については、『ワークフローのヘルプ』を参照して
ください。

■ 戻り値
実行させたアクションのID

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25112001
存在しないフィールドを指定した
･ AWF_CORE-25125020
フォームの必須属性が存在しない
･ AWF_CORE-25115xxxx
フォームの制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_CORE-25135xxx
ドキュメント型属性の制約に反する値を指定して、実行または完了しようとした
･ AWF_CORE-25170049
代行依頼されていないユーザーを delegatorに指定した
･ AWF_CORE-25170xxx
権限のないアクションに対して操作を実行した
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した
4
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■ 備考
AさんとBさんが担当者になっているアクションに対して、ログインユーザーがAさんとBさん両方に代行依頼
されている場合、AさんとBさん、どちらの代わりとして作業を実行するのかを明確に指定するため、
delegatorを指定します。
操作実行後は、作業者にdelegator、実作業者にログインユーザーが設定されます。

executeDelegatedActionByName

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDと作業名を指定して、アクションを代理実行します。

■ パラメーター
･ processId
実行するアクションが含まれる案件の ID（awf:process:1234形式）を指定します。nullは指定できませ
ん。
･ activityName
実行するアクションの元作業の名前です。nullは指定できません。
･ delegator
アクションを、誰の代理として実行するかを指定します。nullは指定できません。
･ params
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ completeAction

trueが指定された場合、アクションを完了します。
falseが指定された場合、アクションを実行中のままにして操作を終了します。

■ 解説
･ ログインユーザーが［代行者］であれば、作業を開始、または作業を完了できます。
･ 対象のアクションの状態と、各引数の値によって次のように動作します。

（1）アクションを実行し、状態を「実行中」にします（対象アクションの状態が「未着手」だった場合の
み）。

（2）フォームの値を設定します（paramsが指定された場合のみ）。

（3）アクションを完了します（completeActionに trueが指定された場合のみ）。
･ エラーが発生した場合、操作実行前の状態までロールバックします。ただし、次の例外があります。

-対象作業が「未着手」だった場合は、作業を実行した直後に状態が確定し、以降エラーが発生したとき
は、作業実行直後に確定された状態にロールバックされます（「未着手」状態には戻りません）。

-ドキュメント型属性に設定したドキュメントは、文書登録した時点で確定され、その後エラーが起きても
登録された文書はロールバックされません。

･ 入力値とフィールドの制約の整合性チェックはアクションが完了してから実行されます。
実行可能なアクションとユーザー権限の関係の詳細については、『ワークフローのヘルプ』を参照して
ください。

■ 戻り値
実行させたアクションのID

String executeDelegatedActionByName(String processId, String activityName, 
RmsObjectValue delegator, FieldParameter[] params,  boolean completeAction)
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■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25112009
案件 IDと作業名からアクションを特定できなかった
･ AWF_CORE-25112001
存在しないフィールドを指定した
･ AWF_CORE-25125020
フォームの必須属性が存在しなかった
･ AWF_CORE-25115xxxx
フォームの制約に反する値を指定して、起案しようとした
･ AWF_CORE-25135xxx
ドキュメント型属性の制約に反する値を指定して、実行または完了しようとした
･ AWF_CORE-25170049
代行依頼されていないユーザーを delegatorに指定した
･ AWF_CORE-25170xxx
権限のないアクションに対して操作を実行した
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
AさんとBさんが担当者になっているアクションに対して、ログインユーザーがAさんとBさん両方に代行依頼
されている場合、AさんとBさん、どちらの代わりとして作業を実行するのかを明確に指定するため、
delegatorを指定します。
操作実行後は、作業者にdelegator、実作業者にログインユーザーが設定されます。

11.1.3 オブジェクトを取得する

getWorkflowObject

■ Java言語形式

■ 説明
オブジェクトのIDを指定して、指定したIDのワークフローのオブジェクトを取得します。

■ パラメーター
･ wfObjectId
取得するオブジェクトの ID（awf:xxx:1234形式）を指定します。nullは指定できません。
･ attrIds
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

WorkflowObject getWorkflowObject(String wfObjectId, AttributeId[] attrIds, 
I18nString[] options)
6
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■ 解説
･ 取得するオブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ オブジェクト取得には対象オブジェクトに対する参照権が必要になります。オブジェクトの種類と、必要
な参照権の関係は次の表のとおりです。

各参照権の詳細については、『ワークフローのヘルプ』を参照してください。

■ 戻り値
指定されたIDのオブジェクト

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しない IDが指定されたとき
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200005
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25170xxx
取得権限のないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

getWorkflowObjects

■ Java言語形式

■ 説明
複数のオブジェクトのIDを指定して、指定したIDのワークフローのオブジェクトを取得します。

表：オブジェクトの種類と必要な参照権

オブジェクト 必要な権限

ワークフロー定義 ワークフロー定義の基本属性への参照権

作業定義 作業定義の基本属性への参照権

属性定義 親ワークフロー定義の基本属性への参照権

フィールド定義 親ワークフロー定義の基本属性への参照権

案件 案件の基本属性への参照権

作業 作業の基本属性への参照権

アクション 親作業の基本属性への参照権

属性 親案件の基本属性への参照権

属性履歴 親作業の基本属性への参照権

フィールド 親作業の基本属性への参照権

WorkflowObjectsResponse getWorkflowObjects(String[] wfObjectIds, AttributeId[] 
attrIds, I18nString[] options)
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■ パラメーター
･ wfObjectIds
取得するオブジェクトの ID（awf:xxx:1234形式）を、配列で指定します。nullは指定できません。
･ attrIds
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ 取得するオブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ オブジェクト取得には対象オブジェクトに対する参照権が必要になります。参照権の詳細については、
「11.1.3  オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してくださ
い。

■ 戻り値
次の情報が含まれます。
･ 取得に成功したオブジェクトを格納した配列（IDを指定した順番で格納されます）
･ 取得に失敗した IDの配列インデックスと失敗理由のセット（Failure）を格納した配列

■ エラー
戻り値の「失敗理由」として格納されます。

･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200005
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25170xxx
取得権限のないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

11.1.4 オブジェクトのリストを取得する

listParticipantActions

■ Java言語形式

■ 説明
ログインユーザーが関与しているアクションのリストを取得します。

WorkflowObject[] listParticipantActions(I18nString[] contextStates, I18nString[] 
participantTypes, boolean attachableOnly, SortItem[] order, int limit, 
AttributeId[] attrIds, I18nString[] options)
8
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■ パラメーター
･ contextStates
どの状態のアクションをリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべての状態のアクションをリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。

この操作では次の値が有効です。各値の I18nString書式は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ 未着手
･ 実行中
･ 完了
･ 中止
･ 異常終了

･ participantTypes 
どの関与タイプのアクションをリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、ログインユーザーが関わっているすべてのアクションをリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。

この操作では次の値が有効です。各値の I18nString書式は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ 責任者
･ 担当者
･ 作業者
･ 実作業者

･ attachableOnly 
trueが指定された場合、ドキュメントを添付可能なアクションだけをリストします。デフォルトは false
です。
･ order 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ limit 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ アクションの状態・ログインユーザーの関与タイプ・ドキュメントの添付可、の各フィルタリング条件を
指定してリストをフィルタリングできます。
･ フィルタリング条件同士は andで結合されます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果を、どの属性でソートするかを指定できます。
･ リスト結果の最大取得数を指定できます。
･ 次の contextStatesと participantTypes組み合わせのアクションは取得できません。

-ログインユーザーが担当者で状態が実行中
-ログインユーザーが担当者で状態が完了
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■ 戻り値
･ 該当するアクションの配列。
･ 該当アクションが 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-XXX
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE- XXX
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
この操作の引数で指定できないパターンでリストしたい場合、searchWorkflowObjectsを使用します。

■ 制限事項
participantTypesに「担当者」を指定した場合、「実行中」と「完了」状態のアクションはリストアップされ
ません。したがって、「ログインユーザーが担当者になっている完了アクション」をリストアップできません。 
「実行中」と「完了」状態のアクションをリストアップするためには、participantTypesに「作業者」や「実
作業者」を含める必要があります。これにより、「ログインユーザーが作業者として割り当てられているアク
ション」をリストアップできます。

listDelegatedActions

■ Java言語形式

■ 説明
代行依頼されているユーザーのアクションのリストを取得します。

■ パラメーター
･ contextStates
どの状態のアクションをリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべての状態のアクションをリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。

この操作では次の値が有効です。各値の I18nString書式は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ 未着手
･ 実行中
･ 完了
･ 中止
･ 異常終了

･ delegators
誰の担当アクションをリストするかを指定します。
複数指定した場合、指定した全員のアクションの和集合がリストされます。
指定したユーザーが、ログインユーザーに代行依頼していなかった場合や、無効なユーザーが指定された
場合、そのユーザーの作業は結果から除外されます。

WorkflowObject[] listDelegatedActions(I18nString[] contextStates, 
RmsObjectValue[] delegators, boolean attachableOnly, SortItem[] order, int 
limit, AttributeId[] attrIds, I18nString[] options)
0
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ログインユーザー自身を指定できます。その場合、ログインユーザー自身の担当アクションがリストでき
ます。nullは指定できません。
･ attachableOnly 

trueが指定された場合、ドキュメントを添付可能なアクションだけをリストします。デフォルトは false
です。
･ order 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ limit 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ アクションの状態・ドキュメントの添付可、の各フィルタリング条件を指定してリストをフィルタリング
できます。
･ フィルタリング条件同士は andで結合されます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果を、どの属性でソートするかを指定できます。
･ リスト結果の最大取得数を指定できます。

■ 戻り値
･ 該当するアクションの配列。
･ 該当アクションが 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-XXX
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE- XXX
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
delegatorsパラメーターに、ログインユーザー自身と、代行依頼元ユーザーをすべて記述することで、「ログ
インユーザーが担当者として割り当てられているアクションを、代行依頼されているものも含めてすべてリス
トする」ことができます。

listParticipantProcesses

■ Java言語形式

■ 説明
ログインユーザーが関与している案件のリストを取得します。

■ パラメーター
･ contextStates

WorkflowObject[] listParticipantProcesses(I18nString[] contextStates, 
I18nString[] participantTypes, SortItem[] order, int limit, AttributeId[] 
attrIds, I18nString[] options)
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どの状態の案件をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべての状態の案件をリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。

この操作では次の値が有効です。各値の I18nString書式は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ 未着手
･ 実行中
･ 完了
･ 中止
･ 異常終了

･ participantTypes 
どの関与タイプの案件をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、ログインユーザーが関わっているすべての案件をリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。

この操作では次の値が有効です。各値の I18nString書式は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ 起案者
･ 責任者
･ 参照者

･ order 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ limit 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ 案件の状態・ログインユーザーの関与タイプの各フィルタリング条件を指定してリストをフィルタリング
できます。
･ フィルタリング条件同士は andで結合されます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果を、どの属性でソートするかを指定できます。
･ リスト結果の最大取得数を指定できます。

案件の一覧や検索でワークフロー定義で定義したユーザー属性は取得できません。ユーザー属性を取得する
には、各案件オブジェクトに対してユーザー属性の識別子を指定して属性オブジェクトを取得
（listAttributes）する必要があります。

■ 戻り値
･ 該当する案件の配列。
･ 該当案件が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。
2
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■ エラー
･ AWF_WEBSVC-XXX
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE- XXX
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
この操作の引数で指定できないパターンでリストしたい場合、searchWorkflowObjectsを使用します。

listProcessDefinitions

■ Java言語形式

■ 説明
ログインユーザーが関与している定義のリストを取得します。

■ パラメーター
･ publicationStatus
どの公開状態の定義をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべての公開状態の定義をリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。

この操作では次の値が有効です。各値の I18nString書式は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ 未公開
･ 公開予定
･ 公開
･ 公開終了

･ includeNonLatest
最新版以外の定義をリストするかを指定します。
trueが指定された場合、すべての版の定義がリストされます。
falseが指定された場合、最新版だけがリストされます。
trueが指定され、かつ publicationStatusが指定された場合、公開状態ごとの最新版がリストされます。
デフォルトは falseです。
･ attachableOnly
ドキュメントを添付して起動可能な定義だけをリストするかを指定します。デフォルトは falseです。
･ startableOnly
起動可能な定義だけをリストするかを指定します。デフォルトは falseです。
･ order 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ limit 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

WorkflowObject[] listProcessDefinitions(I18nString[] publicationStatus, boolean 
includeNonLatest, boolean attachableOnly, boolean startableOnly, SortItem[] 
order, int limit, AttributeId[] attrIds, I18nString[] options)
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･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ 定義の状態・ログインユーザーの関与タイプ・ドキュメントの添付可、の各フィルタリング条件を指定し
てリストをフィルタリングできます。
･ フィルタリング条件同士は andで結合されます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果を、どの属性でソートするかを指定できます。
･ リスト結果の最大取得数を指定できます。

■ 戻り値
･ 該当する定義の配列。
･ 該当定義が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-XXX
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE- XXX
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
この操作の引数で指定できないパターンでリストしたい場合、searchWorkflowObjectsを使用します。

11.1.5 あるオブジェクトの子オブジェクトのリストを取得する

listActivities

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDを指定して、指定したIDの案件に含まれる作業のリストを取得します。

■ パラメーター
･ processId
作業をリストする案件の ID（awf:process:1234形式）を指定します。nullは指定できません。
･ contextStates
どの状態の作業をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべての状態の作業をリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。
有効な値については、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ activityTypes 
どのタイプの作業をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべてのタイプの作業をリストします。

WorkflowObject[] listActivities(String processId, I18nString[] contextStates, 
I18nString[] activityTypes, AttributeId[] attrIds, String[] options)
4
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長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。
有効な値については、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ 作業の状態・作業のタイプの各フィルタリング条件を指定してリストをフィルタリングできます。
･ フィルタリング条件同士は andで結合されます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は不定です。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべての作業がリストされます。

■ 戻り値
･ 該当する作業の配列。
･ 該当作業が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listActivityDefinitions

■ Java言語形式

■ 説明
ワークフロー定義または起動テンプレートのIDを指定して、指定したIDの定義に含まれる作業定義のリスト
を取得します。

■ パラメーター
･ definitionId
作業定義をリストするワークフロー定義または起動テンプレートの ID（awf:definition:1234形式）を指
定します。nullは指定できません。

WorkflowObject[] listActivityDefinitions(String definitionId, I18nString[] 
activityTypes, AttributeId[] attrIds, String[] options)
245
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･ activityTypes 
どのタイプの作業定義をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべてのタイプの作業定義をリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。
有効な値については、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ 作業定義のタイプをフィルタリング条件としてリストをフィルタリングできます。
･ フィルタリング条件同士は andで結合されます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は不定です。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべての作業定義がリストされます。

■ 戻り値
･ 該当する作業定義の配列。
･ 該当作業定義が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listProcessActions

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDを指定して、指定したIDの案件に含まれるアクションのリストを取得します。

WorkflowObject[] listProcessActions(String processed, I18nString[] 
contextStates,  AttributeId[] attrIds, I18nString[] options)
6
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■ パラメーター
･ contextStates
どの状態のアクションをリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべての状態のアクションをリストします。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。
この操作では次の値が有効です。各値の I18nString書式は、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照して
ください。
･ 未着手
･ 実行中
･ 完了
･ 中止
･ 異常終了

･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ アクションの状態を指定してリストをフィルタリングできます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。

■ 戻り値
･ 該当するアクションの配列。
･ 該当アクションが 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-XXX
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE- XXX
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
この操作の引数で指定できないパターンでリストしたい場合、searchWorkflowObjectsを使用します。

listAttributes

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDを指定して、指定したIDに含まれるフォーム属性（フォームに挿入可能な属性）のリストを取得し
ます。

■ パラメーター
･ processId
フォーム属性をリストする案件の ID（awf:process:1234形式）を指定します。nullは指定できません。

WorkflowObject[] listAttributes(String processId, AttributeId[] attrIds, 
String[] options)
247
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･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は不定です。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべてのフォーム属性がリストされます。

■ 戻り値
･ 該当するフォーム属性の配列。
･ 該当フォーム属性が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listAttributesWithFilter

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDとフォーム属性を指定して、指定したIDの案件に含まれるフォーム属性（フォームに挿入可能な属
性）のリストを取得します。

■ パラメーター
･ processId
フォーム属性をリストする案件の ID（awf:process:1234形式）を指定します。
nullは指定できません。
･ names 
取得するフォーム属性名を指定します。
この引数に指定したフォーム属性について、attrIdsに指定の属性を取得します。
nullを指定できます。nullを指定した場合は、すべてのフォーム属性を取得します。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。

WorkflowObject[] listAttributesWithFilter(
String processId, String[] names, AttributeId[] attrIds, String[] options)
8
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･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は不定です。
･ リストの最大取得数の設定はできません。

■ 戻り値
･ 該当するフォーム属性の配列。
･ 該当フォーム属性が 1つもなかった場合、長さ 0の配列が返ります。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  オ
ブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listAttributeDefinitions

■ Java言語形式

■ 説明
定義のIDを指定して、指定したIDに含まれるフォーム属性定義（フォームに挿入可能な属性）のリストを取
得します。

■ パラメーター
･ definitionId
フォーム属性定義をリストする定義の ID（awf:definition:1234形式）を指定します。nullは指定できま
せん。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

WorkflowObject[] listAttributeDefinitions(String definitionId, AttributeId[] 
attrIds, String[] options)
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■ 解説
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は不定です。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべてのフォーム属性定義がリストされます。

■ 戻り値
･ 該当するフォーム属性定義の配列。
･ 該当フォーム属性定義が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listAttributeHistories

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDを指定して、指定したIDの案件に含まれる属性履歴のリストを取得します。

■ パラメーター
･ processId
属性履歴を取得する案件の ID（awf:process:1234形式）を指定します。nullは指定できません。
･ names 
属性履歴を取得する属性の属性名を指定します。
不正な属性名 を指定した場合、無視され、対象属性の属性履歴は結果から除外されます。
nullを指定できます。nullが指定された場合は対象アクションから取得できるすべての属性履歴を取得し
ます。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
･ suppress
属性履歴を取得するアクションとして、自動アクティビティを親に持つアクションを含むかどうかを指定
します。
trueが指定された場合、自動アクティビティを親に持つアクションの属性履歴は取得しません。
falseが指定された場合、自動アクティビティを親に持つアクションを含め、案件に含まれるすべてのアク
ションの属性履歴を取得します。デフォルトは falseです。

WorkflowObject[] listAttributeHistories(String processId, String[] names, 
boolean suppress, AttributeId[] attrIds, String[] options)
0



11.1  プログラムインターフェイス
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ suppressパラメーターによって、案件に含まれるすべてのアクションから属性履歴を取得するか、自動ア
クティビティを親に持つアクションを除外するかを指定できます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソート順は指定できず、常に固定です。ソート順は、まず案件に含まれるアクションが終了
日時の昇順でソートされ、その後、各アクションごとに namesパラメーターで指定された名前順に属性履
歴がソートされます。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当する属性履歴がリストされます。

■ 戻り値
･ 該当する属性履歴の配列。
･ 該当属性履歴が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listStartFormFieldDefinitions

■ Java言語形式

■ 説明
定義のIDを指定して、定義の開始フォームに含まれるフィールド定義のリストを取得します。

■ パラメーター
･ definitionId
開始フォームに含まれるフィールド定義をリストする定義の ID（awf:definition:1234形式）を指定しま
す。nullは指定できません。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

WorkflowObject[] listStartFormFieldDefinitions(String definitionId, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
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･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は、常にフォームの表示順と一致します。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべてのフォーム属性がリストされます。

■ 戻り値
･ 定義の起動フォームに含まれるフィールド定義の配列。
･ 起動フォームにフィールド定義が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listStartFormFieldDefinitionsByName

■ Java言語形式

■ 説明
ワークフロー定義または起動テンプレートの名前を指定して、定義の開始フォームに含まれるフィールド定義
のリストを取得します。

■ パラメーター
･ definitionName
起動するワークフローの定義 /起動テンプレートの名前です。nullは指定できません。
･ edition
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

WorkflowObject[] listStartFormFieldDefinitionsByName(String definitionName, int 
edition, AttributeId[] attrIds, String[] options)
2
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■ 解説
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は、常にフォームの表示順と一致します。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべてのフィールド定義がリストされます。

■ 戻り値
･ 定義の起動フォームに含まれるフィールド定義の配列。
･ 起動フォームにフィールド定義が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25150014
指定された名前と版の定義が存在しなかった
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが起動権を持たない定義を指定した。
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listFormFieldDefinitions

■ Java言語形式

■ 説明
作業定義のIDを指定して、指定したIDの作業定義のフォームに含まれるフィールド定義のリストを取得しま
す。

■ パラメーター
･ activityDefinitionId
フィールド定義をリストする作業定義の ID。nullは指定できません。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は、常にフォームの表示順と一致します。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべてのフィールド定義がリストされます。

■ 戻り値
･ 作業定義のフォームに含まれるフィールド定義の配列。
･ フォームにフィールド定義が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

WorkflowObject[] listFormFieldDefinitions(String activityDefinitionId, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
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■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listFormFields

■ Java言語形式

■ 説明
作業またはアクションのIDを指定して、指定したIDの作業またはアクションのフォームに含まれるフィール
ドのリストを取得します。

■ パラメーター
･ actId
フィールドをリストする作業またはアクションの IDです。nullは指定できません。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ attrIdsに「値（{awf.field}value）」を指定することにより、実行中アクションの属性の値や、アクション
が完了したときの属性履歴値を取得できます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は、常にフォームの表示順と一致します。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべてのフィールドがリストされます。

■ 戻り値
･ 作業のフォームに含まれるフィールドの配列。
･ フォームにフィールドが 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

WorkflowObject[] listFormFields(String actId, AttributeId[] attrIds, String[] 
options)
4
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■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

listFormFieldsByName

■ Java言語形式

■ 説明
案件のIDと作業の名前を指定して、指定したIDの作業のフォームに含まれるフィールドのリストを取得しま
す。

■ パラメーター
･ processId
フィールドをリストする作業が含まれる案件の IDを指定します。（awf:process:1234形式）
nullは指定できません。
･ activityName
フィールドをリストする作業の名前を指定します。nullは指定できません。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ attrIdsに「値（{awf.field}value）」を指定することにより、実行中アクションの属性の値や、アクション
が完了したときの属性履歴値を取得できます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果のソートはできません。リスト結果の格納順は、常にフォームの表示順と一致します。
･ リストの最大取得数の設定はできません。常に該当するすべてのフィールドがリストされます。

■ 戻り値
･ 作業のフォームに含まれるフィールドの配列。
･ フォームにフィールドが 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

WorkflowObject[] listFormFieldsByName(String processId, String activityName, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
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■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_CORE-25112009
案件 IDと作業名からアクションを特定できなかった
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。

11.1.6 定義からインスタンスのリストを取得する

listProcessesByDefinition

■ Java言語形式

■ 説明
定義のIDを指定して、定義から起案された案件のリストを取得します。

■ パラメーター
･ definitionId
案件をリストする定義の ID（awf:definition:1234形式）を指定します。nullは指定できません。
･ contextStates
どの状態の案件をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、すべての状態の案件のリストを取得します。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。
有効な値については、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ participantTypes
どの関与タイプの案件をリストするかを指定します。
複数指定した場合、複数のうち、どれか 1つでも一致すれば、リスト対象になります（または結合）。
nullが指定された場合、ログインユーザーが関わっているすべての案件のリストを取得します。
長さ 0の配列を指定した場合、nullと同じ扱いになります。
指定した値が無効な場合、その値は無視されます。
有効な値については、「付録 E  I18nString」（P.306）を参照してください。
･ order 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

WorkflowObject[] listProcessesByDefinition(String definitionId, I18nString[] 
contextStates, I18nString[] participantTypes, SortItem[] order, int limit, 
AttributeId[] attrIds, String[] options)
6
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･ limit 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ 案件の状態・ログインユーザーの関与タイプの各フィルタリング条件を指定してリストをフィルタリング
できます。
･ フィルタリング条件が複数指定された場合、すべて andで結合されます。
･ リストの戻り値オブジェクトに付与する属性を指定できます。
･ リスト結果を、どの属性でソートするかを指定できます。
･ リスト結果の最大取得数を指定できます。
･ ログインユーザーが、指定した定義の参照権を保持していれば、操作を実行できます。ただし、ログイン
ユーザーが参照権を持たない案件は、結果から除外されます。

■ 戻り値
･ 該当する案件の配列。
･ 該当案件が 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_CORE-25170xxx
ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトの IDを指定した。参照権の詳細については、「11.1.3  
オブジェクトを取得する」（P.236）の「getWorkflowObject」（P.236）の項を参照してください。
･ AWF_WEBSVC-25200001
存在しないオブジェクトの IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-25200002 - AWF_WEBSVC-25200006
不正な IDが指定された
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

11.1.7 オブジェクトを検索する

searchWorkflowObjects

■ Java言語形式

■ 説明
ワークフローのオブジェクトを検索します。

WorkflowObject[] searchWorkflowObjects(AttributeSearchCondition attrCondition, 
SearchOption option, SortItem[] order, int limit, AttributeId[] attrIds, 
String[] options)
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■ パラメーター
･ attrCondition
オブジェクトの属性検索条件を指定します。
検索条件に、無効な属性または式が含まれていた場合、エラーになります。
各オブジェクトに対し、どの属性が有効であるかは、「付録 D  ワークフロー属性補足」（P.299）、演算子と
データ型の関係については、「付録 P  データ型と検索オペレーター」（P.348）を参照してください。
検索対象属性は AttributeIdで指定します。AttributeIdの nsが nullまたは "awf"であった場合は、検索
対象オブジェクト（optionパラメーターで指定）の nsが指定されたものとして動作します。
検索対象オブジェクトが案件であった場合は、ユーザー属性を検索対象属性にできます。ユーザー属性は
次の nsと nameを使って表現します。
nsawf.process.user
name属性表示名
nullは指定できません。
･ option
検索する対象のオブジェクトを指定します。
検索対象オブジェクトは次のどれかです。各オブジェクトの I18nString書式は、「付録 E  I18nString」
（P.306）を参照してください。

-ワークフロー定義
-案件
-アクション
検索対象オブジェクトに指定できるのは 1つだけです。複数指定したり、1つも指定されていなかった場
合、エラーになります。nullは指定できません。
･ order 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ limit 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ attrIds 
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。
･ options
「11.1.1  共通パラメーター」（P.223）を参照してください。

■ 解説
･ 検索対象のオブジェクトに対し、どの属性を取得するのかを指定できます。
･ 検索結果リストを、どの属性でソートするかを指定できます。
･ 検索結果リストの最大取得数を指定できます。
･ ログインユーザーが参照権を持たないオブジェクトは、結果から除外されます。

案件の一覧や検索でワークフロー定義で定義したユーザー属性は取得できません。ユーザー属性を取得する
には、各案件オブジェクトに対してユーザー属性の識別子を指定して属性オブジェクトを取得
（listAttributes）する必要があります。

■ 戻り値
･ 検索結果（ワークフローオブジェクトの配列）
･ 検索条件に該当するオブジェクトが 1つもなかった場合、長さ 0の配列を返します。

■ エラー
･ AWF_WEBSVC-25202001
検索対象を複数指定した
･ AWF_WEBSVC-25202002
検索できない属性を、条件式として記述した
･ AWF_WEBSVC-25202003
条件式に指定した属性と、条件値の型が一致しなかった 
8
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･ AWF_WEBSVC-25202004
検索対象が指定されなかった
･ AWF_WEBSVC-25202005
条件値に指定した属性の型と演算子の組み合わせが不正だった 
･ AWF_WEBSVC-25202006
検索対象として指定できないオブジェクトを指定した
･ AWF_WEBSVC-25202007
条件値に多値を指定した
･ AWF_WEBSVC-25202008
条件値に空の値を指定した
･ AWF_WEBSVC-25202009
属性検索の条件値が不正だった
･ AWF_WEBSVC-25202010
多値の検索モード指定が不正だった。
･ AWF_WEBSVC-25202011
ユーザー属性に対して、サポートされていない演算子を指定した
･ AWF_WEBSVC-（上記以外）
ワークフローWebサービスでエラーが発生した
･ AWF_ CORE-（上記以外）
ワークフローサービス内でエラーが発生した

■ 備考
特にありません。
259



12メッセージ

Webサービスで発生するエラーメッセージ形式およびメッセージについて説明していま
す。



12.1  エラーメッセージ形式
12.1 エラーメッセージ形式
要求された処理を実行する上でエラーが発生した場合には、SOAPのフォールトメッセージでエラー情報を返しま
す。
エラー情報はSOAP 1.1で定義されている範囲だけを使用するので、SOAP 1.1のフォールト要素に関して説明し
ます。
･ faultcode
プログラムが違反を識別するための情報ですが、SOAP処理系のエラーもこの要素を使用するため、
判別が困難になる恐れからWebサービスのエラーでは使用しません。

･ faultstring
ユーザーが読むためエラーの説明であり、エラーが発生した場合にはトップレベルのエラーメッセー
ジを含みます。
･ detail
この要素にすべてのエラー情報を含むWebサービス固有のProcessingException要素が含まれます。

下位のエラー情報（nestedMessages）を取得するためには、アプリケーションプログラム特権が必要です。
「1.2.7  特権ロール」（P.21）の「アプリケーションプログラム特権」（P.21）を参照してください。

ProcessingExceptionに、次に示すフィールドがあります。

表：エラーフィールド

名前 説明

category エラーのカテゴリー

code エラーのコード

lang エラーメッセージの言語を示します。

qualifiedMessage エラーのトップレベルのメッセージ
SOAPフォールトのfaultstringと同じ内容で、categoryおよびcodeの内容も含
んでいます。

nestedMessages 下位のエラーがある場合には、下位のエラーメッセージを含むこのフィールド
が対応する数だけ存在します。
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SOAPメッセージでのエラー情報の例を次に示します。

12.1.1 詳細エラー情報取得の条件
詳細エラー情報に、セキュリティ上の攻撃をするヒントとなる情報が含まれてしまい、攻撃者に情報を提供し
てしまうことを回避するため、次のどれかの条件を満たす場合にだけ、詳細エラー情報（nestedMessages
要素）を返します。

･ ArcSuiteのWebアプリケーションを対象とした詳細エラー情報取得が有効となっている場合。
リソース管理アプリケーションでシステムプロパティとして下記のキーに ”true”が設定されている場合。
キー名 : com.fujifilm.fb.rms.config.detailErrorFlag

･ 接続したユーザーが「アプリケーションプログラムロール」を付与されている場合。（「1.2.7  特権ロール」
（P.21）参照）

リソース管理アプリケーションの「システムプロパティ編集」でキーを変更した場合は、次の手順に従って、
ArcSuiteのサービスを再起動してください。

1. ArcSuite がインストールされているサーバーに、Administrator 権限を持つユーザーでサインインしま
す。

2. Windowsの［スタート］メニューから、［Windows管理ツール］＞［サービス］を選択します。
［サービス］画面が表示されます。

3. サービスを選択して、［サービスの停止］をクリックします。次の順序で停止します。
使用している環境によって、表示されないサービスがあります。その場合は、次に記載されている
サービスを停止します。

（1）ArcSuite DocumentGatheringAgent StorageProxy

<env:Envelope xmlns:env="..." xmlns:xsd="..." xmlns:xsi="...">
  <env:Body>
    <env:Fault>
      <faultcode>env:Server.generalException</faultcode>
      <faultstring>AWF_CORE-25129031: アプリケーション実行中にエラーが発生しました。（…）</
faultstring>
      <detail>
          <ProcessingException xmlns="http://www.fujifilm.com/fb/2021/04/arcsuite/ws/types">
              <category>AWF_CORE</category>
              <code>25129031</code>
              <lang>ja</lang>
              <qualifedMessage>AWF_CORE-25129031: アプリケーション実行中にエラーが発生しました。
（作業名：…）</qualifiedMessage>
              <nestedMessages>AWF_CORE-25135003: リポジトリでエラーが発生しました。</
nestedMessages>
              <nestedMessages>DREP_API-41200631: リクエストに設定した値が不正です。</
nestedMessages>
              ...
          </ProcessingException>
      </detail>
    </env:Fault>
  </env:Body>
</env:Envelope>
2
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（2）ArcSuite DocumentGatheringAgent WebAdmin

（3）ArcSuite DocumentGatheringAgent Register

（4）ArcSuite Capturing Service Admin

（5）ArcSuite Capturing Service

（6）ArcSuite Monitoring Service

（7）ArcSuite Web Application Service

（8）ArcSuite Collabo Service

（9）ArcSuite Repository Service

（10）ArcSuite Repository Master Admin Service

（11）ArcSuite kSearchDuo Service

（12）ArcSuite Full Text Search Service

（13）ArcSuite Basic Service

4. サービスを選択して、［サービスの開始］をクリックします。次の順序で開始します。
使用している環境によって、表示されないサービスがあります。その場合は、次に記載されている
サービスを開始します。

（1）ArcSuite Basic Service

（2）ArcSuite Full Text Search Service

（3）ArcSuite kSearchDuo Service

（4）ArcSuite Repository Master Admin Service

（5）ArcSuite Repository Service

（6）ArcSuite Collabo Service

（7）ArcSuite Web Application Service

（8）ArcSuite Monitoring Service

（9）ArcSuite Capturing Service

（10）ArcSuite Capturing Service Admin

（11）ArcSuite DocumentGatheringAgent Register

（12）ArcSuite DocumentGatheringAgent WebAdmin

（13）ArcSuite DocumentGatheringAgent StorageProxy
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12.2 エラーメッセージ一覧
メッセージには、次の2つがあります。

･ システムログメッセージ
･ エラーメッセージ

12.2.1 システムログメッセージ

12.2.2 エラーメッセージ
エラーメッセージには、次の5つがあります。
･ 共通エラーメッセージ
･ リソース管理エラーメッセージ
･ ドキュメント管理エラーメッセージ
･ タスク管理エラーメッセージ
･ プロセス管理エラーメッセージ

共通エラーメッセージ

表：システムログメッセージ一覧

メッセージ 説明

サービスを開始しました。 サービスの起動が正常に完了したときのメッセージ

サービスを停止しました。 サービスの停止が正常に完了したときのメッセージ

データベースへのアクセスを再
試行中。

サービスを起動するときに、データベースへの接続ができず再試行した
場合に出力されるメッセージ

設定情報を更新しました。 定期的な設定情報の更新処理が正常に完了したときのメッセージ
システムログの出力レベルがDEBUG, TRACEの場合に出力します。

表：共通エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明

ARCSUITE_WS-
08300001

システム内部エラー。: {0} 内部エラーが発生しました。

ARCSUITE_WS-
08301001

コンポーネント情報が取得できま
せん。

インストール時に設定したコンポーネントID、
またはコンポーネント情報の取得に失敗しまし
た。

ARCSUITE_WS-
08301002

コンポーネント設定情報が読み込
めません。

リソース管理アプリケーションで設定したシス
テムプロパティ情報の読み込みに失敗しました。

ARCSUITE_WS-
08301003

サービスの起動に失敗しました。 サービスの起動処理に失敗しました。

ARCSUITE_WS-
08301004

サービスを起動中です。 データベースへの接続が完了していません。

ARCSUITE_WS-
08302001

セッションIDが不正です。: セッ
ションID={0}

指定されているセッションの形式が不正または
対応するセッションがありません。

ARCSUITE_WS-
08302002

ロケールが不正です。: ロケール
={0}

指定したロケールが不正です。
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ARCSUITE_WS-
08302003

タイムゾーンが不正です。: タイム
ゾーン={0}

指定したタイムゾーンが不正です。

ARCSUITE_WS-
08302004

アタッチメントタイプが不正です。
: アタッチメントタイプ={0}

指定した添付ファイル形式が不正です。

ARCSUITE_WS-
08302005

ネームスペースが不正です。: ネー
ムスペース={0}

指定したネームスペースが不正です。

ARCSUITE_WS-
08302006

クレデンシャルタイプが不正です。
: クレデンシャルタイプ={0}

指定したクレデンシャル（認証情報）のタイプ
が不正です。

ARCSUITE_WS-
08302007

特権識別子が不正です。: 特権識別
子={0}

指定した特権識別子が不正です。

ARCSUITE_WS-
08302008

クライアント証明書の検証方式に
設定されている値が不正です。

システムプロパティに設定されている検証方式
（clientCertificateVerifyMode）が不正です。

ARCSUITE_WS-
08302009

バージョン番号が不正です。: バー
ジョン番号={0}

指定したバージョン番号が不正です。

ARCSUITE_WS-
08303001

データベースにアクセスできませ
ん。

サービス起動時にデータベースに接続できませ
んでした。

ARCSUITE_WS-
08303002

データベースからの読み込みに失
敗しました。

データベースからの読み込みに失敗しました。

ARCSUITE_WS-
08303003

データベースへの書き込みに失敗
しました。

データベースへの書き込みに失敗しました。

ARCSUITE_WS-
08303101

セッションがありません。 セッション情報が不整合を起こしています。

ARCSUITE_WS-
08303102

認証に失敗しました。: ユーザー識
別名={0}

ユーザーの認証に失敗しました。

ARCSUITE_WS-
08303103

セキュリティトークンの検証に失
敗しました。

指定したセキュリティトークンの検証に失敗し
ました。

ARCSUITE_WS-
08303104

暗号化されていないパスワードに
よる認証は認められていません。

平文のパスワードによる認証を拒否する設定に
なっています。

ARCSUITE_WS-
08303105

認証に失敗しました。: 証明書情報
が取得できません。

クライアント証明書によるユーザー認証をする
設定で、クライアント証明書の情報取得に失敗
しました。

ARCSUITE_WS-
08303106

認証に失敗しました。: 証明書情報
が不正です。

クライアント証明書からサブジェクトを取得で
きませんでした。

ARCSUITE_WS-
08303107

認証に失敗しました。: 証明書に対
応するユーザーが特定できません。

クライアント証明書のサブジェクトに対応する
ユーザーが見つからないか複数のユーザーに対
応しました。

ARCSUITE_WS-
08303108

認証に失敗しました。証明書に対
応するユーザーと一致しません。

クレデンシャルによって認証しようとするユー
ザーと、クライアント証明書のサブジェクトに
対応するユーザーが異なります。

ARCSUITE_WS-
08303109

最小バージョン未満のリクエスト
バージョンによる操作は認められ
ていません。: 最小バージョン
={0}, リクエストバージョン={1}

インターフェイス互換のある最小バージョン未
満のリクエストバージョンを指定した操作が実
行されました。

表：共通エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明
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12  メッセージ
リソース管理エラーメッセージ

ARCSUITE_WS-
08303201

セッションの状態に対して不正な
操作です。: セッション状態={0}

すでにログアウトしたセッションに対するログ
インなどセッション状態と操作に整合性があり
ません。

ARCSUITE_WS-
08303202

ユーザー認証が必要な操作です。 ログインせずにユーザー認証が必要な操作を呼
び出しています。

ARCSUITE_WS-
08303203

既にユーザー認証済みのセッショ
ンです。

すでにログインに成功したセッションに対して
ログインを行おうとしています。

表：リソース管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明

RMS_WEBSVC-
01200001

指定されたidのオブジェクトは存在
しません: {0}

SOAP APIで存在しないidのオブジェクトを取
得しようとしました。

RMS_WEBSVC-
01200002

指定されたdnのオブジェクトは存
在しません: {0}

SOAP APIで存在しないdnのオブジェクトを取
得しようとしました。

RMS_WEBSVC-
01200003

不正なidが指定されました: {0} SOAP APIで指定されたidの形式が不正でした。

RMS_WEBSVC-
01201001

検索範囲をidで指定することはでき
ません

SOAP APIで検索範囲をidで指定しました。

RMS_WEBSVC-
01201002

検索範囲を複数指定することはでき
ません

SOAP APIで検索範囲を複数指定しました。

RMS_WEBSVC-
01201003

指定された検索範囲は存在しません
でした: {0}

SOAP APIで指定された検索範囲が存在しませ
んでした。

RMS_WEBSVC-
01201004

検索オプションが指定されませんで
した

SOAP APIで検索オプションが指定されません
でした。

RMS_WEBSVC-
01201005

検索対象の種類を複数指定すること
はできません。

SOAP APIで検索時に対象オブジェクトを複数
指定しました。

RMS_WEBSVC-
01201006

検索対象の種類「{1}」のネームス
ペースは不正です: {0}

SOAP APIの検索時に指定された対象オブジェ
クトのネームスペースが正しくありません。

RMS_WEBSVC-
01201007

検索条件の属性「{1}」のネームス
ペースは不正です: {0}

SOAP APIの検索時に指定された検索条件の属
性のネームスペースが正しくありません。

RMS_WEBSVC-
01201008

検索条件に指定された「{0}」はサ
ポートされていません

SOAP APIの検索時に指定されたオペレーショ
ンはRMSではサポートされません。

RMS_WEBSVC-
01201009

検索オペレーター equalの条件にサ
ポート対象外の型が使用されました

SOAP APIの検索時にオペレーター equalに対
して指定したオペランドがサポート対象外の型
でした。

RMS_WEBSVC-
01201010

検索オペレーター
equalIgnoreCaseの条件に文字列
以外の型が使用されました

SOAP APIの検索時にオペレーター
equalIgnoreCaseに対して指定したオペラン
ドが文字列ではありません。

RMS_WEBSVC-
01201011

検索オペレーター likeの条件に文字
列以外の型が使用されました

SOAP APIの検索時にオペレーター likeに対し
て指定したオペランドが文字列ではありませ
ん。

表：共通エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明
6



12.2  エラーメッセージ一覧
ドキュメント管理エラーメッセージ

RMS_WEBSVC-
01201012

検索オペレーター likeIgnoreCase
の条件に文字列以外の型が使用され
ました

SOAP APIの検索時にオペレーター
likeIgnoreCaseに対して指定したオペランド
が文字列ではありません。

RMS_WEBSVC-
01201013

検索に指定されたidはRMSのidでは
ありません: {0}

SOAP APIの検索時に指定されたidのネームス
ペースがRMSではありません。

RMS_WEBSVC-
01201014

検索に指定されたグループ、もしく
はロールは存在しませんでした: {0}

SOAP APIの絞込み検索時に指定されたグルー
プ、またはロールが存在しません。

RMS_WEBSVC-
01202001

指定されたドメインは存在しません
: {0}

SOAP APIで存在しないドメインの下位部署を
リストしようとしました。

RMS_WEBSVC-
01203001

このセッションは正しくログインさ
れていません

SOAP APIをログインせずに使用しました。

RMS_WEBSVC-
01208001

データベースとの通信でエラーが発
生しました: {0}

SOAP API使用時に、データベースとの通信で
エラーが発生しました。

RMS_WEBSVC-
01209001

指定された属性は存在しませんでし
た: {0}:{1}

SOAP APIでRMSの属性スキーマ取得時に指定
した属性名がRMSではありません。

RMS_WEBSVC-
01209002

属性「{1}」のネームスペースは不
正です: {0}

SOAP APIでRMSの属性スキーマ取得時に指定
した属性のネームスペースがRMSではありま
せん。

RMS_WEBSVC-
01209003

属性リスト取得に指定されたネーム
スペースは不正です: {0}

SOAP APIでRMSの属性スキーマのリスト取得
時に指定したネームスペースがRMSではあり
ません。

表：ドキュメント管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明

ARCSUITE_WS-
08305001

属性と値の組み合わせが不正です。
: 属性名={0}, 値={1}

属性のデータ型と値のデータ型に整合性があり
ません。

ARCSUITE_WS-
08305002

キャビネットのIDが指定されてい
ません。

キャビネットのIDを指定する必須パラメーター
が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305003

コンテントラベルが指定されてい
ません。

コンテントラベルを指定する必須パラメーター
が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305004

エディションキーが指定されてい
ません。

エディションキーを指定する必須パラメーター
が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305005

IDが指定されていません。 オブジェクトのIDを指定する必須パラメーター
が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305006

ACEが不正です。 指定したアクセス制御エントリーのロールない
し権限が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305007

属性名が不正です。: 属性名={0} 指定した属性名の形式が不正です。

ARCSUITE_WS-
08305008

コンテントが不正です。 指定したコンテント情報が不正です。

表：リソース管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明
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ARCSUITE_WS-
08305009

列挙値が不正です。: 列挙値={0} 指定した列挙値の形式が不正です。

ARCSUITE_WS-
08305010

IDが不正です。: ID={0} 指定したIDの形式が不正です。

ARCSUITE_WS-
08305011

リファレンスIDが不正です。 指定したリファレンスのIDの形式が不正です。

ARCSUITE_WS-
08305012

リビジョン番号が不正です。: リビ
ジョン番号={0}

指定したリビジョン番号の形式が不正です。

ARCSUITE_WS-
08305013

登録先が指定されていません。 登録先が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305014

名前が指定されていません。 名前が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305015

リファレンスIDが指定されていま
せん。

リファレンスIDが指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305016

検索条件が指定されていません。 検索条件が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305017

検索オプションが指定されていま
せん。

検索オプションが指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305018

検索範囲が指定されていません。 検索範囲が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305019

状態が指定されていません。 状態が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305020

不明な権利です。: 権利={0} 存在しないアクセス権の権利が指定されていま
す。

ARCSUITE_WS-
08305021

不明なロールタイプです。: ロール
タイプ={0}

存在しないアクセス権のロールが指定されてい
ます。

ARCSUITE_WS-
08305022

このセッションは正しくログイン
されていません。

ログインしていないセッションが使用されてい
ます。

ARCSUITE_WS-
08305023

ACLが指定されていません。 アクセス制御リストを指定する必須パラメー
ターが指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305024

異なるキャビネットのIDが指定さ
れています。: ID={0}, ID={1}

対象オブジェクトと指定したキャビネットが異
なります。

ARCSUITE_WS-
08305025

使用するファイルフォーマット変
換サービスが特定できないため、
コントロールダウンロードに失敗
しました。

コントロールダウンロードのために使用する
ファイルフォーマット変換サービスが特定でき
ません。

ARCSUITE_WS-
08305026

属性と値のRMSオブジェクトの組
み合わせが不正です。: 属性名
={0}, RMSオブジェクトの
DN={1}

属性のデータ型と値のRMSオブジェクトのタ
イプに整合性がありません。

ARCSUITE_WS-
08305027

エディション番号が不正です。: エ
ディション番号={0}

指定したエディション番号が不正です。

表：ドキュメント管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明
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12.2  エラーメッセージ一覧
タスク管理エラーメッセージ
タスク管理に関しては、SOAPインターフェイス固有のエラーメッセージはありません。

プロセス管理エラーメッセージ

ARCSUITE_WS-
08305028

指定されたオブジェクトが見つか
りません。: ID={0}

指定したIDのオブジェクトは存在しないか、ア
クセス権がありません。

ARCSUITE_WS-
08305029

スタンプルール名が指定されてい
ません。

スタンプルール名が指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305030

クラスのIDが指定されていません。 クラスのIDが指定されていません。

ARCSUITE_WS-
08305031

クラスIDが不正です。: クラス
ID={0}

指定したクラスIDが不正です。

ARCSUITE_WS-
08305101

原本性保証コンポーネントでエ
ラーが発生しました。:メッセージ
={0}

原本性保証コンポーネントの処理でエラーが発
生しました。

表：プロセス管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明

AWF_WEBSVC-
25200001

オブジェクトが見つかりません。
（ID:{0}）

指定されたIDのオブジェクトが見つかりません。

AWF_WEBSVC-
25200002

ID文字列を解析できません。
（ID={0}）

指定されたID文字列を解析できません。

AWF_WEBSVC-
25200003

ネームスペースが不正です。
（ID={0}, ネームスペース={1}）

指定されたIDのネームスペース部分がawfでは
ありません。

AWF_WEBSVC-
25200004

ワークフローオブジェクトのIDが
数値ではありません。（ID={0}, オ
ブジェクトID={1}）

指定されたIDのオブジェクトID部分が解析でき
ません。

AWF_WEBSVC-
25200005

オブジェクトクラス名が不正です。
（ID={0}, オブジェクトクラス名
={1}）

指定されたIDのオブジェクトクラス部分が解析
できません。

AWF_WEBSVC-
25200006

{0}のIDではありません。（ID={1}） 指定されたIDのオブジェクトクラスが期待され
たものと違います。

AWF_WEBSVC-
25201001

属性IDが見つかりません。（ns:{0}, 
name:{1}, lang:{2}）

指定された属性IDが見つかりません。

AWF_WEBSVC-
25201002

指定された名前の作業が見つかりま
せんでした。（案件ID:{0}, 作業名
:{1}）

指定された案件IDと作業名から、該当する作業
を見つけられません。

AWF_WEBSVC-
25201003

オブジェクトでサポートされていな
いソート属性です。（オブジェクト
:{0}, 属性ns:{1}, 属性name:{2}）

オブジェクトでサポートされていない属性で
ソートしようとしました。

AWF_WEBSVC-
25201004

ワークフローコンポーネントのライ
センスがありません。（ユーザー
ID:{0}）

ログインユーザーがワークフローコンポーネン
トのライセンスを保持していません。

表：ドキュメント管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明
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AWF_WEBSVC-
25201005

代行依頼者が指定されませんでし
た。

代行者指定が必要な操作において、代行者が指
定されませんでした。

AWF_WEBSVC-
25201006

コンポーネントライセンスがありま
せん。（コンポーネントID:{0}）

該当コンポーネントにコンポーネントライセン
スが与えられていません。

AWF_WEBSVC-
25201007

ライセンスキーが不正です。 ライセンスキーが不正です。

AWF_WEBSVC-
25201008

オプションの数が不正です。（指定
されたオプションの数:{0}, サポー
トされるオプションの数:{1}）

オプション値の数が正しくありません。

AWF_WEBSVC-
25201009

オプションの値を解決できません。
（値:{0}）

サポートされていないオプション値を指定しま
した。

AWF_WEBSVC-
25202001

検索対象は複数指定できません。 検索対象オブジェクトが複数指定されました。

AWF_WEBSVC-
25202002

検索対象と属性の組み合わせがサ
ポートされていません。（検索対象
:{0}, 属性ns:{1}, 属性name:{2}）

検索の条件として、対象オブジェクトに対し、
検索できない属性が指定されました。

AWF_WEBSVC-
25202003

検索対象属性の型と、指定された値
の型が一致していません。（対象属
性ns:{0}, 対象属性name:{1}, 対象
属性の型:{2}, 入力値の型：{3}）

検索対象属性の型と、属性に対してユーザーが
入力した値の型が一致していません。

AWF_WEBSVC-
25202004

検索対象が未指定です。 検索対象オブジェクトが指定されていません。

AWF_WEBSVC-
25202005

サポートされていない属性の型と演
算子の組み合わせです。（対象属性
の型：{0}, 演算子：{1}）

属性の型と演算子の組み合わせが未サポートで
す。

AWF_WEBSVC-
25202006

このオブジェクトの検索はサポート
されていません。（オブジェクト
:{0}）

検索できないオブジェクトを検索しようとしま
した。

AWF_WEBSVC-
25202007

この演算子には、多値を指定するこ
とはできません。（演算子：{0}, 値
のクラス：{1}）

演算子の第二項に当たる部分に多値を指定しま
した。

AWF_WEBSVC-
25202008

この演算子には、空の値を指定する
ことはできません。（演算子：{0}, 
値のクラス：{1}）

演算子の第二項に当たる部分に空の値を指定し
ました。

AWF_WEBSVC-
25202009

属性検索の条件値が不正です。（属
性ns:{0}, 属性name:{1}）

属性検索の条件値が不正です。

AWF_WEBSVC-
25202010

多値の検索モード指定が不正です。
（モード:{0}）

多値の検索モード指定が不正です。

AWF_WEBSVC-
25202011

ユーザー属性にはこの演算子は指定
できません。（演算子：{0}, 属性名
:{1}）

ユーザー属性に対して、サポートされていない
演算子を指定しました。

AWF_WEBSVC-
25203001

 フィールドパラメータの変換に失
敗しました。（フィールド:{0}）

フィールドパラメーターを内部属性値に変換で
きません。

表：プロセス管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明
0



12.2  エラーメッセージ一覧
AWF_WEBSVC-
25203002

フィールドが重複して指定されてい
ます。（フィールド:{0}）

同一フィールドの値を複数回指定しました。

AWF_WEBSVC-
25203003

列挙値型の属性に列挙値型以外の属
性値を指定しています。（属性値の
クラス:{0}）

列挙値型の属性に列挙値型以外の属性値を指定
しました。

AWF_WEBSVC-
25203004

ID型の属性にID型以外の属性値を
指定しています。（属性値のクラス
:{0}）

ID型の属性にID型以外の属性値を指定しまし
た。

AWF_WEBSVC-
25203005

不明な列挙値です。（ns:{0}, 
name:{1}）

サポートされていない列挙値の値を指定しまし
た。

AWF_WEBSVC-
25203006

コンテントが複数指定されていま
す。（名前:{0}）

登録するローカルドキュメントのコンテントが
複数指定されています。

AWF_WEBSVC-
25203007

コンテントがひとつも指定されてい
ません。（名前:{0}）

登録するローカルドキュメントのコンテントが
指定されていません。

AWF_WEBSVC-
25203008

プライマリコンテントでないコンテ
ントが指定されています。（名前
:{0}, コンテントラベル:{1}）

登録するローカルドキュメントのコンテントと
して、プライマリコンテント以外が指定されて
います。

AWF_WEBSVC-
25203009

ドキュメント型以外の属性に対し
て、ローカルドキュメントを指定す
ることはできません。（データ型
:{0}）

ドキュメント型以外の属性の値として、ローカ
ルドキュメントが指定されています。

AWF_WEBSVC-
25203010

ドキュメント型属性に設定できない
属性値です。（属性値のクラス:{0}）

ドキュメント型属性の値として、ID型以外を指
定しました。

AWF_WEBSVC-
25203011

値にnullが含まれています。（値の
クラス: {0}）

属性値の値として、nullが含まれています。

表：プロセス管理エラーメッセージ一覧

エラー番号 メッセージ 説明
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付録

Webサービスを利用して送信するリクエストの上限値を設定する手順や、Webサービス
のすべての属性における特性定義情報の一覧、主要データ型の構成、用語集を記載しま
す。



付録 A  送信するリクエストの上限値の設定
付録 A 送信するリクエストの上限値の設定
Webサービスを利用して50,000件を超えるリクエストを送信した場合、送信するリクエストの上限値を設定して
いないときには、エラーが発生します。
そのため、次の手順で送信するリクエストの上限値を設定します。

1. ArcSuiteをインストールしているサーバーに、サインインします。

2. 次の設定ファイルをテキストエディターなどで開きます。
｛プログラムホーム｝\Service\Components\WebService\webapps\ws\WEB-INF\
cxf-beans.xml

｛プログラムホーム｝は、ArcSuiteをインストールしたフォルダーです。デフォルトは、「｛システムド
ライブ｝:¥
Program Files¥FUJIFILM¥ArcSuite」です。

3. jaxwsプロパティにキー名「org.apache.cxf.stax.maxChildElements」を追加して、上限値を設定し
ます。
例 )

4. 設定ファイルを上書き保存します。

<jaxws:properties>
<entry key="mtom-enabled" value="true"/>
<entry key="attachment-directory" value="D:\ArcSuite\temp/WebService"/>

<!-- 4MB -->
<entry key="attachment-memory-threshold" value="4000000"/>
<entry key="org.apache.cxf.stax.maxChildElements" value="1000000"/> //←value値を任意の
値変更する
</jaxws:properties>
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  付録
付録 B 属性情報

属性定義情報（AttributeSchema）

（＊）ドキュメント管理サービスの Principal型と UserRole型を区別するための付加情報です。
Principal型の場合 : "user" 、それ以外 : nullです。

属性テンプレート（AttributeTemplate）

public class AttributeSchema {
    private String ns; 属性ネームスペース
    private String name; 属性識別名
    private I18NLabel[] displayName; 表示文字列
    private I18NLabel[] description; 説明
    private DataType dataType; データ型
    private String nativeDataType; ネイティブデータ型（＊）
    private Boolean multiValued; 多値フラグ
    private Boolean required; 必須フラグ
    private Boolean enumerated; 列挙型フラグ
    private Boolean modifiable; 編集可能フラグ
    private Boolean searchable; 検索可能フラグ
    private Boolean sortable; ソート可能フラグ
    private Integer minLength; 最小長
    private Integer maxLength; 最大長
    private Integer minCount; 最小要素数
    private Integer maxCount; 最大要素数
    private Long minIntegralValue; 最小値（整数型）
    private Long maxIntegralValue; 最大値（整数型）
    private Double minFloatingValue; 最小値（浮動小数点型）
    private Double maxFloatingValue; 最大値（浮動小数点型）
    private Boolean minInclusive; 最小値包含フラグ（浮動小数点の場合のみ）
    private Boolean maxInclusive; 最大値包含フラグ（浮動小数点の場合のみ）
    private String pattern; 正規表現パターン
    private I18nStrings enumLabels; 多言語対応の列挙値ラベル
}

public class AttributeTemplate {
    private String name; 属性テンプレート名
    private AttributeTemplateItem[] items; 属性テンプレート項目
}

4



付録 B  属性情報
属性テンプレート項目（AttributeTemplateItem）

属性情報一覧

public class AttributeTemplateItem {
    private String ns; 属性ネームスペース
    private String name; 属性識別名
    private I18NLabel[] displayName; 表示文字列
    private DataType dataType; データ型
    private AttributeValue[] enumeration; 属性の列挙値
    private AttributeValue minValue; 最小値
    private AttributeValue maxValue; 最大値
    private Integer minLength; 最小長
    private Integer maxLength; 最大長
    private String pattern; 値の正規表現
    private AttributeValue defaultValue; デフォルト値
    private String hint; ヒントを表すCSV形式の文字列
}

表：属性情報一覧
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rms cn 名前 STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms descriptio
n

説明 STRING × － × ○ ○ ○ 0 1024 － － － － － － － － －

rms displayNa
me

表示名 STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms employee
Number

従業員番
号

STRING × － × ○ ○ ○ 0 64 － － － － － － － － －

rms employee
Type

従業員種
別

STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms givenNam
e

名 STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms l ロケー
ション

STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms labeledURIホーム
ページア
ドレス

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms mail メールア
ドレス

STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms mobile 移動電話
番号

STRING × － × ○ ○ ○ 0 32 － － － － － － － － －

rms ou 部署名 STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms preferredL
anguage

言語 STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －
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rms sn 姓 STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms telephone
Number

電話番号 STRING × － × ○ ○ ○ 0 32 － － － － － － － － －

rms title 役職 STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms uid ログイン
名

STRING × － × ○ ○ ○ 0 64 － － － － － － － － －

rms printer-
location

設置場所 STRING × － × ○ ○ ○ 0 127 － － － － － － － － －

rms printer-
make-
and-
model

機種名 STRING × － × ○ ○ ○ 0 127 － － － － － － － － －

rms printer-
name

論理プリ
ンター名

STRING × － × ○ ○ ○ 0 127 － － － － － － － － －

rms printer-
service-
person

プリン
ター管理
者

STRING × － × ○ ○ ○ 0 127 － － － － － － － － －

rms printer-uri 論理プリ
ンター
URI

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms printer-
eco-load

環境負荷
値

LONG × － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsAccess
FromMulti
ClientFlag

同一ユー
ザー複数
クライア
ント同時
アクセス
許可フラ
グ

BOOLEA
N

× － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsAdmin
ToolURI

管理ツー
ルURI

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsAttribu
teColumn
Name

データ
ベース
テーブル
カラム

STRING × － × ○ ○ ○ 0 32 － － － － － － － － －

rms rmsAttribu
teSearcha
ble

検索条件
指定可能
フラグ

BOOLEA
N

× － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsAttribu
teSortable

ソート条
件指定可
能フラグ

BOOLEA
N

× － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsAttribu
teType

型名 STRING × － × ○ ○ ○ 0 32 － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
rms rmsAvaila
bleFunctio
ns

利用可能
な機能

STRING ○ － × ○ ○ × 0 128 － － － － － － － － －

rms rmsCertD
N

ユーザー
証明書の
DN

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsComp
onentInfo

コンポー
ネント情
報

STRING × － × ○ ○ ○ 0 1024 － － － － － － － － －

rms rmsComp
onentKey

コンポー
ネント
キー

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsComp
onentType

コンポー
ネントの
タイプ

STRING × － × ○ ○ ○ 0 64 － － － － － － － － －

rms rmsDigest
NotifyTime

ダイジェ
スト通知
時刻

STRING × － × ○ ○ ○ 0 32 － － － － － － － － －

rms rmsExtGro
up

外部グ
ループ名

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsExtUse
r

外部ユー
ザー名

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsHostE
ntryID

ホストエ
ントリの
ID

STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms rmsLicens
eCount

ライセン
ス数

STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms rmsLogout
ServletURI

ログアウ
トサーブ
レットURI

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsMailab
le

メール通
知

BOOLEA
N

× － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsMaxSe
ssionCoun
t

コンポー
ネントの
最大同時
セッショ
ン数

LONG × － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsMaxVa
lueCount

最大個数 LONG × － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsMaxVa
lueLength

最大長 LONG × － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsMobile
Mail

移動電話
メールア
ドレス

STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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rms rmsPronun
ciation

ふりがな STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsRmiRe
gistryHost

RMIレジ
ストリの
ホスト名

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rms rmsRmiRe
gistryPort

RMIレジ
ストリの
ポート番
号

LONG × － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsServer
Name

サーバー
名

STRING × － × ○ ○ ○ 0 128 － － － － － － － － －

rms rmsSingle
Valued

単値フラ
グ

BOOLEA
N

× － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsTimeZ
one

タイム
ゾーン

STRING × － × ○ ○ ○ 0 64 － － － － － － － － －

rms rmsUserM
axSession
Count

同一ユー
ザーの最
大同時
セッショ
ン数

LONG × － × ○ ○ ○ 0 0 － － － － － － － － －

rms rmsVersio
n

バージョ
ン

STRING × － × ○ ○ ○ 0 32 － － － － － － － － －

rms rmsExtAut
hConfig

外部認証
構成名

STRING × － × ○ ○ ○ 0 16 － － － － － － － － －

rms rmsSLBCo
okieValue

SLB用クッ
キー値

STRING × － × ○ ○ ○ 0 256 － － － － － － － － －

rep system:ce
rtificateser
ialnumber

証明書シ
リアルNo.

STRING × － － － ○ ○ － 100 － － － － － － － － －

rep system:pa
gesize

ページサ
イズ

STRING × － － － ○ ○ － 32 － － － － － － － － －

rep system:loc
ktype

ロックタ
イプ

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ob
jecttype

オブジェ
クトタイ
プ

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:rd
sindexstat
us

関連文書
検索イン
デックス
状況

I18N_ST
RING

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:rev
isionnumb
er

改訂番号 INT × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:cr
eatedby

登録者 RMS_OB
JECT

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
rep system:cu
rrentrevisi
onnumber

現改訂番
号

INT × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:co
ntentlabell
ist

コンテン
トラベル
リスト

I18N_ST
RING

○ － － － ○ × － － － 2
0
－ － － － － － －

rep system:nu
mberofpag
es

ページ数 INT × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:rd
sindexdate

関連文書
検索イン
デックス
変更日時

DATE_TI
ME

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:fts
indexdate

全文検索
インデッ
クス変更
日時

DATE_TI
ME

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:cla
ssifymodifi
edon

該当件数
最終変更
日時

DATE_TI
ME

× － － － × ○ － － － － － － － － － － －

rep system:pa
geheight

ページ長 DOUBLE × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:rd
sservice

関連文書
検索サー
ビス

STRING × － － － × × － 128 － － － － － － － － －

rep system:rd
sscore

関連度 INT × － － － × ○ － － － － － － － － － － －

rep system:st
oragepath

格納パス STRING × － － － × × － 1024 － － － － － － － － －

rep system:crli
ssuer

CRL発行
者

STRING × － － － ○ ○ － 256 － － － － － － － － －

rep system:co
ntentlabel

コンテン
トラベル

I18N_ST
RING

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:sta
tus

状態 I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:co
mpression
type

圧縮形式 STRING × － － － × × － 512 － － － － － － － － －

rep system:m
ediatype

メディア
タイプ

STRING × － － － ○ ○ － 64 － － － － － － － － －

rep system:pa
gewidth

ページ幅 DOUBLE × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:rd
sstatus

関連文書
検索反映
状況

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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rep system:res
olution

解像度 LONG × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:col
orspace

色空間 STRING × － － － ○ ○ － 512 － － － － － － － － －

rep system:rd
sindexnam
e

関連文書
検索イン
デックス
名

STRING × － － － × × － 128 － － － － － － － － －

rep system:xr
esolution

水平解像
度

LONG × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:ce
rtificatesu
bject

証明書所
有者

STRING × － － － ○ ○ － 256 － － － － － － － － －

rep system:fts
indexstatu
s

全文検索
インデッ
クス状況

I18N_ST
RING

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:loc
kedon

ロック日
時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ce
rtificateno
tbefore

証明書有
効期限開
始日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:loc
kcomment

ロックコ
メント

STRING × － － － ○ × － 512 － － － － － － － － －

rep system:fts
date

全文検索
反映日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:dis
usedon

削除日時 DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ce
rtificateno
tafter

証明書有
効期限終
了日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:m
odifiedon

最終変更
日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ad
ministrator

管理者 RMS_OB
JECT

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:m
odifiedby

最終変更
者

RMS_OB
JECT

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:sh
orttext

ショート
テキスト

STRING × － － － × × － 512 － － － － － － － － －

rep system:nu
mberofcla
ssifiedobjs

該当件数 INT × － － － × ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ch
arset

キャラク
タセット

STRING × － － － ○ ○ － 64 － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
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（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
rep system:evi
dencestat
us

証拠情報
ステータ
ス

STRING × － － － ○ ○ － 64 － － － － － － － － －

rep system:edi
tionnumbe
r

版番号 INT × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:dis
usedby

削除者 RMS_OB
JECT

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:fts
status

全文検索
反映状況

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:no
te

注釈 STRING × － － － × × － 512 － － － － － － － － －

rep system:xa
des

XAdES BINARY × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:sig
ners

署名者 STRING ○ － － － ○ × － 256 － 1
0
0

－ － － － － － －

rep system:edi
tionlabel

版名称 STRING × － － － ○ ○ － 64 － － － － － － － － －

rep system:im
ageheight

イメージ
長

LONG × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:nu
mberofchil
dren

要素数 INT × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:loc
kedby

ロック
ユーザー

RMS_OB
JECT

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:cry
ptographic
algorithms

暗号アル
ゴリズム

STRING ○ － － － ○ × － 100 － 1
0
0

－ － － － － － －

rep system:ol
desttimest
amp

最古タイ
ムスタン
プ日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:lat
esteditionf
lag

最新版フ
ラグ

BOOLEA
N

× － － － ○ × － － － － － － － － － － －

rep system:st
oragetype

格納タイ
プ

INT × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:crl
nextupdat
e

次回CRL
発行日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:co
ntentsizeb
ytes

コンテン
トサイズ
バイト

LONG × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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28

  付録
rep system:im
agewidth

イメージ
幅

LONG × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:na
me

名前 STRING × － － － ○ ○ － 384 － － － － － － － － －

rep system:ref
erentmedi
atype

参照先メ
ディアタ
イプ

STRING × － － － ○ ○ － 64 － － － － － － － － －

rep system:rd
sdate

関連文書
検索反映
日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ex
ternalrefty
pe

外部リ
ファレン
スタイプ

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ob
jectcatego
ry

オブジェ
クトカテ
ゴリー

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:un
itsystem

単位系 STRING × － － － × × － 512 － － － － － － － － －

rep system:ti
mestampn
otafter

タイムス
タンプ有
効期限終
了日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:co
ntenttype

コンテン
トタイプ

STRING × － － － ○ ○ － 256 － － － － － － － － －

rep system:rev
isioncomm
ent

改訂コメ
ント

STRING × － － － × × － 512 － － － － － － － － －

rep system:nu
mberofhar
drefs

ハードリ
ファレン
ス被参照
数

INT × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:col
ordepth

色の深さ INT × － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:dis
usedlocati
onpathflag

削除時パ
スフラグ

BOOLEA
N

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:lat
esttimesta
mp

最新タイ
ムスタン
プ日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:fts
indexnam
e

全文検索
インデッ
クス名

STRING × － － － × × － 128 － － － － － － － － －

rep system:dis
usedlocati
onpath

削除時パ
ス

STRING ○ － － － × × － 384 － 4
0
－ － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
rep system:ref
erentobjec
ttype

参照先オ
ブジェク
トタイプ

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ref
erentobjec
tcategory

参照先オ
ブジェク
トカテゴ
リー

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ce
rtificateiss
uer

証明書発
行者

STRING × － － － ○ ○ － 256 － － － － － － － － －

rep system:op
erationrest
rictpattern
label

操作制約
パターン
ラベル

I18N_ST
RING

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:yr
esolution

垂直解像
度

LONG × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:rev
isiontype

改訂種別 I18N_ST
RING

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:fts
service

全文検索
サービス

STRING × － － － × × － 128 － － － － － － － － －

rep system:cr
eatedon

登録日時 DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:file
name

ファイル
名

STRING × － － － ○ ○ － 384 － － － － － － － － －

rep system:crl
thisupdate

CRL発行
日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:col
labourl

コラボス
ペース
URL

URI × － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:col
labomsgtit
le

コラボス
ペース
メッセー
ジタイト
ル

STRING × － － － ○ ○ － 360 － － － － － － － － －

rep system:sta
tuschange
dby

最終状態
変更者

RMS_OB
JECT

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ar
chivalpres
ervedon

アーカイ
ブ保存日
時

DATE_TI
ME

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:ret
entionperi
odmodifie
don

最終保存
期間変更
日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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  付録
rep system:off
lineconten
tflag

オフライ
ンコンテ
ントフラ
グ

BOOLEA
N

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ret
entionperi
odstartdat
e

保存期間
開始日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:ce
rtificatene
xtupdate

次回証明
情報更新
日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:all
contentlab
ellist

全コンテ
ントラベ
ルリスト

I18N_ST
RING

○ － － － ○ × － － － 2
0
－ － － － － － －

rep system:val
idationnot
after

検証有効
期限終了
日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:loc
ationlabel

所在管理
ラベル

STRING × － － － ○ ○ － 384 － － － － － － － － －

rep system:col
labomsgco
ntent

コラボス
ペース
メッセー
ジ内容

STRING × － － － ○ ○ － 3000 － － － － － － － － －

rep system:ar
chivalpres
ervestatus

アーカイ
ブ保存状
況

I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:lat
estdocum
enttimesta
mp

最新文書
タイムス
タンプ日
時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:te
mplatena
me

テンプ
レート名

STRING × － － － ○ ○ － 256 － － － － － － － － －

rep system:cla
ss

クラス I18N_ST
RING

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:sta
tuschange
don

最終状態
変更日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:loc
ationowne
r

所在管理
者

RMS_OB
JECT

× － － － × × － － － － － － － － － － －

rep system:ret
entionperi
odenddate

保存期間
終了日時

DATE_TI
ME

× － － － ○ ○ － － － － － － － － － － －

rep system:wf
uri

ワークフ
ロー URI

URI × － － － × × － － － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
collabo taskName タスク名 STRING × ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo plannedSt
artDate

開始予定
日

DATE_TI
ME

× ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo plannedCl
oseDate

終了予定
日

DATE_TI
ME

× ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo startedDat
e

開始日時 DATE_TI
ME

× ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo closedDat
e

終了日時 DATE_TI
ME

× ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo taskStatus 状態 I18N_ST
RING

× ○ ○ ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo taskColor タスクカ
ラー

STRING × ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo taskLangu
age

タスク言
語

STRING × ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo progress 進捗度 INT × ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo progressM
anually

進捗度手
動設定

BOOLEA
N

× ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo taskMessa
geModDat
e

メッセー
ジ更新日
時

DATE_TI
ME

× ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo taskModD
ate

タスク更
新日時

DATE_TI
ME

× ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo archiveSta
tus

凍結状態 Archive 
Status

I18N_S
TRING

× × ○ × × × － － － － － － － －

collabo parentTask
s

上位タス
ク

Parent-
Tasks

ID ○ × × × × × － － － － － － － －

collabo childTasks 下位タス
ク

Child-
Tasks

ID ○ × × × × × － － － － － － － －

collabo messageU
ser

作成者 RMS_OB
JECT

× ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo messageTy
pe

メッセー
ジタイプ

I18N_ST
RING

× ○ ○ × × × － － － － － － － － － － －

collabo title タイトル STRING × ○ × ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo body 内容 STRING × ○ × ○ × × 0 － － － － － － － － － －

collabo exigency 緊急度 I18N_ST
RING

× ○ ○ ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo messageP
utDate

作成日 DATE_TI
ME

× ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo messageM
odDate

修正日 DATE_TI
ME

× ○ × × × × － － － － － － － － － － －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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  付録
collabo messageA
ttr

メッセー
ジ属性

I18N_ST
RING

× ○ ○ ○ × × － － － － － － － － － － －

collabo visibleId メッセー
ジ番号

STRING × ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo refMessag
eId

親のメッ
セージID

ID × × × × × × － － － － － － － － － － －

collabo editionKey エディ
ション
キー

ID × × × × × × － － － － － － － － － － －

collabo edition エディ
ション

STRING × × × × × × － － － － － － － － － － －

collabo fileSize ファイル
サイズ

LONG × × × × × × － － － － － － － － － － －

collabo output 成果物フ
ラグ

BOOLEA
N

× × × × × × － － － － － － － － － － －

collabo deleted 削除フラ
グ

BOOLEA
N

× × × × × × － － － － － － － － － － －

collabo messageId メッセー
ジID

ID × ○ × × × × － － － － － － － － － － －

collabo todoId ToDo ID ID × ○ × × × ○ － － － － － － － － － － －

collabo todoType ToDoタイ
プ

I18N_ST
RING

× ○ ○ × × ○ － － － － － － － － － － －

collabo todoUser ToDo作成
者

RMS_OB
JECT

× ○ × × × ○ － － － － － － － － － － －

collabo todoStatus ToDoス
テータス

I18N_ST
RING

× ○ ○ ○ × ○ － － － － － － － － － － －

collabo todoDueD
ate

ToDo納期
日時

DATE_TI
ME

× × × ○ × ○ － － － － － － － － － － －

collabo todoPutDa
te

ToDo最終
変更日時

DATE_TI
ME

× ○ × × × ○ － － － － － － － － － － －

collabo todoModD
ate

ToDO作成
日時

DATE_TI
ME

× ○ × × × ○ － － － － － － － － － － －

collabo todoActio
nId

ワークフ
ローのア
クション
ID

ID × × × × × × － － － － － － － － － － －

collabo todoRevie
wFileId

レビュー
対象ファ
イルID

ID × × × × × × － － － － － － － － － － －

awf.defi
nition

id 定義ID ID × ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － 1 － ○ ○ －

表：属性情報一覧
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付録 B  属性情報
awf.defi
nition

name 定義名 STRING × ○ × × ○ ○ 1 512 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

edition 版 LONG × ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

descriptio
n

説明 STRING × × × ○ ○ ○ 0 2000 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

administra
tors

管理者 RESOUR
CE

○ ○ × ○ ○ ○ 0 － 1 － － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

startProce
ssPermitte
es

起動権保
有者

RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

createTem
platePermi
ttees

テンプ
レート作
成権保有
者

RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

author 作成者 RESOUR
CE

× ○ × × ○ ○ 1 512 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

category カテゴ
リー

STRING × × × × ○ ○ 0 256 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

document
ation

参考資料 URI × × × × ○ ○ 0 1024 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

due 期間 DURATIO
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

lang 使用言語 I18N_ST
RING

× ○ ○ × ○ ○ 1 16 1 1 － － － － ○ ○ ja|en|ko|
zh-
cn|zh-tw

awf.defi
nition

lastUpdate
Time

最終更新
日時

DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

priority 優先度 I18N_ST
RING

× ○ ○ × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ low|nor
mal|high
|urgent

awf.defi
nition

publicatio
nStatus

公開状態 I18N_ST
RING

× ○ ○ × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ draft|pu
blished|e
nforced|
obsolete

awf.defi
nition

publicatio
nTime

登録日時 DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

observers 参照者 RESOUR
CE

○ × × × ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

validFrom 公開開始
日時

DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

validTo 公開終了
日時

DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

表：属性情報一覧
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28

  付録
awf.defi
nition

enabled 有効･無効 BOOLEA
N

× ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

primaryPr
ocessNam
e

参照定義
名

STRING × × × × ○ ○ 1 512 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.defi
nition

primaryPr
ocessEditi
on

参照版 LONG × ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

id 案件ID ID × ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － 1 － ○ ○ －

awf.pro
cess

name 案件名 STRING × ○ × ○ ○ ○ 1 512 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

descriptio
n

案件説明 STRING × × × ○ ○ ○ 0 2000 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

priority 優先度 I18N_ST
RING

× ○ ○ ○ ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ low|nor
mal|high
|urgent

awf.pro
cess

due 期間 DURATIO
N

× × × ○ × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

dueTime 終了予定
日時

DATE_TI
ME

× × × ○ ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

requester 起案者 RESOUR
CE

× ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

responsibl
es

責任者 RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

observers 参照者 RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

startTime 起案日時 DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

closeTime 終了日時 DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.pro
cess

state 状態 I18N_ST
RING

× ○ ○ × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ initiated|
starting|
started|r
unning|c
omplete
d|termin
ated|abo
rted

awf.pro
cess

currentAct
ivityIds

実行中作
業ID

ID ○ × × × × × 0 － 0 － － － 1 － ○ ○ －

awf.pro
cess

currentAct
ivityName
s

実行中作
業名

STRING ○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
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付録 B  属性情報
awf.pro
cess

url 案件URL STRING × ○ × × × × 1 1024 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

id 定義ID ID × ○ × × × × 0 － 1 1 － － 1 － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

name 作業名 STRING × ○ × × × × 1 512 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

descriptio
n

説明 STRING × × × × × × 0 2000 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

activityTyp
e

作業タイ
プ

I18N_ST
RING

× ○ ○ × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ entry|exi
t|action|
block|su
bflow

awf.acti
vityDefi
nition

document
ation

参考資料 URI × × × × × × 0 1024 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

due 期間 DURATIO
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

priority 優先度 I18N_ST
RING

× ○ ○ × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ low|nor
mal|high
|urgent

awf.acti
vityDefi
nition

responsibl
es

責任者 RESOUR
CE

○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

observers 参照者 RESOUR
CE

○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

participant
s

担当者 RESOUR
CE

○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

manualExe
cute

手動実行 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

manualCo
mplete

手動完了 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vityDefi
nition

childIds サブ定義
ID

ID ○ × × × × × 0 － 0 － － － 1 － ○ ○ －

awf.acti
vity

id 作業ID ID × ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － 1 － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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29

  付録
awf.acti
vity

name 作業名 STRING × ○ × × ○ ○ 1 512 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

descriptio
n

説明 STRING × × × ○ × × 0 2000 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

startTime 開始日時 DATE_TI
ME

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

executeTi
me

実行日時 DATE_TI
ME

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

closeTime 終了日時 DATE_TI
ME

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

state 状態 I18N_ST
RING

× ○ ○ × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ initiated|
starting|
started|r
unning|c
omplete
d|termin
ated|abo
rted

awf.acti
vity

priority 優先度 I18N_ST
RING

× ○ ○ ○ × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ low|nor
mal|high
|urgent

awf.acti
vity

due 期間 DURATIO
N

× × × ○ × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

dueTime 終了予定
日時

DATE_TI
ME

× × × ○ × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

responsibl
es

責任者 RESOUR
CE

○ × × ○ × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

participant
s

担当者 RESOUR
CE

○ × × ○ × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

observers 参照者 RESOUR
CE

○ × × ○ × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

performer
s

作業者 RESOUR
CE

○ × × ○ × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

actualPerf
ormers

実作業者 RESOUR
CE

○ × × ○ × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
vity

childIds サブ作業
ID

ID ○ × × × × × 0 － 0 － － － 1 － ○ ○ －

awf.acti
vity

activityId 作業ID ID × ○ × × × × 0 － 1 1 － － 1 － ○ ○ －

awf.acti
vity

url 作業URL STRING × ○ × × × × 1 1024 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

id ID ID × ○ × × ○ ○ 0 － 1 1 － － 1 － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
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（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
awf.acti
on

startTime 開始日時 DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

executeTi
me

実行日時 DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

closeTime 終了日時 DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

state 状態 I18N_ST
RING

× ○ ○ × ○ ○ 0 － 1 1 － － － － ○ ○ initiated|
starting|
started|r
unning|c
omplete
d|termin
ated|abo
rted

awf.acti
on

dueTime 終了予定
日時

DATE_TI
ME

× × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

actualPerf
ormers

実作業者 RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

participant
s

担当者 RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

performer
s

作業者 RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

responsibl
es

責任者 RESOUR
CE

○ × × ○ ○ ○ 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

activityId 作業ID ID × ○ × × × × 0 － 1 1 － － 1 － ○ ○ －

awf.acti
on

take 実行回数 LONG × × × × ○ ○ 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

name 作業名 STRING × ○ × × × × 1 512 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.acti
on

descriptio
n

説明 STRING × × × × × × 0 2000 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

id 属性定義
ID

ID × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

descriptio
n

説明 STRING × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

name 属性名 STRING × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

target 属性参照
先ID

ID × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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  付録
awf.attr
ibuteDe
finition

removeOn
Complete
d

案件完了
時削除

BOOLEA
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

defaultNa
mes

デフォル
ト属性名

KEYED_S
TRING

○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

defaultDes
criptions

説明（デ
フォルト）

KEYED_S
TRING

○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

dataType データ型 I18N_ST
RING

× × ○ × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ boolean|
long|dou
ble|strin
g|dateTi
me|date
|time|du
ration|re
source|u
ri|docum
ent|anyT
ype

awf.attr
ibuteDe
finition

multiValue 多値 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

enumerati
on

列挙値 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

readOnly 読取専用 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

minLength 最小長 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

maxLengt
h

最大長 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

minCount 最小要素
数

LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

maxCount 最大要素
数

LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

minValue 最小値 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

maxValue 最大値 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
awf.attr
ibuteDe
finition

minExclusi
ve

最小値境
界を含ま
ない

BOOLEA
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

maxExclus
ive

最大値境
界を含ま
ない

BOOLEA
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

pattern 正規表現
パターン

STRING × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteDe
finition

systemAttr
ibute

システム
属性

BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
dDefinit
ion

id フィール
ド定義ID

ID × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
dDefinit
ion

defaultVal
ue

デフォル
ト値

ANY × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
dDefinit
ion

lockType ロック I18N_ST
RING

× × ○ × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ none|loc
k|checko
ut

awf.fiel
dDefinit
ion

name フィール
ド名

STRING × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
dDefinit
ion

permissionアクセス
権

I18N_ST
RING

× ○ ○ × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ readOnly
|writable
|mandat
ory|cust
om|nothi
ng

awf.attr
ibute

id 属性ID ID × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

descriptio
n

説明 STRING × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

name 属性名 STRING × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

targetDefi
nition

属性値 ID × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

removeOn
Complete
d

案件完了
時削除

BOOLEA
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

defaultNa
mes

デフォル
ト属性名

KEYED_S
TRING

○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

defaultDes
criptions

説明（デ
フォルト）

STRING ○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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awf.attr
ibute

dataType データ型 I18N_ST
RING

× × ○ × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ boolean|
long|dou
ble|strin
g|dateTi
me|date
|time|du
ration|re
source|u
ri|docum
ent|anyT
ype

awf.attr
ibute

multiValue 多値 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

enumerati
on

列挙値 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

readOnly 読取専用 BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

minLength 最小長 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

maxLengt
h

最大長 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

minCount 最小要素
数

LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

maxCount 最大要素
数

LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

minValue 最小値 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

maxValue 最大値 LONG × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

minExclusi
ve

最小値境
界を含ま
ない

BOOLEA
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

maxExclus
ive

最大値境
界を含ま
ない

BOOLEA
N

× × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

pattern 正規表現
パターン

STRING × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

systemAttr
ibute

システム
属性

BOOLEA
N

× ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

container ドキュメ
ントフォ
ルダー

ID × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibute

value 属性定義
参照先ID

ANY ○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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付録 B  属性情報
awf.fiel
d

id フィール
ドID

ID × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
d

defaultVal
ue

デフォル
ト値

ANY × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
d

lockType ロック I18N_ST
RING

× × ○ × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ none|loc
k|checko
ut

awf.fiel
d

name フィール
ド名

STRING × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
d

permissionアクセス
権

I18N_ST
RING

× ○ ○ × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ readOnly
|writable
|mandat
ory|cust
om|nothi
ng

awf.fiel
d

container ドキュメ
ントフォ
ルダー

ID × × × × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ －

awf.fiel
d

value フィール
ド値

ANY ○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

awf.fiel
d

valueType フィール
ド値タイ
プ

I18N_ST
RING

× × ○ × × × 0 － 0 1 － － － － ○ ○ default|c
urrent|hi
story

awf.attr
ibuteHi
story

name 属性名 STRING × ○ × × × × 0 － 1 1 － － － － ○ ○ －

awf.attr
ibuteHi
story

value 履歴値 ANY ○ × × × × × 0 － 0 － － － － － ○ ○ －

表：属性情報一覧

ネーム
ペース 名前 表示名

（日本語） データ型
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付録 C コラボ属性補足

表：コラボ属性補足一覧
◎ :必須、○ :設定可能

AttributeId

displayName
_ja

displayNam
e_en

取得 作成・更新

備考
ns name

タ
ス
ク
情
報

タ
ス
ク
情
報
（
複
数
）

関
与
タ
ス
ク
一
覧

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報
（
複
数
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報
（
添
付

/リ
ン
ク
）

添
付
フ
ァ
イ
ル

タ
ス
ク
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧

検
索

タ
ス
ク
作
成

タ
ス
ク
情
報
更
新

メ
ッ
セ
ー
ジ
登
録

遂
行
状
態
変
更

collabo taskName タスク名 Task Name ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ◎ ○ 　 　 　

collabo plannedSta
rtDate

開始予定日 Planned 
Start Date

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

collabo plannedClo
seDate

終了予定日 Planned 
Close Date

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

collabo startedDat
e

開始日時 Start Date ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

collabo closedDate 終了日時 Close Date ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

collabo taskStatus 状態 Status ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

collabo taskColor タスクカラー Task Color ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

collabo taskLangua
ge

タスク言語 Task 
Language

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

collabo progress 進捗度 Progress ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

collabo progressMa
nually

進捗度手動設
定

Progress 
(Manual)

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

collabo taskMessag
eModDate

メッセージ更
新日時

Message 
Updated

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

collabo taskModDa
te

タスク更新日
時

Task 
Updated

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

collabo archiveStat
us

凍結状態 Archive 
Status

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　

collabo parentTask
s

上位タスク Parent-Tasks○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 対象の上位タス
クのタスクID
（URI形式）を取
得。
対象の上位タス
クがない場合、
長さ0の配列を
返す。
6
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collabo childTasks 下位タスク Child-Tasks ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 対象の下位タス
クのタスクID
（URI形式）を取
得。
対象の下位タス
クがない場合、
長さ0の配列を
返す。

collabo messageUs
er

作成者 Creator 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 　

collabo messageTy
pe

メッセージタ
イプ

Message 
Type

　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 　

collabo title タイトル Title 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 　

collabo body 内容 Message 
Details

　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 メッセージタイ
プにより取得で
きる内容が異な
る。メッセージ
の場合、メッ
セージの本文、
関連リンクの場
合、URLが取得
される。添付
ファイルでは取
得する事ができ
ない。

collabo exigency 緊急度 Urgency 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 メッセージタイ
プがメッセージ
のときだけ取得
可能。

collabo messagePu
tDate

作成日 Created 
Date

　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 　

collabo messageM
odDate

修正日 Last Update 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 　

collabo messageAt
tr

メッセージ属
性

Message 
Attributes

　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 メッセージのと
きだけ取得可能。

collabo visibleId メッセージ番
号

Message No.　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 メッセージのと
きだけ得可能。

表：コラボ属性補足一覧
◎ :必須、○ :設定可能

AttributeId

displayName
_ja

displayNam
e_en

取得 作成・更新

備考
ns name

タ
ス
ク
情
報

タ
ス
ク
情
報
（
複
数
）

関
与
タ
ス
ク
一
覧

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報
（
複
数
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報
（
添
付

/リ
ン
ク
）

添
付
フ
ァ
イ
ル

タ
ス
ク
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧

検
索

タ
ス
ク
作
成

タ
ス
ク
情
報
更
新

メ
ッ
セ
ー
ジ
登
録

遂
行
状
態
変
更
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collabo refMessage
Id

親のメッセー
ジID

Parent 
Message ID

　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 メッセージの場
合、返信元の
メッセージの
メッセージID。
添付ファイル/関
連リンクの場合、
それぞれを付与
したメッセージ
のメッセージID
を表す。

collabo editionKey エディション
キー

Edition Key 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 添付ファイルの
ときだけ取得可
能。

collabo edition エディション Edition 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 添付ファイルの
ときだけ取得可
能。

collabo fileSize ファイルサイ
ズ

File Size 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 添付ファイルの
ときだけ取得可
能。

collabo output 成果物フラグ Outcome 
Flag

　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 添付ファイル/関
連リンクのとき
取得可能。

collabo deleted 削除フラグ Delete Flag 　 　 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　 　

表：コラボ属性補足一覧
◎ :必須、○ :設定可能

AttributeId

displayName
_ja

displayNam
e_en

取得 作成・更新

備考
ns name

タ
ス
ク
情
報
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情
報
（
複
数
）

関
与
タ
ス
ク
一
覧

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報
（
複
数
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
情
報
（
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付

/リ
ン
ク
）

添
付
フ
ァ
イ
ル

タ
ス
ク
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧

検
索

タ
ス
ク
作
成

タ
ス
ク
情
報
更
新

メ
ッ
セ
ー
ジ
登
録

遂
行
状
態
変
更
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付録 D ワークフロー属性補足

表：ワークフロー属性補足一覧
○ :指定可能、×:指定不可、 取得時は無視、 検索時はエラー、ソートに指定できる属性は検索可能属性と同じ

AttributeId

displayName_ja displayName_en

取得 検索

ns name

定
義

作
業
定
義

属
性
定
義

フ
ィ
ー
ル
ド
定
義

案
件

作
業

ア
ク
シ
ョ
ン

属
性

フ
ィ
ー
ル
ド

属
性
履
歴

定
義

案
件

ア
ク
シ
ョ
ン

awf.definition id 定義ID Definition ID ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

awf.definition id 定義ID Definition ID ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

awf.definition name 定義名 Definition Name ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
awf.definition edition 版 Edition ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
awf.definition description 説明 Description ○ ○
awf.definition administrato

rs
管理者 Administrator ○ ○

awf.definition startProcess
Permittees

起動権保有者 Users with Start 
Permission ○ ○

awf.definition createTempl
atePermittee
s

テンプレート作成
権保有者

Users with 
Create Template 
Permission

○ ○

awf.definition author 作成者 Creator ○ ○
awf.definition category カテゴリー Category ○ ○
awf.definition documentati

on
参考資料 Reference ○ ○

awf.definition due 期間 Period ○
awf.definition lang 使用言語 Preferred 

Language ○ ○

awf.definition lastUpdateTi
me

最終更新日時 Last Update ○ ○

awf.definition priority 優先度 Priority ○ ○
awf.definition publicationSt

atus
公開状態 Publication 

Status ○ ○

awf.definition publicationTi
me

登録日時 Registration 
Date ○ ○

awf.definition observers 参照者 Observers ○ ○
awf.definition validFrom 公開開始日時 Publication 

Start Date ○ ○

awf.definition validTo 公開終了日時 Publication 
Close Date ○ ○
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awf.definition enabled 有効･無効 Enabled/
Disabled ○ ○

awf.definition primaryProc
essName

参照定義名 Referenced 
Workflow 
Definition Name

○ ○

awf.definition primaryProc
essEdition

参照版 Referenced 
Edition ○ ○

awf.process id 案件ID Workprocess ID ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

awf.process name 案件名 Workprocess 
Name ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

awf.process description 案件説明 Workprocess 
Description ○ ○

awf.process priority 優先度 Priority ○ ○
awf.process due 期間 Period ○
awf.process dueTime 終了予定日時 Planned Close 

Date ○ ○ ○ ○ ○

awf.process requester 起案者 Starter ○ ○ ○ ○ ○
awf.process responsibles 責任者 Responsibles ○ ○
awf.process observers 参照者 Observers ○ ○
awf.process startTime 起案日時 WP Start Date ○ ○ ○ ○ ○
awf.process closeTime 終了日時 Close Date ○ ○ ○ ○ ○
awf.process state 状態 Status ○ ○
awf.process currentActivi

tyIds
実行中作業ID Running Activity 

ID ○

awf.process currentActivi
tyNames

実行中作業名 Running Activity 
Name ○

awf.activityDefini
tion

id 定義ID Definition ID ○ ○

awf.activityDefini
tion

name 作業名 Activity Name ○ ○

awf.activityDefini
tion

description 説明 Description ○

awf.activityDefini
tion

activityType 作業タイプ Activity Type ○

awf.activityDefini
tion

documentati
on

参考資料 Reference ○

awf.activityDefini
tion

due 期間 Period ○

表：ワークフロー属性補足一覧
○ :指定可能、×:指定不可、 取得時は無視、 検索時はエラー、ソートに指定できる属性は検索可能属性と同じ

AttributeId

displayName_ja displayName_en

取得 検索

ns name

定
義

作
業
定
義

属
性
定
義

フ
ィ
ー
ル
ド
定
義

案
件

作
業

ア
ク
シ
ョ
ン

属
性

フ
ィ
ー
ル
ド

属
性
履
歴

定
義

案
件

ア
ク
シ
ョ
ン
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awf.activityDefini
tion

priority 優先度 Priority ○

awf.activityDefini
tion

responsibles 責任者 Responsibles ○

awf.activityDefini
tion

observers 参照者 Observers ○

awf.activityDefini
tion

participants 担当者 Assignees ○

awf.activityDefini
tion

manualExecu
te

手動実行 Manual 
Execution ○

awf.activityDefini
tion

manualCom
plete

手動完了 Manual 
Completion ○

awf.activityDefini
tion

childIds サブ定義ID Sub-definition 
IDs ○

awf.activity id 作業ID Activity ID ○ ○ ○ ○ ○

awf.activity name 作業名 Activity Name ○ ○ ○ ○ ○
awf.activity description 説明 Description ○
awf.activity startTime 開始日時 Start Date ○
awf.activity executeTime 実行日時 Performed Date ○
awf.activity closeTime 終了日時 Close Date ○
awf.activity state 状態 Status ○
awf.activity priority 優先度 Priority ○
awf.activity due 期間 Period ○
awf.activity dueTime 終了予定日時 Planned Close 

Date ○

awf.activity responsibles 責任者 Responsibles ○
awf.activity participants 担当者 Assignees ○
awf.activity observers 参照者 Observers ○
awf.activity performers 作業者 Performer ○
awf.activity actualPerfor

mers
実作業者 Actual 

Performer ○

awf.activity childIds サブ作業ID Sub-activity IDs ○

awf.action id ID ID ○ ○ ○
awf.action startTime 開始日時 Start Date ○ ○ ○
awf.action executeTime 実行日時 Performed Date ○ ○ ○

表：ワークフロー属性補足一覧
○ :指定可能、×:指定不可、 取得時は無視、 検索時はエラー、ソートに指定できる属性は検索可能属性と同じ

AttributeId

displayName_ja displayName_en

取得 検索

ns name

定
義

作
業
定
義

属
性
定
義

フ
ィ
ー
ル
ド
定
義

案
件

作
業

ア
ク
シ
ョ
ン

属
性

フ
ィ
ー
ル
ド

属
性
履
歴

定
義

案
件

ア
ク
シ
ョ
ン
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awf.action closeTime 終了日時 Close Date ○ ○ ○
awf.action state 状態 Status ○ ○ ○
awf.action dueTime 終了予定日時 Planned Close 

Date ○ ○ ○

awf.action actualPerfor
mers

実作業者 Actual 
Performer ○ ○ ○

awf.action participants 担当者 Assignees ○ ○ ○
awf.action performers 作業者 Performer ○ ○ ○
awf.action responsibles 責任者 Responsibles ○ ○ ○
awf.action take 実行回数 Action Count ○ ○ ○
awf.attributeDefi
nition

id 属性定義ID Attribute 
Definition ID ○ ○ ○

awf.attributeDefi
nition

description 説明 Description ○ ○

awf.attributeDefi
nition

name 属性名 Attribute Name ○ ○

awf.attributeDefi
nition

target 属性参照先ID Reference 
Object ID ○ ○

awf.attributeDefi
nition

removeOnCo
mpleted

案件完了時削除 Delete Attribute 
Value when 
Workprocess 
Complete

○ ○

awf.attributeDefi
nition

defaultName
s

デフォルト属性名 Default 
Attribute Name ○ ○

awf.attributeDefi
nition

defaultDescri
ptions

説明（デフォル
ト）

Description 
(Default) ○ ○

awf.attributeDefi
nition

dataType データ型 Data Type ○ ○ ○

awf.attributeDefi
nition

multiValue 多値 Multi-value ○ ○ ○

awf.attributeDefi
nition

enumeration 列挙値 Enumeration 
Value ○ ○

awf.attributeDefi
nition

readOnly 読取専用 Read-only ○ ○

awf.attributeDefi
nition

minLength 最小長 Minimum 
Length ○ ○

awf.attributeDefi
nition

maxLength 最大長 Maximum 
Length ○ ○

表：ワークフロー属性補足一覧
○ :指定可能、×:指定不可、 取得時は無視、 検索時はエラー、ソートに指定できる属性は検索可能属性と同じ

AttributeId

displayName_ja displayName_en

取得 検索

ns name

定
義

作
業
定
義

属
性
定
義

フ
ィ
ー
ル
ド
定
義

案
件

作
業

ア
ク
シ
ョ
ン

属
性

フ
ィ
ー
ル
ド

属
性
履
歴

定
義

案
件

ア
ク
シ
ョ
ン
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awf.attributeDefi
nition

minCount 最小要素数 Minimum 
Number of 
Elements

○ ○

awf.attributeDefi
nition

maxCount 最大要素数 Maximum 
Number of 
Elements

○ ○

awf.attributeDefi
nition

minValue 最小値 Minimum Value ○ ○

awf.attributeDefi
nition

maxValue 最大値 Maximum Value ○ ○

awf.attributeDefi
nition

minExclusive 最小値境界を含ま
ない

Do not include 
the boundary 
value.

○ ○

awf.attributeDefi
nition

maxExclusive最大値境界を含ま
ない

Do not include 
the boundary 
value.

○ ○

awf.attributeDefi
nition

pattern 正規表現パターン Regular 
Expression 
Pattern

○ ○

awf.attributeDefi
nition

systemAttrib
ute

システム属性 System 
Attribute ○ ○

awf.fieldDefinitio
n

id フィールド定義ID Field Definition 
ID ○

awf.fieldDefinitio
n

defaultValue デフォルト値 Default Value ○

awf.fieldDefinitio
n

lockType ロック Lock ○

awf.fieldDefinitio
n

name フィールド名 Field Name ○

awf.fieldDefinitio
n

permission アクセス権 Access 
Permissions ○

awf.attribute id 属性ID Attribute ID ○ ○

awf.attribute description 説明 Description ○ ○
awf.attribute name 属性名 Attribute Name ○ ○
awf.attribute targetDefiniti

on
属性値 Attribute Value ○ ○

awf.attribute removeOnCo
mpleted

案件完了時削除 Delete Attribute 
Value when 
Workprocess 
Complete

○ ○

表：ワークフロー属性補足一覧
○ :指定可能、×:指定不可、 取得時は無視、 検索時はエラー、ソートに指定できる属性は検索可能属性と同じ

AttributeId

displayName_ja displayName_en

取得 検索

ns name
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業
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awf.attribute defaultName
s

デフォルト属性名 Default 
Attribute Name ○ ○

awf.attribute defaultDescri
ptions

説明（デフォル
ト）

Description 
(Default) ○ ○

awf.attribute dataType データ型 Data Type ○ ○
awf.attribute multiValue 多値 Multi-value ○ ○
awf.attribute enumeration 列挙値 Enumeration 

Value ○ ○

awf.attribute readOnly 読取専用 Read-only ○ ○
awf.attribute minLength 最小長 Minimum 

Length ○ ○

awf.attribute maxLength 最大長 Maximum 
Length ○ ○

awf.attribute minCount 最小要素数 Minimum 
Number of 
Elements

○ ○

awf.attribute maxCount 最大要素数 Maximum 
Number of 
Elements

○ ○

awf.attribute minValue 最小値 Minimum Value ○ ○
awf.attribute maxValue 最大値 Maximum Value ○ ○
awf.attribute minExclusive 最小値境界を含ま

ない
Do not include 
the boundary 
value.

○ ○

awf.attribute maxExclusive最大値境界を含ま
ない

Do not include 
the boundary 
value.

○ ○

awf.attribute pattern 正規表現パターン Regular 
Expression 
Pattern

○ ○

awf.attribute systemAttrib
ute

システム属性 System 
Attribute ○ ○

awf.attribute container ドキュメントフォ
ルダー

Document 
Folder ○ ○

awf.attribute value 属性定義参照先ID Attribute Value ○

awf.field id フィールドID Field ID ○

awf.field defaultValue デフォルト値 Default Value ○
awf.field lockType ロック Lock ○
awf.field name フィールド名 Field Name ○

表：ワークフロー属性補足一覧
○ :指定可能、×:指定不可、 取得時は無視、 検索時はエラー、ソートに指定できる属性は検索可能属性と同じ
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awf.field permission アクセス権 Access 
Permissions ○

awf.field container ドキュメントフォ
ルダー

Document 
Folder ○

awf.field value フィールド値 Field Value ○
awf.field valueType フィールド値タイ

プ
Field Value Type ○

awf.attributeHist
ory

name 属性名 Attribute Name ○

awf.attributeHist
ory

value 履歴値 Log Value ○

表：ワークフロー属性補足一覧
○ :指定可能、×:指定不可、 取得時は無視、 検索時はエラー、ソートに指定できる属性は検索可能属性と同じ
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付録 E I18nString

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足

オブジェク
トタイプ

rms user ユーザー User

オブジェク
トタイプ

rms group グループ Group

オブジェク
トタイプ

rms userRoleName ユーザーロール
名

User Role 
Name

オブジェク
トタイプ

rms component コンポーネント Component

オブジェク
トタイプ

rms printer プリンタ Printer

オブジェク
トタイプ

rms atom アトム Atom

コンテント
ラベル

rep system:primary プライマリー Primary

コンテント
ラベル

rep system:view インデックス View

コンテント
ラベル

rep system:scrap 部分 Scrap

コンテント
ラベル

rep system:nail 全ページサムネ
イル

Thumbnail

コンテント
ラベル

rep system:topNail 先頭ページサム
ネイル

Top Page 
Thumbnail

コンテント
ラベル

rep system:print プリント Print

コンテント
ラベル

rep system:text テキスト Text

内容検索 rep system:indexEntryN
one

インデックスエ
ントリーなし

Index Entry 
None

内容検索 rep system:indexEntryN
eedUpdate

インデックスエ
ントリー要更新

Index Entry 
Need Update 

内容検索 rep system:indexEntryU
pdating

インデックスエ
ントリー更新中

Index Entry 
Updating 

内容検索 rep system:indexEntryU
pdated

インデックスエ
ントリー更新完
了

Index Entry 
Updated 

内容検索 rep system:indexEntryF
ailed

インデックスエ
ントリー更新失
敗

Index Entry 
Failed 

内容検索 rep system:indexEntryO
ptimizing

インデックスエ
ントリー最適化
中

Index Entry 
Optimizing 
6
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内容検索 rep system:indexEntry
Waiting

インデックスエ
ントリー最適化
待ち

Index Entry 
Waiting 

内容検索 rep system:indexNone インデックスな
し

Index Entry 
None

内容検索 rep system:indexInitializ
ing

インデックス初
期化中

Index 
Initializing

内容検索 rep system:indexInitializ
ed

インデックス初
期化完了

Index 
Initialized

内容検索 rep system:indexUpdati
ng

インデックス更
新中

Index Updating

内容検索 rep system:indexUpdat
ed

インデックス更
新完了

Index Updated

内容検索 rep system:indexFailed インデックス更
新失敗

Index Failed

内容検索 rep system:indexDeletin
g

インデックス削
除中

Index Deleting

エディショ
ン/リビジョ
ン

rep system:previousRev
ision

旧訂 Previous 
Revision

エディショ
ン/リビジョ
ン

rep system:currentRevis
ion

新訂 Current 
Revision

エディショ
ン/リビジョ
ン

rep system:workingRevi
sion

校訂 Working 
Revision

エディショ
ン/リビジョ
ン

rep system:normal 通常 Normal

モード/状態
/ロック

rep system:maintenanc
e

メンテナンス Maintenance

モード/状態
/ロック

rep system:shiftingToM
aintenance

メンテナンス
モード移行中

Shifting To 
Maintenance

モード/状態
/ロック

rep system:shiftingToM
aintenanceImmedia
te

メンテナンス
モード即時移行
中

Shifting To 
Maintenance 
Immediate

モード/状態
/ロック

rep system:readOnly 読み出し専用 Read Only

モード/状態
/ロック

rep system:editable 編集可能 Editable

モード/状態
/ロック

rep system:editing 編集中 Editing

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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モード/状態
/ロック

rep system:fixed 固定 Fixed

モード/状態
/ロック

rep system:issued 承認 Issued

モード/状態
/ロック

rep system:obsolete 廃棄 Obsolete

モード/状態
/ロック

rep system:locked ロック中 Locked

モード/状態
/ロック

rep system:checkedOut チェックアウト
中

Checked Out

モード/状態
/ロック

rep system:preserveCon
tent

e文書法対応 Preserve 
Content

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:cabinet キャビネット Cabinet

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:drawer ドロワー Drawer

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:folder フォルダー Folder

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:document ドキュメント Document

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:externalDoc
ument

外部ドキュメン
ト

External 
Document

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:dynamicExt
ernalDocument

動的外部ドキュ
メント

Dynamic 
External 
Document 

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:reference リファレンス Reference

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:hardReferen
ce

ハードリファレ
ンス

Hard 
Reference

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:externalRefe
rence

外部リファレン
ス

External 
Reference

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:dmsReferen
ce

リファレンス
（DMS）

Reference 
(DMS)

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:classificatio
nDrawer

分類ドロワー Classification 
Drawer

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:classificatio
nView

分類ビュー Classification 
View

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:classificatio
nFolder

分類フォルダー Classification 
Folder 

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:wfDocFolde
r

ワークフロード
キュメントフォ
ルダー

Workflow 
Document 
Folder 

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:recycleBin ごみ箱 Recycle Bin

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:workSpace ワークスペース WorkSpace

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:docFolder ドキュメント
フォルダー

Document 
Folder

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:searchSettin
gFolder

検索設定保存
フォルダー

Search Setting 
Folder

オブジェク
トタイプ/オ
ブジェクト
カテゴリ

rep system:printSetting
Folder

印刷設定保存
フォルダー

Print Setting 
Folder

権利 rep getAttributePrivileg
e

属性取得権 Get Attribute 
Permission

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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権利 rep setAttributePrivilege 属性設定権 Set Attribute 
Permission

権利 rep getContentPrivilege コンテント取得
権

Get Content 
Permission

権利 rep setContentPrivilege コンテント設定
権

Set Content 
Permission

権利 rep viewContentPrivileg
e

コンテント表示
権

View Content 
Permission

権利 rep printContentPrivileg
e

コンテント印刷
権

Print Content 
Permission

権利 rep deleteObjectPrivileg
e

オブジェクト削
除権

Delete Object 
Permission

権利 rep addChildPrivilege エントリー追加
権

Add Child 
Permission

権利 rep removeChildPrivileg
e

エントリー削除
権

Remove Child 
Permission

権利 rep changeAclPrivilege アクセス変更権 Change ACL 
Permission

権利 rep changeStatusPrivile
ge

ステータス変更
権

Change Status 
Permission

権利 rep changeLockPrivilege ロック変更権 Change Lock 
Permission

権利 rep addRevisionPrivileg
e

改訂権 Add Revision 
Permission

権利 rep removeRevisionPrivi
lege

履歴削除権 Remove 
Revision 
Permission

ロールタイ
プ

rep everyone - -

ロールタイ
プ

rep others － －

アーカイブ rep system:noArchivalP
reservation

アーカイブ保存
なし

Archival 
Preservation - 
Not Applied

アーカイブ rep system:atArchivalPr
eservation

アーカイブ保存
中

Archival 
Preservation - 
In Progress

アーカイブ rep system:withArchival
Preservation

アーカイブ保存
あり

Archival 
Preservation - 
Applied

クラスID rep CLASS_NONE クラスなし null-class

クラスID rep CLASS_DEFAULT － －

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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タスク状態 collabo WAIT 開始前 Initiated

タスク状態 collabo EXEC 実行中 Operating

タスク状態 collabo CANCELED 中止 Suspended

タスク状態 collabo COMPLETE 完了 Completed

タスク状態 collabo RE_EXEC 再実行中 Re-operating

カスタムタ
スク属性
(taskAttr:x
xx)

collabo － カスタムタス
ク属性のうち
メニュー型の
場合に使用さ
れる。ユー
ザー定義属性
のため、入力
可能な値は不
定。
i18nStringの
nameにはコ
ラボスペース
管理の定義済
みカスタムタ
スク属性一覧
の値リストの
先頭の値を0番
目として何番
目の要素かを
指定する。

メッセージ
タイプ

collabo MSG メッセージ Message

メッセージ
タイプ

collabo FILE 添付ファイル Attachment 
Files

メッセージ
タイプ

collabo LINK 関連リンク Related Link

緊急度 collabo LOW 低 Low

緊急度 collabo NORMAL 通常 Normal

緊急度 collabo HIGH 緊急 High

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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メッセージ
属性

collabo － － － ユーザー定義
属性のため、
入力可能な値
は不定。
i18nStringの
nameは
messageAttr
:｛{ID}の形式
で指定する。
{ID}にはコラ
ボスペース管
理の定義済み
メッセージ属
性一覧のIDを
指定する。

関与者タイ
プ

collabo ADMIN タスク管理者 Admin

関与者タイ
プ

collabo LEADER リーダー Leader

関与者タイ
プ

collabo MEMBER メンバー Member ACLの
roleTypeの指
定でも使用

関与者タイ
プ

collabo OBSERVER オブザーバー Observer ACLの
roleTypeの指
定でも使用

関与者タイ
プ

collabo LIMITED 関与者外特別
ユーザー

Non-
participant 
(Privileged)

ACLの
roleTypeの指
定でも使用
ただし関与者
ではないため、
listParticipan
tTasksでnull
を指定した場
合、関与者外
特別ユーザー
だけのタスク
は結果に含ま
れない。

ロールタイ
プ

collabo OTHER 関与者外 Non-
participants

ACLの
roleTypeの指
定だけ使用

権利 collabo READ_TASK_INFO タスク情報読取
り権

Task 
Information - 
Read 
Permission

権利 collabo READ_CONTENT_LI
ST

メッセージリス
ト読取り権

Message List - 
Read 
Permission

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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権利 collabo READ_CONTENT メッセージ読取
り権

Message - 
Read 
Permission

権利 collabo WRITE_CONTENT メッセージ書込
み権

Message - 
Write 
Permission

権利 collabo CONNECT_TO_UP 上位タスク接続
･切断権

Permission to 
Connect/
Disconnect to 
child-Task

権利 collabo CONNECT_TO_LO
W

下位タスク接続
･切断権

Permission to 
Connect/
Disconnect to 
parent-Task

メンバー状
態

collabo WAIT 開始前 Initiated

メンバー状
態

collabo EXEC 実行中 Operating

メンバー状
態

collabo CANCELED 中止 Suspended

メンバー状
態

collabo FINISHED 終了 Terminated

メンバー状
態

collabo COMPLETE 完了 Completed

メンバー状
態

collabo RE_WAIT 再実行待ち Re-initiated

メンバー状
態

collabo RE_EXEC 再実行中 Re-operating

メンバー状
態

collabo ABORTED 実行不可 Unable to 
Operate

メール通知
指定

collabo MAIL_NOTIFY_DEF
AULT

メール通知設
定で使用（タ
スクの設定/緊
急度によって
決まる設定に
従う）

メール通知
指定

collabo MAIL_NOTIFY_TRU
E

メール通知設
定で使用（逐
次メール/ダイ
ジェストメー
ルを通知する）

メール通知
指定

collabo MAIL_NOTIFY_FALS
E

メール通知設
定で使用（逐
次メール/ダイ
ジェストメー
ルを通知しな
い）

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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凍結状態 collabo NORMAL 通常 Normal 　

凍結状態 collabo FREEZED 凍結 Freezed 　

凍結状態 collabo FILE_ARCHIVED_EX
CEPT_OUTPUT

アーカイブ済み
（成果物以外の
添付文書削除）

Archived (All 
attachments 
except 
outcomes have 
been deleted.)

　

凍結状態 collabo FILE_ARCHIVED アーカイブ済み
（全ての添付文
書削除）

Archived (All 
attachments 
have been 
deleted.)

　

凍結状態 collabo FULL_ARCHIVED アーカイブ済み
（全てのコンテ
ンツ削除）

Archived (All 
contents have 
been deleted.)

　

優先度 awf.priority low 低 Low

優先度 normal 普通 Medium

優先度 high 高 High

優先度 urgent 緊急 Urgent

言語 awf.lang ja 日本語 Japanese

言語 en 英語 English

言語 zh-cn 簡体字中国語 Simplified 
Chinese

言語 zh-tw 繁体字中国語 Traditional 
Chinese

言語 ko 韓国語 Korean

オブジェク
トタイプ

awf.objectT
ype

definition ワークフロー定
義

Workflow 
Definition

オブジェク
トタイプ

activityDefinition 作業定義 Activity 
Definition

オブジェク
トタイプ

attributeDefinition 属性定義 Attribute 
Definition

オブジェク
トタイプ

fieldDefinition フィールド定義 Field Definition

オブジェク
トタイプ

process 案件 Workprocess

オブジェク
トタイプ

activity 作業 Action

オブジェク
トタイプ

action アクション Action

オブジェク
トタイプ

attribute 属性 Attribute

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
4



付録 E  I18nString
オブジェク
トタイプ

field フィールド Field

オブジェク
トタイプ

attributeHistory 属性履歴 Attribute Log

ロックタイ
プ

awf.lockTy
pe

none － －

ロックタイ
プ

lock － －

ロックタイ
プ

checkout － －

データタイ
プ

awf.dataTy
pe

boolean ブール Boolean

データタイ
プ

long 整数 Integer

データタイ
プ

double 浮動小数点 Floating-point

データタイ
プ

string 文字列 String

データタイ
プ

dateTime 日時 Date and Time

データタイ
プ

date 日付 Date

データタイ
プ

time 時刻 Time

データタイ
プ

duration 期間 Period

データタイ
プ

resource リソース Resource

データタイ
プ

uri URI URI

データタイ
プ

document ドキュメント Document

データタイ
プ

expression 式 Expression

データタイ
プ

attributeRef 属性参照型 Attribute 
Reference

データタイ
プ

embeddedString 埋め込み文字列 Embedded 
String

データタイ
プ

anyType 属性値型 Attribute Value 
Type

関与者タイ
プ

awf.partici
pantType

requester 起案者 Starter

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
315



31

  付録
関与者タイ
プ

responsible 責任者 Responsible

関与者タイ
プ

participant 担当者 Assignee

関与者タイ
プ

performer 作業者 Activity 
Performer

関与者タイ
プ

observer 参照者 Observers

関与者タイ
プ

actualPerformer 実作業者 Actual 
Performer

公開状態 awf.publica
tionStatus

draft 未公開 Not yet 
published

公開状態 published 公開予定 To be 
published

公開状態 enforced 公開 Published

公開状態 obsolete 公開終了 Closed

アクティビ
ティタイプ

awf.activity
Type

root － －

アクティビ
ティタイプ

entry － －

アクティビ
ティタイプ

exit － －

アクティビ
ティタイプ

action － －

アクティビ
ティタイプ

block － －

アクティビ
ティタイプ

subflow － －

フィールド
値タイプ

awf.fieldVal
ueType

default － －

フィールド
値タイプ

current － －

フィールド
値タイプ

history － －

フィールド
アクセス設
定

awf.permis
sion

readOnly 参照 Read-only

フィールド
アクセス設
定

writable 編集 Writable

フィールド
アクセス設
定

mandatory 必須 Mandatory

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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フィールド
アクセス設
定

custom カスタム Custom

フィールド
アクセス設
定

nothing 権限なし No Permission

状態 awf.state initiated 初期化済 Initialized

状態 starting 待機中 Standby

状態 started 未着手 Not yet 
performed

状態 running 実行中 Running

状態 completed 完了 Completed

状態 terminated 中止 Terminated

状態 aborted 異常終了 Aborted

表：I18nString

用途 ネーム
スペース 名前 ラベル

（日本語） ラベル（英語） 補足
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付録 F Options

表：ドキュメント管理
name 説明

acl ACLの取得フラグ

defaultAcl デフォルトACLの取得フラグ

effectivePrivileges 実効アクセス権の取得フラグ

allContentAttributes すべてのコンテント属性の取得フラグ

referenceId リファレンスIDの取得フラグ

disusedLocationId ごみ箱からの復元先の取得フラグ

resolveRef リファレンス解決フラグ

errorOnOfflineContent オフラインコンテント取得時のエラーフラグ

forPrint 印刷用コンテントの取得フラグ

表：コラボレーション管理
name 説明

TASK_ACL タスクのアクセス権の情報取得フラグ

TASK_PARTICIPANT グループ・ロール展開後のタスク関与者取得フラグ

TASK_DESIGNATED_PAR
TICIPANT

グループ・ロール展開前のタスク関与者取得フラグ
8



付録 G  オブジェクト
付録 G オブジェクト

付録 G.1 ArcObject ArcSuiteアプリケーションオブジェクト（抽象
型）

付録 G.2 RmsObject RMSオブジェクト

付録 G.3 RepositoryObject Repositoryオブジェクト

付録 G.4 CollaboObject,TaskObject,MessageObject,ToDoObject

public abstract class ArcObject { 
    private String id; オブジェクトの識別子
    private I18nString objectClass; オブジェクトの種別を表す識別子
    private Attributes attributes; 取得した属性値情報
}

public class RmsObject extends ArcObject { 
    private I18nLabel[] label; 言語ごとのラベル文字列
    private String ns; 識別ネームスペース
    private String name; 識別名
}

public class RepositoryObject extends ArcObject { 
    private Ace[] acl; アクセス制御リスト
    private Ace[] defaultAcl; デフォルトアクセス制御リスト
    private I18nString[] effectivePrivileges; 実効アクセス権
    private ReferenceId referenceId; リファレンスのID（リファレンスのみ）
    private String disusedLocationId; 復元先のオブジェクトID（ごみ箱内オブジェクトのみ）
}
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コラボオブジェクト

付録 G.5 WorkflowObjectワークフローオブジェクト

public class CollaboObject extends ArcObject {
}

public class TaskObject extends CollaboObject {
    private Ace[] acl; アクセス制御リスト
    private TaskParticipant[] participants; 関与者情報のリスト
}

public class MessageObject extends CollaboObject {
}

public class ToDoObject extends CollaboObject {
    private ToDoPerformers performers; ToDoの作業者
}

public class WorkflowObject extends ArcObject {
    private Acl acl; アクセス制御リスト
}

0



付録 H  共通データ型
付録 H 共通データ型

付録 H.1 Uri URI型データ

付録 H.2 I18nString多言語対応文字列

付録 H.3 I18nLabel言語別ラベル

付録 H.4 KeyedStringキー付き文字列値

付録 H.5 Aceアクセス制御エントリー

public class Uri {
    private String _value; URIのラベル文字列
    private org.apache.axis.types.URI ref; URI値
}

public class I18nString {
    private I18nLabel[] label; 言語ごとのラベル文字列
    private String ns; 識別ネームスペース
    private String name; 識別名
}

public class I18nLabel { 
    private String _value; ラベル文字列
    private org.apache.axis.types.Language lang; 言語
}

public class KeyedString {
    private String value; 値の文字列
    private String key; キー名
}

public class Ace { 
    private Role role; アクセス主体のロール
    private I18nStrings[] privileges; アクセス権限
}
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付録 H.6 Roleアプリケーション固有ロール /ユーザーロール（排他
使用）

付録 H.7 ApplicationRoleオブジェクトをアクセス主体としたロー
ル（ワークフローで使用）

付録 H.8 Contentドキュメントのコンテント

付録 H.9 SortItemソート指定

付録 H.10 ProcessingException処理例外

public class Role {
    private I18nString roleType; アプリケーション固有ロール
    private RmsObjectValue userRole; ユーザーロール
}

public class ApplicationRole {
    private String id; アプリケーションオブジェクト識別子
    private I18nString role; オブジェクトにおけるロール指定
}

public class Content {
    private I18nString label; コンテントラベル
    private String fileName; ファイル名
    private String contentType; コンテントタイプ
    private javax.activation.DataHandler data; コンテントデータ
    private Attribute[] attributes; コンテント属性
}

public class SortItem {
    private AttributeId attributeId; ソート属性
    private Boolean isDescending; 降順ソート指定
}

public class ProcessingException extends org.apache.axis.AxisFault {
    private String category; エラーカテゴリー文字列
    private String code; エラーコード文字列
    private org.apache.axis.types.Language lang; エラーメッセージ言語
    private String qualifiedMessage; エラーメッセージ（カテゴリーとコードを含む）
    private String[] nestedMessages; 下位のエラーメッセージ
}

2



付録 H  共通データ型
付録 H.11Failure一括操作のエラー情報
public class Failure { 
    private int index; エラーとなった一括操作項目インデックス
    private ProcessingException exception; エラー情報
}
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  付録
付録 I 属性関連データ型

付録 I.1 DataTypeデータ型
public class DataType {
    public static final DataType BOOLEAN_TYPE 論理型
= new DataType("BOOLEAN_TYPE");
    public static final DataType INT_TYPE 整数型
= new DataType("INT_TYPE");
    public static final DataType LONG_TYPE 長整数型
= new DataType("LONG_TYPE");
    public static final DataType DOUBLE_TYPE 浮動小数点型
= new DataType("DOUBLE_TYPE");
    public static final DataType STRING_TYPE 文字列型
= new DataType("STRING_TYPE");
    public static final DataType DATE_TIME_TYPE 日時型
= new DataType("DATE_TIME_TYPE");
    public static final DataType DATE_TYPE 日付型
= new DataType("DATE_TYPE");
    public static final DataType TIME_TYPE 時刻型
= new DataType("TIME_TYPE");
    public static final DataType DURATION_TYPE 期間型
= new DataType("DURATION_TYPE");
    public static final DataType URI_TYPE URI型
= new DataType("URI_TYPE");
    public static final DataType BINARY_TYPE バイナリー型
= new DataType("BINARY_TYPE");
    public static final DataType RESOURCE_TYPE リソース型
= new DataType("RESOURCE_TYPE");
    public static final DataType RMS_OBJECT_TYPE RMSオブジェクト型
= new DataType("RMS_OBJECT_TYPE");
    public static final DataType ID_TYPE ID型
= new DataType("ID_TYPE");
    public static final DataType I18N_STRING_TYPE 多言語シンボル型
= new DataType("I18N_STRING_TYPE");
    public static final DataType KEYED_STRING_TYPE キー付き文字列型
= new DataType("KEYED_STRING_TYPE");
    public static final DataType ANY_TYPE ANY型
= new DataType("ANY_TYPE");
}

4



付録 I  属性関連データ型
付録 I.2 AttributeId属性識別子

付録 I.3 Attribute属性値

付録 I.4 AttributeValue属性値（抽象型）

付録 I.5 BooleanValue,BooleanValues論理型属性値

付録 I.6 IntValue,IntValues整数型属性値

public class AttributeId {
    private String ns; 属性ネームスペース
    private String name; 属性識別名
    private org.apache.axis.types.Language lang; 属性値の言語
}

public class Attribute {
    private AttributeValue attributeValue; 属性値
    private String ns; 属性ネームスペース
    private String name; 属性識別名
    private org.apache.axis.types.Language lang; 属性値の言語
}

public abstract class AttributeValue {
}

public class BooleanValue extends AttributeValue {
    private boolean _boolean;
}

public class BooleanValues extends AttributeValue {
    private Boolean[] booleans;
}

public class IntValue extends AttributeValue {
    private int _int;
}

public class IntValues extends AttributeValue {
    private int[] ints;
}
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  付録
付録 I.7 LongValue,LongValues長整数型属性値

付録 I.8 DoubleValue,DoubleValues浮動小数点型属性値

付録 I.9 StringValue,StringValues文字列型属性値

付録 I.10  DateTimeValue,DateTimeValues日時型属性値

public class LongValue extends AttributeValue {
    private long _long;
}

public class LongValues extends AttributeValue {
    private long[] longs;
}

public class DoubleValue extends AttributeValue {
    private double _double;
}

public class DoubleValues extends AttributeValue {
    private double[] doubles;
}

public class StringValue extends AttributeValue {
    private String string;
}

public class StringValues extends AttributeValue {
    private String[] strings;
}

public class DateTimeValue extends AttributeValue {
    private java.util.Calendar dateTime;
}

public class DateTimeValues extends AttributeValue {
    private java.util.Calendar[] dateTimes;
}

6



付録 I  属性関連データ型
付録 I.11  DateValue,DateValues日付型属性値

付録 I.12  TimeValue,TimeValues時刻型属性値

付録 I.13  DurationValue,DurationValues期間型属性値

付録 I.14  UriValue,UriValues URI型属性値

public class DateValue extends AttributeValue {
    private java.util.Date date;
}

public class DateValues extends AttributeValue {
    private java.util.Date[] dates;
}

public class TimeValue extends AttributeValue {
    private org.apache.axis.types.Time time;
}

public class TimeValues extends AttributeValue {
    private org.apache.axis.types.Time[] times;
}

public class DurationValue extends AttributeValue {
    private org.apache.axis.types.Duration duration;
}

public class DurationValues extends AttributeValue {
    private org.apache.axis.types.Duration[] durations;
}

public class UriValue extends AttributeValue {
    private Uri uri;
}

public class UriValues extends AttributeValue {
    private Uri[] uris;
}
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  付録
付録 I.15 BinaryValue,BinaryValuesバイナリー型属性値

付録 I.16 ResourceValue,ResourceValuesリソース型属性値（抽象
型）

付録 I.17 ApplicationRoleValue,ApplicationRoleValuesアプリ
ケーションロール型属性値

付録 I.18 RmsObjectValue,RmsObjectValues RMSオブジェクト
型属性値（抽象型）

public class BinaryValue extends AttributeValue {
    private javax.activation.DataHandler binary;
}

public class BinaryValues extends AttributeValue {
    private javax.activation.DataHandler[] binaries;
}

public abstract class ResourceValue extends AttributeValue {
}

public abstract class ResourceValues extends AttributeValue {
}

public class ApplicationRoleValue extends ResourceValue {
    private ApplicationRole applicationRole;
}

public class ApplicationRoleValues extends ResourceValues {
    private ApplicationRole[] applicationRoles;
}

public abstract class RmsObjectValue extends ResourceValue {
}

public abstract class RmsObjectValues extends ResourceValues {
}

8



付録 I  属性関連データ型
付録 I.19 RmsObjectValueId,RmsObjectValuesId RMSオブジェ
クト型属性値（ID）

付録 I.20 RmsObjectValueDn,RmsObjectValuesDn RMSオブ
ジェクト型属性値（DN）

付録 I.21 RmsObejctValueRmsObject,RmsObjectValuesRmsObje
ct RMSオブジェクト型属性値（オブジェクト）

付録 I.22 IdValue,IdValuesID型属性値

public class RmsObjectValueId extends RmsObjectValue {
    private String id;
}

public class RmsObjectValuesId extends RmsObjectValues {
    private String[] ids;
}

public class RmsObjectValueDn extends RmsObjectValue {
    private String dn;
}

public class RmsObjectValuesDn extends RmsObjectValues {
    private String[] dns;
}

public class RmsObjectValueRmsObject extends RmsObjectValue {
    private RmsObject rmsObject;
}

public class RmsObjectValuesRmsObject extends RmsObjectValues {
    private RmsObject[] rmsObjects;
}

public class IdValue extends AttributeValue {
    private String id;
}

public class IdValues extends AttributeValue {
    private String[] ids;
}
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  付録
付録 I.23 I18nStringValue,I18nStringValues多言語文字列型属性
値

付録 I.24 KeyedStringValue,KeyedStringValuesキー付き文字列型
属性値

付録 I.25 CompositeAttributeValues属性型属性値（再帰的な属性
値）

public class I18nStringValue extends AttributeValue {
    private I18nString i18nString;
}

public class I18nStringValues extends AttributeValue {
    private I18nString[] i18nStrings;
}

public class KeyedStringValue extends AttributeValue {
    private KeyedString keyedString;
}

public class KeyedStringValues extends AttributeValue {
    private KeyedString[] keyedStrings;
}

public class CompositeAttributeValues extends AttributeValue {
    private Attribute[] attributes;
}

0



付録 J  検索条件関連
付録 J 検索条件関連

付録 J.1 SearchMode検索モード

付録 J.2 MultiValueSearchMode多値検索モード

public class SearchMode {
    public static final SearchMode AND AND検索モード
= new SearchMode("AND");
    public static final SearchMode OR OR検索モード
= new SearchMode("OR");
}

public class MultiValueSearchMode {
    public static final MultiValueSearchMode ONEVAL 単独属性値条件
= new MultiValueSearchMode("ONEVAL");
    public static final MultiValueSearchMode ALLVAL 全属性値条件
= new MultiValueSearchMode("ALLVAL");
}
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  付録
付録 J.3 BinaryOperator二項演算子

付録 J.4 UnaryOperator単項演算子

public class BinaryOperator {
    public static final BinaryOperator EQUAL 等値比較
= new BinaryOperator("EQUAL");
    public static final BinaryOperator EQUAL_IGNORE_CASE 等値比較（ケースなし）
= new BinaryOperator("EQUAL_IGNORE_CASE");
    public static final BinaryOperator NOT_EQUAL 非等値比較
= new BinaryOperator("NOT_EQUAL");
    public static final BinaryOperator NOT_EQUAL_IGNORE_CASE 非等値比較（ケースなし）
= new BinaryOperator("NOT_EQUAL_IGNORE_CASE");
    public static final BinaryOperator LIKELIKE比較
= new BinaryOperator("LIKE");
    public static final BinaryOperator LIKE_IGNORE_CASE LIKE比較（ケースなし）
= new BinaryOperator("LIKE_IGNORE_CASE");
    public static final BinaryOperator NOT_LIKE非LIKE比較
= new BinaryOperator("NOT_LIKE");
    public static final BinaryOperator NOT_LIKE_IGNORE_CASE 非LIKE比較（ケースなし）
= new BinaryOperator("NOT_LIKE_IGNORE_CASE");
    public static final BinaryOperator GREATER_EQUAL 以上比較
= new BinaryOperator("GREATER_EQUAL");
    public static final BinaryOperator GREATER_THAN 大なり比較
= new BinaryOperator("GREATER_THAN");
    public static final BinaryOperator LESS_EQUAL 以下比較
= new BinaryOperator("LESS_EQUAL");
    public static final BinaryOperator LESS_THAN 小なり比較
= new BinaryOperator("LESS_THAN");
    public static final BinaryOperator CONTAIN 包含比較
= new BinaryOperator("CONTAIN");
}

public class UnaryOperator {
    public static final UnaryOperator IS_NULL NULL比較
= new UnaryOperator("IS_NULL");
    public static final UnaryOperator IS_NOT_NULL 非NULL比較
= new UnaryOperator("IS_NOT_NULL");
}

2



付録 J  検索条件関連
付録 J.5 TrinaryOperator三項演算子

付録 J.6 MultiOperator他項演算子

付録 J.7 WordListOperator全文検索ワードリスト演算子

付録 J.8 WordStyle全文検索ワードスタイル

付録 J.9 AttributeSearchCondition属性検索条件（抽象型）

public class TrinaryOperator {
    public static final TrinaryOperator BETWEEN 範囲比較
= new TrinaryOperator("BETWEEN");
    public static final TrinaryOperator NOT_BETWEEN 非範囲比較
= new TrinaryOperator("NOT_BETWEEN");
}

public class MultiOperator {
    public static final MultiOperator IN IN比較
= new MultiOperator("IN");
    public static final MultiOperator NOT_IN 非IN比較
= new MultiOperator("NOT_IN"); 
}

public class WordListOperator {
    public static final WordListOperator AND AND演算
= new WordListOperator("AND");
    public static final WordListOperator OR OR演算
= new WordListOperator("OR"); 
}

public class WordStyle {
    public static final WordStyle EQUAL 完全一致
= new WordStyle("EQUAL");
    public static final WordStyle PREFIX 開始一致
= new WordStyle("PREFIX");
    public static final WordStyle SUFFIX 終了一致
= new WordStyle("SUFFIX");
    public static final WordStyle SUBSTRING 部分一致
= new WordStyle("SUBSTRING");
}

public abstract class AttributeSearchCondition {
}
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  付録
付録 J.10 LogicalCondition論理検索条件（抽象型）

付録 J.11 AndCondition AND条件

付録 J.12 OrCondition OR条件

付録 J.13 NotCondition否定条件

付録 J.14 ComparisonCondition比較条件（抽象型）

付録 J.15 UnaryOperatorCondition単項演算条件

付録 J.16 BinaryOperatorCondition二項演算条件

public abstract class LogicalCondition extends AttributeSearchCondition {
}

public class AndCondition extends LogicalCondition {
    private AttributeSearchCondition[] attributeSearchCondition; AND要素条件
}

public class OrCondition extends LogicalCondition {
    private AttributeSearchCondition[] attributeSearchCondition; OR要素条件
}

public class NotCondition extends LogicalCondition {
    private AttributeSearchCondition attributeSearchCondition; 否定条件
}

public abstract class ComparisonCondition extends AttributeSearchCondition {
    private AttributeId attributeId; 比較対象属性の識別子
    private MultiValueSearchMode mode; 多値検索モード
}

public class UnaryOperatorCondition extends ComparisonCondition {
    private UnaryOperator operator; 単項演算子
}

public class BinaryOperatorCondition extends ComparisonCondition {
    private AttributeValue attributeValue; 比較対象属性の識別子
    private BinaryOperator operator; 二項演算子
}

4



付録 J  検索条件関連
付録 J.17 TrinaryOperatorCondition三項演算条件

付録 J.18 MultiOperatorCondition多項演算条件

付録 J.19 TextSearchCondition全文検索条件（抽象型）

付録 J.20 TextLogicalCondition全文検索論理条件（抽象型）

付録 J.21 TextAndCondition AND条件

付録 J.22 TextOrCondition OR条件

付録 J.23 TextNotCondition否定条件

public class TrinaryOperatorCondition extends ComparisonCondition {
    private AttributeValue[] attributeValue; 比較対象属性の識別子
    private TrinaryOperator operator; 三項演算子
}

public class MultiOperatorCondition extends ComparisonCondition {
    private AttributeValue[] attributeValue; 比較対象属性の識別子
    private MultiOperator operator; 多項演算子
}

public abstract class TextSearchCondition {
}

public abstract class TextLogicalCondition extends TextSearchCondition {
}

public class TextAndCondition extends TextLogicalCondition {
    private TextSearchCondition[] textSearchCondition; AND要素条件
}

public class TextOrCondition extends TextLogicalCondition {
    private TextSearchCondition[] textSearchCondition; OR要素条件
}

public class TextNotCondition extends TextLogicalCondition {
    private TextSearchCondition textSearchCondition; 否定検索条件
}
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  付録
付録 J.24 TextCondition全文検索テキスト

付録 J.25 WordList全文検索ワードリスト

付録 J.26 Word全文検索ワード

付録 J.27 CustomTaskCondition カスタムタスク属性条件

付録 J.28 TaskTextCondition カスタムタスク属性条件（テキスト型）

public class TextCondition extends TextSearchCondition {
    private WordList wordList; 全文検索ワードリスト
}

public class WordList {
    private Word[] word; 全文検索ワード
    private WordListOperator operator; 全文検索ワード演算子
}

public class Word {
    private String _value; 検索する文字列
    private WordStyle style; 全文検索ワードスタイル
}

public class CustomTaskCondition {
    private TaskTextCondition[] textConditions; カスタムタスク属性条件（テキスト型）
    private TaskMenuCondition[] menuConditions; カスタムタスク属性条件（メニュー型）
    private TaskDateCondition[] dateConditions; カスタムタスク属性条件（日付型）
    private TaskNumericCondition[] numericConditions; カスタムタスク属性条件（数値型）
}

public class TaskTextCondition {
    private String id; カスタムタスク属性の識別子
    private TaskConditionConnectType type; カスタムタスク属性検索条件接続タイプ
    private StringValue value; キーワード
}

6



付録 J  検索条件関連
付録 J.29 TaskMenuCondition カスタムタスク属性条件（メニュー
型）

＊： I18nStringの nameにはコラボスペース管理の定義済みカスタムタスク属性一覧の値リストの先頭の値を 0番目
として何番目の要素かを指定します。

付録 J.30 TaskDateCondition カスタムタスク属性条件（日付型）

付録 J.31 TaskNumericCondition カスタムタスク属性条件（数値
型）

付録 J.32 TaskConditionConnectType カスタムタスク属性検索条件
接続タイプ

public class TaskMenuCondition {
    private String id; カスタムタスク属性の識別子
    private TaskConditionConnectType type; カスタムタスク属性検索条件接続タイプ
    private I18nStringValue value; メニュー指定（＊）
}

public class TaskDateCondition {
    private String id; カスタムタスク属性の識別子
    private TaskConditionConnectType type; カスタムタスク属性検索条件接続タイプ
    private DateValue valueFrom; 期間指定（以降）
    private DateValue valueTo; 期間指定（以前）
}

public class TaskNumericCondition {
    private String id; カスタムタスク属性の識別子
    private TaskConditionConnectType type; カスタムタスク属性検索条件接続タイプ
    private DoubleValue valueFrom; 数値指定（以上）
    private DoubleValue valueTo; 数値指定（以下）
}

public class TaskConditionConnectType {
    public static final TaskConditionConnectType AND AND条件接続タイプ
            = new TaskConditionConnectType(“AND”);
    public static final TaskConditionConnectType AND_NOT AND NOT条件接続タイプ
            = new TaskConditionConnectType(“AND_NOT”);
    public static final TaskConditionConnectType OR OR条件接続タイプ
            = new TaskConditionConnectType(“OR”);
}
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  付録
付録 J.33 SearchOption, CollaboSearchOption検索オプション

付録 J.34 SearchRegion検索範囲

付録 J.35 TextSearchMode全文検索モード

public class SearchOption {
    private I18nString[] searchTypes; 検索するオブジェクトのタイプ
    private SearchRegion searchRegion; 検索範囲
    private TextSearchMode textSearchMode; 全文検索モード
}

public class CollaboSearchOption extends SearchOption {
    private boolean titleOnly; タイトルのみ検索対象
    private Date dateFrom; 期間指定（以降）
    private Date dateTo; 期間指定（以前）
    private String[] userKeywords; タスク関与者、メッセージ作成者の

ユーザー名での指定（前方一致）
    private CustomTaskCondition customTaskCondition; カスタムタスク属性条件
}

public class SearchRegion {
    private String[] id; 検索範囲のオブジェクトID
    private String[] dn; 検索範囲のDN（RMSドメイン指定）
    private int depth; 検索最大深さ
}

public enum TextSearchMode {
    public static final TextSearchMode NONE オプションなし
= new TextSearchMode ("NONE");
    public static final TextSearchMode THESAURUS 類義語検索
= new TextSearchMode ("THESAURUS");
    public static final TextSearchMode STEMMING 英単語変化形検索
= new TextSearchMode ("STEMMING");
}

8



付録 K  共通操作固有データ型
付録 K 共通操作固有データ型

付録 K.1 VersionInfoバージョン情報

付録 K.2 LoginInfoログイン情報

付録 K.3 SessionInfoセッション情報

付録 K.4 LoginUserStatusログインユーザーの状態

public class VersionInfo {
    private String minVersion; 後方互換最小インターフェイスバージョン
    private String curVersion; カレントインターフェイスバージョン
}

public class LoginInfo {
    private String sessionId; セッション識別子
    private String challenge; チャレンジコード
    private String publicKeyModulus; 暗号公開鍵の法
    private String publicKeyExponent; 暗号公開鍵の公開指数
    private String minVersion; 後方互換最小インターフェイスバージョン
    private String curVersion; カレントインターフェイスバージョン
}

public class SessionInfo {
    private String userId; ユーザーログインID
    private String userEntryId; ユーザー RMSユニークID
    private String userDn; ユーザー DN
    private Calendar loginTime; ログイン日時
    private KeyedString[] preferences; セッションプリファレンス
    private boolean administratorMode; 管理者モード
}

public class LoginStatus {
    private String userDn; ユーザー DN
    private boolean expired; パスワードが有効期限切れかどうか
    private int graceAmount; 猶予ログイン回数
}
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  付録
付録 L ドキュメント管理操作固有データ型

付録 L.1 SetObjectMode属性値設定モード

付録 L.2 RemoveRevisionMode リビジョン削除モード

付録 L.3 RealizeReferenceMode リファレンス実体化の属性値設定
モード

付録 L.4 ReferenceIdリファレンス ID

public class SetObjectMode {
    public static final SetObjectMode MERGE マージモード
= new SetObjectMode("MERGE");
    public static final SetObjectMode REPLACE 置換モード
= new SetObjectMode("REPLACE");
}

public class RemoveRevisionMode {
    public static final RemoveRevisionMode LATEST 最新削除モード
= new RemoveRevisionMode("LATEST");
    public static final RemoveRevisionMode OLDEST 最古削除モード
= new RemoveRevisionMode("OLDEST");
}

public class RealizeReferenceMode {
    public static final RealizeReferenceMode REFERENCE_ONLY リファレンスの属性のみ有効な

モード
= new RealizeReferenceMode("REFERENCE_ONLY");
    public static final RealizeReferenceMode REFERENT_ONLY 参照先オブジェクトの属性のみ

有効なモード
= new RealizeReferenceMode("REFERENT_ONLY");
    public static final RealizeReferenceMode REFERENCE_PRIORITY リファレンスの属性を適用した

後に参照先オブジェクトの属性
で補完するモード

= new RealizeReferenceMode("REFERENCE_PRIORITY");
    public static final RealizeReferenceMode REFERENT_PRIORITY 参照先オブジェクトの属性を

適用した後にリファレンスの
属性で補完するモード

= new RealizeReferenceMode("REFERENT_PRIORITY");
}

public class ReferenceId {
    private String id; リファレンスID
    private Attribute[] editionKey エディションキー属性
}
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付録 L  ドキュメント管理操作固有データ型
付録 L.5 RepositoryServiceリポジトリーサービス

付録 L.6 CabinetInformationキャビネット情報

付録 L.7 UniqueKeyユニークキー

付録 L.8 ClassDefinition クラス定義

public class RepositoryService {
    private String id; サービスID
    private Attribute[] attributes; 属性リスト
}

public class CabinetInformation {
    private String id; キャビネットのID
    private String label; キャビネットラベル
    private I18nString mode; キャビネットモード
    private AttributeId[] userAttributes; ユーザー属性リスト（クラスなし）
    private Ace[] maskAcl; アクセス権マスク
    private AttributeId[] editionKey; エディションキーリスト
    private UniqueKey[] uniqueKey; ユニークキーリスト
    private Boolean hasRecycleBin; ごみ箱の有無
    private I18nString defaultClass; デフォルトクラス
    private ClassDefinition[] classDefinitions; クラス定義リスト
    private I18nString initialStatus; 初期状態 （クラスなし）
    private StatusDefinition[] statusDefinitions; 状態定義リスト（クラスなし）
    private I18nString[] stampRuleNames; スタンプルール名リスト（クラスな

し）
}

public class UniqueKey {
    private AttributeId[] attrIds; ユニークキーを構成する属性のセット
}

public class ClassDefinition {
    private I18nString classId; クラスのID
    private boolean available; 設定可能かどうか
    private AttributeId[] userAttributes; ユーザー属性リスト
    private I18nString initialStatus; 初期状態 
    private StatusDefinition[] statusDefinitions; 状態定義リスト
    private I18nString[] stampRuleNames; スタンプルール名リスト
    private NextClassInformation[] nextClassInformations; クラス遷移情報リスト
}
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  付録
付録 L.9 NextClassInformation クラス遷移情報

付録 L.10 StatusDefinition 状態定義

付録 L.11 NextStatusInformation 状態遷移情報

付録 L.12 RepositoryObjectPath パス情報

public class NextClassInformation {
    private I18nString nextClassId; 遷移可能なクラスのID
    private Role[] roles; 遷移可能なロール
}

public class StatusDefinition {
    private I18nString status; 状態
    private Ace[] maskAcl; アクセス権のマスク
    private NextStatusInformation[] nextStatusInformations; 状態遷移情報リスト
}

public class NextStatusInformation {
    private I18nString nextStatus; 遷移可能な状態
    private Role[] roles; 遷移可能なロール
}

public class RepositoryObjectPath {
    private RepositoryObject[] objects; パスを構成するオブジェクト
    private boolean fullPath; パス情報が完全かどうか
}

2



付録M  タスク管理操作固有データ型
付録M タスク管理操作固有データ型

付録M.1 TaskMailOptionタスクメール通知設定

付録M.2 TaskMailUserOptionタスク通知ユーザー設定

付録M.3 TaskParticipantタスク関与者

付録M.4 Messageタスクメッセージ

public class TaskMailOption {
    private I18nString directDefault; デフォルトダイレクト通知モード
    private I18nString digestDefault; デフォルトダイジェスト通知モード
    private TaskMailUserOption[] taskMailUserOptions; メール通知ユーザー設定
    private String[] forwardMailAddresses; 転送先メールアドレスリスト
    private boolean attachedFile; ファイル添付フラグ
}

public class TaskMailUserOption {
    private RmsObjectValue messageUser; 設定ユーザー
    private I18nString direct; ダイレクト通知モード
    private I18nString digest; ダイジェスト通知モード
}

public class TaskParticipant {
    private RmsObjectValue participant; 関与者
    private I18nStrings participantTypes; 関与タイプ
    private I18nString memberStatus; 遂行状態
}

public class Message {
    private String title; メッセージタイトル
    private String body; メッセージ内容
    private String messageAttr; メッセージ属性
    private I18nString exigency; 緊急度
    private Content[] files; 添付ファイル
    private Uri[] links; 関連リンク
}
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  付録
付録M.5 ToDoPerformer,ToDoの作業者

付録M.6 ToDo ToDoの情報

付録M.7 ToDoFilter ToDoのフィルター条件

public class ToDoPerformer {
    private RmsObjectValue performer; 作業者
    private I18NString status; 作業者の状態
}

public class ToDo {
    private I18NString type; ToDoのタイプ（予約）
    private I18NString status; ToDoのステータス
    private DateTimeValue dueDate; 納期日
    private ToDoPerformer[] performers; 作業者情報の配列
}

public class ToDoFilter {
    private I18NString filterType; フィルターのタイプ
    private String[] taskIds; タスクID
    private I18NString[] types; ToDoのタイプ
    private I18NString[] statuses; ToDoのステータス
    private RmsObjectValue[] authors; 作成者
    private Integer remainingDays; 納期までの残日数（予約）
    private ToDoPerformer[] performers; フィルター条件の作業者情報の配列
}

4



付録 N  ワークフロー管理操作固有データ型
付録 N ワークフロー管理操作固有データ型

付録 N.1 FieldParameterフィールドパラメーター

付録 N.2 LocalDocumentローカルドキュメント

public class FieldParameter {
    private String name; フィールド名
    private boolean append; 追加フラグ
    private String mode; ドキュメント設定モード
（copy/move/copyAndDelete）
    private AttributeValue value; 属性設定値
    private LocalDocument[] localDocuments; ローカルドキュメントリスト
    private String[] options; オプション（ignoreOnError/

ignoreOnNotFound/ignoreOnDuplicated）
}

public class LocalDocument {
    private String name; ドキュメント名
    private Attribute[] attrs; 属性リスト
    private Content[] contents; コンテント
}
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  付録
付録 O データ型とソート
表：リソース管理

データ型 ソート優先順（昇順の場合） 補足

boolean false,true RMSではbooleanにNULLを許しません。

long 値の小さなエントリーから順に並べられま
す。
未設定（NULL）のものは後ろに配置されま
す。
（降順の場合は先頭）

データベースの仕様によります。

string 辞書配列 データベースの仕様によります。

表：ワークフロー管理

データ型 ソート優先順（昇順の場合） 補足

boolean false,trueの順に並べられます。
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

データベースの仕様によります。

long 値の小さなエントリーから順に並べられます。
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

データベースの仕様によります。

double 値の小さなエントリーから順に並べられます。
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

データベースの仕様によります。

string 辞書配列。
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

データベースの仕様によります。

dateTime 古いエントリーから順に並べられます。
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

データベースの仕様によります。

date 古いエントリーから順に並べられます。
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

データベースの仕様によります。

time 古いエントリーから順に並べられます。
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

データベースの仕様によります。

duration ソート指定不可 －
6



付録 O  データ型とソート
･ オブジェクトの IDに対してソートを指定した場合、IDの数値部分に対してソートが行われます。
･ I18nString型の属性に対してソート指定した場合、ソート結果は nameの値でグルーピングされますが、
ソート順は不定です（nameの値の辞書配列になるわけではありません）。

resource 1.リソースの種類（コラボリソース、RMSリ
ソースの順）

（コラボリソースの場合）
2.タスクID（文字列としてソートされます）
3.タスク関与者タイプ（リーダー、メンバーの
順）

（RMSリソースの場合）
2.リソースタイプ（グループ、ロール、ユーザー
の順）
3.リソースID（uidまたはcn）

カスタマイズ不可。

uri 設定済みの値は、URIの文字列表現（次を参照）
が辞書配列でソートされます。
"{"" + URI文字列 + ""}"" + ラベル文字列
値が未設定（NULL）のものは末尾に配置されま
す。

カスタマイズ不可。

document ソート指定不可 －

表：ワークフロー管理

データ型 ソート優先順（昇順の場合） 補足
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  付録
付録 P データ型と検索オペレーター

表：データ型と検索オペレーター
○ :検索可能、×:検索不可（エラー）、△ :システム属性だけ指定可能

リソー
ス管理 ドキュメント管理 タスク

管理 ワークフロー管理
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二項演
算子

equal ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

equalIg
noreCa
se

× × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × ×

notEqu
al ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

notEqu
alIgnor
eCase

× × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × ×

like × × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × ×

likeIgn
oreCas
e

× × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × ×

notLike × × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × ×

notLike
Ignore
Case

× × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × ×

greater
Equal × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊
× × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ×

greater
Than × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊
× × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ×

lessEq
ual × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊
× × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ×

lessTha
n × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊
× × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ×

contain × × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × × × ×

三項演
算子

betwee
n × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ×

notBet
ween × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ×

多項演
算子

in ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ×

notIn ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ×
8



付録 P  データ型と検索オペレーター
「○＊」は、ブール型の「オフラインコンテントフラグ（offlineContentFlag）」属性または「最新版フラグ
（latestEditionFlag）」属性でこの演算子を使用した場合、エラーになります。

単項演
算子

isNull △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ×

isNotN
ull △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ×

表：データ型と検索オペレーター
○ :検索可能、×:検索不可（エラー）、△ :システム属性だけ指定可能
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  付録
付録 Q 用語集
本ドキュメントで使用する特殊用語/略語についてわかりやすく説明します。

用語 説明

Webサービス XML、SOAP、WSDLといったWeb関連の標準技術によりネットワークを介してサービ
スの利用やシステム間の連携をするための基盤。

SOAP Simple Object Access Protocol（SOAP 1.2では略語ではないとされている）XMLベー
スのWebサービスを呼び出すためのプロトコル。

WSDL Web Services Description Language
Webサービスを記述するためのXMLベースの言語仕様。

MTOM SOAP Message Transmission Optimization Mechanism
Webサービスでバイナリーデータを扱う機能を定義した仕様。W3Cの勧告。

SwA SOAP Messages with Attachments
SOAPメッセージに添付ファイルをパッケージングするためのMIME multipart/related
構造の定義。

MIME Multipurpose Internet Mail Extensions
複数データのテキストベースでのパッケージング形式。

DIME Direct Internet Message Encapsulation
MIMEよりも効率が改善されたバイナリー形式のメッセージパッケージ形式。

.NET Framework マイクロソフトのWindowsプラットフォーム上で様々な言語やライブラリーをシームレ
スに組み合わせることが可能な開発および実行環境。

WSE Web Services Enhancements
添付ファイルを扱うときに必要な.NET Frameworkのアドオン。

WCF Windows Communication Foundation
.NET Framework（.NET Remoting）やWSEなどを統合したプログラミングモデルを提
供しサービスベースのシステムを構築するためのマイクロソフトの基盤技術。
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